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        第一章　監獄塔と神門の解放者

      

      　暗闇に満ちた冷たい石牢の中に、一人の女が留められていた。硬い鎖で手足を縛られ、口には鉄の轡くつわがはめられている。四肢は痩せ細り、皮膚が弛み肋骨が浮き出ている。肌の血色は悪く土気色で、長く伸びるままの髪は乱雑に広がり、荒れ放題になっている。

      　静寂で満たされた狭い牢屋の中で、その女は身じろぎ一つしない。ただ冷たい床に膝を突き、壁から伸びる鎖に吊り下げられて、ぐったりと体重を支えられている。その姿はまるで打ち捨てられた操り人形のようであった。

      「……退屈ね」

      　轡を着けているはずの女が、渇いた喉を震わせる。唇が割れて血が滲む。真っ赤な舌がぬるりと現れ、それを舐めとった。

      　カラン、と音を立てて轡が床に転がる。その内側は、まるで強い酸でも浴びたかのようにひどく腐蝕していた。

      　自由になった口を大きく開き、その女は久しぶりに胸いっぱいの空気を吸い込む。たったそれだけのことで、わずかだが頬に赤みが戻った。

      「キア・クルミナ教が誇る七大監獄の一つと聞いて期待してたけど、拍子抜けね。身体検査も甘いし、身内に緩いし。教会がこんな腑抜けだったなら、さっさと浸透作戦の方を進めておけばよかったわ」

      　監視の目もない牢獄で、女は悪態をつく。カラン、カラン、と金属音が響き渡り、そのたびに彼女の体を縛める枷かせが一つずつ外れていく。だが、その音が隔壁の外にまで伝わることはない。この特級独房という大層な名前の付けられた部屋は、危険な魔法使いの収容を念頭に置いて強力な魔法がいくつも仕掛けられている。そのうちの一つ、消音の魔法によってあらゆる呪文の詠唱は無効化されるが、同時に部屋の内部のどんな騒音もなくしてしまう。

      「んごぇっ！」

      　誰にも見られず聞かれないのをよいことに、女は自分の下腹部を強く殴る。嫌悪感と共に胃液が込み上げてくる。押し寄せる吐き気に逆らわず、胃の中身を床にぶち撒まける。半分溶けた芋の中に、小さな金色の指輪が紛れていた。

      　女は指輪を手に取ると、ボロボロの囚人服で汚れを拭い磨き上げる。綺麗になったそれを細い指に通し、満悦の笑みを浮かべて眺めた。

      「そろそろ始める頃合いね」

      　窓のない部屋にいながら、彼女は確信めいた予感に心を震わせる。ボロボロの唇を歪いびつに曲げて、新たな囚人がこの牢獄へ投じられるのを楽しみにする。

      　難攻不落と評されるこの大監獄、いまだ脱した者はいない。しかし彼女には自信があった。

      　前人未到であるならば、自分が一番最初の偉業を立ち上げればいい。この監獄を、悠々と大手を振って抜け出そう。真正面から、看守たちに見送られながら。それでこそ、我が悪名は全土に知れ渡る。女神の信徒たちの怒りを買って、彼らの手から逃れた最初の大悪人となる。そうすればやがて、自分をここへ押し込んだいけ好かない少女との再会も果たせるだろう。

      　犯罪組織〈錆びた歯車〉の首領、イライザは不敵に笑う。彼女を捕まえる枷など、もはや何もない。

      
        

      

      　大陸全土に広がり、種族を越えて多くの信徒を擁する一大宗教キア・クルミナ教。その影響力は高い山脈と広い森林によって隔てられた辺境にあっても健在で、小さな村落に至るまで教会が建てられ、それらをつなぐ街路には魔除けの聖柱が等間隔で並んでいる。多くの民は日の出と共に女神アルメリダに祈りを捧げ、食事のたびに感謝を伝える。生活のあらゆる場面で、使徒たちがその面影をあらわし、人々はそこに奇跡を求める。

      　土着の異教をも併呑へいどんし、時に柔軟に形を変えながらも、キア・クルミナ教は人々の生活に染み込んでいく。信徒の数に比例するように教会は力を蓄え、時に教義に反する悪賊を征討するほどの武力さえ備えていた。

      　キア・クルミナ教は特定の国家に寄与せず、また依存しない。その独立性を保ち、女神の光で一隅を照らすため、武装神官、神殿騎士、守護聖人といった力を持つ。そして、武力によって鎮圧した後に、捕縛した敵対的な存在を封じるための堅固な牢獄すら保有していた。

      　――第七監獄、〝黒鱗の牢塔〟か。

      　魔法使いフゥリンは装甲馬車のわずかな鉄格子の隙間から見える細長い塔を眺めて心の中で呟く。かつてはキア・クルミナ教に属し、ひとつの神殿の頂点に立つほどだった彼にとっては、ある意味では馴染み深い。

      〝監獄塔〟とも称されるその黒い建造物は、キア・クルミナ教が有する七つの監獄の一つだった。大陸の中心から隔絶された〝辺境〟においては唯一の牢獄であり、教会に楯突く者たちにとっては絶望の象徴でもある。一度その中に入れば、生きて出ることは叶わない。

      　フゥリンも禁忌きんきの研究に手を出したその瞬間から、その未来を予想しなかったわけではない。それでも、こうして実際に目の当たりにすると胸の内に暗く粘着質な絶望が湧き上がってくる。しかし、それと同時に彼は昂ってもいた。

      　――あそこに、イライザ様もいらっしゃるのだな。

      　聖職者の身にありながら、彼が畏敬の念を向ける女傑。元々は辺境の外で密かに活動していた遺失古代技術ロストアーツの収集組織〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉の首領を排除し、新たに成り代わった人物。彼女もまたキア・クルミナ教によって捕縛され、この監獄塔に収監されているという。

      　フゥリンはいまだ、直接的に彼女と邂逅かいこうを果たしたことはない。しかし、人を隔ててなおその手腕は思い知っている。だからこそ、女神に仕える身でありながら、教会によって要注意団体として指定されている〈錆びた歯車〉の一員として協力関係を構築していた。

      「ぐっ」

      　突如、装甲馬車が大きく揺れる。路傍の石にでも躓つまづいたか。知らず知らず立ち上がっていたフゥリンはバランスを崩す。両手足を頑丈な鉄枷に束ねられた彼は体を支えることもままならず、そのまま強かに床板へ背中を打ち付けた。綿を詰められ轡によって閉じられた口の中で呻く。

      　言葉を発するだけで魔法を行使できる魔法使いは、拘束されれば発声の自由さえ奪われる。言葉が文字通りのナイフになるのだから当然ではあったが、実際に制限されればなかなかに辛く苦しい。それでも、舌を切り落とされなかったのは、わずかな温情ゆえか。もしくは、今後さらに厳しい責め苦によって何かしらの情報を期待しているのか。

      「大人しく座っていろ」

      　御者台につながる窓の覆いが開き、神殿騎士が蔑んだ目を向ける。つい数日前まで、彼は羨望や畏敬の念を向けられていたというのに、あの一件以降、その名は完全に地に落ちてしまった。

      　フゥリンは痛む老体を軋きしませ、埃っぽい馬車の座面に腰を落とす。

      　荒涼とした原野の真ん中に突如としてあらわれる監獄塔は異質な存在だ。近隣に人家はなく、魔獣すら気配を見せない。ただ細く続く街道と、そのそばに連なる聖柱だけが、無機質な鎖のようにつながっていた。徹底された厳重な警備体制で、フゥリンは魔法を使うどころか詠唱の第一言を発することさえできない。

      　厳重な警備を敷かれた装甲馬車は無言で進む。路傍ろぼうの石を蹴散らしながら、荒野に築かれた黒い塔へ向かう。徐々にその威容が大きくなり、細部まで鮮明に見えるようになる。監獄塔の異名に相応ふさわしい、物々しい石と鉄の躯体を天に向けて屹立させている。厳重に武装した神殿騎士たちがその周囲に立って鋭い眼光を外に向けていた。魔法の才がない者にとってはただ大きいだけの塔に見えるが、フゥリンは格子窓から覗き見て思わず唸る。塔の周囲や、壁面、至るところに魔導具によって目の細かい監視網が敷かれている。その青く朧おぼろげな魔力の糸が、まるで獲物を待ち構える蜘蛛の巣のようだ。

      　監獄塔は巨大な建造物であると同時に、それそのものが大規模な魔導具でもある。結界魔法の名門プラクティス家や、ヤルダの大神殿長レイラ、砂漠に伝わる秘技を継承した魔導具職人――。錚々そうそうたる面々が協働して作り上げたキア・クルミナ教の傑作だ。大陸に七つ存在する教会の監獄の中でも屈指の堅牢さを誇り、わざわざ辺境の外から重罪人が移送されることすらあるという。

      　――終ついの住処すみか、というわけか。

      　神殿にいたからこそわかる、この絶望。フゥリンは、黒い塔の鉄門がゆっくりと開くのを見ながら、深い諦観を胸に抱く。ここへ投じられた虜囚りょしゅうは今後いっさいの自由を剥奪される。生きて出ることなどできはしない。歯向かえば、死期が近づくだけである。

      「降りろ」

      　幾重いくえにも塔を囲む厚く高い塀をくぐり抜け、馬車が止まる。錠の付いた扉が開き、神殿騎士がフゥリンの細い枯枝のような腕を引く。引きずられるようにして外に出ると、情け容赦のない陽光が彼を貫いた。

      「アルトレットより、元神殿長フゥリンの身柄を輸送しました」

      「確認した。身体検査を行う」

      　逆らう気力すらないフゥリンを、神殿騎士たちが慎重に調べる。元より裸同然だった彼の老体が露わになり、尻の穴まで入念に調べられる。臭い身体に冷水を浴びせられ、新しい囚人服と拘束具が与えられる。荒い扱いを受け苦悶の声が迫り上がるが、口に詰められた綿がくぐもった意味のない音に変えてしまう。

      「特級独房へ運べ」

      　上官らしき騎士の指示で、フゥリンはいよいよ塔の中に入る。目を隠され、車に載せられる、方向感覚を失わせた状態で入り組んだ通路を進む。フゥリンを牢へ運ぶ騎士たちは終始無言で、フゥリンは深い水底に沈んだような錯覚さえ覚えた。

      　今は降っているのか、登っているのか、それすら定かではない。監獄塔には百を超える牢があり、すでに先住者もいるはずだ。しかし、内部は不気味なほどに静かだった。神殿長の位置にいたフゥリンでさえ、その内情は知らない。

      　キア・クルミナ教の基本的な指針として、知らぬべき者は知らざる、というものがある。知る必要のないことは徹底的に秘匿ひとくされ、知るべきことのみが知らされる。この厳格な情報統制によって、キア・クルミナ教は外部からの情報戦争に対抗してきた。〈錆びた歯車〉も教会の保有する遺失古代技術ロストアーツの情報は喉から手が出るほど渇望していたが、それを知る者は神殿長クラスでもそうはいない。イライザがフゥリンに接触を図ったのも、それ以下の地位にある教会関係者からは有力な情報を得られないと知っていたからだ。

      「止まれ」

      　フゥリンが思考の渦に飲み込まれていると、不意に彼を載せた荷車が停まる。何か鉄の軋む音がして、彼は冷たい石の上に転がされる。目隠しが解かれると、小さな蝋燭ろうそくが頼りなく照らす狭い独房の中だった。

      「処遇が決まるまで、ここで過ごせ」

      　鉄格子の向こうから、神殿騎士の冷たい声が響く。

      　これで、フゥリンは完全にあらゆる自由を失ってしまった。綿の詰まった口をモゴモゴと動かす彼を一瞥いちべつし、鉄格子の窓が閉まる。静寂と朧げな光だけが闇の中に残され、フゥリンはよろよろと壁際に寄り、氷のような石に背中を預けた。

      　――静かだ。

      　消音の魔法がかけられているのだろう。独房の中は不自然なほどに、不気味なほどに静かだった。完璧な静寂は恐怖心を呼び起こす。神官として厳しい修行を経たフゥリンであっても、長く留まれば気がふれるだろう。

      　さらに、あらゆる刺激のない隔絶された空間に置かれると、不必要に思考が巡る。あらゆる希望が取り上げられたこの場では、深淵へと引きずり込まれてしまう。

      　――女神アルメリダよ。

      　自然と湧き出た言葉に、フゥリンは自嘲する。

      　教会を裏切り、神の教えに背いたというのに。絶望の底で縋すがるのはやはり神なのだ。

      　フゥリンは身を捩り、少しでも楽な姿勢を求める。無機質な牢獄は、年老いた彼には厳しい環境だった。このままでは、罰を受けるよりも早く命脈が果ててしまうかもしれない。笑えない冗談に白い眉を曲げた。その時だった。

      「邪魔するよ」

      「っ!?」

      　突然、牢の施錠が解かれた。ゆっくりと開く扉の隙間から、冷たい声がする。

      　信じられない。まさか、そんな。

      フゥリンは身を固め、恐怖と驚愕に表情を染める。あるはずのないことが、眼前で起きていた。

      「禁忌の魔術師フゥリン。久しぶりね」

      　彼女は堂々とした足取りで、独房の中へ入ってくる。さらりと撫でるように手をかざすだけで、フゥリンの縛めが呆気なく外れる。口の中の綿が抜き取られ、べたりと石の上に落ちる。

      「あな、あなたは――」

      「恩人の顔も忘れたの？ 薄情なのか、耄碌もうろくしたのか知らないけど、傷ついちゃうわ」

      「そんな！ 忘れるなど！」

      　フゥリンは膝を突き、深々と頭を下げる。

      　難攻不落と謳われるキア・クルミナ教屈指の監獄〝黒鱗の牢塔〟。その中でも特別に厳重な特級独房。彼女はそこへ、まるで散歩でもするかのような気楽さであらわれた。

      　その奇跡のような光景に、フゥリンは神の片鱗へんりんを見出した。彼女こそ、世を抱擁する偉大なる女神アルメリダそのものであるのだと。

      「――お会いしとうございました、イライザ様」

      　恭うやうやしく再会の喜びを告げるフゥリンに、〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉の女首領は妖艶に唇を曲げた。

      「仰々しい挨拶はいい。それよりも、ずいぶんと無様なことになってるわね」

      　牢の外の朧げな光源を背後に、イライザがフゥリンを見下ろす。一都市の神殿を取りまとめる長であった頃から、彼は地底まで転がり落ちるような没落を果たしていた。その顔面から正気は抜け落ち、もはや抜け殻のようだ。見違えるほど変わり果てた老人に、女は冷たい目を向ける。

      「申し訳ありません。旅人どもに探求の道を邪魔され、恥ずかしくも囚とらわれてしまいました」

      「本当に。まさかこんなところで再会するなんてね」

      　お互い落ちぶれたわね、とイライザは自嘲の笑みを口元に浮かべる。初めて会った頃の彼女は唇も鮮やかな赤に飾られ、自信と正気に満ちた表情をしていた。しかし、今の彼女は土のように色褪せた頬もやせ細り、囚人としての生活に心を荒ませているようだった。

      「しかし、どのようにここまで……」

      　フゥリンの疑問は当然のものだった。教会が厳しい監視の目を向けていた要注意組織の首領と、元神殿長の反逆者。どちらも特級に値する犯罪者の烙印が押され、独房も隔絶されているはずだ。しかし、イライザは大して苦労をした様子もなく、こうして鍵を開けて牢に入ってきた。見張りに立っているはずの看守が様子を見にやってくる気配もない。

      　困惑するフゥリンを見て、イライザは腰に当てていた手をゆらりと持ち上げる。細く白い指の間に絡まるようにして、金に輝く指輪がはめられていた。精緻な細工の施された、美術的価値も高そうな一品だが、フゥリンは一目でそこに内在する魔力を看破した。

      「なんと――」

      「惑わしの魔法を封じた道具よ。ま、そんなに強力なものじゃないけど」

      　金の台座にはめ込まれた、小さな赤い魔石が怪しく輝く。保険は大事よね、とイライザは指輪を優しく撫でながら笑う。

      　このサイズの魔導具では、それほど大それたことはできない。洗脳に関する研究を進めていたフゥリンも、それはすぐにわかっていた。しかし、魔導具や魔法が存在しないことが前提となるこの環境で、看守たちの警戒をわずかに緩める程度ならできるだろう。そこからは、イライザ自身の巧みな話術で手綱をかけ、鞍を乗せる。少しずつ、毎日わずかに警戒心を解き、距離を縮めていく。そうして、相手が気づかないほどなだらかな変化を経て、懐柔かいじゅうしてしまう。

      　恐ろしい。

      フゥリンは心の底から恐怖した。目の前に立つ女傑の顔はやはり色褪せていたが、下弦の月のように弧を描く唇が血のような真紅に色づいて見えた。そして、恐怖と同時に歓喜が老体を震わせていた。自身は長年の探求の果てに、違和感を気づかせない程度の洗脳しかできなかったというのに、この女はわずかな魔法と自身の弁口べんこうだけでこの鬱屈とした監獄での自由を獲得しているのだ。

      「ところでフゥリン」

      　老爺が口を半ばまで開き、恍惚とした表情で若い女を眺めている。女はその奇妙な状況を意にも介さず、話題を進める。ボロボロの爪を歯で均しながら、不自由な男を見下ろす。

      「あなたもわざわざ、こんなところで残りいくばくもない寿命を浪費したくはないでしょう」

      　歯に衣着せぬ直接的な言葉に、フゥリンは悩むことなくうなずく。彼の研究は道半ばで横槍が入り、壊されてしまった。このまま薄寒い石の上に寝転がっていても、研究は再開できず名を残すこともできない。望みが叶うのならば、この牢獄を脱し、闇に身を投じてでも研究を進め、悪名という形でもこの名を魔法史に刻みたい。

      　光のない黒い目で訴えるフゥリンを見て、イライザは満足そうにうなずく。

      「道を間違えた研究者と耄碌した老人は扱いやすくていいわね。次に来る時は必要なものを持ってきてあげるから、楽しみにしていなさい」

      「ありがとうございます」

      　真正面からの罵倒にもかかわらず、フゥリンは陶酔した表情で深々と頭を下げる。額を冷たい石床に打ちつけ、深々と感謝を述べる姿は、まさしく狂信者のそれだった。イライザは妖艶な笑みを浮かべて、カツカツと靴音を響かせて牢を出る。フゥリンはその硬質な音が聞こえなくなるまで、微笑を湛たたえて平伏していた。

      
        

      

      〝黒鱗の牢塔〟特級独房での生活は無味乾燥としたものだ。下級――罪状によって第三級から第一級までに分類される囚人たちは、看守による監視の下で労役を課されることもあるが、特級囚人はそれすら許されない。一日のすべてを静寂と闇に満ちた牢で孤独に過ごし、昼も夜もわからない生活を送る。食事は不定期なタイミングで出され、一日のリズムを掴むことすら許されない。

      「ふむ。今日は芋か」

      　牢を隔てる格子から送られてきた小さなトレイを一瞥して、フゥリンは退屈そうに眉を動かす。食事と言っても、娯楽になり得るようなものは当然出ない。ただ辛うじて命脈を保つために必要なだけ、最低限の質素なものだ。食器の類はなく、冷たい蒸かし芋を手掴みで口に運ぶ。砂のような食感に舌鼓したつづみを打ち、塩の混ざった水で喉を潤す。

      　食事を終えてトレイを格子の向こうに押し出せば、再び光が遮られ闇の中に戻る。

      「〝我が指先に標の火よ灯れ〟」

      　フゥリンが人差し指を突き出して詠唱を紡ぐと、頼りない蝋燭ろうそくの火に似た光があらわれる。照明のない独房では、限りある魔力を浪費してでも光を手に入れなければ精神が蝕むしばまれる。轡と綿を除かれ、詠唱が許されたのは、すでに老人に人を害するほどの魔法が使えないと判断されたからだ。

      　フゥリンは揺れる小火ぼやをぼんやりと見つめる。それしか、この狭い世界には変化と呼べるものがない。今にも消えそうなほど頼りないこの光が、この冷たい石に囲まれた部屋で唯一の娯楽であり、彼の希望そのものだった。

      「退屈なことしてるわね」

      「っ！」

      　意識の外から声が降りかかり、フゥリンは肩を跳ね上げる。首筋を痛めそうなほど素早く顔をあげ、あらわれた長髪の女に笑顔を向ける。

      　数日ぶりかの彼女は、顔に血色が戻っていた。荒んだ髪は艶やかに光り、唇は今度こそ瑞々しく張りを取り戻し、赤く笑っている。装いは相変わらず味気のない囚人服だが、看守の懐柔は順調に進んでいるようだった。

      「差し入れよ。ボケ防止くらいにはなるでしょ」

      　フゥリンの目の前に分厚い本が落とされる。彼は驚きに目を開きながらそれを拾い、金に飾られた題字を見る。

      「これは……。どこでこのような本を？」

      「ちょっとお使いに走ってもらっただけよ。いらないなら燃やすけど」

      「そんな、滅相もない！」

      　イライザの挑発的な言葉に、フゥリンは慌てて本を抱える。この独房では望むべくもない至上の娯楽である以前に、その本はとうていここに持ち込むことなどできそうにないものだった。

      　フゥリンは本を開き、ページをパラパラと捲まくる。羅列された未知の記号は、古い魔術師たちが好んで使う独自の文字だ。解読には時間が多く必要だろうが、それだけの価値はある。そして、ここでの暮らしにおいて最も潤沢じゅんたくなのが時間だった。

      「それ読んで勉強なさい。ここから出る時は期待してるわ」

      「かしこまりました。必ずや、お力となりましょう」

      　イライザがこの一冊を持参するために、いったいどれほどの力を発揮したのか。そこに想像が及ばないフゥリンではない。たとえ看守たちを己の指先のごとく巧みに操ろうと、一朝一夕に達成できることではないのだ。だからこそ、フゥリンは感謝と畏敬の念を込めて平伏する。そして、今一度この偉大なる指導者に忠誠を誓うのだ。

      「楽しみにしてるわよ。また様子を見に来るから、頑張って読みなさい」

      「御意に！」

      　白い手をひらりと振って、イライザが立ち去る。残されたフゥリンは見送る時間すら惜しみ、さっそく分厚い魔導書を開き指で字を抑えていった。

      　その日から、フゥリンの日常は光と希望に満ちていた。特級囚人ゆえに時間はいくらでもあり、邪魔は入らない。たまに出てくる食事すら掻きこむようにして、彼は解読に精を出した。老体ゆえに目は霞かすみ、体力も擦り減っていたが、糸が切れるような眠りを繰り返しながら、猛烈な勢いで本を読み進めた。灯火の魔法をそばに置き、そのわずかな光を頼りに文字を追う。記述を拾い、控えるための紙やインクはないため、何度も何度も読み返して頭に叩き込む。

      「これほど勉学に没頭するなど、神殿長として働いていた頃にはまずできなかったな」

      　ページを捲りながら、フゥリンは苦笑する。囚人という身に落ちたことで、逆に魔の究道を進められるとは、皮肉なものである。

      　フゥリンが一冊の本を解き明かしている間に、イライザは何度か足を運んだ。フゥリンが知識を蓄えていくのと同様に、彼女は健康を取り戻していた。着々と計画は進んでいるようだったが、その頃にはフゥリンはほとんど会話もしなかった。会話をするよりも、一文字でも多く追いたかった。イライザもそれに怒ることはなく、軽く様子を見たあとはいつも通り散歩にでも出かけるような気楽さで立ち去っていった。

      「――なるほど。ここの魔法はやはり、この体系を基に組み上げて……」

      　中ほどまで魔導書を読み進めたところで、フゥリンはようやく気が付いた。この魔導書に書かれているのは、〝黒鱗の牢塔〟の基礎的な警備システムを構成する魔法体系に関連するものだった。

      　消音の魔法や遮光の魔法など隔離を主眼に置いた独自の魔法体系であり、それそのものは原始魔法に近い。しかし、それゆえに運用には高度な知識を要し、また現代魔法に慣れた魔法使いでは干渉することが難しい。

      　一口に魔法と言っても、その体系は千差万別だ。フゥリンもそれなりの使い手と自負している神聖魔法はキア・クルミナ教独自の魔法体系だが、それ以外にも多種多様なものがある。世界を四大元素の構成と捉えるものがあれば、五属性の均衡と捉えるものや光と闇の二元論を基に発展した体系もある。異界から上位存在を呼び出しその力の一端を流用するもの、世界そのものを区切ろうとするものなど。〝学院〟では魔法体系に関する研究分野もあるほどで、すべての魔法に精通する魔法使いは存在しないと言ってもよい。

      　そもそも、魔法とは個人の力量によって働きも大きく左右される属人的なものだ。かつては口伝によって師から弟子へ受け継がれてきたこともあり、その過程で変容したものも数多い。イライザがもたらした魔導書は、そんな無数にあらわれては消えていった泡沫のような魔法体系の一つを詳細に書き記していた。

      　言ってしまえば、この魔導書は監獄の警備システムについて詳細に書き記されたマニュアルのようなものだった。堅牢な監獄を監獄たらしめる術式のすべてがここにあり、これを読み解けば感知されることなく破ることもできるようになる。

      「なんと、素晴らしい」

      　フゥリンは思わず歓喜に打ち震えた。元来が優秀な魔法使いであった彼だからこそ、魔法という世界を模かたどる理論を解き明かしていく快感は骨身に染みている。魔導書を読み解くことはすなわち、世界に対する理解を深めることに他ならない。

      　さらに言うならば、無数の魔法体系とその行使者が入り乱れる世間とは異なり、この監獄は一つの魔法体系を根幹に置く、ある意味でとても純粋な世界だ。この魔法体系を理解すれば、世界を意のままに操ることさえ容易だ。

      「素晴らしい！」

      　老体を蝕むしばむ疲労など、すでにわずかにも感じなかった。目を野獣のように輝かせ、本に齧り付くようにして文字を追う。一文を解き明かすたびに、世界の真理へと迫る感覚があった。

      　その頃にはもう、イライザがやってきた気配があってもフゥリンは顔を上げることすらしなくなった。あれほど潤沢と思えた時間が、滝のように流れていく。一刻も早くこの叡智えいちを理解し手中に入れたいと、ただそれだけを熱望するようになった。

      　時折供される食事を無意識に掻き込み、眠ることすら忘れ体力の尽きるまで読解に励む。老体はさらに痩せほそり、ただ両眼だけが爛々と光っていた。もはや脱獄という本来の目的さえ忘れ、ただ魔法体系の理解に心血を注ぐだけとなっていた。

      
        

      

      　この牢塔へ収監され、どれほどの時がたったのか。知る由もないが、フゥリンはようやく分厚い魔導書を読破した。それも、一度流し読んだだけではなく、何度も何度も読み返し、一言一句を頭に刻み、そこに記された魔法体系のすべてを理解した。無数の魔法使いたちが人生を賭して築き上げた叡智をその身に宿し、彼の身には自信が漲みなぎっていた。

      「――そろそろ頃合いかしら」

      　フゥリンが我に返った時、イライザはそこにいた。いつの間に持ち込んだのかもわからない木椅子に腰掛け、足を組んでいる。赤く彩られた爪を退屈そうに眺めつつ、計画の実行をおもむろに宣言する。

      　老人が立ち上がり、格子の付いた鉄扉へ近づく。近くには見張りの看守が立ち、厳戒な監視体制を取っている。フゥリンは格子に指をかけ、久しく震わせていなかった喉に息を通す。

      「看守よ」

      　呼ばれ、武装した男が億劫そうに振り向く。これまでずっと沈黙を保ってきたフゥリンが言葉を発したことに、少なからず驚いている様子もあった。今にも倒れそうなほどやつれた老爺に怪訝けげんな顔をしながらも、看守が扉の前に立つ。老人の枯れ木のような顔が笑っていた。

      「〝口を閉ざせ〟」

      　看守が目を見開き、喉を掻く。大きく開いた口から、音は出ない。彼は助けを呼ぼうと身を翻ひるがえし、外へ向かう。その背中に無慈悲な声がかけられた。

      「〝足を止めよ〟」

      　確かな魔力を帯びた、強制力を持つ言葉。監獄全体を構成する強力な魔法回路に直につながることで、フゥリンの声は神にも等しい力を持つ。恐怖の感情をあらわにする看守に微笑みかけ、フゥリンは堅固な扉に手をかざす。

      「〝開け〟」

      　ただの単語の発声。それが正当な呪文となり、世界を書き換える。弾かれたように錠が開き、鉄扉が倒れる。

      「素晴らしいわね。ここまで完璧に扱えるなんて」

      「我ながら驚いておりますよ」

      　フゥリンの背後からイライザが歩み出て感嘆の声を上げる。純粋なただ一つの魔法体系に支配された世界で、フゥリンは全知全能の神として君臨していた。彼は指先を動かすのと同じだけの労力で、この監獄のすべてを操作することができる。その確信を持つと同時に、フゥリンは心からの笑みを放った。

      　天下のキア・クルミナ教が誇る七大監獄といえど、魔法体系を完全に掌握してしまえば針子の虎に過ぎない。大地から莫大な魔力を吸い上げる術式を流用するため、フゥリンはもはや乾涸ひからびた老人ではなく無限の力を宿す大魔法使いとして君臨していた。

      「まずはどちらへ向かいましょう」

      　牢獄の中を、胸を張って闊歩かっぽする二人。異常を察知した看守が口を開く頃には、すでに何もかもが遅い。言葉を奪われ、自由を封じられ、ただ芋虫のように這いずることしか許されない。

      　フゥリンは胸のすくような爽快感に満たされ、気取った様子でイライザをエスコートする。

      「まずは武器庫ね。貴方も身嗜みだしなみを整えなさい」

      「それもそうですな」

      　バタバタと倒れていく囚人を跨ぎ超えながら、二人は塔を降りていく。建物全体を網羅する術式にアクセスすることで、フゥリンは迷宮のように複雑怪奇な塔の構造を完璧に把握していた。無数に枝分かれする通路をいっさい迷うことなく進み、厳重な警備の敷かれた武器庫へとたどり着く。

      　フゥリンが鍵を開けて、イライザが悠然と足を踏み入れる。そこには非常時に備え、強力な魔道具や武器鎧が豊富に揃えられていた。あらゆる事態に備えて、さまざまな武装が用意され、どれでも選び放題である。

      　とはいえ、イライザもフゥリンも魔法使いである。肉弾戦は不得手ふえてだ。重い鎧は枷になるし、武器の心得もない。二人は揃って金属武器には目もくれず、より厳重に封印されている魔導具へと向かう。

      「さすがのキア・クルミナ教ね。いいものが揃ってるわ」

      「私も驚いております」

      〝黒鱗の牢塔〟にはフゥリンのような強力な魔法使いも多く収容されている。そのため、対魔法使い用の魔道具なども強力なものが並んでいた。フゥリンは警報術式の組み込まれたケースに収められた杖を手にとる。

      「ミスリル製の杖ですな。素晴らしい」

      　辺境ではヤルダの神殿長しか所持が許されない、強力な杖である。白銀に煌きらめく一角馬の角のような美しい造形で、よく手に馴染む。まるで若木の根のように魔力を滑らかに吸い上げ、術式を素早く構築できる。

      「惑わしの指輪だわ。こっちの方がいいわね」

      　イライザも物色し、目に付いたものをつまみ上げる。彼女の指にはまっているものよりもさらにいくつか上等な魔導具に、うっとりと口元を緩めていた。

      「魔法障壁盾に、雷の魔法が込められた槍。身体治癒の魔法薬も浴びるほど」

      「あんまり欲張っても仕方ないわよ。必要なものと、売りやすいものだけ持ちなさい」

      　武器庫に収められた魔導具を攫さらうだけでも一生を何巡か遊んで暮らせるだけの価値がある。しかし、二人で持ちきれる量には限りがあるうえ、限度を超えれば足がつく。イライザの忠告にうなずきながら、フゥリンは必要最低限のものだけを吟味する。

      　それでも結局はいろいろと目移りしてしまい、最終的には二人とも着けられるだけの装飾品で身を飾った趣味の悪い金持ちのような外見になってしまう。しかし、ここにはそれを笑う者など存在しないため、どうでもいい。

      「おっと、誰か来たようです」

      　フゥリンが顔を上げ、何か気配を探るように目を細める。監獄塔の術式構成を完全に掌握しょうあくした彼は、もはや塔全体に神経を張り巡らせているのと同様だ。外から来訪者があれば、たとえ地下深くの武器庫にいたとしてもそれを察知できる。

      「囚人の移送かしら？」

      　そんな予定はなかったはずだけど、とイライザが首を傾げる。当然のように牢獄のスケジュールを把握している彼女に、フゥリンもいまさら驚きはない。それよりも、夏の虫のように無防備なまま侵入してくる来客者をどのように対応しようかと策を練るのに忙しかった。

      　二人はここまでの道中、静かに気配を隠してきた。出会う看守もすべて即座に無力化しているため、監獄の大部分はいまだに正常を保っているはずだ。外からの来訪者は正規の手順を経て、段階的に内部へと進入してくる。彼らを応対する神殿騎士たちも、まさか内部から食い破られているとは予想だにしていないだろう。

      「正面玄関から大手を振って出て行く、というのも一興ですかな」

      　これほどの力を持ち、わざわざ裏口からコソコソと鼠のように脱出するのはもったいない。そんな思いがフゥリンの胸に湧いてきた。イライザもそれを聞いて、楽しげに首を傾ける。

      「どうせ出るなら、ついでに教会戦力も多少削いでおきたいわね。私たちが出たあとで、監獄の警備を全部ぶっ壊せる？」

      「もちろんですとも」

      「前代未聞の大脱獄事件になりそうね。ついでにあの神殿長の首も落とせれば文句ないのだけれど」

      「それなら、偽装通信でやつを招集してもいいですが」

      「面倒だからいいわよ」

      　術式を掌握し、強力な魔導具で武装した。もはや、二人には一分の隙もない。たとえ監獄の全戦力と対峙したとしても、擦り傷すら負わずにすべてを壊滅させ、悠々と立ち去ることができるという確信があった。

      「ここを出たら、組織の再建からね。あなたはピゲドの後釜に据えてあげるわ」

      「ありがとうございます」

      　コパ村での一件で、イライザは優秀な副官を同時に亡くした。そのことには何の悲しみも見せず、彼女はクツクツと笑う。〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉という組織を動かすための人員さえ確保できるならば、それが誰であろうと関係はないと、憚はばかることなく広言するのだ。

      「では、その第一歩として来客を迎えましょうぞ」

      　二人はいよいよ武器庫を脱し、牢塔の正門へと歩き出す。各所を守る看守たちがその煌びやかな姿を視認したときにはすでに何もかもが手遅れだった。フゥリンが一言呟くだけで、彼らは次々と糸が切れたように倒れていく。まさに指先一つで世界を操る、全知全能の神だった。

      「止まれ！」

      「――おや？」

      　だが、堂々と正門をくぐって夕暮れ迫る空にあらわれた二人は、激しい声に阻まれる。不快感を露わにしながらフゥリンが周囲を見渡せば、すでに術式を組み上げいつでも放てるように照準を定めた無数の杖が彼らを捉えていた。

      「話が違うようだけど？」

      「そんな馬鹿な……。このような輩の気配はなかったはず」

      　表情を固くするイライザ。フゥリンは油のような汗が滲むのを感じる。

      　監獄の全域を完全に掌握していたはずだった。看守一人ひとりの居場所どころか、厨房に巣食うネズミの位置まですべてわかっていた。だが、これほどの軍勢が準備を万端に待ち構えていることは欠片も察知できなかった。

      「なぜ――」

      　直前まで圧倒的な全能感に酔いしれていた。それだけに衝撃は大きい。フゥリンは絞り出すように疑問を呈する。

      　彼らを取り囲んでいるのは、神殿騎士ではない。白と銀に飾られた重鎧ではなく、闇に溶けるような漆黒の武装を纏まとっている。魔導具も見慣れぬ奇妙な形をしており、相貌は黒い金属の覆面によって隠されている。何よりも異様だったのは、全員が全く同じ姿形をしていたことだった。

      　兜で顔を覆った神殿騎士たちも同じような外見だが、おのおのの体格に合わせて大小の差はある。しかし、フゥリンたちを取り囲む黒衣の軍勢は、誰一人として例外なく、全員が寸分違わず同じ背丈、同じ体格、そして同じ姿勢で構えていた。そこに人間味を捉えることはできず、ただ異様な雰囲気だけがある。知らず知らず恐怖に呑まれそうな自分に気がつき、フゥリンは密かに自身を鼓舞こぶする。

      「どうやら、私も知らぬ隠密部隊のようです。警戒を」

      「当然でしょ」

      　フゥリンが告げるよりも早く、イライザは当然のように臨戦態勢に入っていた。このあたりの油断のなさは、さすがと舌を巻くほかない。フゥリンは全身に着けた魔導具の存在を確かめながら、黒鎧の軍勢を睥睨へいげいする。

      　予想外の敵に出鼻を挫かれたが、問題はない。依然としてここはフゥリンの掌握下にあり、そうであれば彼に敵はない。今までの看守たちと同様に、昏倒させてしまえばよいだけだ。

      　フゥリンは自信を湛えた笑みを浮かべ、軍勢に向かって喉を震わせる。

      「――〝平伏せ〟」

      　静寂。

      　赤く焼けた空が、少しずつ闇に呑まれていく。

      「な、なぜ」

      　黒衣の騎士たちは微動だにしない。術式を保ち、照準を定めた杖をフゥリンに向けたまま、真っ直ぐに立っている。誰一人として崩れ落ちる者はいない。それどころか、肩を上下させる者も、足を力ませる者もいない。ただフゥリンの自信に満ちた声だけが響き、物悲しい空気がそこに満ちた。

      「どういうことだ!?」

      　フゥリンは取り乱す。神のごとき力を振るっていたら、突如としてそれが通用しない存在があらわれたのだ。汗を滝のように流す老爺ろうやに、イライザは警戒心を強める。フゥリンが裏切ったことを考慮に入れ、足を擦って距離を取る。そのことに気づかないほど、フゥリンは狼狽していた。

      「〝眠れ〟！ 〝倒れろ〟！ ええい、〝首を垂れよ〟！」

      　半ば狂乱しながら、フゥリンは次々と魔法を紡ぐ。強制力があるはずの言葉の数々は、微風のように騎士の間を通り過ぎていく。物々しい空気は一変し、泣きじゃくる童子を大人が囲んでいるような悲壮な光景となっていた。

      「魔術師フゥリン、並びにイライザ。脱獄の現行犯で拘束する。抵抗した場合、殺傷も辞さない」

      　軍勢の中から警告が発される。しかし、この場で素直に応じる者などいるはずもなかった。

      「うがああああっ！」

      　平静を失った老人が絶叫する。荒ぶる意志のまま、大地を隆起させ、襲いかかる。無限の魔力供給を得た彼は、その圧倒的な力量で騎士たちを薙ぎ倒そうとしていた。

      「ちっ。スマートじゃないわね！」

      　それに乗じて、イライザも動き出す。彼女は早々にフゥリンを囮と定め、彼が大規模な魔法で撹乱かくらんしている隙に包囲網の隙間を探す。元より、フゥリンに助けの手を差し伸べたのは、その方が楽に脱獄できると考えていたからだ。深い付き合いもなく、老い先短い老人など、捨て駒以外の何者でもない。

      　しかし――。

      「〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟だったか。対魔法使いにはなかなか便利じゃないの」

      　突如として周辺いったいの魔力が消失する。大地の鳴動は鎮圧され、イライザたちの全身を飾る魔導具はすべて鉄屑へと成り果てる。全身から血の気が引くような、身に覚えのある感覚にイライザの顔が引き攣る。

      　フゥリンは顔面蒼白で硬直し、やがてブルブルと震え始める。黒衣の騎士たちが隊列を割り、奥からあらわれた女性を通す。赤髪を垂らし、不敵な笑みを湛えたその顔は、フゥリンもよく知るものだ。

      「大人しく捕まってれば殺しゃしなかってのに。馬鹿だな」

      　ゆったりとした白い神官服に身を包み、手にミスリルの杖を持ち、彼女は品性のない口調でフゥリンを嗤う。

      「レイラ……」

      「呼び捨てとは、偉くなったもんだな。フゥリンよ」

      　辺境最大の神殿の頂点に立ち、魔法の技量に於いても他の追随を許さない、稀代の大魔法使い。ヤルダの神殿長レイラは、ニヤリと笑みを深めた。

      「教会ウチの備品を遠慮なく分捕りやがって。もうちょっと遠慮って言葉を知れよ」

      「がっ!?」

      　レイラが軽やかに杖を振る。たったそれだけの動きで、フゥリンの身に着けていた魔導具が泥のように形を失いボトボトと足元に落ちていく。

      「なぜ、魔法が！」

      　しかしフゥリンが驚いたのは、その手練ではなかった。周辺いったいの魔力を消失させる〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟が展開されているというのに、彼女は難なく魔法を行使した。その事実が信じられなかった。

      「あ？ そんなもん、自分は例外指定するに決まってるだろ」

      　領域系魔法の基礎だぞ、とレイラは軽い調子で言う。

      「簡単に言ってくれるわね」

      　唇をきつく噛み締めながら睨むのはイライザである。腹心の部下であるピゲドたちが血の滲むような探求の果てにようやく実用化にこぎつけたのが〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟の術式である。その発展系をこうもあっさりと見せつけられるのは屈辱だった。

      　しかし、苛立ちの表情の下で、イライザはほくそ笑む。魔法使いから魔法を封じ愉悦に浸るのは、彼女自身が一度犯した愚行である。当然、その技術が自分に向かうことも考え、その対策も講じてある。

      「これでも喰らいなさい！」

      　懐に忍ばせていたナイフを勢いよく投げつける。たっぷりと即効性の毒を塗布したそれは、無防備に体を晒す魔法使いを一撃で殺す。さらに、そのナイフはイライザが長い時間をかけて作り上げた特別製だ。それ自体に〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟の術式が組み込まれており、例え〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟を無効化する対策が講じられていたとしても、それを切り裂いて突破する。

      　魔術師殺しの一擲いってき。勝利を確信したイライザが笑う。

      「だから、馬鹿か？」

      　しかし、レイラの悲鳴は響かない。代わりに返ってきたのは、うんざりしたような声だった。

      「は？」

      　間の抜けた声を上げ、イライザは前を見る。彼女の投げた渾身こんしんの一刀は、虚空よりあらわれた謎の触手によって絡め取られていた。紫色の血が滴り落ちる異様な存在に、思わず身の毛がよだつ。震える視界でレイラを見て、彼女は思わず悲鳴をあげそうになった。

      　赤髪の神官の足元から、黒い影が滲み出ていた。人のものではない、異質な空気が広がり、一帯を粘つくような恐怖で満たしていた。

      「クソ！ なぜ魔法が使える！ 儂わしがすべて、掌握しているはずじゃ！」

      　なぜこれに気づかないのか。なぜ呑気に悪態などついていられるのか。イライザは瞳孔を開いてフゥリンを見る。全知全能に陶酔していた偉大なる魔法使いはそこにいなかった。玩具を取り上げられて泣きじゃくる子供のようだった。

      「まったく。あれだけ研究に没頭しておいて、何一つわかってねぇとは」

      　レイラは肩をすくめ、失望した顔で指を鳴らす。冷たい空気が弛緩し、イライザは呼吸を思い出す。レイラの異様な雰囲気はなりを潜め、魔力も流れ始める。

      「舐めるなぁ！」

      　フゥリンは激昂げっこうし、唾を飛ばしながら叫ぶ。レイラが〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟を解除したのを、挑発と捉えたようだった。

      「ちっ！」

      　イライザは怒りのまま暴れ出すフゥリンを置いて、包囲の薄い場所へ走り出す。このまま逃げ切れれば、彼女の勝ちだった。フゥリンを捨てても、辺境の各地に彼女の手駒が隠れ潜んでいる。彼らと合流できれば、復活の命脈は保たれる。

      　黒鎧の騎士たちを薙ぎ倒し、荒野を目指す。攻撃の感触に違和感を覚えて、振り返り、イライザは目を向いた。

      「コイツら、人間じゃない！」

      　黒衣の騎士たちは、ただの張りぼてだった。一突きしただけで倒れ、首が転がる。杖はただの棒切れだ。こんな見せかけに騙されていたのかと、イライザは歯軋はぎしりする。

      　騎士たちは人形で、彼らが杖の先に展開していた無数の魔法陣はすべてレイラが一人で操作していた。そんな常人の枠を外れた大技を、あまりにも堂々と見せつけられて疑うこともできなかった。

      「仕方ない。少し稽古をつけてあげよう」

      　レイラは昂ぶるフゥリンに目を向け、イライザには一瞥もくれない。それは彼女にとって千載一遇せんざいいちぐうの好機だった。罠であろうと、逃すものか。彼女は黒鎧の像を押し退けながら外へと走り出した。

      「〝砕け散れ”！」

      　フゥリンの一言で、大地が隆起し、激音と共に砕ける。だが、その瓦礫がれきがレイラを押し潰すことはない。彼女が軽く杖を振るうだけで、綿を飛ばすかのように明後日あさっての方向へ吹き飛んでいく。

      「まったく、学習しないな。少しは考えろよ」

      「なぜだ！ なぜ――」

      「テメェよりももっと根源的な魔法体系を掌握してるからだよ」

      「――は？」

      　簡潔なレイラの言葉。

      　だが、フゥリンの思考は理解を阻む。彼が掌握した魔法体系は、かなり原始魔法に近い自然的なものだ。詠唱に複雑な文法を導入できないのも、魔獣たちが本能的に扱う魔法に近い法則で成り立っているためだ。そんな低レベルな魔法体系よりも、より低い階層レイヤーにある魔法体系など、もはや人間が扱えるものではない。

      「そもそも詠唱なんて使ってるところからして、浅いんだ」

      　レイラがおもむろに片手を上げる。滑らかに動く指の間に、虚空から火球が生まれる。心臓のように拍動しながら、急激に温度と明るさを増していく赤い炎に、フゥリンが愕然とする。

      「竜の息吹ドラゴンブレス――！」

      　レイラが指を弾く。火球が放物線を描き、大地に落ちる。熱風が周囲を薙ぎ払い、大地を焼き焦がす。ガラス化した砂が舞い上がり、フゥリンの衣服が燃え上がる。最強の魔獣にのみ許されたすべてを灰燼かいじんと化す劫火ごうかを、レイラはたやすく生み出したのだ。

      「おっと、殺しちゃいけない」

      　半狂乱で地面に転がり囚人服の炎を掻き消そうとするフゥリンを見て、レイラは広げた手を握り締める。その動きに合わせて、暴れ回っていた猛火は霧散し、焦げた臭気だけが周囲に残る。

      「どうせならもっと励めよ。魔の道はテメェが考えてるよりもずっと深い」

      　腰を抜かし、蒼白の顔で見上げる老爺に、魔法使いは激励の言葉を投げかける。それは、何よりも的確に、彼の心を打ち砕いた。彼よりもはるかに年若いその女は、途方もなく隔絶した実力を持っていた。彼が人生の長い時間を費やして築き上げた塔は、彼女の足元にも及ばなかった。

      　フゥリンは監獄塔の威容を見上げる。一度は従えたと確信していたこの巨塔が、今では己を踏み潰さんと足を上げる巨人に見えた。

      　もはや、そこに野心を燃やす老魔法使いはいなかった。心折れ、尊厳を砕かれた、ただの哀れな老人が崩れ落ちているだけだった。

      「じゃ、大人しくしてな」

      　レイラが手を振る。黒鎧の騎士たちが動き出し、無抵抗のフゥリンを拘束していく。もはや、レイラは彼に背を見せ、警戒すらしていない。フゥリンは牙を抜かれ、ただ従順に縛いましめを受けるのみだ。

      
        

      

      「クソ！ 計画が滅茶苦茶だ！ なんなんだあの尼は！」

      　イライザは荒野をひた走っていた。フゥリンの心を折った竜の息吹は、闇の迫る荒野ではよく目立つ。それを見た彼女は即座に徹底的な遁走とんそうを選び取った。

      　真正面から対峙するなど、できるわけがない。〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟も効かず、不意打ちも意味を成さない化け物を相手取るなどできるはずもない。幸い、荒野を抜ければ山に駆け込める。そこまで行けば、仲間が用意したセーフハウスがある。今はただ逃げ切ることだけを考えればいい。

      「――とか思ってんだろうけど」

      　痺れる足に鞭打って走るイライザの眼前に、彼女は悠然とあらわれる。息も切らさず、白い神官服を汚さず、突然にあらわれる。

      「そんな……」

      　レイラの姿を見てイライザは本能的な恐怖に歯を鳴らす。

      　赤髪を垂らした彼女は、人の枠に収まるものではなかった。背中から黒い翼を広げ、イライザを睥睨へいげいしている。その姿はまるで――。

      「悪魔め」

      　口を突いて出た言葉に、レイラは不満げに眉を寄せる。彼女はふわりと荒野に降り立ち、イライザの元へゆっくりと歩み寄る。

      「失礼な。女神の加護だよ」

      　レイラの指先がイライザの頬に触れる。痺れるような痛みと、焼けるような熱が伝わり、イライザは身体を痙攣けいれんさせる。しかし、逃げ出すことはできなかった。心臓を鷲掴みにされたような恐怖に足がすくんでいた。

      　かつて辺境の小さな村で出会った、あの少女と同じ空気があった。この世のものではない、まったく違う法則の上に成り立つ、異様な存在。未知という根源的な恐怖を呼び起こすもの。あの銀髪の少女の纏う空気は、あまりにも純粋で息苦しいほどのものだった。途方もなく離れた高みから見下ろすようないっそ清々しいほどの恐怖だ。しかし、この女のそれはまったく異なる。混沌としていて理解を拒むような恐怖。直視すれば、目が焼かれるような忌避感。

      「テメェも一度は祈ったことがあるだろ。女神からその翼を授けられ、星々を散りばめた天幕を引く役目を与えられた、導きの使徒」

      　レイラの背後に広がる黒い翼が、イライザをも包み込む。その姿が鮮明になり、彼女は思わず出しかけた悲鳴を必死に抑える。一枚一枚の羽根だと思っていたものは、枯れ木のような灰色の腕にしがみ付く甲虫のようだった。身体を震わせ、互いに噛み合っている。

      　人智を越える異形の姿に、イライザは思わず土を掻いて後ずさる。その背中が、何かに触れた。

      「ひっ」

      　今度こそ悲鳴が漏れ出す。

      　キア・クルミナ教において旅の安全や将来の繁栄を司るという翼の使徒、ユナ。現世に顕現けんげんしたその姿は、視認しても理解することを拒むほどのものだった。

      　焼け爛れたような皮膚が骨に張り付き、溶けた肉が滴り落ちている。並んだ牙は赤く濡れそぼり、カラカラと顎を揺らして笑っている。ひび割れた鱗の、細長い尻尾が、ぐるりと周囲を囲っていた。

      　これがキア・クルミナ教の神なのかとイライザは恐怖する。神々しく描かれる彼らの真の姿を知り、心の底から震える。こんな真実を知るために、あの塔から逃げ出したわけではないというのに。

      「私は他の神殿長ほど優しくはないの」

      　気味が悪いほど清廉せいれんな声で、彼女は笑う。氷のように冷たい声が、イライザの胸の奥を直接撫でる。

      「わざわざ生かさなくても、情報を取る手段はいくらでもあるのよ。でも、人道的ではないとか、残虐すぎるとか、そんなことを言われてしまうの」

      　感情のない暗い瞳がイライザを見ていた。

      「本当はあなたが各地に隠している組織の残りも、徹底的に潰すべきだと思ってる。ただ、あなたが大人しくしていて情報を吐き出せば、それを贖あがないとして赦す気持ちもあった。さあ、あなたはどうするの？」

      　レイラは二つの道を指し示す。しかし、イライザの選べるものはすでに決まっていた。

      　翼の使徒ユナが、その判断を見届けている。神の下で誓う言葉は絶対だ。加護という名の呪いが強制的に刻まれ、彼女の行く道は完全に決まってしまう。

      　それでも彼女に戸惑うことは許されなかった。弱々しく両手を挙げる。それを見て、レイラはつまらなさそうに離れた。二人を包み込んでいたユナも霧散する。

      　その時、突然神官服の下で何かが震えた。イライザが肩を跳ね上げるのを無視して、レイラは懐から小さなペンダントを取り出す。

      「やあ、テトル。ああ、ゴーレムの実地運用試験は上々の結果だ。あ、でも三十機ほど焦がしちゃってね。え？ いや、乱暴に扱ったわけじゃなくて、ちょっとした事故でね。ごめんごめん、ちゃんと代金は払うからさ」

      　先ほどまでの人外じみた空気を霧散させ、レイラは軽やかに舌を回す。その姿だけ見れば、ただの少し魔力量の多い女性にしか見えない。

      「三人の様子はどう？ へぇ、そろそろ戻ってくるの。うーん、久しぶりに愛弟子の顔も見たいな」

      　楽しげに話すレイラは、イライザを視界に入れてすらいない。しかし、わずかな希望を持って周囲を見渡したイライザは、即座に刺すような視線に射抜かれた。震えながら振り返ると、レイラが楽しげに話しながらそっと唇に手を当てていた。

      「よーし、せっかくだしちょっと遊びに行こうか。大丈夫大丈夫、何かしら理由つけて飛ぶからさ」

      　この女にかかわってしまったら、もう終わりだ。イライザは遅まきながら確信する。

      　辺境最大の神殿の頂点に立つ者が、ただの神官で終わるはずがない。魔法という神秘の深淵に手を伸ばし、それでなお正気を保っているのだ。イライザは今度こそ希望を捨てる。そして、星の浮かび出した空を見上げて祈る。

      　各地に潜伏している同胞たちが、いつの日かこの女の寝首を掻いてくれることを。

      
        

      

      　大陸全土に広がり、種族を越えて多くの信徒を擁する一大宗教キア・クルミナ教。その影響力は高い山脈と広い森林によって隔てられた辺境にあっても健在で、小さな村落に至るまで教会が建てられ、それらをつなぐ街路には魔除けの聖柱が等間隔で並んでいる。多くの民は日の出と共に女神アルメリダに祈りを捧げ、食事のたびに感謝を伝える。生活のあらゆる場面で、使徒たちがその面影をあらわし、人々はそこに奇跡を求める。

      　土着の異教をも併呑し、時に柔軟に形を変えながらも、キア・クルミナ教は人々の生活に染み込んでいく。信徒の数に比例するように教会は力を蓄え、時に教義に反する悪賊を征討するほどの武力さえ備えていた。

      　キア・クルミナ教は特定の国家に寄与せず、依存しない。その独立性を保ち、女神の光で一隅を照らすため、武装神官、神殿騎士、守護聖人といった力を持つ。

      　辺境最大規模を誇るヤルダの大神殿にて、神殿長の座に君臨する大神官レイラ。稀代の天才と謳われる魔法の才能を発揮し、神殿の内外を問わず多くの魔法使いから畏敬と羨望の念を向けられる。彼女がキア・クルミナ教に伝えられる神聖魔法の真髄を解き明かし、より純度の高い神々の顕現を達成したという功績は、教会の厳格な情報統制によって封印され、ごく一握りの上層部にしか知られていない。

      
        第二章　アリアの事件調査記録

      

      　辺境の大都市ヤルダから馬車で三日ほど揺られると、広大な丘陵地帯と深い森を擁ようするホルド領に入る。太い石敷きの街路が整備され、魔除けの聖柱がずらりと並ぶのは、それに見合うだけの往来がある証左だ。

      　肥沃な畑が一面に広がるこの領地は、辺境随一の大都市であるヤルダの胃袋を支える食糧生産地として重要な役割を果たし、中でも領主の住むホルド村はよく栄えていた。

      「アリアさん、領主の直轄村が見えてきましたよ」

      　街路を軽快に走る一台の馬車。キア・クルミナ教の聖印を記した白地の旗を掲げたそれの御者台に座る神殿騎士が、箱内に向かって声をかけた。

      「ありがとうございます。すでに教会を通じて話は通っているはずです」

      　馬車の車内からは冷涼な風のように透き通った声が返る。それを聞いた御者はうなずき、疲れを見せる二頭の馬の手綱を振った。

      　ホルド領の中心に位置し同じ名を冠するこの村は、領主の住む館や傭兵ギルドの支部などが揃っている。領内でも最も規模の大きな村は平時であれば活気のいい声が聞こえてくるだろう。しかし、馬車の速度を落として村に近づいた御者は、どんよりと落ち込んだ空気を感じとる。

      　馬車は慌てて背筋を伸ばす門番たちを越えて村の中に入る。村民たちから遠慮のない視線を浴びながら、中心にある領主の館の前で停車した。

      　馬車の来訪は前持って伝わっていた様子で、扉の前には身なりを整えた男が二人待ち構えている。

      「キア・クルミナ教の調査団である。ここの領主と神殿長だな？」

      　馬車の上から騎士が口を開く。その言葉に、二人の男はうなずいた。

      　白い神官服を着込んだ細身の男が恭しく膝を突くと、隣に立っていた小太りの男も慌ててそれに倣ならう。出迎えの準備が整ったのを見計らったかのように、馬車の扉が開き、中から麗しい女性が姿をあらわした。

      「ご足労いただき感謝いたします、アリア殿。ホルド村の神殿長、テネスと申します」

      「りょ、領主のコルトと申します」

      　深く首を垂れる二人に、石畳へ降り立った女は穏やかな笑みで応える。艶やかに透き通るような長い銀髪を背中に流し、青い瞳が慈愛の色を湛えている。白い神官服の胸元にある銀鎖の首飾りは、彼女がその若さにしてテネスも足元に及ばぬほど高位の神官であることを示していた。

      「すでに伝達はされているでしょうが、今一度。キア・クルミナ教特派調査官のアリアと申します。本日はコパ村の虐殺事件の調査のため訪れました。お二人にはさまざまな協力をお願いすることになりますが、ぜひご助力ください」

      　涼やかな声は溶けるように広がり、テネスとコルトは内心で驚く。キア・クルミナ教の特派調査官といえば、教会が重要重大と判断した事件の詳細な調査に当たる特別な存在だ。その業務内容は情報統制の厳格な教会内でも輪を掛けて徹底された守秘義務の下に封じられており、大領の教区を纏める神殿長といえど知ることはない。

      　確証のないまま、まことしやかに囁かれるのは、教会に敵対する勢力に対応する特別な実力部隊という噂だ。しかし、テネスたちの前にあらわれたのはまだ年若い清純そうな乙女である。どうも、噂にある血生臭い存在とは結びつかない。

      　とはいえ、それは礼を失する理由にはならないため、二人は丁重にアリアを館の中に促す。

      「どうぞ、お掛けください」

      　高価な調度品の並ぶ広い応接間に通されたアリアは、革張りのソファに腰を下ろす。すぐに侍女が温かい茶と菓子を並べ、ひとまず会話の場が整う。

      「単刀直入に始めましょう。すでに事件から日数がたっておりますので」

      　ティーカップに一瞬唇を触れ、一息ついた直後にアリアが口を開く。ゴクゴクと渇いた喉を潤していたコルトが慌ててカップをソーサーに置き、硬質な音が部屋に響く。アリアは気にする素振りもなく、淡々と続けた。

      「コパ村の住人が一夜にして滅びたのは七日前のことでしたね」

      「ええ。その前日まではいつも通りのやり取りがあったというのに……。突然のことで、我々も困り果てているのです」

      　コルトの表情は真剣なものだった。コパ村はホルド村に隣接している。そのため、日常的に互いの村民が行き来し、密接な交流が持たれていた。それまで平穏だった隣村が、一夜を隔てて死んだのだ。領主としても看過できることではない。

      「事件後、村に立ち入った者は？」

      「おりません。その、教会からの通達がありましたので」

      　隣村が瞬く間に壊滅するという不可解な事件は、ホルド村の住民たちにも恐怖を広めた。しかし、その直後に神殿から村への立ち入り禁止が厳命され、ヤルダから派遣された大量の神殿騎士たちによって完全に包囲されてしまった。

      「せめて、弔ってやることはできないのでしょうか」

      　切実なコルトの訴えに、アリアは悲しげに目を伏せる。

      　コパ村にはいまだ、多くの遺体が野晒しになっている。それを厚く葬ってやることすら、教会は許さなかったのだ。

      「申し訳ありません。それも、我々の役目が終わったあとになります」

      　コパ村近隣の集落に告げられたのは、現場への不可侵。どんな事由じゆうがあろうとも、死の村にはいっさい立ち入ることは許されない。コルトたちは、その村の中で腐っていくかつての知人たちを見ることしかできなかった。

      　教会側からの説明は、調査活動において状況の維持のため、という一文だけ。そして、その調査活動を行うアリアたちは、ようやく到着したのだった。

      「調査はどれほどかかるのでしょう？」

      「コパ村の現状によります」

      　テネスの問いにアリアは簡潔に答える。しかし、彼らの知りたいことは何一つ知らされない。

      「順調にことが進めば、今日中に終わることもあるでしょう。長引く場合は、見当もつきませんが」

      　もうしわけありません、とアリアは深く頭を下げる。自身よりも年下の少女に謝罪されてはいたたまれないとテネスとコルトの二人は慌てて止める。ソファに背を預け、観念したようにうなずいた。

      「わかりました。あの村のことはアリア殿に一任いたします」

      　もとよりそれ以外の選択肢などない。しかし、領主として決断することに意味がある。コルトの言葉に、アリアは感謝の言葉を返す。

      「アリア殿」

      　しかし、テネスは控えめに手を挙げて意見を示す。

      「私も神殿に身を置く者、微力ながら手伝うことはできないでしょうか」

      　テネスの目が強く訴える。アリアはじっと彼の顔を見る。銀髪越しに垣間見える青い瞳が、一時猛禽もうきんのように鋭くなったように感じて、テネスはわずかに狼狽うろたえる。しかし、次の瞬間には元の柔らかな微笑みが戻り、アリアは銀の長髪を揺らした。

      「申し訳ありません。あなた方とコパ村との親交の深さは重々承知の上で、お断りさせていただきます。これは調査団の領分となりますので」

      　キア・クルミナ教は厳格な情報統制の上に成り立っている。神殿長と言えど、知ってはならず関わってはならないものは多くある。特派調査官という面妖な肩書きの少女もまた、そんな秘密に守られた特別な存在であった。

      「テネス殿はコパ村の惨劇以降、毎日長く祈りを捧げておられる。偉大な神官様です。あの村にはテネス様と知己の者も多かった。せめて、弔いだけでも……」

      　コルトが感激の目をテネスに向け、彼の敬虔さを語る。しかし、アリアは首を振り、申し訳なさそうに睫毛を伏せる。

      「ご心配は無用です。コパ村の方々は我々が責任を持って、できうる限り丁重に葬らせていただきますので」

      　聖女を体現するかのような慈しみに満ちた微笑だった。それを見たコルトは感涙の涙を滲ませながら平伏する。

      「よろしく、お願いいたします！」

      「……よろしくお願いいたします」

      　領主が決めたのならば、神殿長といえど異を唱えることはできない。テネスもコルトに続き、頭を下げる。アリアは二人の言葉をしかと受け止め、約束を違えないことを誓った。

      　アリアを乗せた馬車がホルド村を発ち、コパ村へ進路を向ける。銀に輝く豪奢ごうしゃな馬車が風のように駆け、丘の向こうに消えていくのを見届けて、コルトはむっと眉を寄せる。

      「突然やって来てかと思えば。一方的に立ち入りを禁じた上で、自分たちが先に入るというのも非常識だ。コパ村とホルド村の関係を考えれば、我々こそ弔いに行かねばならぬだろうに」

      　アリアがいなくなった直後に怒りを露わにする領主の肩に、テネスはそっと手を置く。

      「申し訳ありません。教会にも、複雑な規則があるのです」

      「テネス殿……。いや、こちらも浅慮せんりょだった」

      　信頼の厚い神殿長に諭されれば、憤慨ふんがいも収まる。コルトは肩を縮め、頭を下げる。神殿長は穏やかな表情でそれを受け入れ、自らが管理するホルド村の神殿へと足を向けた。

      「私はせめて、ここから祈りを捧げましょう。コパ村のみんなが、迷わず女神の下へ迎えることを願います」

      「おお、さすがはテネス殿だ。あなたの信心が少しでも、あの女神官にあればよかった」

      　コルトの言葉にテネスは曖昧に笑う。否定も肯定もせず、彼は神殿の中へと入っていった。

      
        

      

      　領主たちの見送りを受けたアリアは、村から離れたのを確認してほっと息を吐き出した。

      「お疲れですか」

      　馬車の中、アリアと対面するように座る者が軽やかに声をかける。女の声だが、その容姿は白い面に覆われて判然としない。ゆとりの多い神官服とは異なり、動きやすさを重視した白い装いは、彼女の女性的な体付きを隠さずにいた。

      「仕方ないわ。馬を変えながら一度も止まらず辺境の端から端まで横断したもの」

      「その程度で疲れる方でもないでしょう」

      「アイナが押し付けてきたくせに。何も知らない人と話すのは疲れるのよ？」

      　テネスたちに見せたものより少し砕けた笑みを浮かべるアリア。彼女とアイナは気心の知れた仲であることは明白だった。彼女もまた、アリアと同じ特派調査官である。装いが違うのは、二人の役回りが異なるがゆえである。

      　彼女たち特派調査官は、数ある教会の役職の中でも特殊な位置にある。専門性と秘匿ひとく性が高いゆえに慢性的な人手不足という問題を抱えており、一応はヤルダの大神殿に所属しているはずだが、一つの土地に長く留まることがない。辺境各地を蜂のように飛び回り、各所での業務を遂行しているのだ。

      「コパ村の情報偽装はどうなってるの？」

      「魔獣の襲撃ということに。実際、近郊の森で上位者が狩られ、力関係が不安定になっているわ」

      　アリアは教会が近隣の村に公布した建前を確認する。

      　コパ村が壊滅したのは、近くの森からあらわれた魔獣の襲撃によるものである。という言い訳だ。それが実際の理由ではないという事実は包み隠されている。

      「上位者を狩ったのは〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉なの？」

      「いいえ。事件の前にコパ村が雇った傭兵が狩ったみたいよ。そっちの情報もあるけど」

      「見せてちょうだい」

      　白服の女が馬車の隅に置いてある鞄を示す。その中に入っていた紙束を取り出したアリアは、ペラペラと捲めくって内容を目で追った。

      　遺失古代技術ロストアーツを付け狙う組織〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉がコパ村の一件に関与しているという事実は、特派調査官のアリアにも知らされている。だが彼らが拠点としていた森の中の地下施設は、すでにアリアの上司が別の手を使って調べている。

      　特派調査官に求められているのは、襲撃を受けたコパ村の損害を見積もること。より正確に言うならば、コパ村の教会関係にどれほどの危害が加えられたかを調べることだ。

      「イール。ベテランの傭兵ね。っと、邪鬼の醜腕？」

      「呪いに近いものらしいわ。それ自体は私たちの管轄外。必要なら呪物管理者に問い合わせるけど？」

      「必要ないわ。まあ、この人なら問題なく倒せるか」

      　納得したアリアは紙束を膝の上に置く。傭兵の変わった特徴に興味が惹ひかれないわけではないが、それを深追いする意味も余裕もない。彼女がやるべきことは、すでに決まっている。

      「それで、村は全滅なの？」

      「先遣隊の調査では生き残りはいないって。騎士の封鎖も問題なく機能してるみたいだし、各地の翼が変に使われたって記録もないわね」

      　コパ村へ向かう馬車の中で、アリアたちは情報を共有していく。すでに概略は掴んでいたが、本格的な業務に入るにあたって改めて確認する作業だ。

      「それなら問題ないわ。張り切ってお仕事しましょう」

      　アリアが意気込んだと同時に、馬車の動きが止まる。扉が開けば、眼前にひとけのない村を取り囲む騎士たちの姿が見えた。

      　白と銀の鋼鉄に身を包む大柄な騎士たちは、その一人一人が熟達した神聖魔法使いでもある。キア・クルミナ教が保有する最大戦力である神殿騎士の中でも、彼らは一握りの精鋭たちである。

      　彼らが直立不動で囲み、監視の目を光らせるのは、一夜にして村民が残らず死に絶えたコパ村である。

      　隣り合うホルド村からでも通常なら半日はかかる距離を、アリアの乗る馬車はものの数十分で駆け抜けた。当然、これを普通の馬車というはずがない。辺境中を東奔西走する彼女にのみ使用が許された、とある遺失古代技術ロストアーツである。

      「アリア様、お待ちしておりました」

      　馬車から降りたアリアたちを迎えたのは、村を取り囲んでいた神殿騎士の一人である。頭を兜で覆い隠した白銀の騎士は、突如としてあらわれた馬車に驚く素振りも見せず冷静に対応する。

      「警備ご苦労さま。異変は？」

      「ありません。何人か入村の許可を求める者はいましたが、一人として立ち入らせていません」

      「ならいいわ。――今から秘匿業務を執行します」

      　真剣な目つきで宣言するアリアに、神殿騎士は直立したままうなずく。

      　現時刻より、特派調査官の業務が始まる。

      　手始めに、アリアは手に持った白い杖を高く掲げた。

      「〝闇を落とす天蓋よ、影を秘める外幕よ。耳目を閉ざし、空を断て。その腕に擁するもを守り、奪う者を退け、秘め、隠し、匿え〟」

      　澄んだ声が紡つむぐ魔力を帯びた言葉。透明な波がアリアの足元から広がり、コパ村を包むように揺れ動く。一見するとなんら変化のない風のさざめきであったが、やがて騎士たちも異変に気づく。

      　アリアの足元に、六つの角を持つ星型の陣が輝いていた。無数の魔力の糸が複雑に絡み合い、意味を織り上げる。また、それと同じものを極大に押し広げたものが、コパ村の上空にもあらわれていた。

      「おお……」

      「これが、レインの称号を持つ魔法使いの実力か」

      　一見すると神々しくうねる光の渦も、多少魔法の才を持つものがみれば恐怖すら覚えるほど荒々しい、莫大で濃密な魔力のうねりであることがわかる。途方もない規模の魔力を、繊細に制御する。アリアの実力を、騎士たちは真正面から見せつけられた。

      「――〝星隠しの大天幕〟」

      　詠唱が結ばれる。

      　コパ村の内部が、すべて静止していた。瞬時に凍りついたか、もしくは時の流れが断たれたか。空を流れる雲が、風に揺れる草花が、彫刻のように固まっていた。まるでそこだけ、精巧な絵に成り代わったかのようだった。

      　空間そのものを区切り、その内部への侵入と外部への逃走を完全に阻む大結界。辺境内でも使えるものは片手の指でこと足りるほどしかいない、高度な魔法である。並たいていの魔法使いであれば泡を吹いて倒れるほどの魔力を消費したはずのアリアは、わずかの疲労すら見せず涼しい顔で騎士に向き直った。

      「当然だけど、あなたたちの立ち入りも禁じます。領域内にわずかでも侵入した場合は即刻敵対行為と判断し殲滅しますので」

      「心得ております」

      　アリアの言葉に恭しくうなずく騎士。彼に見送られながら、特派調査官はコパ村に足を踏み入れる。アリアの体が領域を超えた瞬間にだけ空気が揺らぎ、やがて何事もなかったかのように穏やかな景色が揺らぐ。上空に星の魔法陣がゆるく回転するコパ村に、彼女の姿は見当たらなかった。

      「ひどいわね」

      　秘匿結界〝星隠しの大天幕〟の内部に入ったアリアは、漂う腐臭に顔を顰ひそめる。まだコパ村を区切る柵に達していないが、そこから漂う強烈な臭いは無視できない。それでもアリアたちは歩調を緩めず、やがて荒れた村の門へたどり着いた。

      　路傍で崩れ落ちる無数の骸むくろは、すべてこの村の者だ。首や胸にある切り傷は、どう見ても人の手によるもの。教会の〝魔獣の襲撃による壊滅〟という主張とは大きく食い違う。

      「アイナ、とりあえず神殿に」

      「わかってるわ」

      　半ば腐乱していても、村民たちの顔に恐怖が張り付いているのは一目でわかった。アイナが黙ったまま死体を見ていると、アリアが先へ急かした。彼らを弔いたい気持ちは痛いほどわかるが、今は自身の職務を遂行するのが先決だ。それに、調査において彼らの遺体もまた重要な手がかりとなる。

      　神殿騎士の精鋭を派遣してまでコパ村の状況保存を徹底したのは、貴重な情報を少しでも多く残しておくためなのだ。今、勝手に遺体を汚せば、彼らの意志も無駄になる。

      　アリアは半壊した家屋の前を通り過ぎ、村の中央にある広場に面した石造りの建物の前にやってくる。聖印を尖った屋根の頂に掲げたその建物は、小さいながらも立派なキア・クルミナ教の神殿である。

      　両開きの重厚な扉はすでに開け放たれ、内部からはより強烈な死臭が漏れ出している。アリアとアイナは白い布で口元を覆い、意を決して内部に侵入した。

      「……」

      　死屍累々であった。

      　男女も老若も区別なく、そこに追い詰められたみんなが絶命していた。アリアたちは職務上血生臭い現場にも慣れている。それでも、無辜むこの民がこうも無惨に朽ち果てている惨状は、あまり見ていて気持ちのいいものではない。

      　二人は半ば無意識に祈りを捧げ、彼らの安寧を願う。そして、礼拝堂の奥にある扉を押し開いた。

      「書庫は荒らされてるわね」

      「面倒だわ。……蔵書録は使う？」

      「全部覚えてるからいいわ」

      　問いかけるアイナに、アリアは一瞥もせず断る。

      　キア・クルミナ教の神殿は、たとえ小さな僻地の村にあっても、多少の書物を収蔵している。教会の教えに関するものが大半だが、神殿によっては教育施設や医療施設も兼ねるため、それらに対応した書物も含まれる。

      　コパ村の書庫は、壁一面の本棚からほとんどの本が落とされ、床に散らかっていた。アリアは薄く埃の積もったそれらを拾い、題字を確認しながら棚に戻していく。

      「欠落なし。さすがに一般書庫を狙うことはないか」

      「何にも取らないなら荒らさないでほしかったわ」

      　すべての書籍を棚に戻し、ぐるりと視線を一巡させ、アリアが息をはく。すべての書物は元の場所に戻り、一冊の欠落もない。つまり、この部屋を荒らした者は書物を盗むことはなかった。

      　彼女はそれを確認すると、壁一面を覆う立派な本棚の一角に手をふれた。女神アルメリダによる天地開闢かいびゃくの記録、その第七巻。彼女がすべてを作り終え、そして深い眠りの海へと沈んだことが記される最後の書物。アリアがその背表紙を深く押し込むと、本棚の内部に仕込まれていた機構が動き出す。

      「〝彼女の流す血が大地を染める〟」

      　魔力を本に流し込みながら、定められた言葉を呟く。アリアを正当な資格者と認めた防衛機構が守りを解き、本棚がゆっくりと後退し、横へスライドした。

      「禁書庫はさすがに無事かしら？」

      「どうかしら」

      　中を覗き込んだアイナは、三面の壁がすべて本棚で埋められた窓すらない部屋が整然と整っていることに安堵する。禁書庫には神殿長以上の位にあるキア・クルミナ教の神官しか閲覧が許されない書物が収蔵されている。ここの本棚に一冊でも欠落が認められた場合、事態は面倒なことになる。

      「ちっ」

      　狭い書庫にアリアの舌打ちが響く。彼女の青い瞳は、巧妙に誤魔化されたわずかな本棚の隙間を見つける。その棚に並ぶ書物をすべて左右へ押し付けると、ちょうど一冊分の隙間があらわれた。

      「一冊なくなってるわ。〝闇星の書〟第三巻ね。内容は……」

      「第七監獄の基礎魔法構造の根幹部分ね」

      「まったく、狙い澄ましたように！」

      　アリアは身を翻し、書庫を飛び出す。盗まれた書物はよりによってこのコパ村に隠されていた複製もない原本だ。何よりも悪いのは、それが辺境における教会の影響力を根底から揺るがすような重大な記述が載っているという点である。

      「アイナ、とりあえず村中を虱潰しに調べるわよ」

      「どうせ外部に移ってると思うけど」

      「それでも一応確認しないと」

      　これも決まりよ、とアリアが呟く。彼女が杖を振るうと同時に、アイナの姿がぶれた。白面の女は二人、四人、八人と増殖し、コパ村の隅々にまで広がっていく。それぞれのアイナが家屋の中に入り、床下や天井裏まで綿密に確認していく。

      　アイナによる草の根を掻き分けるような捜索が始まるなか、アリアは神殿の奥にある小部屋の中に入る。

      「星降りの間は問題ないわね」

      　石の床に青い陣が描かれ、湾曲した天井には夜天の星々を模した小さな魔石が散りばめられている。その暗い部屋の中央に立ったアリアが詠唱と共に魔力を流すと、彼女は完全に隔離される。

      「レイラ様」

      『突然だな。何かあったか？』

      　防諜の対策を完璧に整えた上で、遠話の魔法を使う。アリアの声に応答したのは、遠くヤルダの神殿にいる彼女の上司にあたる人物である。前触れのないアリアからの通信にもかかわらず、相手の女は動じる様子もなく応答する。

      「〝闇星の書〟第三巻が紛失しています」

      『あっは！ それは大変だ』

      　重々しく告げたアリアに対して、拍子抜けするほど軽い笑い。教会の秘宝とも言える重大な魔導書の喪失にもかかわらず、レイラは余裕を崩さない。むしろ喜んでいるような気さえするほどで、アイナは思わず眉を顰める。

      『アレにかけられた〝不動〟の呪いはそれなりに強力だ。七日程度なら、まだそう遠くには運べんだろう』

      「そう考えて、村内を捜索中です」

      『あれも便利なもんだね。おかげでアリアも文字通り百人力だ』

      「茶化さないでください。これが上に知れたら大ごとですよ」

      『そうなる前に片付けるのが、お前の仕事だろう？』

      　伝わる声だけで、赤髪の下にニヤつく笑みがありありと想起される。アリアは奥歯をキツく噛み締めながら、その声に粛々とうなずいた。辺境の頂点に立つこの神殿長こそ、アリアが息を詰む暇もなく駆けずり回っている過労の原因である。

      『とはいえ、禁書庫の扉は完全に封印し直されていた。となると、盗人はかなりの手練れと想定したほうがいいな』

      「……見ていたんですか？」

      『おっと』

      　悪びれる様子もなく、レイラが笑う。仮にもレインの称号を持つアリアが構築した〝星隠しの大天幕〟を看破するほどの千里眼とは、考えるだけでも恐ろしい。付き合いはそれなりに長いはずなのに、いまだその実力の底を押しはかることのできない上司に、アリアは知らず知らず唇を噛んでいた。

      『アリア』

      　恐怖と屈辱の混沌としたアリアの胸中を知ってか知らずか、レイラが名を呼ぶ。

      『もし盗人を見つけても手を出すな。一応、報告だけあげて、それ以外の余計なことはいっさいするな。気取られることも許さん』

      「なぜです？」

      　アリアは驚きを隠せず問う。

      「〝闇星の書”は秘宝ですよ。一刻も早く奪還しなければ、場合によっては取り返しの付かない事態に――」

      『だからこそさ。とにかく、心得て慎重に仕事をするように』

      「っ！……わかりました」

      　上司がそう指示したのであれば、最終的にアリアが拒むことなどできない。そして、こういった場合、たとえアリアが納得していなくとも、最終的にはレイラの指示によって最良の結果が得られる。

      　まるで未来すら見透しているかのようなあの女傑は、やはり頼もしいが恐ろしい。アリアは心の奥から溢れかけた恐怖を押さえつけ、呼吸を整えてから星降りの間を出る。部屋の前には、アイナが一人待ち構えていた。

      「今のところ見つかってないわ」

      「でしょうね。まったく、面倒ね」

      　上司からの伝達事項をアイナにも共有しつつ、アリアは神殿の外に出る。相変わらず腐臭の漂う凄惨な光景が広がっているが、だんだんと心が荒ぶることもなくなってきた。それよりも、今は重大な秘宝の行方を追わなければならない。

      「〝闇星の書”には〝不動〟の呪いが掛けられている。禁書庫から出すことも、普通ならできないはず。なら、いったい犯人はどうやって持ち出したのかしら」

      　アリアは顎に指の背を添えて思考を巡らせる。

      　あの魔導書にかけられた呪いは、教会の呪術師が扱うなかでも特別に強力な代物だ。許可なく触れようとした者はたいていの場合、手痛い反撃を食らう。

      　仮に持ち出せる者を列挙するならば、生来の魔法抵抗力が極めて高い妖精族やエルフ族がまず思い当たる。しかし、彼らにとっては何の魅力もない代物で、誰かに頼まれたとして引き受けるような性格ではない。そもそも、エルフなど森の中に引きこもって他者との交流を徹底的に断つ引きこもりたちが、わざわざ神殿に忍び込むはずもない。

      〝闇星の書〟を盗んだのは、十中八九人間族の者である。アリアはそう結論づけた。

      「結局、手口がわからないけど」

      　人間族であれば、呪いの影響からは逃れられない。護符などで守りを固めるという方法もあるにはあるが、限度がある。魔法的な対策をいくら施したとて、本自体にかけられた〝不動〟の呪いだけはどうしようもない。

      　あの呪いが生きている限り、魔導書は大岩のように重くなる。

      「……邪鬼の醜腕」

      　アリアの記憶に、ひとつ光るものが浮かび上がる。

      　コパ村の依頼を受け、近くの森を支配する大魔獣を討伐せしめたという女傭兵。彼女の右腕は〝邪鬼の醜腕〟という珍しい呪いを宿している。身体から湧き出る魔力のほぼすべてを際限なく喰らい尽くす代わりに、その者に鬼のような怪力を与える呪いだ。その副次的な効果として、呪いを受けた箇所は強い魔法抵抗力を有する。自身に降りかかる魔法を意志に関係なく退けてしまうのだ。

      　人並外れた怪力と、魔法を破る抵抗力。その二つがあるならば、厳重に守られた教会の秘宝を強奪することも可能だろう。

      「アイツか！」

      　奥歯を噛み締め、アリアは急いで杖を振る。今は機密性よりも迅速性が優先されるため、星振りの間に戻ることなく遠話の魔法を発動する。

      「――テネスさん！」

      『えっ？ うわっ!? あ、アリア殿ですか？』

      　帰ってきたのは取り乱した声。つい先ほどホルド村で顔を合わせ、別れたばかりの神殿長テネスである。突然調査官からの声が届いた彼は、わたわたと慌てながら応じた。

      「少し、確認していただきたいことがあります」

      『確認ですか。それは……』

      「コパ村の調査に必要なことです。傭兵ギルドの記録をあたり、イールという傭兵について調べていただけますか？」

      『よ、傭兵ですか？』

      　脈絡の見えないアリアの要請にテネスは訝いぶかしむ。しかし、彼らに伝えられている表向きの調査理由はコパ村を襲った魔獣の特定だ。魔獣の狩猟を生業としている傭兵とはすぐに結びつく。

      『わかりました。少しお時間を頂けますか？』

      「何かわかったらすぐに連絡を」

      　テネスが行動を起こすと同時に魔法が切れる。アリアは唇を噛み締め、事態が想像以上に悪いことに焦燥感を強くする。

      「仮にイールが邪鬼の醜腕を使って〝闇星の書〟を持ち去ったとしたら、〝不動〟の呪いも意味がない。七日もあれば、ヤルダを越えてはるか先まで移動してしまうわね」

      　もしそうなれば、もはや事態はアリアの手に負えるものではなくなっている。ヤルダの神殿に応援を求め、場合によっては他の神殿の手を借りる必要も出てくる。そのような展開はできれば避けたい。

      「イールの足取りを追うことができればいいけど」

      　今できるのはテネスからの報告を待つことだけだ。

      　ギルドが素直に情報開示の請求に応じたならば、イールがどのような道を移動したのかもすぐにわかる。しかし、傭兵ギルドは特定の国家や勢力に所属しないことで中立を保つ特殊な組織だ。その権力的な強さはキア・クルミナ教にも匹敵するため、無理矢理に聞き出すことはできない。

      　アリアは女神アルメリダに祈りを捧げる。

      「アリア、いいかしら？」

      「何か見つけたの？」

      　胸元に手を置いていたアリアに、アイナが声をかける。勢いづいて振り返るアリアに、白面の女はうなずく。

      「コパ村の村長の家に日記があった。当時のことが少しだけ書いてあるわ」

      「確認しましょう」

      　アリアは即決し、歩き出す。アイナの先導を受けて、他のものと比べれば一回り大きな家の中に入る。

      　おそらく、この家の主は神殿で殺されているのだろう。家の中は荒らされた形跡もなく生活感を残してそのまま保たれている。簡素な応接間やキッチンを周り、主人の執務室に足を踏み入れる。大きな窓のある部屋で、机の上に日記帳が置かれていた。

      「勤勉は美徳ね。申し訳ないけど、読ませてもらうわ」

      　日記は当時を知る重要な手掛かりだ。その性質上、思い違いはともかく虚偽が混ざることも少ない。特に筆者の役職を考えれば、十分信頼に値する。

      　とはいえ、小さな村の者が書く文字はなかなかに汚い。アリアは目を凝らし、指で追いながら解読していく。

      「このあたりね。ギルドに依頼を出した」

      　日記にはその日の大まかなな出来事が簡単に記されていた。

      　村民たちが近郊の森に生息する魔獣たちが活発になっていることに頭を悩ませ、みんなで金を出し合ってギルドに依頼を出した旨がしっかりと記述されている。コパ村にギルドの支部はないため、隣村のホルドへと若者が数人で出かけたようだ。

      　それから数日後、ヤルダから傭兵がやって来た。それが邪鬼の醜腕を持つ女傭兵イールだった。彼女は村長や猟師たちから入念に話を聞き、情報を集めた。その様子を見て、日記の主人は信頼できる傭兵であると認識したようだ。

      「見た感じだと、このイールは偶然に依頼を受けて、たまたま立ち寄った感じがするわね」

      　日記から読み取れる情報を分析して、アリアは首を捻る。

      　イールが元々コパ村の神殿に隠されていた〝闇星の書〟を狙っていたのであれば、そもそも依頼を受けてやって来るという迂遠うえんな方法を取るだろうか。普通に旅の傭兵として立ち寄った体でもいいはずだ。

      「信頼を得るため？ だとしたら、ずいぶんと周到な性格だけど」

      　アリアはいくつもの予想を分岐させながら、並行して日記を読み進める。

      　依頼を受け、村民から情報を集めたイールは、さっそく森の中へ入って行った。〝邪鬼の醜腕〟という強い呪いを受け、また経験豊富なベテラン傭兵であるとはいえ、女一人で森の中へ入って無事に帰ってくるのだろうかと村長は心配していたようだが、ここで事態が大きく変わる。

      「少女？」

      　イールは依頼を達成していなかった。

      　より正確に言うならば、依頼を達成することができなかった。

      　なぜなら、イールが村民たちに見守られながら出発したちょうどその時に、森の中から年端も行かぬ小柄な銀髪の少女があらわれたのだ。奇妙な青銀色の衣を纏ったその少女は、なんとイールの討伐目標であった森の支配者アームズベアを軽々と引きずっていた。

      　目立つ傷どころか少しの汚れもなく涼しい顔で、身の丈よりもはるかに大きな魔獣を運ぶ少女だ。底が知れぬ恐怖を覚えるのも仕方はない。さらに、そのアームズベアの死体はただ一箇所だけ、胸を貫かれた以外の傷がなかったという。

      「なんなの、これは」

      　日記越しにも伝わる恐怖に、アリアは粘ついた不快感を覚える。

      　アームズベアは神殿騎士であっても三人でかかるほど厄介な魔獣だ。魔力を純粋に身体能力の強化に注いでいるため、シンプルに強い。森の頂点に君臨するということは、歳を取り幾度となく重ねた戦いの経験によってさらに老獪ろうかいになった個体だ。

      　そんな大魔獣を一方的に屠ほふる少女とは。

      　村長が咄嗟とっさにその少女とイールの入村を拒み、報酬金だけを渡して追い出した気持ちもよくわかる。日記の末尾に少しの後悔が記されているのを見るに、村長の人となりも窺うかがい知れる。

      　それでも、彼が少女を拒絶したことは英断だったとアリアは断言できる。身なりは人間族のようだと書かれているが、大魔獣を一撃で倒す人間の少女などいない。

      　驚いたことに、イールはその少女と共に村を去ったという。彼女は来た道を帰っていった、とあるからには、ホルド村に立ち寄ったのだろう。

      「っ」

      　日記を区切りのよいところまで読み進めたアリアは、頭痛に似た衝撃を受ける。魔法による呼びかけだ。彼女の頭へ直接響くように声がする。

      『アリア殿』

      「テネスさん。何か見つかりましたか？」

      『イールはヤルダからホルドのギルド支部を訪れ、その後コパ村に。その数日後には見慣れない少女を連れて戻ってきたようです』

      「そう……。ありがとうございます」

      　テネスの言葉は日記の記述とも一致する。しかし、これが正しいのであれば不可解だ。イールには〝闇星の書〟を盗む余裕などなかったのではないか。

      『それでですね……』

      　思考に入りかけたアリアは、テネスの言葉に続きがあることを察して踏みとどまる。

      『ホルドのギルドで、その少女が傭兵登録を行い、イールとバディとなっています』

      「イールと？」

      　付け足された情報は奇妙なものだった。イールが得体の知れない少女と行動を共にした上に、バディ登録まで行うとは。会って数日の関係ということを考えても、突拍子のない行動だ。

      「その少女の名前は？」

      『ええと、ララという名のようですね』

      　ララ。いかにも適当な名前だ。偽名の可能性も考えたほうがいいかもしれない。アリアの思考は加速する。

      　イールが気を許してしまったのも、精神汚染系魔法によるものと考えるのが自然だ。そうでなければ、イールが想像を絶するほどお人好しな性格ということになる。

      「となると……。その前に報告しないといけないわね」

      　容疑者は見つかった。ギルドに所属したというのは、不可解な行動ではあったが、ひとまずアリアは上司への報告を優先する。村長の家を飛び出して、神殿にある星降りの間へ入る。遠くヤルダにいる上司に向けて遠話の魔法を発動させると、彼女が何か言うよりも早く向こうから声が届いた。

      『とりあえず、イールとララは違うぞ』

      「はっ!? えっ？」

      　事態が大きく進展したと息巻いていたアリアは、先回りされた否定に困惑する。上司は相変わらず謎の魔法でアリアの動きを監視していたのだ。

      「ど、どう言うことですか？」

      　手掛かりを見た限り、怪しいのはこの少女です。とアリアは主張する。しかし、レイラはカラカラと笑って再びそれを否定した。

      『イールとララは私の知り合いだよ。今もロミと一緒に旅をしているし、その足取りもしっかり掴んでる』

      「ええっ？」

      　レイラから飛び出した衝撃の事実に、アリアはあんぐりと口を開ける。一瞬、彼女まで洗脳を受けているのでは、という思いが脳裏を過ぎったが、さすがにそれはないと即座に否定する。この辺境にレイラを凌ぐほどの化け物がそういるはずもない。

      　それに、ロミといえばレイラの一番弟子として有名な少女だ。アリアよりもさらに若いというのに、すでにレインの名を授けられているあたり、その才能は本物である。

      『そもそも、イールもララも〝闇星の書〟を盗む暇なんてなかっただろ』

      「それは……そうですが……」

      『怪しいやつは案外なんにもやってないもんさ。視野しや狭窄きょうさくに陥らず、冷静に大局を見たほうがいい』

      　諭すような言葉。正しいだけに、アリアも反論できないが、何よりもこれをレイラに言われているという事実が気に入らなかった。

      「もう、あなたが直接出向いたほうが早いのでは？」

      『そこまで暇じゃないんでね。君の働きを上から掠め取るのが上司の仕事だ』

      「嫌らしい言い方ばかり……。わかりましたよ」

      　憎たらしい上司に辟易へきえきしながら、アリアは遠話を断つ。せっかく見つけたと思った容疑者が上司の知り合いとは、ままならないものだ。これで調査はまた振り出しに戻ってしまった。

      「〝闇星の書”以外に被害がないか確かめましょう」

      　アリアは気を取り直し、調査を再開する。キア・クルミナ教の神殿は、たとえ小さな村にある末端のものでも秘宝と呼べるものがいくつか保管されているのが珍しくない。逆に都市の大神殿に置いてある方が隠しにくいというのもその理由のひとつだ。

      〝闇星の書〟などはその筆頭で、おそらくこの村の神殿長もその存在は知らされていなかったはずだ。宝物庫の番人が守るものの正体を知る必要はない。それが教会の基本的な考え方である。

      　逆に、アリアはその役職上この神殿に秘匿されている物に関していくつか知っている。特派調査員は神殿が脅威と認めた事件の対処に当たる。その際に、盗難の可能性がある秘宝の安否を確認したり、場合によっては取りもどしたりすることも、業務の内に含まれるからだ。

      「さすがに『女神の翼』は盗まれていないと思うけど」

      　アリアは巧妙に隠された扉の封印を開き、地下へ続く螺旋階段を降りていく。その先にあるのは、教会が実用化に成功した数少ない遺失古代技術ロストアーツのひとつ、瞬間的に万里を越える便利な転移装置『女神の翼』である。

      　封印魔法の仕掛けられた扉が開き、半球状の石室があらわれる。壁に取り付けられた燭台に灯火の魔法の明かりを移し、闇を払っていく。

      　そこにあらわれたのは、アリアの知る既存の魔法体系から大きく逸脱した法則によって成り立つ複雑な魔法陣だ。この魔法陣が刻まれた石の床そのものが『女神の翼』である。これはさすがに、どんな大怪盗でも盗むのは一苦労だろう。

      「損傷なし、認識阻害術式も問題ないわね」

      　アリアは記憶にある魔法陣の形と目の前のものを照らし合わせ、大きな違いがないことを確認する。その上で、見る者に異なる情報を伝達する魔法も正常に働いていることを認め、胸を撫で下ろす。

      　『女神の翼』は見た目上こそ奇妙な形の魔法陣に見えるが、実際はまた違った姿をしている。それを複写されるわけにはいかないため、さまざまな防御措置が取られているのだ。アリア自身『女神の翼』の真の姿は知らないが、それは問題ではない。

      「翼は問題なし、と。――〝神聖なる女神アルメリダに希う。瞳の使徒イェジの名の下に、領域を侵す愚弄なる者の足跡を現せ〟」

      　アリアが杖を振るう。細かな光の粉が床に向かって振り撒かれ、いくつかの足跡を浮き上がらせた。彼女はそれをじっくりと確認し、眉間に皺を寄せる。

      「一人は神官ね。この靴は武装神官か」

      　アリアの履いている靴も武装神官としてのものだ。靴底に特徴的な模様があるため、見る者が見ればすぐにわかる。

      　彼女が使った神聖魔法は、地面に残された足跡を解析するものだ。詠唱の構成によってどれほど過去に遡るかをある程度決めることができるが、『女神の翼』は滅多なことでは使用の許可すら降りない秘宝であるため、大雑把に使っても大量の足跡が浮き上がるということはない。

      　魔法に反応して四種類の痕跡があらわれたのは、アリアの予想を上回る数だった。

      「もう一人はたぶん傭兵ね。歩幅が一定だわ」

      　アリアは豊富な知識と経験を元に足跡の主を分析する。歩幅が一定なのは、フィールドワークの多い者。丈夫なブーツだが底が擦れてグリッドが浅くなっているのは、旅の長い者。総合すれば各地を転々とする傭兵である可能性が高い。

      「もう一人の足はずいぶん小さいわね」

      　四つの足跡は、三人組と独立した一人に分けられる。神官、傭兵と共に歩いているものは、小柄で体重も軽い少女のようだ。

      「まずこんな足跡があること自体、おかしいんだけど」

      　『女神の翼』は教会の秘宝である。神官はまだしも、傭兵や少女が辻馬車のような気軽さで使えるような代物ではない。ということは、この三人は教会から特別な許可を受けて使用したというわけだが……。

      「まさか！」

      　思考を巡らせていたアリアは、ひとつの結論に思い至る。

      　コパ村の依頼を受けた女傭兵イール、彼女と出会い共に旅を始めたララ。二人はレイラの知り合いで、今は彼女の一番弟子であるロミと共に旅をしている。神官、傭兵、少女の三人組。

      「あの三人が『女神の翼』を使って、コパ村にやってきた？」

      　アリアは混乱する。いったい、何がどうなっているのだ。そもそも、レイラはなぜこんな重大な事実を、特派調査官である自分に隠していたのか。

      　彼女は憤怒の表情で星降りの間に戻ると、即座に遠話の魔法を発動させた。

      「レイラ様！」

      『なんだい、突然に』

      「なんだい、じゃありませんよ。先の女傭兵と女の子に『女神の翼』を使わせたんですか！」

      『ああ、そうだよ』

      　いきりたつアリアの追及に、レイラは驚くほどあっさりとうなずく。アリアの方が拍子抜けして、逆に冷静になってしまうほどだ。

      『私が内密に通した。アレが最善だと思ったからな』

      「最善って……」

      　彼女たちがコパ村に戻ったのであれば、前提が崩れる。彼女たちでも、神殿の禁書庫に忍び込み〝闇星の書〟を盗み出すことができてしまう。

      『ひとつだけ伝えておくよ』

      　そんなアリアの思考を察したのか、レイラは歌うような調子で語る。

      『コパ村の住人たちを惨殺した〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉を壊滅させて、幹部二人を殺害、首領イライザを捕縛し、奴らの保有していた未確認の遺失古代技術ロストアーツを発見、解析したのは彼女たちだ』

      「は？」

      　アリアの頭に響く数々の功績は、にわかには信じられないものばかりだ。要注意組織の壊滅と、遺失古代技術の発見、どちらかひとつだけでも現実味がない。その両方となれば、もはや虚構としても杜撰ずさんなものだ。

      『こっちも駒を送ったんだけどね、それが到着するよりも早く三人でひとつの組織を壊滅させたんだ。なかなかすごいだろう？」

      「はぁ……」

      　もはや驚きも起こらない。それよりも、ついに上司の頭が壊れたかと心配が先に出る。しかし、彼女の言葉は真実味を帯びている。このようなところで下手な冗談を言うような者でもない。

      　嘘偽りがいっさい含まれていないというのが、一周回って薄気味悪い。

      　森の大魔獣を討伐するのとはわけが違うのだ。それをまだ若い三人の女だけで成し遂げるとは。アリアは自分も若い女であることを棚に上げ、三人に恐怖を覚えた。

      「それでは、もう一人は誰ですか？」

      『もう一人？』

      　『女神の翼』に残っていた足跡は四つ。傭兵、神官、少女の三人組を除けば、正体不明のものが一つある。どうせこれもレイラが職権濫用して送り込んだ者だろうと当たりを付けたアリアは、少し投げやりに問いを向ける。しかし、返ってきたのは不思議そうな声だった。

      「『女神の翼』には四つぶんの足跡がありました。あと一人、誰かが使っています」

      『〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉のやつらじゃないのか？』

      「魔法陣の中心から外へ向かって、その後また戻ってきています。〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉の者なら、逆になるはずでしょう」

      　四つめの足跡は往復していた。外部からこの村へとやって来て、この村から別の場所に飛んでいる。他の三人は外部からやって来た往路の痕跡しか残っていないため、帰りは徒歩か馬車を使ったはずだ。

      『……知らないな』

      「なっ」

      　レイラの硬い声に、アリアは今度こそ驚く。ヤルダの神殿長であるレイラは辺境内にある『女神の翼』の管理者でもある。彼女が使用を察知できていないということは、誰かが不正に隠れて使っていたことの証左である。

      『その足跡を調べろ。場合によっては破壊も許可する』

      「了解」

      　先ほどまでの気楽さは鳴りを潜め、レイラは神殿長として威厳のある声で指示を下す。アリアもまた特派調査官として、即座にそれに従った。

      　彼女は再び『女神の翼』のある石室へと戻り、四つ目の足跡を精査する。

      「男ね。身長と体重、歩き方……」

      　足跡は単純なスタンプではあるが、そこには多くの情報が含まれている。アリアは観察を深めることで、足跡の主に関する情報を集めていく。

      　しかし、浮き上がって来たのは何の変哲もない、どこにでもいるような男ということだけ。靴底の形もさほど特徴的なものではない。これから容疑者を絞り込むのは現実的ではない。

      　アリアはさらに魔法の範囲を広げる。足跡は螺旋階段を登り、そのまま真っ直ぐ書庫に入る。禁書庫へ立ち入り、〝闇星の書〟の並んでいた棚の前に立ち、そして踵きびすを返している。

      「最初から足跡を見とけばよかったわね」

      　初歩的なことを抜かしていた自分に、アリアは苛立ちを覚える。足跡はまさに〝闇星の書〟だけを目指していた。それを手に入れた後は、未練なく再び『女神の翼』へ戻っていた。

      　決定的な証拠だった。問題は、この者を特定する証拠が何も見つからないという一点だけ。

      「破壊投棄……」

      　アリアの脳裏にその言葉が過ぎる。

      　教会の秘宝たる『女神の翼』だが、第三勢力による侵攻が予想された場合には強奪を未然に防ぐため破壊しなければならない。『女神の翼』を一つ作るためにも多くの時間と資材と魔法使いたちを必要とするが、背に腹は代えられない。

      「まだ、情報を集め切ってからじゃないとダメね」

      　しかし、彼女は首を振る。

      　破壊投棄は最終手段だ。そこに残った情報のすべてを拾い上げた後でなければ、それこそ容疑者の特定は不可能となる。アリアは自分にできることを考えながら、目に映るすべてのものを分析していく。

      「アイナ」

      「いるわよ」

      　アリアの呼びかけにアイナが即座に答える。無数の分身を村中に広げていた彼女ならば、何か他の発見があるかもしれない。そう考えたアリアは相方に目を向ける。

      　白い仮面で顔を隠した女は、言葉を交わすこともなく彼女の思考を読み取った。

      「ひとつ、気になることがあるわ」

      「言って。今はどんな些細な情報でもありがたいわ」

      「アームズベアの死体がどこにもないの。解体されたとしても、何かしらは残っているはずなのに」

      　アイナの言葉に、アリアも首を傾げる。

      　アームズベアは、コパ村が傭兵ギルドに依頼を出し、イールが狩り損ねた、近郊の森の魔獣だ。その死体はコパ村が手に入れていたということは、村長の記した日記によって判明している。

      　魔獣の死体はそれひとつで財産だ。アームズベアほどの大物となれば、村人たちをしばらく養えるほどになる。傭兵としてもそんな巨体を持ち歩くのは面倒だから、多少報酬額から引かれても、死体は依頼者に任せるというのはままあることだ。

      　そんなアームズベアの死体が、村の中にない。

      「どういうこと？」

      「わからない。でも、〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉が村を襲撃した理由はそれかもしれないわ」

      「〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉が熊の死体を？ どうしてそんな……」

      「さあね。でも、一味は何かを探して村中を荒らしてたみたいだけど」

      　コパ村は民家のほとんどが無惨に荒らされている。村民たちが神殿の中に逃げ込むことができたのも、彼らが何かを探しながら侵攻してきたからだろう。そう考えれば、〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉が何らかの理由でアームズベアの死体を取り返しにきた、という話も辻褄つじつまが合う。

      「ということは、〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉は〝闇星の書〟を目指してやって来たわけではない？」

      「そうだとしたら、今度は書庫が荒らされていた理由が気になるわ」

      　アイナの指摘にアリアもうなずく。禁書庫は荒らされた形跡はなく、むしろ本一冊がなくなったことを隠すかのように細工が施されていた。しかし、一般書庫の方はほとんどすべての本が床に散乱しひどい状況だった。

      「〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉はアームズベアを狙ってやって来た。でも、魔導書も狙っていたはず。禁書庫まで入らなかったのは、その必要がなかったから……？」

      　アリアは顎に指を当てて考え込む。

      　『女神の翼』からあらわれ、『女神の翼』へ消えていった者が魔導書を持ち帰った。もしその者が〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉とつながっていたならば。

      「……。あの足跡、妙に迷いがなかったわね」

      　思考の海に身を沈めていたアリアは、妙なことに気づく。あの四つ目の足跡は真っ直ぐに禁書庫を目指し、寄り道もせずに帰っていた。周到に用意をしていただけだとしても、あれほど迷いがないのは奇妙だ。

      「教会関係者か」

      　アリアは唇を噛む。その顔には、明確な苛立ちがあった。

      「アイナ、ホルド村に戻るわよ」

      「わかったわ」

      「〝流星馬車”も全速力。相手に気取られる前に現場を押さえないと」

      　アリアは口早にまくし立てると、村の外に飛び出す。村の周囲を取り囲んでいた神殿騎士たちが驚くのも構わず、馬車に飛び乗る。二人を乗せた銀色の馬車は、勢いよく走り出した。

      
        

      

      　ホルド村の神殿。その地下に隠され、封印がなされた機密。神殿長以外には存在すら知らされず、長く隠されてきた秘宝。『女神の翼』の前に、一人の男が立っていた。

      「クソ！ クソクソ！ まったくもってどしがたい。なんなんだ、この不快な呪いは！」

      　彼は重たい鉛の塊でも抱えるように、覚束ない足どりで一冊の本を運んでいた。立派な革張りの年季を感じさせるその書物は、現代では使われていない魔術言語によって題名が記されている。その金に箔押しされた文字を睨み、ホルド村の神殿長テネスは悪態をついた。

      「〝不動”の呪いは〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟で無効化できる。しかし、こんなところで使ったら、一発で上にバレる。考えが甘いんだよ、あの女は！」

      　思い浮かべるのは蜥蜴とかげのような笑みを浮かべる赤髪の女だ。彼女がテネスに接触を図って来たのはつい数月前のことだ。教会の持つ魔導書の一つを差し出せば、代わりに遺失古代技術ロストアーツの魔法を教える。そんな甘言に、テネスは一も二もなく応じた。

      　教会は無数の魔導書を保有している。安全を考慮するという名目で、辺境の小村にすら稀覯本きこうぼんが数冊は置かれているのだ。そのうちのたった一冊を差し出せば、教会が血眼になって探している古代遺失技術が手に入る。断る理由などないほど魅力的な提案だろう。

      「あと少しなんだ。あと少しで……」

      　この魔導書を盗む方法は、提案してきた女が教えてくれた。幾重にもかけられた呪いはすべて、彼女から預かった魔導具による〝抗魔力空間アンチマジックフィールド〟という強力な魔法によって無効化できた。神殿長であるテネスは『女神の翼』の存在も知っているし、コパ村の禁書庫へ入る方法もわかる。呪いさえ無力化できれば、盗むのはたやすいものだった。

      　唯一の誤算があるとすれば、『女神の翼』の内部では抗魔力空間が発動できないことだけ。この魔法はあらゆる魔法をすべて無効化してしまうため、発動させていると『女神の翼』も無力化されてしまう上、仕掛けられた魔法が途切れることによって管理者に異変を気取られてしまう。

      　そのため、この空間内だけは、テネスは〝不動〟の呪いをもろに受けながら運ぶしかなかった。〝不動〟の呪いを受けると、一歩歩くだけでも強烈な負荷を受ける。『女神の翼』に立ち入ることができるのが自分だけなのが不幸中の幸いだ。テネスは毎日気味の悪い魔導書を抱えては、一日に数歩という牛よりも遅い歩みを進めていた。

      「あと少しで、出世が！」

      　テネスを動かす原動力は、ただそれだけだった。

      　教会が喉から手が出るほどほしがっている遺失古代技術ロストアーツを発見したとなれば、それは多大な功績として讃えられる。こんな田舎の神殿長に収まらず、ヤルダの高位神官に、なんなら神殿長にまで登りつめることすら夢ではないかもしれない。

      　そんな野心の炎を燃やし、テネスは悪魔の誘惑に乗ってしまっていた。

      　『女神の翼』の外に出てしまえば、あとは簡単なのだ。女に指示された場所へ向かい、指定されたように隠しておけばいい。それだけで、テネスの仕事は終わる。その後に待っているのは、黄金の未来だ。

      　テネスは熱に浮かされた狂気的な目で、魔導書を運ぶ。頑丈な石の扉を越えるのは、もう間もなくのことだ。あそこさえ越えれば、越えることができればいい。

      「――〝神聖なる女神アルメリダの名の下、腕の使徒ヤダに希う。遁走とんそうする獣の足を掴み砕け〟」

      「はっ!?」

      　だが、彼の目論みはあと一歩のところで脆もろくも崩れた。

      　彼の足に黒い腕が絡みつく。ギリギリと容赦なく締め上げるそれは、テネスの足の肉を潰し骨を砕いた。

      「ぎゃああああっ!? ああっ!? な、なに!? なんなんだああっ!?」

      　薄暗い石室にテネスの悲鳴が響き渡る。魔導書を放り出してのたうち回る彼の耳に、螺旋階段を下る靴音が響いた。彼は顔面を蒼白にし、慌てて杖を取り出す。

      「〝重ねて、腕の使徒ヤダに希う。反抗する罪人の腕を掴み折れ〟」

      「ぐぎゃあっ!?」

      　だが、続く魔法によって彼の両腕が粉微塵に砕ける。絡みついた黒い腕が、ブチブチと音を立てて強く掴んでいた。己の腕があらぬ方向に曲がり、テネスは情けない声で泣く。

      「ホルド村神殿長、テネス。外患誘致、反逆、窃盗、その他諸々の罪により、拘束します」

      　床に倒れ、足と腕から血を流すテネスの前に、白い神官の靴が現れる。彼が顔を上げると、白い神官服を纏った銀髪の少女が、冷たい瞳でそこに立っていた。

      「あ、アリア殿!? なぜ、ここに……」

      　特派調査官アリア。今は何もないコパ村に出かけ、調査に勤しんでいるはずの少女がそこに立っている。その不可解な事実に、テネスは驚愕する。彼女を見送った後だからこそ、こうして魔導書を運んでいたと言うのに。

      「それをあなたが知る必要はありません。が、隠すことでもないので、冥土めいどの土産代わりに教えてあげましょう」

      　口元に薄く笑みを湛え、アリアは語る。その間にも、黒い腕は次々と床から湧き出し、テネスの体を縛り付けていく。

      「特派調査官は私ひとりだけ。ですが、一人で百人分の働きができます。なぜなら、私は世にも珍しい精霊使いだから」

      　テネスは愕然とする。

      　精霊使いは魔法使いの中でも類稀な才能に恵まれた一握りの者だ。それは自然の中を揺蕩たゆたう高次元の存在である精霊と契約を交わし、その力を借り受ける。人間でありながら、人間の枠外を超えた絶大な力を発揮する。

      「ま、アイナは人工精霊なので、ちょっと特殊ですけどね」

      　アリアが笑う。彼女の言葉の意味はテネスの理解の範疇を超えていたが、もはやそんなことは些事だった。

      　特派調査官という秘匿性の高い部署に所属する少女が、なぜテネスという田舎の神殿長に自身の正体を明かしたのか。その理由がわからないほど、彼も愚鈍ではなかった。

      「大丈夫。神官は貴重ですからね。――ちゃんと有効活用してあげますよ」

      　美しい笑みを向けられて、テネスは全身が粟立つような恐怖に震えた。その瞳は彼を見ていない、彼の中の魂を狙っていた。

      「な、何が精霊使いだ……。お前のそれは――」

      「うふふっ」

      　少女の可憐な笑み。それがテネスの見た最後のものだった。

      「どうしよう、殺しちゃったわ」

      「――仕方ないでしょう。記憶は吸えます」

      　全身の骨が砕かれ圧死したテネスを見て、アリアはばつの悪そうな顔をする。彼女の背後からぬるりと白面の女があらわれ、問題ないとうなずく。彼女は魂の抜けた男の死体の前に膝を突くと、己の顔を隠していた仮面を剥がす。その下からあらわれたのは、同じ仮面だ。

      　アイナは剥がした仮面を男の顔に重ねる。仮面は吸い付くようにして男の顔を隠す。それと同時に、男の体が震え、身体の構造を無視した異常な動きで立ち上がる。

      「その魔導書は指示されたように運びなさい」

      「わかりました」

      　アリアの指示に、仮面の男は粛々と従う。彼がなんとか『女神の翼』から抜け出し、螺旋階段を登っていくのを見送り、アリアは石室の中を見渡した。

      「まったく、教会内部も腐って来てるわね。レイラ様は何をしてるのかしら」

      　特派調査官は、教会に仇あだなすものを排除する。敵対する者の中には、元々教会に所属していた神官もいる。かつての同僚、自身と同じ衣を纏い、死に際には浅ましくも女神に救いを求める背信者たち。その死に際を多く見てきたアリアは、際限なく沸き続ける虫のような彼らにほとほと呆れ果てていた。

      「ともかく、燃やさないと」

      　コパ村とホルド村の『女神の翼』は、第三勢力にその情報が漏出した可能性が考えられる。それを残しておけば、後々の禍根かこんとなるだろう。

      「〝神聖なる女神アルメリダの名の下、血の使徒ルタに希う。不浄の大地を焼き払え。死の火炎で焦土を広げ、すべての敵を打ち砕け。逃げる者に喰らい付き、怯える者を侵蝕し、灰燼の舞う静謐の浄土を作り上げよ〟」

      　囁くようなアリアの詠唱。彼女の魔力が赤く輝く羽のように広がり、猛烈な劫火となって石室を蹂躙する。仕掛けられた魔法も、刻まれた機構も、そのすべてをいっさいの慈悲なく焼き、砕き、破壊する。

      　床が割れ、天井が崩れ落ちる。炎が吹き荒れ、咆哮を上げ、暴れ回るなか、アリアはうっとりとした妖艶な笑みを浮かべていた。

      
        
      
    
  
    
      「ああ、そうかい。ま、及第点ってところだな」

      　大神殿の最奥にある、神殿長の執務室。限られた者しか立ち入りを許されないその部屋に、赤髪の女が椅子に背中を預けていた。頬杖を突き、目を薄く閉じて、微笑を浮かべながら虚空に向かって話している。

      「そいつはちゃんと仕事はしたんだな？ ならいい。一応、気取られるなって言いつけたはずだけどな」

      　神殿長レイラは、送り込んだ部下がきっちりと仕事を果たしたことを喜んでいた。

      「ああ、物に目印は付けてるんだろう？ だったら、後は任せな。こっちで片付ける」

      　魔導書という極上の餌に魚が食い付いた。ならば、その針がしっかりと口を貫くまでじっくりと待って、ここぞという時に竿を上げるだけだ。

      　餌を針に付けるのは面倒臭い。針に魚がかかるのを待つのは退屈だ。しかし、魚のかかった糸を一息に引き上げるのは、無上の喜びがある。

      「ふふっ。言ったろう？ 君の働きを上から掠め取るのが上司の仕事だ」

      　彼女はそう言って笑う。

      　魚を釣り上げるのは、もうすぐのことだ。

      
        第三章　古の術、鉄の轍

      

      　万年雪が頂を白くめかしこむ霊峰ハギルの麓では、ドワーフたちの工房が針のように突き出した煙突から白い湯気と黒い水蒸気を吐き出している。そこかしこで鉄を打つ音が響き、鞴ふいごが熱気を吹き上げる。昼夜を通して火のあかりが煌々と照らす鉄の町アルディバは、今日も活気に満ちていた。

      「鉄の積み込み、終わりました」

      「魔法銀の箱はしっかり鍵がかかってるかもう一度確認しろ」

      「動力炉の魔力充填率、八割超えましたー」

      　辺境各地から優れた武具や鉄製品を求めて商人たちが集まる町に、まさに多くの鉄製品や金属を積み込み終えようとしている、奇妙な風貌の車があった。馬車のようだが、馬はつながれておらず、四つの車輪は小さい。鋼鉄が全体を覆う贅沢な作りをしていて、通りがかった人々はどこぞの酔狂な貴族のものかと車体に示された紋章を確認する。そこには、青い薔薇が誇らしげに花弁を広げていた。

      「たいちょー、温泉卵買ってきましたよ！」

      「おー！ ご苦労ご苦労。じゃ、さっそく食べるとするか」

      　鉄馬車の側に立っていた珍妙な風貌の青年は、部下らしき獣人族の少女が抱えてきた籠を受け取る。そこにはまだ湯気の立つ温かな卵が山のように積まれていた。

      　最近、山の中腹で湯が湧いたこの町では、すでにドワーフ族の家族が営む宿屋も開かれている。そこで湯治客たちの注目を浴び、ハギルにおいて鉄に代わる新たな商品として人気を博しているのが、この温泉卵であった。

      　温泉の絶妙な温度でじっくりと温められた卵は、白身がとろっと黄身がねっとりとした不思議な茹で卵だ。少し塩を振ってそのまま食べても、サラダやパンに載せて食べても美味しいということで、今は知る人ぞ知る存在だが、そのうち辺境中に広がっていくことだろう。

      「うん。美味いな。しっかし、立ったままだとちょいと食べづらいか」

      「おいひぃですねぇ」

      　〈青き薔薇〉の隊長パロルドは、魔導自動車のドアに背中を預け、初めて食べる温泉卵の食感に舌鼓したつづみを打つ。他の隊員に卵を配っていた猫耳少女のヤトも、ちゃっかり確保していた自分の卵を食べて頬をとろけさせる。

      　ヤルダ評議会の秘密組織〈秘密の花園〉。その実行部隊である〈青き薔薇〉は、別に遠路はるばるアルディバの新しい土産物を目指してやって来たわけではない。彼らの真の目的は、厳重な警備によって守られている最新鋭の乗り物、魔導自動車の性能を調査することだ。

      　本拠地である辺境随一の都市ヤルダからここアルディバまでは、通常の馬車であれば五日ほどの道のりだ。道中は放牧地などが広がる緩やかな丘陵地帯があり、街道も悪路と言うほど荒れているわけではない。そのため、現在も開発と改良が続けられている魔導自動車の実地試験のルートとして採用されていた。

      　すでに数回の往復を重ねており、実際の走行によって得られたフィードバックから改良も行われている。結果、現在ではパロルドたちがご当地の名物を楽しむような余裕も出てきたというわけだった。

      「隊長、全車両で荷物の積み込みが終わりました」

      「はいよう。そんなら働いてたやつらにも差し入れだ」

      　残しておいた温泉卵も冷めないうちに配り切る。ヤルダを離れてずっと働き詰めだった〈青き薔薇〉の隊員たちは、隊長の心意気に感謝しながら珍味に群がった。

      「そういえば隊長、最近ずいぶんと腕のいい職人がいるらしいっすよ」

      　束の間の休憩を楽しめば、職務以外の雑談にも花が咲く。若い隊員は積極的に町の人々とも交流を深めているようで、そこで聞いた噂話をパロルドに伝えた。

      「腕のいい職人なんて、この町ならいくらでもいるだろうよ」

      　ここはドワーフたちの集まる工業都市だ。名工など石を投げれば当たるほどいる。しかし、そう一蹴したパロルドに青年はしぶとく食い下がる。

      「それが件の職人は一味違うらしいんすよ。けっこうな爺さんなのに、なんで今まで無名だったんだろうって」

      「へぇ。こんだけ鍛治かじ師が多いと、埋もれることもあるだろうが……」

      　確かに変わった話である。辺境内ではヤルダと近い方が戦に勝つ、と言われるほどの武器防具の名産地であるこの都市には、遠方からも多くの商人がやってくる。中には貴族から強く言い付けられてやって来た者もいれば、長い下積みを終えてようやく貯まった金を握りしめた若い傭兵も多い。彼らは一様に、上質で安い商品を探す。そのためには町の宿に何日も連泊して、足が擦り切れるまで、路地の裏の裏まで歩き回って探すのだ。

      　そんな中で、無名の名工というのはなかなか存在しない。名工であれば即座に見つかるし、無名であれば腕がないのだ。

      「なんでも、今までは聖龍の鱗を溶かすのに執心しゅうしんしてたとかで」

      「聖龍の鱗ねぇ」

      　卵の殻をヤトの抱える籠に放り込む青年の言葉に、パロルドはぴくりと耳を動かす。確証こそないものの、彼の鋭い直感が何かあると告げていた。

      「アスロン、その職人の居場所はわかるか？」

      「いえ。ただ商品を並べてる店ならわかりますよ」

      　話を持ち込んできた隊員も事前にある程度下調べをしていたようだ。用意周到な部下を褒めつつ、パロルドは立ち上がる。

      「出発は二刻遅らせる。車両の整備と積荷の確認は入念に、警護班以外はちょいと休憩して観光でも行ってこい」

      「やったー！」

      　隊長の指示に、〈青き薔薇〉の隊員たちが歓喜の声を上げる。名目からして魔導自動車の実地検証とアルディバ産の鉄器の運搬が主目的だったとはいえ、目的地に着いて早々にとって返すのは複雑な心境だった。こうしてせっかくの異郷の地を楽しむのは、数度目の来訪にして初めてのことだったのだ。

      　車両の点検を行なっていた整備士たちは早く作業を終わらせて自由時間を堪能たんのうしようと俄然やる気を漲らせ、ちょうど車両警護の順番が回ってきた隊員たちは、さっそく街へ繰り出していく同僚を羨ましそうな目で見送る。

      「何か忘れ物でもあったんですか？」

      　自分たちも出かける準備を始めるパロルドに、ヤトが声をかけてくる。獣人族の彼女は耳もよいようだった。

      「アスロンが興味深い話を持ってきた。それで、今からちょっと出かけるが……着いてくるか？」

      「普通に観光するよりそっちの方が面白そうですね。お供させていただきますよ」

      　猫獣人らしく好奇心旺盛に瞳を光らせる少女を仲間に加え、パロルドとアスロンは歩き出す。〈青き薔薇〉の駐屯ちゅうとん地から街の中心部へと向かう道すがら、パロルドはアスロンからさらに詳しい話を聞き出す。

      「その鍛治師の腕はそんなにすごいのか？」

      「うっす！ なんでも、今ではドワーフの職人でもほとんどが使えない、古ドワーフの秘術を習得してるとかで」

      　目を輝かせて力説するアスロン。彼の言葉には尊敬の念が強く滲んでいた。

      「アスロンはそういや、装備科だったか」

      　パロルドはそれを聞いて、彼の所属を思い出す。　〈青き薔薇〉はその内部で科目ごとに組織が編成されているが、アスロンは実動部隊の使用する武器や防具といった装備類を調達する部署に所属していた。今回の実地検証においても、走行途中で損傷した魔導自動車の整備や、戦闘科の使う武装の修理などを担当していた。

      「古ドワーフの秘術、もしもウチに取り込めたら、もっと技術研究が進むと思うんすよねぇ」

      　元気のよい返事をしたアスロンは、そのまま手を揉みながらパロルドへと擦り寄る。〈青き薔薇〉の母体であるヤルダ評議会直下の秘密組織〈壁の中の花園〉は、先進的な技術開発を進めている研究組織だ。メインとして据えられているのは各地に散在する遺失古代技術の解析だが、それ以外にも、たとえば継承者がおらず失伝の危機に瀕した魔道具製法などの収集も行っている。古ドワーフの秘術とやらも、ものによれば保護収集の対象となるだろう。

      　アスロンの言い分を聞いたパロルドは、すでにどうやって交渉を進めようかと考え始めていた。

      「着いたっすよ」

      　考えながら歩いていたパロルドは、アスロンにぶつかりそうになりながらと立ち止まる。気がつけば商店の立ち並ぶ街中にやってきていた。周囲にあるのは武器や防具を専門的に扱う店ばかりで、通りを歩く人々も傭兵や騎士といった戦闘を日常的に行うような職業がよく目立つ。その中に紛れる綺麗な身なりをして供を連れ立てている者は、どこかの貴族の者か裕福な武器商人といったところだろう。

      　そんな中でアスロンが指し示したのは、あまり繁盛している様子に見えない小さな店舗だった。掲げられた看板の文字はドワーフ語で、パロルドたちには読み解けない。ドアの小ささなどを見ても、あまり他種族を相手にしようと考えている店ではなさそうだ。

      「ドワーフの店は窮屈ですね」

      　身を屈めて店内に入りながら、ヤトがヒゲを震わせる。妖精族についで小柄な体型をしているドワーフ族に合わせて建てられた建物は、人間族や獣人族にとってはかなり手狭だ。ヤルダのようにさまざまな種族が集まる大都市であればそれぞれに合わせた設備が整っているものだが、ここアルディバは昔からドワーフ族が大多数を占める町だからそれも叶かなわない。大人しく少数派として、天井の梁はりに頭をぶつけないように気をつけることしかできない。

      「いらっしゃい。っと、また人間か」

      　ドアベルを鳴らして入ってきたパロルドたちの前に、店の奥からドワーフの男があらわれる。彼は背の高い客たちを見上げ、少し辟易へきえきとしたような表情を浮かべた。

      「すまんね、突然。やっぱり最近は人間族が多いのか？」

      　せめて第一印象はよくしようと努めて明るい声を発するパロルドに店主はうなずく。

      「アルノーの剣を並べてから、ドワーフも人間も増えたもんさ。ドワーフ共は製法ばかり聞いてくるし、人間は本人に会わせろとうるさいから、面倒ごとが増えたよ」

      　店主はそう言って肩を竦すくめる。彼の言葉にぴたりと当てはまる人間族であるパロルドはつい苦笑して、これは交渉が難航しそうだと内心で唸った。アスロンが噂を聞きつけるほどの話を、耳聡い商人や傭兵が聞き逃すはずもない。彼らはさっそくこの店に乗り込んで、商品どころか製作者の素性までたどろうと店主に迫ったのだろう。

      「申し訳ない。俺たちもその剣と製作者に興味があってね」

      　事前に予想していたのだろう。パロルドが来店の理由を明かしても、店主は軽くうなずくだけだった。

      「店内にそれらしいもんはなさそうだが、在庫切れかい？」

      　ドワーフの武器屋に並ぶのは、ハンマーや棍棒といった鈍器がほとんどだった。それは彼らに身近な魔獣がロックスピルのような非常に硬い体を持っているものが多いからだ。生半可な刃を通さず、むしろ欠けさせてしまう魔獣に対抗するには、重量で砕くような武器でなければならない。そのため、ドワーフの傭兵といえば彼らの身の丈を超える大槌が定番なのだ。

      「アルノーの剣は奥にしまってある。表に出してると盗もうとする輩が出てきてな」

      　店主は不機嫌そうに言って、奥の部屋に戻る。少しして出てきた彼の手には大きな両手剣があった。

      「ほら、これだよ」

      　カウンターの上に置かれた剣をパロルドたちはじっくりと見る。

      　一見すると何の変哲もないただの鉄剣だ。しかし細部までよく見ると、それが丁寧に作り込まれた名品であることがわかる。パロルドも傭兵として活動しているため、武器の良し悪しは人並み以上のわかるつもりだった。

      「いい剣だ」

      「品質はどこにも負けねぇくらいだ。まったく、これだけの才能を何十年も錆びつかせてたなんてもったいねぇよな」

      　店主も剣の品質の高さはよくわかっていた。だからこそ、どれほどの厄介ごとを呼び込もうとも、取り扱うことを辞めないのだ。アルノーという鍛治師が打ったこの剣は、貴族の騎士団が持つものに匹敵するほどの鋭さを持っていた。

      「この剣いくらだ？ 在庫は何本ある？」

      「なんだ、買ってくれるのかい？」

      　パロルドの問いに、店主は意外そうな顔をする。アルノーの正体を知りたがる客は、たいてい店に置いてある剣は買おうとしない。アルノーの元へ直接赴おもむいて、自分に合ったオーダーメイドの剣を求めようとするのだ。

      　しかし、パロルドは店主の提示した金額から値切ることもなく、五本ほど一気に買い上げた。

      「俺たちはそれなりに数が必要な組織の人間でね。できれば大量発注もしたいところなんだ」

      　〈青き薔薇〉の隊員が使う武器は、すべて内製だ。しかし、アルノーの打った剣は彼らの標準装備として支給してもよいほど使いやすい。オーダーメイドとはまた別の方向に、よく考えられた品だ。どんな種族の誰であっても快適に使えるように、柄の長さや重量のバランスなどがしっかりと考え抜かれている。買い手を考えない店売りの剣としては、最上のものだった。とはいえパロルドが剣を五本も買ったのは隊員に支給するためではなく、持ち帰って詳しい調査をするためではあったが、それを正直に話す理由もない。

      「すまんが大量発注は受け付けてねぇ。というか、注文自体を断ってるんだ」

      「アルノーってやつはそんなに偏屈なのか？」

      「偏屈が服着て歩いてるようなやつだよ。俺がどれだけ頼んでも自分の気分で剣を打って、突然やってきたと思ったらそこのカウンターに置いて帰るんだ。それでもちったぁ心を入れ替えてるんだけどな」

      「それはまた……」

      　想像を絶する身勝手な鍛治師に、話を聞いていたヤトが絶句する。アスロンもこの話は難航しそうだと察したのか、渋い顔をしている。

      「昔は方々に金を借りながら、よくわからんガラクタを弄いじり続けてたな。娘が死んで、孫が転がり込んで来たこともあったが、その子も早々に孤児院に預けてよ」

      「ひどい人ですねぇ……。あっ、すみません」

      　思わず口を突いて言葉が飛び出したヤトが慌てて謝る。主人は「みんなわかってることだから」と笑ってそれを流す。

      「ちょっと聞きたいんだが、その孫がいる孤児院っていうのは？」

      「最近なくなったよ。なんでも、ずいぶんと悪どいことをしてたらしくてね。教会が直々にお達しを出して、次の日には院長も幹部も全員捕まっちまった。孤児はみんな、教会の孤児院に移ったってぇ話だがね」

      　店主の言葉を聞いたパロルドは腕を組んで考え込む。様子の変わった彼に、店主もアスロンたちも怪訝な顔をする。若き隊長は全身に着けた銀のアクセサリーをジャラリと鳴らし、何かに思い至る。

      「すまん、親父。いろいろ聞けて助かったよ」

      「うん？ おお、まあ金出したやつはみんな客だ。また来てくれよ」

      　挨拶もそこそこにパロルドは店を飛び出す。戸惑う店主を置いて、アスロンとヤトも慌てて彼の後を追う。

      「隊長！ 何かあったんですか？」

      　走るパロルドに追いついたヤトが首を傾げる。彼の反応はただ万策尽きたようなものではない。二人を追いかけるアスロンは五本の両手剣を抱えて、悲鳴を上げていた。

      「とりあえず駐屯地に戻る。そこに行けば、いろいろわかるだろうさ」

      　パロルドはあえてすべて説明はせず、不敵な笑みを浮かべるに止める。

      「隊長のそういう思わせぶりな感じ、隊員から評判悪いですよ」

      　眉間に皺を寄せて耳をピクピクと揺らすヤト。彼女の遠慮のない言葉に、パロルドは目を丸くした。

      
        

      

      　町の片隅にある〈青き薔薇〉の駐屯地。最低限の警備だけを残して残りの人員は観光に繰り出したこともあり、魔導自動車の並びは閑散としていた。

      「へぇ、へぇ……。ひどいっすよ隊長。非戦闘員に荷物持たせて走らせるなんて……」

      「すまんすまん。ちょっと思い出したことがあってな」

      　汗だくで膝に手を突くアスロンの苦言をいなしながら、パロルドは車列を見渡す。そうして、ある車両の中でゆったりと座っている中年の女性を見つけて声をかけた。

      「コンテ、ちょっといいかい？」

      「あら？ どうかしました？」

      　コンテと呼ばれた婦人は読みかけの本を閉じて車内から出てくる。彼女は〈青き薔薇〉の構成員ではない。ヤルダ市民ですらなく、両都市の間にある小さな村で宿を営む庶民だ。しかし、彼女は奇妙な縁がきっかけで魔導自動車の走行試験に便乗し、定期的にアルディバを訪れていた。

      「ちょっと聞きたいことがあってね」

      　パロルドの言葉にコンテは怪訝な顔をする。しかし、彼のもとへとやって来て、詳しい事情を聞く体勢に入った。

      「アルノーって爺さんに聞き覚えはあるかい？」

      「アルノーさん？ どうしてパロルドさんがそれを……？」

      　コンテの反応に、パロルドは確信を持つ。いまだ話が飲み込めていない他の隊員たちのため、彼は自身の知る情報を明かす。

      「コンテがハギルの中腹にある牧場に行ってるのは知ってるだろう？」

      「ええ。旦那さんに会いに行ってるんですよね」

      「旦那と一緒に娘も暮らしてるんだ。そのあたりでいろいろ波乱もあったみたいだが、簡単に言うとその娘はアルノーの孫のはずだ」

      　驚く一同。それに対して、コンテは素直にうなずく。

      「コンテさんの旦那さんって人間族ですよね。なのに、ドワーフ族のお爺さんのお孫さん？」

      「アルノーさんの娘がコンテさん？ じゃないっすよね？」

      「このあたりは少し事情が入り組んでいて説明が難しいんですけどね」

      　困惑するヤトとアスロンに、コンテはそう前置いて詳しい関係を話し始める。

      「娘――メリィはドワーフよ。エメンタールの養子なの」

      　説明が下手でごめんなさいね、とコンテは謝りつつ丁寧に絡まった糸を解いていく。

      　アルノーは優れた技量を持つ鍛治師だったが、聖龍の鱗と呼ばれる不思議な金属を溶かし鍛えることに執心するあまり、両親をなくし孤独だった孫娘メリィを孤児院に預ける。孤児院はその少女を、優れた牧人ぼくじんであるエメンタールが故郷に戻れないように押し付けた。エメンタールとのいざこざも解消し、夫婦仲を取り戻したコンテもメリィの境遇を知り、今では共に実の子供のように可愛がっている。要約すればそのようなことを、彼女はしっかりと時間をかけて説明し終えた。

      「本当に複雑な事情ですねぇ……」

      　ヤトが猫耳をぺたりと伏せ、尻尾を揺らす。

      　町の利益となる人物を故郷に帰らせないため、幼い少女を枷かせのように使ったのだ。人の良心に付け込んだ悪どい行為に、彼女は嫌悪感を露わにする。

      
        

      

      
        

      

      　アルディバの成り立ちは鉱山に由来する。霊峰ハギルからは豊かな鉄と石炭、そして一年を通して枯れることのない水が産出され、周囲には広い森もある。今でこそハギルからの採鉱はほとんど廃すたれてしまい金属類は輸入で賄まかなっているが、街の随所にかつての残り香を見つけることができる。

      　一定の幅を保つ入り組んだ路地もその一つで、かつてはそれをなぞるようにトロッコのレールが敷設されていた。町の各所にある鍛治工房へ鉱石を運ぶため、大型のトロッコがとめどなく走り続けていた道は、住民の大部分を占めるドワーフ族から見ればかなり広い。

      「アルノーさんの工房はこの先ですよ」

      　案内役を務めるコンテは、そう言って町の中心地から離れた路地裏へ迷いなく足を踏み入れていく。近年まで改修を繰り返された大通りから遠ざかるにつれて、そこには町の古い時代の面影が色濃く滲み出してくる。

      　古い石材を積み上げた道は徐々に狭くなり、トロッコどころか猫車ですら入れないような道に変わってしまった。

      「ほんとにこんな奥まったところに工房なんてあるんでしょうか？」

      　猫獣人のヤトがヒゲを震わせ、訝しげに周囲を見渡す。背が高く圧迫感のある建物は民家なのか何かの施設なのかも判然とせず、表の喧騒もかすかな細波のようにしか聞こえない。ひとけも減り、影が濃くなるほどに心細くなる。

      「アルノーさんは頑固というか、変わり者というか。あんまり人付き合いが得意なタイプじゃないですから」

      　自分もそんなに親しいわけではないのだと、コンテは歩きながら語る。そもそもアルノーと初めて顔を合わせたのもごく最近のことなのだから、仕方のないことではあるが。

      「着きました。ここですよ」

      　軽快に歩を進めていたコンテが唐突とうとつに立ち止まる。唐突な停止にパロルドたちはつんのめりながら、彼女の視線の先をたどる。

      　そこには今にも崩れそうなほど梁はりが歪んだボロ屋があった。錆びた鉄柱が補強で入っているが、それがどれほどの助けとなっているのかも疑わしい。軒先にはいくつかの樽が並んでいて、そこに柄も付いていない刀剣が乱雑に突っ込まれていた。

      「本当にここに？」

      「ええ。何度かお邪魔したこともあるから確かですよ」

      　娘のメリィと共に来たことがあるとコンテは説明する。彼女の言葉をいまいち信頼できなかったパロルドだったが、樽に刺さった刀剣を見て、はっと目を開く。

      「これは……」

      「うわっ!? なんすか、これ。すっごい業物っすよ！」

      　両手の刀剣を載せて眺めるパロルドの漏らした声に、アスロンも続く。装備科として刀剣とも馴染みが深い彼だからこそ、一目でそのシンプルな刀剣の持つ凄さに気が付いた。

      　刃に浮かぶ木目のような波紋、薄い緑がかった鈍色。どうしてこんな軒下で晒さらされているのか、と怒りさえ覚えてしまうほどだった。パロルドが購入した鉄剣をはるかに上回る輝きだ。

      「これ、ダマスカス鋼っすよね」

      「だなぁ。こりゃ、想像以上だ」

      　アスロンがその刀剣の材質を看破し、パロルドもうなずく。

      　ダマスカスは通常の鉄や鋼をはるかに凌駕りょうがする硬さを持つ希少な鉱石で、加工には熟練した技術を要する。そんな超高級金属で作られた刀剣が、まるで粗悪品のワゴンセールかのように置かれているのだ。

      「人の家の前で、ガヤガヤとうるさいのう」

      　パロルドたちが驚きと困惑をもって話し込んでいると、唐突にボロ屋の扉がつっかえながら開く。中から苛立ちを隠そうともせず苦言を呈してきたのは、白い顎髭を蓄えた禿頭のドワーフだった。

      彼こそが探し求めていた謎の鍛治師アルノーその人であるということは、パロルドたちも直感的に理解した。彼の風貌から、すでに隠しきれない名工の雰囲気が滲んでいた。節くれだった岩のような手も、使い込まれた作業着も、熟練の鍛治師の証である。

      ドワーフの老人は見慣れないパロルドたちの姿に眉を顰めた後、彼らの間に立つコンテの存在に気づく。

      「なんだ、アンタが連れてきたのか？」

      「アルノーさん。すみません、突然に」

      「本当にな」

      　初手に謝罪から入るコンテに対して、アルノーはふんと鼻を鳴らす。そのやりとりを見ただけで、パロルドたちもアルノーがどのような人物かおおよそ察した。

      「それで、何の用だ。遊びに来たわけじゃないんだろう」

      　それでも、一応は身内であるコンテの紹介ということもあってか、アルノーはパロルドたちに用件をたずねる。パロルドは隊長として挨拶するため、一歩前に出て慇懃いんぎんに手を胸に当てた。

      「初めまして。急に押しかけてしまって申し訳ない。――俺はヤルダで〈青き薔薇〉という傭兵団の隊長をしているパロルドだ」

      　嘘ではないが、本当のことをすべて話しているわけでもない。

      　そもそも〈青き薔薇〉は秘密裏に活動している組織であるため、表向きには傭兵団という扱いになっていた。傭兵の商売道具は武器であるため、アルディバに良質な刀剣を求めてやって来る者は珍しくない。

      「巷でアルノー殿の優れた武器が噂になっているのを聞いてな。そうしたら、コンテさんがここまで案内してくれたんだ」

      「〈青き薔薇〉……。ああ、そういうことか」

      　彼の語りを聞いて、アルノーも得心がいったと浅くうなずく。彼もコンテがはるばる離れたエトナ村から通っていることは知っているし、彼女を送迎している傭兵団の名前も聞いていた。

      「武器がほしいなら表にある大店に並べてある。そっちで見繕ってくれ」

      「そっちにも行ったんだ。けどな、俺たちが興味があるのは武器そのものじゃなく、あなたの持つ技術なんだ」

      「ほう？」

      　アルノーは面倒臭そうな顔をしてパロルドを見上げる。もう何回も聞き飽きたと言わんばかりの、あからさまな表情だった。パロルドが交渉の難航を覚悟した直後、冷たい声がかけられる。

      「オーダーメイドはやってない」

      　彼はそう吐き捨てて、背中を見せる。

      「あ、アルノーさん！」

      コンテが慌てて引き止めるも、ボロ屋の立て付けの悪い引き戸はピシャリと閉じられてしまった。

      「すみません……」

      「いやぁ。突然押しかけたのも悪かったからな、こっちこそ失礼なことをした」

      　恐縮するコンテに、パロルドたちは笑って首を横に振る。

      　アルノー自身の性格もあるだろうが、彼の名が広まるにつれて礼儀を知らない客も増えてきたのだろう。商品は別の店に並べてあると言っても、強引な手段を使ってでも自分のための武器を作らせようという輩もいたのかもしれない。

      　彼の最後の言葉には、いい加減うんざりだ、と言いたげな苛立ちがたぶんに含まれていた。

      「どうします？ 出鼻を挫くじかれたっすけど」

      　悔いの残る内心をありありと顔色に滲ませながら、アスロンが言う。もともとは彼が持ってきた噂話が発端となっているからか、少なからず責任も感じているらしい。とはいえ、一番大きいのが装備科としての好奇心が捨てきれないところだというのは、パロルドも猫獣人の少女もよくわかっていたが。

      　このまま何の収穫も得られずヤルダに戻っても、〈青き薔薇〉に課せられた任務はすべて問題なくこなしているので問題はない。しかし、パロルドもこの程度のことで諦めるほど割り切った性格はしていなかった。

      　彼はしばし思案に耽ふけり、はたと気づいてコンテに向き直る。

      「アルノーは孫娘と仲がいいのか？」

      「ええ？ そ、そうですね。私たちに会いに来ているというよりは、メリィにプレゼントを持ってきてるような人ですし」

      　突然に娘のことが話題に上がり、コンテは困惑しながらうなずく。

      　コンテと夫であるエメンタールの仲が修復されたのと共に、メリィと祖父であるアルノーも絆を結び直した。それからは、たびたびエメンタールの営む牧場を訪れては、そこに住むメリィを可愛がっているのだという。

      　元々は聖龍の鱗に執着し、両親のいなくなったメリィを無慈悲に孤児院へ放り込むほどだった彼だが、今ではその時の空白を埋めるかのように毎日溺愛していた。武器屋に商品を卸しているのも、愛孫に小遣いをやるためらしいと、コンテは薄く微笑んで言った。

      　それを聞いたパロルドは再び考える。そうして、真っ直ぐにコンテの瞳を見つめた。

      「コンテ、突然で申し訳ないけど、オレたちもメリィちゃんに会わせてもらってもいいかい？」

      「えっ？ それは構いませんけど……」

      　唐突な申し出ではあったが、コンテもパロルドとは気心知れた仲になっている。それに何より、何度もエトナ村とアルディバの往復送迎を行ってくれている恩もあった。彼女はすぐにうなずき、一向は山の中腹に位置するエメンタールの牧場へと向かうこととなった。

      
        

      

      「ひええ、けっこう高いですね」

      　ヤトが背後を振り返って力の抜けた感嘆の声を漏らす。眼下には細長い煙突をいくつも突き出したアルディバの街並みが広がっている。

      　建物のひしめく中心地から葛折つづらおりの山道を歩き続けたパロルドたち一行は、その鍛えられた健脚もあって無事に傾斜地に広がる牧場へたどり着いた。彼らが意外だったのは、ごく普通の一般人であるコンテも息を切らすことなくその歩調に追いついていたことだ。

      「コンテさん、疲れてないですか？」

      「もう何度も通った道だから、慣れちゃったわ」

      　慮おもんばかるヤトに対し、コンテは余裕すら見えるにこやかな笑みを浮かべて返す。実際、彼女は幾度となくこの山道を往復しているため、足の運び方ひとつとっても慣れた様子が見てとれた。

      「それよりも、アスロン君は大丈夫？」

      　彼女が後方に目を向けると、パロルドたち三人から少し遅れて肩で息をするアスロンがいた。

      「俺は技術職っすから。ふだんはこんなに歩かないんすよ」

      「それでも標準訓練はあるだろ」

      「アレができてなかったら今頃野垂れ死んでるっす！」

      　平時は実際に傭兵としても活躍しているパロルドや、戦闘科で特攻隊長を務めているヤトなどは余裕だが、装備の調達を主な活動内容とする装備科はこれほど過酷な行軍をすることがない。それでも、アスロンは何とか気合いを入れて、彼らに着いてきたのだ。

      「あともう少しですから。牧場に着いたらお茶を出しますね」

      「ありがたいっす！」

      　コンテの激励を受けて、アスロンも再び歩き出す。パロルドとヤトも少し歩速を緩めて、もうあと少しの道程を進み始めた。

      
        

      

      　牧人エメンタールが魔獣の家畜化を研究するパプラ牧場は、霊山ハギルのなだらかな斜面に広がっている。細い柵が広大な面積を区切り、その中ではもっさりと白い体毛に身を包んだ大きな山羊に似た魔獣が群れで纏まり、下草をのんびりと食んでいる。

      　放牧地の片隅には家畜たちが雨風を凌ぐ立派な厩舎が建ち、さらにその隣に小さな小屋が寄りかかるようにして並んでいた。

      「コンテ？ どうしたんだ、忘れ物でもあったかい？」

      　小さな小屋――人が暮らすための母屋で煩雑な事務作業に頭を悩ませていた牧人エメンタールは、ついさっき送り出したばかりの妻が突然戻って来たことに目を丸くする。別れて早々仕事に戻っていた夫に苦笑しながら、コンテは背後に控えるパロルドたちを紹介した。

      「この人たちがアルノーさんに会いたいらしいの。それで一度工房のほうに行ったんだけど、追い返されちゃって」

      「はぁ……。と、とりあえず中へどうぞ。お茶を淹れよう」

      　事情を知らないエメンタールはきょとんとした顔で首を傾げ、慌てて三人を屋内に招き入れる。アルディバでよく飲まれている香草茶が人数分テーブルに並べられ、アスロンなどは一気にそれを飲み干した。

      「このお茶美味しいですね」

      「ありがとう。お客さんだから特別なのをね」

      「ふだんは出涸らしみたいな薄いのばかりだものね」

      　コンテがクスクスと笑いながら言うと、エメンタールは恥ずかしそうに後頭部に手をやる。そんな二人の様子を見て、夫婦仲のわだかまりはすっかりなくなったようだとパロルドは口許を緩めた。

      　香草茶で喉を潤し、気持ちを落ち着かせ、ようやく彼らは本題に入る。

      「エメンタールさんはアルノーさんと仲はいいのかい？」

      「あはは、どうだろうね。お爺さんはよく牧場に来てくれるけど、たいていはメリィの近況を聞いて、おやつとかを渡してくれるんだ。こっちからもたまに話しかけたりするけど、はは」

      　パロルドの率直な問いに対し、エメンタールは乾いた笑いで応える。おそらく嫌われているわけではないのだろうが、それがアルノーという偏屈な老ドワーフの人との付き合い方なのだろう。

      「メリィちゃんは今どこに？」

      「下にある『翡翠屋』っていう宿にウチの商品を届けに行ってるよ。もうすぐ帰ってくるはずだけど」

      　パロルドは記憶を掘り返し、山道の途中にあった、半ば斜面に埋まるような形をした宿のことを思い出す。最近、このあたりで湧き出した温泉を整備した町の浴場を兼ねた施設だ。

      　ヤトが買ってきた温泉卵も、この『翡翠屋』が発祥はっしょうである。

      「この牧場はヒージャを家畜化してるんでしたっけ。ヒージャ料理も食べてみたいですねぇ」

      　猫耳の隊員は尻尾を揺らし、窓から見える山羊に似た魔獣にうっとりとした目を向ける。獣人族はその氏族にもよるが、肉を好むものが多い。彼女もその例に漏れず、パロルドでも胃もたれしそうな油ぎったステーキなどをよく食べていた。

      「あはは。もうヒージャも痩せてきてるからね。食べるなら半年後くらいに来てくれると一番美味しいのが食べられると思うよ」

      「絶対来ます！」

      　魔獣とはいえ大切に育てているヒージャを見て涎を垂らすヤトが反感を買うのでは、とパロルドは内心肝を冷やす。しかし、エメンタールは牧人らしくそこは割り切っているようで、むしろ自慢げに答えていた。

      　ヒージャは体の肥える時期と、体毛の生え伸びる時期が交互にやってくる。今後はふわふわの毛を刈って、それを織物に加工する季節がやってくるのだと、エメンタールはにこやかに語った。そこにある絨毯やタペストリーもヒージャの毛を織って作ったのだと、彼は自慢げに話す。その話題が長引く雰囲気をパロルドたちが感じ取ったその時、コンテが空咳をひとつ放った。

      「おっと、話が逸れたね。ええと、メリィはそのうち帰ってくると思うけど？」

      　妻のサインを察したエメンタールは慌てて話題を戻す。

      「もしよければ、メリィちゃんにアルノーさんとの仲介を頼みたくてね。もしダメなようならスッパリ諦めるが、あの人が作る武器は特別だ。できれば縁を結んでおきたい」

      「なるほど。〈青き薔薇〉の皆さんにはコンテがお世話になってるからね、できることは手伝いますよ」

      　見方によれば、年端としはも行かない少女をダシにするような話だ。孤児院と同じと言われれば否定できない。その場で断られることも覚悟していたパロルドだったが、エメンタールは快くうなずいた。

      「ただいまー」

      「っと、ちょうどよく帰ってきたね。おかえり、メリィ」

      　その時、まるで見計らったかのように母屋の開け放たれたドアの前に人影があらわれる。幼い声が響き渡り、エメンタールが立ち上がる。

      　明るい茶髪を三つ編みのおさげに整え、くりりとした丸い目で不思議そうに見知らぬ客人を見渡している。そばかすを散らした顔立ちはあどけなく、ドワーフであることを加味しても幼く見える。エメンタールと揃いのオーバーオールを着込んだ少女は、何やら慌てた様子でドアの影へ消えていった。

      「め、メリィ？」

      「ちょっと、お客さんが来てるなら言ってよ！ ――こほん。ただいま、お父さん」

      　どうやら、家族間の気の抜けたやりとりを見られたのが恥ずかしかったらしい。一度身を隠して仕切り直した少女の頬は若干の赤みを帯びていた。

      「初めまして、メリィちゃん」

      「ひぇっ。こ、こんにちは……」

      パロルドが立ち上がり、メリィと挨拶を交わす。全身に銀のアクセサリーをジャラジャラとぶら下げ、派手な髪色をしているいかにも軟派な男といった風貌の彼に、少女はあからさまに怯えていた。

      「こんにちは！」

      　しかし、即座に割って入った同性のヤトを見て、メリィほっと肩の力を抜いた。

      　人の機微を細やかに察知したパロルドは、ヤトに話を任せた方がよいと判断して引き下がる。ヤトもそんな隊長の思惑を即座に汲み取り、膝に手を置いてメリィと視線を合わせた。

      「私たちはコンテさんの送り迎えをしてる〈青き薔薇〉っていう団体なの」

      「あっ、知ってます。お母さんから聞いたことあります」

      　コンテは前もって〈青き薔薇〉のことをメリィにも伝えていた。そのことを胸の内で感謝しつつ、ヤトは続ける。

      「私はヤトっていうの。よろしくね。――それで、今日はちょっとメリィちゃんに頼みがあって来たんだけど」

      「わ、わたしですか？」

      　ヤトの言葉にメリィは目を丸くする。エメンタールに会うためやって来た客は数多けれど、メリィを目指して山を登ってくる者はそういない。それこそ、祖父のアルノーか『翡翠屋』の息子で友人のクッカくらいだろう。

      　ある意味では初めての、顔を知らぬ客人にメリィは心を昂たかぶらせる。まるで大人みたいだ、と無邪気に子供らしく喜びを覚える。

      「実は、私たちはアルノーさんの鍛治技術に惚れ込んでね。お話を聞けないか工房に行ったんだ。でも、門前払いされちゃって」

      「あはは。お爺ちゃん、シャイだから」

      　あれはシャイの範疇はんちゅうに収まるのだろうか、とヤトは笑顔の裏で眉を寄せる。むしろ人間嫌いと言ってもよいほどの冷酷さだったが、孫娘に向ける顔はまた違うらしい。

      「つまり、わたしがお爺ちゃんを引きずり出してくればいいってことですよね」

      「ひき……。ら、乱暴なことはしなくていいからね？」

      　純粋な少女の口から飛び出した物騒な言葉に笑いを引き攣らせながら、ヤトは一応釘を刺しておく。ドワーフ族は職人気質、あえて悪く言えば頑固で自分本位な性格の者が多いこともあり、腕力にモノを言わせたパワープレイも珍しくない。彼らが武器としてハンマーを好むのは、このあたりの気質も多いに影響している。そして、この少女もしっかりとドワーフらしく、その血筋を見せつけていた。

      「まかせて！ お母さんと会えたのもヤトさんたちのおかげだし、わたしも頑張る！」

      「ありがとう！ とっても助かるよ！」

      　善は急げとメリィはさっそく準備を始める。そんな行動力の旺盛おうせいな娘を、エメンタールとコンテの二人は慈愛に満ちた目で見守っていた。

      「ああ、そうだ。メリィ、お爺ちゃんのところに行くなら、ついでにこれも届けて来てくれないか？」

      　エメンタールが立ち上がり、奥の部屋から何やら箱を持ってくる。

      「これは？」

      「ヒージャの魔石だよ。次会う時に渡そうと思ってたんだ」

      「わかった。これを交渉材料に使えばいいんだね」

      　メリィは重い箱を受け止め、不敵に笑う。どこでそんな言葉を覚えたんだ、とエメンタールが呆れていた。

      
        

      

      「それじゃ、行ってきます！」

      「気を付けてね。お爺ちゃんによろしくって言っておいて」

      「わかってるよー」

      　エメンタールを牧場に残し、パロルドたちは再び町に足を向ける。魔石の詰まった箱はヤトが持ち、メリィはコンテと手をつないで楽しげに飛び跳ねていた。

      「お母さん、いつもすぐ帰っちゃうから寂しかったんだ」

      「ごめんね。お母さんも村の宿をずっと空けておくわけにはいかないし」

      「わかってるよぉ」

      　二人に血のつながりはなくとも、そこには確かに親子の絆があった。パロルドはもう見ることのできない母親の、もうぼやけてしまったその顔を思い返し、寂寥せきりょうの思いを胸に宿す。

      　親子二人の睦まじいやり取りを眺めながら、パロルドたちは工房の立ち並ぶ町中へと戻る。その頃になると、もはや体力の限界を迎えて無言になっていたアスロンも再び気力を取り戻し、目に活力の光を宿しはじめた。

      「今度こそ話を聞けるといいっすねぇ」

      「そんなにアルノーさんの技術ってすごいの？ 確かに品質はよかったけど」

      「もちろん！ ヤトもあそこにあった剣見ただろ？」

      　胡乱うろんな顔をする猫獣人の同僚に、アスロンは拳を握りしめて迫る。顔が近い、鼻息が荒い、と散々に言われ、魔石の入った硬い箱で押し返されるも、彼の興奮は止まらない。

      「魔力が宿ってたのは、さすがにわかるよな？」

      「それはまぁ……。多少は？」

      　ヒゲを震わせながらヤトは力なくうなずく。魔力の扱いを苦手とする獣人族の彼女でも、ある程度魔力を宿した物体を近くで見れば、そうとわかる程度の判別はできる。とはいえ、優れた魔法使いのようにその魔力がどのような流れでどのような効果をもたらしているかまではわからない。

      　しかし、アスロンはそんな彼女の複雑な心境を慮る様子もなく、ニコニコと笑って身を震わせた。

      「アレは鉄を叩く時に、一緒に魔力を練り込む方法で作られてるんすよ。普通は完成した剣に後で魔力を流し込むもんなんすけどね」

      「はぁ……」

      「叩きながら練り込むと内側から自然に馴染むから、後付けの剣よりももっと強い効果を発揮するんすけど、やっぱり難しいんすよね」

      　力説するアスロンだが、戦闘部隊のヤトにはいまいち理解が進まない。彼女としては、よく切れる剣であればそれで十分。その製法にまで興味は向かないのだ。

      「練り込みは障壁魔法にも強いんすよ。表面的な魔力じゃなく、内面的な魔力っすから。滲み出る魔力は障壁を内側から壊すことができるっすから――」

      「なるほどねぇ」

      　長々と語り始めるアスロンだったが、彼の熱を帯びた言葉の半分以上は、猫耳の真上を素通りしていく。

      　くわぁ、とヤトが欠伸あくびを漏らした頃、ようやく彼らは先ほども訪れたひとけのない工房の前にたどり着いた。

      「それじゃ、メリィちゃん」

      「任せて！」

      　パロルドが目配せし、メリィがポンと胸を叩く。彼女は毅然きぜんとした面持ちでヤトから木箱を受け取ると、ピッタリと閉じられた引き戸を軽く叩いた。

      「こんにちはー。お爺ちゃん、いる？」

      　少しの間、静けさが訪れる。しかし、すぐに奥の方から足音が響き、立て付けの悪いドアがつっかえながら開かれた。

      「なんじゃ、メリィ。何か用事でも――」

      　パロルドたちと相対した時とは異なり、少し物腰の柔らかなアルノーの声。ひょっこりと顔を覗かせた彼は、愛孫の背後に控える大人たちの姿を認めた途端、顔を顰めてドアを閉めようとした。

      「お爺ちゃん！」

      しかし、すかさずメリィがドアの隙間に足を差し込み、隙間を作る。徴税請負人も感心するほどの抜け目ない動きに、パロルドたちは内心で舌を巻く。いったいこんな動き、どこで覚えたのだとコンテが複雑な顔をする。

      
        
      
      「なんじゃ、お前ら！ 孫まで利用して、恥を知れ！」

      「そうじゃないの。私も納得してお爺ちゃんとの仲介役を引き受けたの！」

      「騙されるな！」

      「お爺ちゃんこそ話を聞いて！ ――もうっ！」

      　バコンッ！

      　双方譲らない押し問答の末、大きな音が路地に響く。ぎょっとしてパロルドが視線を巡らせれば、メリィがその細い腕をドア板に突き込んで、穴を作っていた。

      「ちょっ、メリィ!? 怪我してない？」

      　慌てたのはコンテである。彼女は目を白黒させて、メリィが引き抜いた拳を撫でる。しかし、そこに擦り傷のひとつもないことに気がつくと、ポカンとしてドアに開いた大きな穴と視線を往復させた。

      「安心して。ドワーフの肌って頑丈なの」

      「そ、そっか……。でも、あんまり乱暴なことしちゃだめよ？」

      　岩から生まれたとまで言われるドワーフは、幼い少女であろうと頑丈な肌をしている。一見すると柔らかくすべすべとした陶器のような艶のある肌であろうと、その拳は大岩を砕けるほど硬い。

      　そんな娘との種族差をこんなところで実感して、コンテは悩ましげな表情を浮かべた。

      「何が安心じゃ。ワシの工房を壊しよって」

      「そ、それはごめんなさい。でも、話くらい聞いてあげてよ。この人たちはお母さんを助けてくれたいい人なんだから」

      「しかしだな……」

      「お爺ちゃん！」

      「ぐぬぅ……」

      　反論を許さないメリィの強い語調に、さすがの偏屈へんくつな老人もたじたじだった。彼はしばらくパロルドたちを睨みつけた後、大きなため息をついて観念した。ドアを閉める手の力を緩め、ガタガタと音を立てながら開く。

      「入れ。茶なぞ出さんからな」

      「お構いなく！ それより、工房見てもいいっすか？」

      「少しでも道具を触ったらぶん殴ってやる」

      　いまだ表情は険しいが、なんとかパロルドたちは工房の中へ入ることが叶った。メリィの役割はここで終わり。後はパロルドたちの手腕にすべてがかかっている。彼は腹を括くくり、決意を固める。

      　アルノーの鍛治工房は驚くほど狭かった。室内の大部分を巨大な炉が占有しており、資材や炭を置く棚と、水桶、そして金属を打つための金床などが窮屈そうに収まっている。とはいえ、ハンマーや箒ほうきといった道具類は綺麗に整理されて壁にかけられており、隅々まで気を配られている。

      　小柄なドワーフの使う鍛治工房ならば、このくらいのコンパクトさがかえって扱いやすいのかもしれない。と、パロルドは素人ながらに考えた。

      「とりあえず、お爺ちゃん。これ、お父さんから」

      「ん」

      　本題に入る前に、メリィがエメンタールから預かった荷物をアルノーに渡す。その中身を確認したアルノーは、資材を纏めた棚の片隅に積み上げた。

      　棚には鉄や青銅といったよく目にするものから、ヤトの目には名前もわからない希少金属のインゴット、さらに魔獣の爪や骨といった特殊な素材も収まっている。その整理整頓が行き届いた棚を見ただけでも、ヤトもアルノーがただの鍛治師に収まらない実力者であることを少し察することができた。

      「――それで、お前らはいったい何の用なんじゃ」

      　狭い工房の中に六人が腰を落ち着けられるスペースはない。アルノーとメリィ、そしてコンテだけはどうにか椅子に座ることができたが、パロルドたちは立ったままで話が始まる。

      「俺たちは〈青き薔薇〉って組織に所属してる。まだあんまり詳しいことは説明できないが、もし話がまとまって協力関係を築くことができれば――」

      「わかったわかった。何がほしくて、何を出すのか。それだけ教えろ」

      　パロルドの迂遠うえんな説明を途中でぶった斬り、アルノーは面倒臭そうに掌を振る。パロルドは軽く肩をすくめ、単刀直入に言葉を変えた。

      「アルノーさんが持ってる技術を教えてほしい。こちらからは、金でも希少金属でも、最大限出せるものは何でも提供したいと考えている」

      「帰ってくれ」

      「ちょっとお爺ちゃん！」

      　刹那せつなの逡巡すらなく即座に拒絶の意を示すアルノー。メリィが大きな声でそれを諌いさめ、薄皮一枚でパロルドたちの首はつながれた。

      「チッ」

      　しかし、アルノーの瞳には期待の色はなく、ただ面倒な輩をどうやって追い出そうかと考えているのがありありと浮かんでいる。

      「野良犬のようにワシの剣のことを嗅ぎつけて、金にモノを言わせて特注品をせがむ輩なぞ、掃いて捨てるほどおった。その上、ワシの孫まで引っ張ってくるとは、恥知らずめ」

      「――申し訳ない。しかし、俺たちは本当にあなたの技術がほしいんだ」

      「帰れ！」

      　アルノーの怒号が工房の中に響き渡る。しかし、それでもパロルドは諦めない。彼は引き戸を開けて軒下に出ると、そこに置いてあった刀剣を一振り掴んで戻ってくる。

      「アルノーさん」

      「……」

      「――これはルーンの刻印だろう。ドワーフに伝わる古い技術、古ドワーフの神秘文字。俺には読むことはできねぇが、こいつがどれだけ貴重なものかは知ってるつもりだ」

      「っ！」

      　パロルドは淡く波紋を表す刀身に指先で触れ、魔力を流し込む。鉄の中に練り込まれた回路が励起し、青白い光が浮かび上がる。それは何らかの意味を持つ記号の並びを模かたどっていた。

      　彼の指摘に、アルノーは目を見張る。その言葉を聞くことになるとは露ほども思っていなかった。彼にとって、想定外の言葉だった。

      「お前……知っておるのか……」

      「存在だけ。古い文献で見たことがある」

      　アスロンとヤトまでもが唖然としている前で、パロルドは口を開く。

      「俺たち〈青き薔薇〉はその上にある組織の指示で動いてる。各地に眠る遺失古代技術ロストアーツの手掛かりを見つけては調査に赴おもむき、途絶えそうな古い技術があるならその保護のため奔走する。――古ドワーフのルーン刻印武具も、その対象となるはずだ」

      「……」

      　パロルドの説明にアルノーは口を閉ざす。何かを考えているようで、白い眉を伏せていた。彼が何かを発するまで、パロルドたちは辛抱強く待ち続ける。

      「お前がルーンを知った、古い文献とやらはどこにある？」

      　老人の口から投げられた問いに、パロルドは驚きつつも答える。

      「俺たちが保管してる。もし希望するなら、閲覧の許可も下りるはずだ」

      「……お前たちは、そういった技術を集めて何をしようとしておる」

      　次の問いに対して、パロルドは即答することができなかった。

      　〈青き薔薇〉、その母体となる〈壁の中の花園〉はさまざまな技術を収集し研究している。その使命は大いなる力の適切な利用というものだが、それをそのまま伝えたところで理解を得るのは難しいだろう。

      　彼らは決して、収集した技術を平和的に使うと誓っているわけではない。パロルドやヤトの所属する戦闘科には、〈壁の中の花園〉が実用化に漕ぎ着けたさまざまな技術を取り入れた先進的な武装が多く配置されている。むやみやたらと戦争を起こす気はないが、利害の対立する存在があらわれた場合には躊躇なく武力を行使する。

      　パロルドが考えていると、静かに控えていたアスロンが彼の前に立つ。緊張の面持ちで胸を張り、アルノーをまっすぐに見据える。

      「俺は――俺たちは、優れた技術を後世に継承していきたい。今は求められていなくても、衰退の途にあったとしても、いつか必ず日の目を浴びる時が来る。その時まで、技術を残し、磨き続けるのが俺たちの役目だ――っす」

      　戦いに備え、剣を研ぎ盾を磨く装備科に所属するアスロンの、嘘偽りのない言葉だった。だからこそ、同じ武器を扱う鍛治師によく響く。

      　アルノーはクツクツと笑いをこぼし、やがて口を開けて笑声をあげた。

      「いいじゃろう。お前の言うことは正しい。武器も防具も使ってこそ。戦いがなければ錆び朽ちるもの。大切に箱に閉まっておっても仕方がない」

      　アスロンは表情を明るくする。

      「それじゃ――」

      「ひとつ、条件がある」

      「な、なんです？」

      　〈青き薔薇〉も元をたどればヤルダ評議会と結びつくとはいえ、無限の財力や権限を持つわけではない。途方もないことを要求されたらどうしよう、とアスロンは内心で戦々恐々とする。そんな彼を見透かしたかのように、アルノーは不敵に笑って条件を提示した。

      「お前たちが持っている技術、その中でも随一のものをひとつ見せてみろ。それがワシを驚かせることができたら、お前たちに協力しよう」

      「――いいんすか!?」

      　ある意味では金銭などよりもはるかに難しいお題にも関わらず、アスロンは胸を撫で下ろし声に喜色を滲ませる。予想とは少し異なるその反応に、アルノーの方が虚を突かれるほどだ。

      「ちょっと、何を見せるつもりなんです？」

      　焦ったヤトがアスロンの肩を引っ張り、耳元で囁く。

      「任せてくれって。俺が誇れるものは一つしかないけど、自信はあるんだ」

      「はぁ？」

      　耳を倒して首を傾げる同僚に、青年はにっと笑う。

      「さっそくお見せするっすよ。ちょっとでっかいんで、歩いてもらうことになるっすけど」

      「い、今からか？」

      　自分でも無理難題を押し付けた自覚はあったのだろう。唖然としたアルノーの手をアスロンが掴む。

      「はい！ 善は急げっすから！」

      　勢いよく外へ飛び出すアスロンと、彼に連れてゆかれるアルノー。急な展開に驚きながら、パロルドたち隊員やメリィとコンテも慌てて二人の後を追う。

      「おおおっ!? もっと速度を落とせ！ 人間族は歩幅がデカ過ぎる！」

      「申し訳ないっす。じゃあ、ちょっと失礼！」

      「ぬおおおっ!?」

      　体格差からアスロンの走りに遅れるアルノー。彼が抗議の声を上げると、アスロンはその老体を軽々と持ち上げた。横向きに抱え、そのまま軽快に速度を上げる。

      「アイツ、疲れてたんじゃなかったのか？」

      「日頃の基礎訓練の成果ですかねぇ」

      　先ほどまで山道でヒィヒィ言っていた青年と同一とは思えないほど素早い足の運びに、パロルドたちが呆れ顔になる。

      　アスロンは迷いなく路地を抜け、大通りへと入る。そこからさらに街中を駆け抜け、パロルドたちも彼がどこを目指しているのか薄々勘づいてきた。

      「到着っす！」

      　アスロンが急に足を止める。放り出されそうになったアルノーは反射的に彼の腕にしがみつき、ジタバタと足を暴れさせて石畳に着地した。

      「うわ、アスロン？ どうしたのいきなり」

      「爺さん攫ってきたの!?」

      「何やってんだコイツ……」

      　そこにいたのは、アスロンと同じ青い制服を着込んだ〈青き薔薇〉の隊員たち。突如降って沸いた休暇を銘々に楽しみ、土産を買い込んで戻ってきた直後のことだった。彼らは同僚が抱えてきたドワーフの老人をマジマジと見つめ、何があったのかと問い質す。しかし、アスロンは同僚たちからの追求を軽く無視して、アルノーを彼らの背後にあるものへと案内した。

      「どうっすか？ これが俺たちが集めた技術の詰まった傑作っす！」

      　鋼鉄の板を成形した箱型の車体。ゴムの巻かれた車輪が支え、一見すると馬車のようだが御者台は見当たらない。前面には大きな魔導灯が組み込まれており、他にも無数の魔導具が複雑に組み込まれているのが見てとれる。

      　たとえアルディバの名工たちが頭を突き合わせても、この奇妙な乗り物は完成しないだろう。それほど独創的で、高度で、革新的なものだ。

      「これは、なんと言うものだ？」

      「魔導自動車っす。ある人から貰った知識と技術を俺たちで再現して創り上げた、先進的な乗り物っす。今はヤルダとアルディバの間を往復しながら、実地試験を繰り返してるところっす」

      　アスロンの説明を聞きながら、アルノーはさっそく車体の隅々まで穴が開くほど観察し始める。装備科のアスロンは、この魔導自動車が破損した際の修理要員として帯同している。隊員の中でもこの自動車についてよく知っている技術者だ。バンパーやサスペンションの機能を説明し、エンジンルームの構造を解説する。

      「これはどうやって成形しておる？」

      「型を作って、上下から圧力をかけて変形させてるっす。設備さえ整えば、量産も可能になる画期的な製法っすよ」

      「なるほど。ずいぶんと大掛かりなことを……。ここの管はどうやって――」

      「それはっすね――」

      　車体を包む金属装甲や、柔軟に形を変える細い配管。それらを一瞥しただけで、アルノーはそこに高度な技術が注ぎ込まれているのを看破していく。そして、同時にそれらの技術がどうすれば自身に取り込めるかと考え始めるのだ。

      　アスロンもまた、彼の問いに対してできる限り誠実に答える。もはや組織としてではなく、一介の技術者として、アルノーに惜しみなく知る限りの技術を公開していた。

      「いいんですか？ 機密も含まれてると思うんですけど」

      「いまさら、ダメですなんて言えねぇだろ。それにここまできて話がご破算になる可能性も低い」

      　呆れ顔のヤトに、パロルドは軽々とした調子で答える。彼らが追いついた頃にはすでに質疑応答が始まっていたので、止める暇がなかったというのも理由の一つではあったが。

      「パロルドさん、結局ルーン武具っていうのは何なんですか？」

      　コンテと共に追いかけてきたメリィが、初めて見る生き生きとした表情の祖父に驚きながらたずねる。ルーンの技術はもはや、ドワーフの中にも知るものが少ない古いにしえの技術体系となって久しい。ましてや、鍛治師でもない彼女が知らないのも無理のない話だった。

      　パロルドは自分も詳しいことは知らないと前置きをしつつ、つい手に握ったまま持ってきてしまったアルノーの刀剣を見せながら語る。

      「金属に竜骨や魔石なんかの魔力伝導率の高い材料を練り込んで、それを特殊な魔力回路にする技術さ。ルーンを刻む、なんて言うが、実際はガリガリ削って掘り込んでるわけじゃない。熱した鉄を叩きながら材料を加えていって、成形する。一度にいろんなことを考えなけりゃならねぇ難しい仕事だ」

      「へぇ……」

      　パロルドの説明にわかったのかわからないのか、メリィは気の抜けた声を漏らす。

      　ルーンを刻まれた武具は優秀な魔導具だ。外部からの侵蝕に強く、長持ちする。一方で整備性は皆無といってよく、一度刻んだルーンを変えたり強化したりといったことはできない。

      　出力は高く、安定しているが、細かな調整は職人の技量によるところが多い。大量生産も難しく、現行の魔導具と比べればコストもかかる。一言で表すならばコストパフォーマンスの悪い技術なのだった。

      　しかし、パロルドたち〈青き薔薇〉ひいてはその親である〈壁の中の花園〉は、そんな理由で消えゆく技術を見捨てることはない。むしろ、そのようなものにこそ、多くの改善の余地があると考え、率先して保護する。

      　アルノーが〈壁の中の花園〉に技術を伝えれば、そこに所属する偏屈だが優秀な技術者たちがすかさず食らい付くだろう。活きのいい技術を俎上そじょうに上げて、喧々諤々の激論を交わし、既知の技術と融合させられないかと検討するはずだ。

      　事実、パロルドは専門ではなないがいくつか考えていることがある。

      　〈壁の中の花園〉の技術者たちにも多大な影響を与えた少女がもたらした知識のなかに、積層造形というものがある。粉末状の金属を積み重ね、熱を通すことで従来の金属加工技術では作り得ないような形状のものも作ることができる技術だ。未だに複数人の熟練した地属性魔法使いと火属性魔法使いを必須とするが、これを用いればより簡単にルーンを刻印することができるかもしれない。

      「アルノーさんよ、どうだいウチは？」

      　いつまでも熱心に話し込み、きっと日が暮れても止まらないだろうアルノーに、パロルドが声をかける。白い髭を蓄えた老ドワーフは、その年齢にそぐわない輝く目を彼に向け、ニヤリと不敵に笑った。

      「こんなものがあるなら、先に言え。すでにもうアスロンの小僧といくつか試案を出した」

      「手が早いことで……。正式な契約のためには一度ヤルダに来て貰う必要があるけど、いいかい？」

      「もちろんだとも。コイツの乗り心地も知りたかったところだ」

      　当初の頑固な拒絶はなんだったのかと呆れるほど、アルノーは楽しげにしている。こんなことなら魔導自動車で工房に乗り込めばよかったとパロルドはできもしないことを考えた。

      　とはいえ、アルノーも頑固で優秀な技術者だ。ヤルダにいる変人たちとも馬があうだろう。

      「これは、本当にアルディバに支部でも作ることになるかもなぁ」

      　アルノーはメリィを愛している。溺愛しているといってもいいだろう。そんな彼が十全の力を発揮するには、やはりこの町に住み続けながら研究開発を進めてもらうことが一番だろう。

      　幸いなことに、ちょうどタイミングよくそのような話も出ているのだ。アルディバでの影響力を高めたいヤルダ評議会、大都市とのつながりを深めたいアルディバ、アルディバにある孤児院の不祥事を暴いたことで貸しを作った教会。いくつもの大きな勢力が互いの利益を求めて密かに話し合いを続けている。その結果、〈壁の中の花園〉の支部を新設するという話も現実味を帯びてきた。

      　上手くいけば、アルノーがその呼水役となれるだろう。

      「隊長、そろそろ出発の時間ですけど、どうするんです？」

      　突然見知らぬ老人がやって来て、一応機密の塊である魔導自動車をベタベタと触り出した。その光景に戸惑いながら、隊員の一人がパロルドに話しかける。

      「人ひとり乗せるくらいの余裕はあるだろ。あの爺さんを積み込んだら、今度こそ出発だ」

      　アルノーはすぐさまヤルダに赴くつもりでいるようで、身一つにもかかわらず自分が乗れそうな場所を吟味している。俄然張り切り出した祖父を見て、メリィも楽しげに両手を上げていた。

      　隊員たちが最後の準備のため動き出し、いよいよ街を離れる時がやってくる。

      「コンテはいつもの場所に。アルノーはその隣でいいか？」

      「ふむ……。まあ、そこでいいじゃろ」

      「よ、よろしくお願いしますね」

      　エトナ村へ帰るためコンテも車に乗り込む。突然に決まった義父との相乗りに緊張しているのか堅い面持ちだったが、当の本人は車内の構造に目を向けて彼女の様子に気づく素振りすら見せない。

      　動力炉に魔力が注ぎ込まれ、簡単な魔法が連鎖的に動き出す。運転席の計器盤に異常がないことを確認し、隊員たちが次々と準備完了を知らせる。

      「おじいちゃん、頑張ってね！」

      　窓の外からメリィが手を振る。

      「うむ。しばらく留守にするが、達者でな」

      　その時ばかりはアルノーも優しい祖父の顔となり、かわいい孫娘に笑いかける。その不器用で不慣れな様子に、コンテも幸せそうな微笑みを湛たたえた。

      「そいじゃ、帰るか」

      　パロルドの号令で、車列が動き始める。メリィと現地の協力者たちが彼らを見送り、大きく手を振る。馬もなく、車体を金属で包んだ異様な風貌の車たちが、魔法の輝きを見せながら鉄の町から離れていく。

      
        第四章　若き巫女と島の民草

      

      　広大な碧海に浮かぶいくつかの島々の集まり。長きに渡り外界と隔たれ、古き神と共に独自の文化を育んできた土地、カミシロ。近年では大陸との航路が発見され、徐々に異国の文化も流入し始め、その安穏とした時代も変革の中に足を踏み入れ始めた。

      　カミシロにおける行政、商業、司法、あらゆるものの中心にある都市アマノハラ。国を治める要となる三院のひとつ、緑珠院もまた大きな変革を迎えた直後のことだった。

      「あなたたち、この書類は会計に運んでちょうだい」

      「かしこまりました、サクヤ様」

      　緑珠院の中枢、院長の執務室にて次々と運ばれてくる書類と格闘する若い少女がひとり。白と赤の巫女装束に身を包み、まだ幼い顔に鮮やかな紅色が映える、凛々しい目をした少女だ。サクヤと呼ばれたこの少女こそ、代々カミシロの民たちと古き神の間に立ち、その言葉を伝える役を担ってきた巫女の一族の末裔まつえいだった。

      　以前は寝食をとる暇もないほどの多忙に圧されていた彼女だが、最近とある一件を経てその労働環境が大幅に改善された。今も一見すると埋もれそうなほどの紙束に囲まれているが、それらを確認していくだけで実際に何か書き込むことは稀だ。

      　大幅な人員の増強と、組織構造の改革、それにより属人的な業務以外はほとんど自動的に消化できるようになっていた。

      「サクヤ様、そろそろ休憩のお時間です」

      　部屋の隅で陰のように佇んでいた黒装束、巫女付きの無貌と呼ばれる者が、性別も年齢も判然としない声で話しかける。それに気がついたサクヤは舶来品の時計に目をむけ、時間が矢のように過ぎ去ったことに驚きを覚える。

      「くぅー。ならちょっと出かけるわ」

      「また街で昼食を？」

      　無貌の声にサクヤはうなずく。以前は業務のわずかな合間を縫って食事を取ることが多かった。もはや、そこに楽しみはなく、ただ倒れて業務が滞ることのないようにという理由だけで栄養を摂とっていた。しかし、今では長い石段の下にある町へ繰り出す余裕があった。

      「今日はちょっと用事もあるのよ」

      「……コウリョウ様ですか」

      　無貌の者が挙げた名前に、サクヤはうなずく。緑珠院の長である彼女と並び、青珠院という司法機関の頂点に立つ男の名前であった。先代巫女を知る人物であり、以前のサクヤとはあまり良い関係を築けていなかった生真面目な男だ。しかし、今では二人の険悪な仲も解消し、時折昼食を共にするほどに改善していた。

      「じゃ、行ってくるわね」

      「お気をつけて」

      　黒装束の付き人に見送られ、サクヤは緑珠院を飛び出す。彼女を影ながら警護するため、また別の無貌が追いかけているはずだが、彼女は気にする素振りもない。山中にある緑珠院から、長い石段を駆け降りて、アマノハラの人々で賑わう街中へと入る。

      　緑珠院の組織改革後から趣味というものを楽しむ余裕を見つけたサクヤは、町のあちこちにお気に入りの店を増やしている。美味しいうどんを出す店、こだわり抜いた蕎麦を出す店、驚くような卵料理を出す店。いろいろなお気に入りがある中で、彼女にとって一番思い入れの強い店は、『花行燈』という旅籠も兼ねた大衆料理屋だった。

      「こんにちは」

      「サクヤ様！ いらっしゃいませ！」

      　昼下がりの料理屋は、仕事の合間を縫ってやってきた職人や子供を連れた親たちで賑わっている。看板娘のコハルという名の少女も、額に汗を浮かべてくるくると動き回っていた。彼女はサクヤの存在に気がつくと、あどけない顔に笑みを浮かべて駆け寄ってくる。

      「コウリョウ様なら、いつものお席にいらっしゃいますよ」

      「ありがとう。鍋焼きうどんを頼めるかしら」

      「承りました！ お席でお待ちくださいね」

      　その場で注文を済ませ、サクヤは店の奥にある机に向かう。その途中で彼女に気がついたカミシロの民たちがにこやかに声をかけてくれるのに応じるのも、今ではすっかり慣れたものだ。以前は双方共に萎縮してしまって、距離を感じていたのも懐かしい。

      「コウリョウ」

      　客たちの賑やかな声から少し離れた机に、一人の男がついていた。青い衣を着て、薄い硝子の眼鏡を着けた気難しそうな顔付きの男だ。彼は湯気もなくなってしまった湯呑みを握り、静かに座っていた。

      　サクヤが名前を呼ぶと、男はゆっくりと顔を上げる。巫女装束を認めて、眉間にわずかな皺を寄せた。かつては睨みつけているものとサクヤが思っていたそれも、本当は相手の顔を見るために力んでいるのだと知ってからは恐怖を覚えなくなった。

      「遅かったですね」

      　抑揚のない言葉。しかし、彼が嫌味など乗せられるほど器用な性格をしていないこともわかっていた。だから、サクヤは苦笑して席につきつつ弁明した。

      「仕事に集中してて、時間を忘れてたのよ」

      「休むべき時は、きちんと休むのも仕事ですよ」

      「わかってるわよ。昼休みを少しずらして調整するから」

      　緑珠院のサクヤと、青珠院のコウリョウ。国を治める三院のうち二つの長が昼食を共にする。かつては考えられなかった事態だが、今では民たちも喜んで受け入れている。

      「お待たせしました！ 花行燈特性鍋焼きうどんでーす！」

      　そこへコハルが小さな土鍋を二つ持ってやってくる。それが天板に並ぶのを見て、サクヤは口元の笑みを隠しきれない。

      「コウリョウも鍋焼きうどんなのね」

      「味、価格共に花行燈の鍋焼きうどんは最良です」

      　この料理が特別だと思っていたのが自分だけではないと知り、サクヤは心を躍らせる。土鍋の蓋を開けると白い湯気が広がり、コウリョウの眼鏡を曇らせる。まだグツグツと揺れているつゆには、白くツヤツヤのうどんをはじめたくさんの具材がこれでもかと詰められている。

      　さまざま話すことはあるが、まずはこれを食べねば始まらない。サクヤとコウリョウは言葉を交わすこともなくその心を一致させ、同時に箸を手に取った。

      「いただきますっ」

      「いただきます」

      　無言で食べる。それが礼儀だ。

      　厨房に立つコハルの兄、ナツキが腕に寄りをかけて作った料理はどれも絶品だが、なかでもこの鍋焼きうどんは格別だ。何度食べても飽きることはない。むしろ、季節に合わせて具材が細やかに変えられ、いつも新鮮な驚きをもたらしてくれる。

      　秋の迫るこの時期になると、カミシロの海でよく取れるようになる魚の団子が新たに加わったようだ。秋が深まれば、木の子の類が増えるのだろう。それもまた、今から楽しみだ。

      「ふぅ。ごちそうさまでした」

      　一心不乱に鍋を覗き、熱々のまま胃の腑に落とす。激務の疲れを忘れるような至福の時間に、サクヤは長く息を吐き出した。我にかえり、顔を上げれば、すでにコウリョウは食事を終えていた。綺麗に整えられた箸が彼の生真面目な性格をよくあらわしている。

      　そして、共に料理を堪能したのを見るや、彼はさっそく口を開いた。

      「サクヤ様。ようやく、種々の手続きが終わりそうです」

      「手続き？」

      　脈絡の見えない第一声にサクヤは首をかしげる。満腹になった直後で、あまり頭が働かないのも手伝って、コウリョウの言葉の意味するところを汲み取れずにいた。そんな彼女を見る目はすっと細まり、呆れを含んだ声が具体的な説明を始めた。

      「以前に申し上げたでしょう。サクヤ様はもっと民を見るべきだと」

      　コウリョウのその言葉は、サクヤの胸に深く刻まれている。くしくも、それもまたこの席で聞いたものだ。夜遅く、少し肌寒いなか、熱いうどんを食べた後のことだった。

      「もしかして、視察のこと？」

      　コウリョウはうなずく。

      　巫女は民と人の間をつなぐもの。その使命を知っていながら、かつてのサクヤはそれを全うできてはいなかった。積み上げられた書類と格闘し、その合間を縫って神の声を聞き、再び執務室に閉じこもる。それだけで一日が過ぎていく。いつしか緑珠院の外にすら出ることはなくなり、アマノハラで民たちがどのような日々を送っているのかすら知らずにいた。

      　こんな様子では駄目だと声を上げたのが、今彼女の目の前に座る男である。先代の巫女の働きぶりをよく知る一人でもある彼は、サクヤが一人で巫女としての役を務め上げられると判断しなかった。だから、異国より訪れた客人すら利用して、強引に緑珠院の旧態依然とした巫女に依存する属人的な体制を破壊したのだ。

      「緑珠院も、数日巫女が不在であっても回るようになっているはずです」

      「そうね……。事前に各部署に通達しておけば――」

      「すでに手は回しております」

      「は？」

      　事前に出かけることを伝え、少しずつ仕事を先んじてこなしていけば、一週間後くらいには余裕ができるだろう。そう考えていたサクヤの出鼻を挫くように、コウリョウはあっさりと言い切った。

      「言ったでしょう。種々の手続きが終わりそうです、と」

      「青珠院のことじゃなかったの!?」

      「あなたが視察の主役なのです。緑珠院の了解を得ないわけにはいかないでしょう」

      「その緑珠院の一番上が私なんだけど」

      　相変わらずこの男は報連相が苦手すぎる。サクヤは唇を噛み、精一杯睨みつけて不満をぶつける。法の番人の長を務める男は泰然たいぜんとして、ゆっくりと茶を飲む余裕すら見せていたが。

      　最近妙に仕事の量が多かったのは、この男のせいか。とサクヤは恨みがましく思う。この分では、無貌たちも巻き込んでいるのだろう。彼らは巫女に仕える者たちだというのに。

      「それで、いつ頃に、どこに行くの？」

      「明日、シラギリへ」

      「明日!? シラギリ!?」

      　サクヤは勢いよく立ち上がり、椅子が乾いた音を響かせる。賑やかな客たちがしんと静まり返り、目を丸くして彼女たちを見ていた。それに気づいたサクヤや赤面し、慌てて椅子を立てなおすと身を縮こまらせて着席する。

      「ちょっと！ 話が急すぎるでしょ！」

      「前もって伝えたはずですが？」

      「聞いてないわよ!? ――もしかして、私宛に書面で？」

      　コウリョウがうなずく。サクヤは額に手を当て項垂うなだれた。公的な書類などならともかく、サクヤ個人に宛てた私信などそう頻繁に確認しない。今頃、彼女の自宅にある郵便受けには大量の紙がみっちりと詰まっているはずだ。あの中から該当するものを見つけるだけでも一苦労だろう。

      「せめて緑珠院宛に……。というか、式神なりなんなり飛ばしなさいよ」

      「前例がないことはできませんので」

      「あなたがその前例になればいいでしょう！」

      　昼休みだというのにどっと疲れが押し寄せてきたサクヤは机に突っ伏す。確かに青珠院長が緑珠院長に向けて視察の誘いを送るという前例などないだろう。それにしても、もうちょっとやり方はあったはずだ。どこまでも判例主義の法律男に、サクヤは辟易へきえきした。

      「ともかく、明日の朝に発ちますので。準備の方を」

      「準備って何が必要なのよ。買い出しとかもできないし……」

      「そのあたりは無貌がやってくれているでしょう。打ち合わせはしました」

      「だっかっらっ！ なんで巫女わたしをそこに入れないのよ！」

      　どうして主人を差し置いて無貌の者たちの方がコウリョウと仲を深めているのか。サクヤの憤りを前にしても、男は平然としている。まるで暖簾に腕を押し込むような無力さに、サクヤは深いため息と共に心を落ち着けた。

      　おそらくこれも、彼らなりの優しさなのだろう。サクヤが巫女の務めに集中できるよう、自分たちでできる限りの手を回してくれたのだ。――とりあえず、そう考えておかないとサクヤの身が持たなかった。

      「明日の朝ね。無貌に言えば通じるんでしょうね」

      「ええ。つつがなく」

      「それはそれで腹立たしいけど、わかったわ。シラギリは一度行ってみたいと思ってたのよ」

      　心を切り替え、サクヤはシラギリという土地に思いを馳せる。冬になれば深い雪に閉ざされ静寂と寒さが骨身に染みる過酷な土地だが、夏は爽やかな風の吹く開けた広野だ。カミシロ随一の米所として知られており、サクヤに供される膳にもよく並んでいる。

      　彼女自身は酒の類を好まないが、すっきりとした酒もまた民たちによく親しまれている。たしか、この『花行燈』もシラギリの酒蔵からいくつか仕入れているはずだった。

      「今の季節だと、ちょうど稲刈りの時期かしら？」

      「はい。新米などもあるでしょう」

      「それは楽しみね」

      　米は美味いが、新米は格別だ。サクヤもカミシロ人の一人として、米を深く愛している。仕事に忙殺されゆっくりと食事を取る暇すらない時も、無貌の者が握ってくれたおにぎりや、彼らが携行食としている乾飯などを噛み締めたものだ。

      　炊きたてほやほやの新米を、その土地で楽しめるとなれば、その美味さは極上を超えて至高の域に達するだろう。

      「……直前にお知らせしてよかったかもしれませんね」

      「うえへ……。な、なんでよ!?」

      　期待に胸を膨らませるあまり、午後の仕事すら手につかなさそうな巫女を見て、コウリョウが澄まし顔で言う。今までは忙しさに圧倒されてその片鱗へんりんを見せる余裕すらなかったようだが、当代の巫女はなかなか食い意地が張っているようだった。

      
        

      

      　翌朝、サクヤはアマノハラを貫く大路を牛車に乗って進んでいた。同乗するのは全身黒づくめに覆面をした無貌の者が一人、そしてコウリョウである。

      　牛車を牽くのは白く精悍な雄牛で、その四肢や角には鮮やかな紅色の紋が記されている。

      「白牛式なんて、ずいぶんと大仰ね」

      　御簾みすの隙間からは、路傍で跪ひざまずく民たちが見える。昨日は同じ店で昼食を楽しんでいた彼らが平伏している様子は、サクヤにとってあまり慣れたものではなかった。

      　白牛式は呪術師が使役する式神の中でも高位の存在だ。扱いこそ難しいが、力強く知恵もある。本来ならば魑魅魍魎の類を征伐する際に投じられるような戦いに向いた能力を持っている。そんなものをただ車を牽くためだけに使うのは、呪術師も式神もいささか役不足が否めない。

      　しかし、サクヤと向かい合うように座るコウリョウは、そんな言葉を一蹴する。

      「巫女の移動にいいかげんな式など使えるわけがないでしょう。紅牛とどちらにするか悩んだくらいですよ」

      「紅牛なんて使役できる術師は忙しくて予定が開けられないでしょ」

      　白牛よりもさらに高位の式神である紅牛は、一頭で鬼すら滅すると評されるほどの強い呪力を持っている。そんな式神を車のためだけに出せる呪術師がどれだけいるというのか。そもそも、そんな腕利き術師なら魔獣の討伐のためカミシロ中を東奔西走しているはずだ。

      　カミシロにおける呪術師、呪力とは、大陸における魔法使い、魔力とほぼ同義といってよい。とはいえ、その間に大海の隔たりがある両者は長く交流もなく、それぞれが独自の発展を遂げてきた。大陸で主流と言われる五元素魔法とは異なり、カミシロでは万物を五つに分けるということにあまり意識を割いていない。自然を自然のままに感じ取り、それを流用する。紙に牛の姿を載せることで、そこに牛の力を付与するように。

      　一応、サクヤもコウリョウも高貴な身分であるためそうそう呪術を編むことはないが、どちらもその鍛錬は欠かしていない。また、無貌の者たちは彼らの里に伝わる秘術を連綿と受け継いでいる。

      　大陸の魔法理論を取り込むことで、また新たな呪術の体系が生まれるかもしれない。車を牽く白牛の揺れる尻尾を見ながら、サクヤはついつい思考が巫女としての仕事に偏ってしまう。

      「サクヤ様、お茶をどうぞ」

      　そんな彼女の心を読み取ったわけではないだろうが、無貌の者がちょうどよい時を見計らって水筒を差し出す。

      「ありがと。気が利くわね」

      　サクヤはそれを受け取り、喉を潤す。付与術の施された水筒は、木製ながらいつまでも内部の温度を保ち続ける。秋口とはいえまだ暑さの残るこの季節には、清涼感のある茶が心地よい。

      「シラギリまではどのくらいかかるのかしら？」

      「そうですね……。今日は昼までにアカシモへ向かいます。夜はマサラで宿をとっております。翌日は――」

      「何日かかるかだけでいいわよ」

      　逐予定を挙げていくコウリョウを止めて、サクヤは肩をすくめる。生真面目すぎるのも考えものだった。

      「三日かかります」

      　簡潔な返答だった。

      　やればできるじゃない、とサクヤは変に感心しながら、脳内で計算する。

      「あれ？ 取ってた日程って七日じゃなかった？」

      「はい。そうですが？」

      「行き帰りで六日かかるじゃない」

      「そうですよ？」

      「そうですよって……」

      　何を当然のことを言っているのだ、と眼鏡の奥の瞳が細くなる。サクヤはがっくりと肩を落とし、無貌の者へとしなだれかかった。

      「視察って一日だけなの!?」

      「三日目の昼には着きますし、五日目の午後から村を発ちますので、実質二日です」

      「そういう話じゃないのよ」

      　もっと二泊三日とかできるものだと思っていたサクヤは、思ったより窮屈だった日程に愕然とする。この男が日程を考えたらしいが、こいつは余裕というものを知らないのかと問いただしたくなった。もし不慮の事故などあったらどうするつもりだったのだろうか、と心配にもなった。

      「心配ありません。入念に下調べを行い、人員も用意し、完璧な計画を立てております」

      　コウリョウは側に置かれた包みを解き、中から何かを取り出す。サクヤの膝の上に置かれたそれは、みっちりと細かい文字が連ねられた書類の束だった。彼女が目を見張りながらパラパラと捲ると、下にも同じようなものが重なっている。

      「これ、予定表？」

      　コウリョウがうなずく。

      　一刻どころではない小刻みな予定が、ずらずらと並んでいる。村にたどり着く時間から、昼食を摂る時間、食べ終わる時間、村を発つ時間、果ては宿で寝入る時間まで。それを読み進めたサクヤは、背中がゾワゾワと粟立あわだつのを感じた。

      「コウリョウ」

      「なんです？」

      「あなた、馬鹿でしょ」

      　彼女の口から飛び出したのは、端的な罵倒であった。

      　白牛の牽く車はゆったりと進む。夏の盛りを過ぎた田畠は刈り入れが進み、乾いた土に稲架がいくつも立っている。そこにかけられた稲穂のずっしりと重い様子を眺めて、サクヤは満足げにうなずく。

      「報告書で今年もよく実っていると聞いていたけど、実際に見ると安心するわね」

      「これもサクヤ様のお力あってこそ。新たに開いた水路が功を奏しました」

      　無貌の者の言葉に、サクヤも胸の内が熱くなる。彼女のしたことと言えば、下から上がってきた土木計画書をもとに神へ意見を求め、返ってきた言葉をそのまま伝えただけだ。実際に土を掘り岩を割って働いたのは民たちではあるが、その大仕事の一端に自分がいることを改めて思い直す。

      　カミシロという国は紙の上に成り立っているわけではない。民たちは地に足をつけ、地道に生活を営んでいる。巫女として、彼らの働きによって支えられている者として、そのことを忘れてはならなかった。

      　牛車は新しい水路の沿線を小気味よいせせらぎを聴きながら上流に向かって進む。いくつもの畑を通り過ぎ、時折農作業に精を出す民たちに手を振りながら、サクヤたちは一路北を目指す。

      　彼女たち一行が最初の村アカシモに着いたのは、コウリョウの予定した時刻ぴったりの頃だった。

      「ようこそおいで下さいました、巫女様！」

      　魔除けの札の貼られた門の前で彼女たちを出迎えたのは、勢揃いしたアカシモの村民たちだった。彼らは精一杯に身なりを整えて、牛車を迎え入れる。その熱烈な声に、サクヤたちの方が驚いたほどだ。

      　牛車が停まると、降り立ったサクヤたちの前に村長らしき老人が歩み出る。彼は深々と頭を垂れると、丁重に歓迎の意を示した。そうしてとんとん拍子で話は進み、あれよあれよという間にサクヤたちは村で一番大きな館の広間へと案内される。

      「巫女様がお見えになるとは一大事。アカシモの総力を結集して、誠心誠意おもてなしさせていただきます」

      「え、ええ……」

      　次々と運ばれてくる御膳には、緑珠院で出される食事よりもはるかに豪勢な料理の数々が並んでいる。漁村でもないというのに、新鮮な海の魚がお頭付きで出てきたかと思えば、立派な猪の鍋があらわれる。

      「ごめんなさい。こんなにたくさん食べきれないわ」

      「問題ありません。むしろ、巫女様が満足なされなければ、アカシモの恥。どうぞ、心ゆくまでお楽しみ下さい」

      「あはは……」

      　まるで晩餐のような贅沢ぶりだが、視察に繰り出す初日の昼食である。てっきり『花行燈』のような定食屋で何か頼む程度だと思っていたサクヤは、目を白黒させながら箸を取る。広間は障子や襖の隙間から村民たちが覗いており、落ち着かないことこの上ない。腹ははち切れそうなほど満たされたが、味はほとんどわからなかった。

      「行ってらっしゃいませー！」

      　来た時と同じように、発つ時も村民総出で送られる。

      　サクヤは牛車の中でなんとか巫女装束の腰を緩められないかと試行錯誤しながら、コウリョウにたずねた。

      「もしかして、今後もずっとこんな感じの応対が続くの？」

      　もしそうなら、アマノハラに帰るころには倍に肥えているかもしれない。そんなことを危惧するサクヤに、コウリョウも眉を顰めていた。

      「私は普通の昼食を手配していたつもりなのですが……」

      「あなたの普通は信用ならないわよ」

      「少なくともサクヤ様よりは庶民感覚に近いと思いますが」

      　そう言われてしまえばサクヤも反論できない。長年緑珠院に閉じこもっていた彼女とは違い、コウリョウは町の飯屋開拓を趣味としていた。たしかに、彼の方が村の暮らしもよく知っていることだろう。

      「あれはどう考えても、村の負担にしかなりません」

      「そうよねぇ。あんな魚、緑珠院でもなかなか出ないわよ」

      　二人がアカシモで受けた接待は常軌じょうきを逸していた。あれでは、まるでサクヤたちが民から富を搾しぼり取っているように見えなくもない。彼女は自分が悪者になってしまったような気がして憂鬱になる。

      「おそらくは純粋な善意ではあるのでしょう。なにぶん、サクヤ様がいらっしゃるなど初めてのことでしょうからね」

      「やっぱりそれが理由かしら」

      　長い間人前にあらわれることのなかった巫女が、なぜか突然やってくることになった。それを知らされた村々にとってはまさに青天の霹靂だ。政の中心にある彼女たちに無礼がないよう立ち回れるだろうか、彼女たちを満足させることができるだろうか。そんな不安は容易に想像できる。

      　結果、彼らの中で話が膨れ上がり、当初コウリョウが要望していたものよりはるかに規模の大きな歓迎となってしまったのだ。

      「もしかしてこれ、次の村でも？」

      「マサラは宿場としても有名です。それに一夜を明かすことになりますから、アカシモ以上になる可能性は大いにありますね」

      「もうお腹いっぱいなんだけど!?」

      　ちょっと歩こうかしら、と本気でサクヤは考える。七日間みっちりとアカシモと同等の歓待を受けると、本当に身が持たない可能性がある。そんなことで倒れるわけにはいかないが、現実の問題である。このままでは、カミシロの民たちの善意で殺されることにもなりかねない。

      「式でも送って、やめてもらう？」

      「しかし、向こうがもしアカシモと同等の歓待を用意しているとなれば、一日仕事ではないでしょう。それを無碍むげにするというのも……」

      「め、めんどくさい……」

      　コウリョウに睨まれるも、サクヤは項垂れる。民たちに慕われているのは痛いほどわかるが、それにしてもやりすぎである。彼らの心意気が面倒なのではなく、貴族の難解な誇りとやらが心底煩わずらわしかった。

      　とはいえ、コウリョウの話がわからないほどサクヤも馬鹿ではない。むしろ、貴族の取るべき対応として正しいことがわかっているからこそ、嫌なのだ。

      「ともかく、進みましょう」

      　旅の初日からさっそく気が重くなるなか、牛車は進む。白牛は力強く大地を踏み締め、シラギリを目指して歩き始める。もはやサクヤやコウリョウが泣いて喚いても、予定通り旅程は進むのだ。

      　御簾の隙間から見える風景は穏やかだ。アマノハラから離れたことのないサクヤにとっては新鮮な、どこまでも田畑の広がる無辺の大地。カミシロが島国であるという事実を忘れてしまうほど、果てしない。

      　米の一大産地であるシラギリと国の中心たるアマノハラをつなぐ道は、幾度となく繰り返された往来によって踏み固められ、緑の中を伝う太い線となっている。牛車は揺れもなく、快適な旅をサクヤに供する。

      　外を眺めていたサクヤは、御者の術師が知らせるまでもなく、夜を明かす宿場、マサラの到達を知った。

      「巫女様ーーーっ！」

      「よくぞいらっしゃいました！」

      「おお、白牛じゃ！ 白牛など初めて見たぞ」

      　村に入る前から、村民たちの熱烈な声が牛車まで届いていたのである。

      「これは覚悟しないといけないわね」

      　サクヤはいまだ重たい胃を摩さすりながら心を固める。

      　白牛が胸を張り、堂々と村の中へと入る。村民たちは口ぐちに巫女の来訪を喜び、万雷の拍手で牛車を迎えた。

      　案内されたのはいくつもの宿が立ち並ぶマサラの中でも一等豪華な建物だった。平身低頭の主人に案内されて、視界が霞むほどの大広間で盛大な宴会が始まる。美しい芸者たちが流麗な踊りを披露し、賑やかな鳴り物が場を彩る。とめどなく運ばれてくる料理の数々は、一日や二日では仕込めないほど手の込んだものばかり。山の方へ向かっているというのに、新鮮な海産物が次々と振る舞われた。

      「お、お腹が裂けるかと思ったわ……。けぷっ」

      　大宿自慢の露天風呂。湯船の縁に身を預け、サクヤは青い顔で息を吐く。なんとか彼らの顔に泥を塗らぬようにと頑張ったが、あれはそもそも胃袋の容量をはるかに超えている。たとえ、三日食を絶っても食べきれないだろう。

      「サクヤ様、胃薬をご用意いたしましょうか？」

      　風呂の側に控えていた無貌の者が主人に提案する。彼女たちは薬毒にも精通しており、独自の調合技術も持っている。

      「そうね。何か用意してちょうだい」

      　このままでは本当に胃が裂けかねないと真面目に危惧きぐするサクヤは、無貌の者に頼み込む。主人の命を受けた黒装束は、前もって用意しておいた薬包を差し出した。

      「奥歯で噛んで、一息に飲み下してください」

      「……味は聞かないわ」

      　含みを持たせる彼女の言葉に嫌な予感を覚えながら、サクヤや紙に包まれた丸薬を一息に飲む。噛んだ瞬間全身が総毛立つような苦味が広がり、本能的に吐き出しそうになるのを堪えながら飲み込む。

      　味はともかく薬効はさすがの一言で、サクヤはすぐに胃の重たさが和らぐのを実感した。

      「あまり無理をなさらずともいいと思いますよ。サクヤ様が食べきれないというのは、向こうも重々承知でしょう」

      「でも、もったいないじゃない」

      「サクヤ様は妙なところで庶民的ですね」

      　付き合いの長いこの無貌だけは、サクヤもなんとなく他の無貌たちと区別できる。この容赦のない物言いも、気心が知れた仲だからこそだ。

      「ただでさえ慣れぬ長旅。車とはいえ、疲れは溜まっておりましょう」

      「それはそうだけどね」

      　ぼうっと景色を眺めながら揺られていただけでも、疲れは溜まる。サクヤがなかなか湯船から抜け出せないのも、じんわりと感じる疲労感ゆえだ。

      　サクヤは満腹感が少し柔らかいだのに安堵あんどし、肩まで湯の下に沈める。

      「御髪を濯すすぎましょう」

      「悪いわね」

      　疲れを湯に溶かす主人の黒髪を、無貌の者が丁寧に解いていく。香りのよい石鹸を泡立たせ、優しく流す。

      「あなたもお風呂入るの？」

      「サクヤ様がお休みになられた後にでも」

      「そう。苦労をかけるわね」

      「いいえ。これが私共の使命ですので」

      　今回の旅には朱珠院から警護の者も付いているし、無貌の者も彼女ひとりだけではない。それでも、ふだんとは違う環境では勝手が異なり、無貌とはいえ疲れが出るはずだ。しかし、サクヤの労いを受けた彼女は欠片も疲れを滲ませず、むしろ誇りを持って答えた。

      「まだ旅は始まったばかり。サクヤ様はどうかゆっくりと休んで、英気を養ってください」

      「そうさせてもらうわ」

      　優しい慈愛すら帯びた無貌の声に、サクヤは半ばまどろみながらうなずく。

      　彼女が次に目を覚ますのは、暖かな布団の中。光が窓より差し込む明朝のことだった。

      　カミシロ随一と自他ともに認める米所、それがシラギリという土地である。一年を通して頂を白くする山の麓ふもとに広がる盆地には、豊かな水と風が流れる。一面が広い水田で、そこで育つ米は緑珠院の巫女にまで愛されている。

      　そんなシラギリの町はいま、盛大に沸いていた。

      　先代から代わり、新たな巫女となったサクヤがやって来るのだ。

      　長く緑珠院から一歩も出ることのなかったあの巫女がやってくる。その急報は、ひと月ほど前に突然伝わった。町は上から下への大騒ぎとなり、すぐさま歓待の準備が始まった。

      　なにしろ、カミシロの民にとって巫女とはもはや神と同義である。世俗の者が見ることすら叶わぬ神の声を聞き、彼らの声を神に届ける者なのだ。巫女なくしてカミシロの発展はない。シラギリもまた巫女の命を受けて水田を築き、水路を通し、ここまでの隆盛を見せたのだ。

      　恩人という言葉すら霞むほど偉大な巫女を迎えるにあたって、わずかな無礼も許されない。それはシラギリの民すべての中で一致していた。

      「やっぱり新米は出すべきじゃろ」

      「しかし、香の物と味噌汁というわけにはいかぬだろうなぁ」

      「巫女様はふだん何を召し上がっておられるのか。アマノハラのもんに聞いとかにゃならんな」

      「ついでに術師も雇おう。魚も買い付けるぞ。海老もいるぞ」

      「そうじゃそうじゃ！」

      　長老たちは頭を突き合わせ歓待の計画を練る。山の麓にあるシラギリは山菜や木の子も採れるが、まだ時期ではない。であれば、金はかかろうと貴重な海の幸を手に入れるべきだと決めた。

      　すぐさま若い者たちが町へ繰り出し、宴に必要な魚や酒を買い込んだ。芸人を雇い、珍獣を借り、舶来の品を金の許す限り揃えた。シラギリの長すら経験したことのないような宴を開く準備だった。

      「これはもう祭りじゃな」

      「なれば歌も作らねば」

      「巫女様を讃える歌じゃ！」

      　カミシロの民たちにとって、巫女とは神と同義である。

      　彼らの勢いは日に日に増していき、町の中央には立派な櫓が造られた。提灯がずらりと並び、騒ぎを聞きつけた香具師やしたちが集まる。縁日もかくやという盛り上がりは、さらなる賑わいを呼び寄せる。

      　子供たちは大祭の予感にはしゃぎ回り、職人たちの腕も鳴る。偶然シラギリを通ろうとした旅人たちも、少し見ていこうと宿を取る。町は空前絶後の期待に満ちていた。

      「……サクヤ様、シラギリが見えて参りました」

      「そうね……」

      　白牛が牽く立派な車が、田園の広がる盆地に入る。小さな谷を抜けた先にあるシラギリの町がサクヤたちの視界に入ったのは、太陽が天頂に昇る少し前のことだった。

      　御簾を上げ、手でひさしを作って前方を睨むサクヤは、眉間に皺を寄せて首を傾げた。

      「コウリョウ。シラギリは祭りの季節なのかしら？」

      「ふむ……。まだ秋祭りには早いと思いますが」

      「そうよねぇ」

      　サクヤたちの視線の先、白い竜が空を舞っていた。

      　もちろん、本物の竜ではない。無数の式神を複数人の術師たちで操った、竜式である。グネグネと蛇のように長い体をくねらせ、空を駆け上ったかと思えば一息に降りてくる。白い紙吹雪が降り散らされ、盛大な歓声が聞こえてくる。

      「門に何かあるわね」

      　サクヤは遠見の術を使い、目を凝らす。町を外界から隔てる門に、鮮やかな紅白の垂れ幕が飾られていた。そこには、〝ようこそ巫女様〟と立派な文字が記されている。

      　やはり、そういうことだった。

      「コウリョウーーー！」

      「私はちゃんと知らせたはずです」

      　この視察を企画した責任者に詰め寄るが、彼も予想外の事態である。まさか、巫女が訪れるだけでこれほど盛大な祭りまで開かれるとは。往路で散々もてなされてきた二人も、まさかまだ上があったのかと驚くばかりであった。

      「仕方ないわね……。コウリョウ」

      　サクヤは座面に座ると、大きく呼吸をして決意する。

      「こうなったら、全力で楽しむわよ」

      「はぁ」

      　コウリョウの生返事。

      　二人を乗せて、牛車はいよいよシラギリへと入る。

      「巫女様じゃ！」

      「巫女様がいらっしゃったぞ！」

      　牛車が門をくぐると、待ち構えていた民たちが口々に歓迎の声を上げる。太鼓が響き、鈴が鳴る。紙吹雪が舞い上がり、竜が天を泳ぐ。

      　御簾を上げた牛車の上から、サクヤは笑顔で手を振り続ける。

      「巫女様ーーー！」

      「巫女様、今年もよい米ができました。ありがとうございます！」

      「有り難や、有り難や……」

      　子供たちが元気に手を振り、男も女も破顔する。老婆が路傍で跪き、しきりに手を擦り合わせて拝んでいた。

      「シラギリで私はどういう扱いなの？」

      「巫女はほとんど神と同一と思われているのでしょう」

      「なんで!?」

      　歓迎してくれる民たちに勘づかれないように、小声でコウリョウと言葉を交わす。彼の口から返ってきた言葉に、サクヤは目を見開いた。

      「カミシロの神は、私とて人生で一度しか御目通りの叶わないお方です。民の声を伝え、神の声を届けるあなたは、神そのものと変わりありません」

      「そんなわけないでしょ……」

      「民にとっては、同じことなのですよ」

      　貴族のしきたりや、神と民の小難しい関係性など、民草は意識しない。そこにあるままの出来事を、目に映るまま素朴に感じとる。神の真正面に巫女が立つなら、巫女と神はもはや同じだ。

      　歓迎の過熱した理由を知って、サクヤの笑顔がぎこちなく引き攣った。

      「巫女様、ようこそシラギリへおいで下さいました。町民一同、深く深く、感謝申し立て――」

      　牛車が止まり、シラギリの地に降り立った二人を出迎えたのは、煌びやかに着飾った長老衆だった。地面に擦るのではと思うほど身を低くして、長々と挨拶を述べる彼らを、サクヤは静かに聞き届ける。

      「長旅でお疲れのことでしょう。ささやかながら祝宴を用意しました。ぜひに楽しんでいただきたく」

      「ありがとうございます。では、お言葉に甘えて」

      「ははぁあああっ！」

      　サクヤの一言一句に大仰な反応がなされ、彼女の方が疲れてしまう。気持ちを切り替えてこの祭りを楽しもうと決めたものの、さっそく心が挫けそうだった。

      　町で一番大きな館の、一番立派な大広間にて、盛大な祝宴が開かれる。

      「お蕎麦が食べたい……」

      　海老も鯛も立派で、味もよいが、この数日で正直飽きるほど食べてきた。なにせ、毎食毎食これなのだ。山に向かって進んでいるのに、なぜ海鮮が増えていくのか、それがサクヤには不思議でならなかった。

      　あっさりとした落ち着いた味が恋しかった。山菜の天ぷらでも浮かべた、子供の駄賃で買えるような蕎麦が食べたかった。しかし、そんな表情を見せれば、せっかく用意してくれた民たちを悲しませる。

      「とても美味しいわ」

      「ありがたき幸せ……！」

      　疲れた胃に大ぶりな海老の身を押し込み、にこりと笑う。それだけで、長老衆は感涙に咽むせぶのだ。

      「あそーれ、あそーれ」

      「ほいほいほっ！」

      　食事が終われば芸が始まる。四方から集められた芸人たちが入れ替わり立ち替わりやって来ては、面白いことをやる。それ自体は楽しいのだが、サクヤの心境は複雑だ。

      「これ、昨日……」

      「あの芸人も頑張って走ったのでしょうな」

      　昨日の村で見た芸を、同じ芸人が今日も目の前でやっている。向こうもそれを知っているから、当然少しは変化を加えてくるが、焼石に水である。

      　酒の入った赤ら顔の長老衆たちが朗らかに手を叩いて笑っているが、サクヤたちと芸人たちの間には一瞬の仲間意識が生まれていた。いろいろな意味で、茶番であった。

      「表の露天で飴でも買いたいのだけど」

      「無理なことを言わないでください」

      「うぅ……」

      　牛車の上から見えた露天は賑やかで楽しそうだった。子供たちが親から貰った駄賃を使い、真っ赤なリンゴ飴やお面を買っている様子は、そのようなことを経験したことのないサクヤには羨ましかった。

      　しかし、厚遇を受けている真っ最中に、「それよりも露店に行きたいです」などと言えるはずもない。

      　サクヤとコウリョウは加速する囃子に合わせて手を叩きつつ、接待の激流に身を任せるほかなかった。

      　長い宴がようやく落ち着いたのは、日がとっぷりと暮れた後のことだった。風呂にまで女中が何人もついてこようとしていたのを、サクヤはなんとか丁重に角が立たぬよう断り、無貌の者と二人で静かな時間を満喫する。

      　露天とはいかないものの、広い湯船を独り占めできるのはまた違った喜びがある。サクヤは無貌の者に髪を洗ってもらいながら、ぐったりと湯船に身を浮かべていた。

      「つ、疲れた……。視察のはずなのに、何にもできなかったわ」

      「サクヤ様も大変ですね」

      「他人事だと思って……」

      　宴の最中、ことあるごとに長老衆から話しかけられ、盃も乾く暇のなかったサクヤに比べ、無貌の者はその背後でじっと立っているだけだ。いや、きちんと護衛の任は全うしていたのだが。

      「これ、明日もこの調子かしら」

      「何も言わなければそうなりましょう」

      　不安を露わにするサクヤに、無貌はあっさりと答える。火を見るより明らかな事実であった。しかし、それはサクヤの本意に沿ったものではない。

      「そもそも、これは視察なのよ。接待を受けるために押しかけたわけじゃないの」

      　初心を思い返すように、サクヤは自分自身に向けて言う。

      　この視察は元々、コウリョウの言葉によるものだ。民と神とをつなぐ巫女が、民を見ずに務まろうか。そして、今日のような歓待は、決して民そのものの姿ではない。

      　サクヤは唇を噛み、思い詰める。

      「無貌、この後コウリョウと話すわ」

      「畏かしこまりました。コウリョウ様にお伝えします」

      　このままではいけないとわかっていた。わかっていながら、それを言い出す勇気が持てなかった。しかし、このままでは巫女たる資格すらなくなってしまう。そこに残るのは、堕落した少女でしかない。そうなってはいけない。

      　サクヤは瞳に決意を秘めて、巫女として無謀の者に声を伝える。黒装束は深々と頭を垂れ、その意のままに動き出す。

      「ごめんなさいね、こんな夜更けに」

      「構いません。巫女の用命とあらば」

      　シラギリの長老衆が用意した宿の一室に、湯上がりのサクヤが入る。待ち構えていたのは、いまだ青衣を解いていないコウリョウだった。突然呼び寄せたにも関わらず、彼はいつもの仏頂面のまま、彼女を迎える。

      　サクヤは畳の上に置かれた座布団に座り、コウリョウと対面する。無謀の者が襖を閉じ、彼女の背後に構えた。

      「明日はシラギリの田を見に行くわ」

      「予定にありませんが」

      「なら変更しなさい。私がシラギリに来たのは、海老を食べるためじゃない」

      　毅然としたサクヤの顔を、コウリョウはじっと見つめる。眼鏡の奥の小さな瞳が、まるで彼女の心まで見透かしているかのようだ。

      　しばらく、部屋に沈黙が流れる。しかしサクヤは焦らない。コウリョウは表情を作る筋肉が皆無なだけで、別に怒っているわけではない。脳内では目まぐるしく思考が巡っているはずだ。

      「……わかりました。長老衆には私から伝えましょう」

      「助かるわ」

      「いいえ。今日のままでは、民本来の姿を見ることは叶いませんから」

      　コウリョウもまた、サクヤと同じ思いだった。

      　山に囲まれたこの盆地に住むものが、日々海の幸を食べられるはずもない。子供たちが喜び勇んで芸人たちを取り囲んでいたのは、それが特別なものだからだ。

      　サクヤたちが見るべきは、民の暮らしぶりだ。それが豊かであろうと、貧しかろうと、それを見届けるのが彼女の務めである。それを忘れてはならないと、彼女は今一度決意を固めたのだ。

      「雑事はすべて私にお任せください。もとより、そのために帯同たいどうしたのです」

      「それなら最初からやってくれればよかったのに」

      　サクヤは自分が話を切り出すまで黙っていたコウリョウを睨む。彼の言葉が正しければ、アカシモの村の時点で何かしらの対策を講じてくれればよかったのだ。

      　しかし、コウリョウは首を横に振る。

      「サクヤ様自身がそうと気づかなければ、意味がない」

      「式を送ろうって提案したじゃない」

      「あの程度の反論で矛を収めるようでは、まだまだですよ」

      　意地の悪い男だ、とサクヤは口をへの字に曲げる。そんな彼女の胸中を知ってか知らずか、コウリョウは眼鏡を押し上げて彼女の目を見る。

      「あなたからこの命を受けることができて、嬉しく思います」

      「……よろしく頼んだわよ」

      　コウリョウは畳に指を突き、深々と頭を下げる。

      　身分とは煩わしいものだとサクヤは何度目ともわからぬことを思うのだった。

      　翌日。サクヤは日の出と共に目を覚ます。より正確に言えば、無貌の者によって起こされた。装いを整えて宿の外に出ると、すでにコウリョウと数人の町人が待ち構えていた。

      「おはよう。遅くなってごめんなさいね」

      「いえ、時間通りです」

      「お、おはようごぜぇます……！」

      　あくびを噛み殺しながらやってくるサクヤに、町人はギクシャクとした動きで腰を折る。彼は晴れ着ではなく、汚れやほつれを縫い直した跡の目立つ着物を装っていた。

      「と、トサってぇ申します。本日はお日柄もよく、じゃなくて、ええと……」

      「そんなに緊張しないで。私はあなたたちの暮らしぶりを見に来たのだから、ありのままを見せてほしいの」

      　顔を真っ赤にして緊張を露わにするトサに、サクヤは微笑みを向ける。

      　彼はこの町では珍しくもない、ただの農民である。当然、サクヤやコウリョウといった高貴な者と言葉を交わすことなどないと思いながら暮らしていた。昨日の祭りも、幼い娘に連れ回されて店を回っていたくらいだ。牛車がやってきても、人垣越しに遠目から拝む程度のことだった。

      　それがなぜ、こんなことになっているのか。彼は困惑しきりだった。

      「米の収穫はもう終わったのよね」

      　石のように固まっているトサに、サクヤが話しかける。それに気づいた男は慌てて首がもげるほどうなずいた。

      「へぇ。稲架にかけて乾かしております。今日あたり蔵に移そうかと」

      「それじゃあ畑を見にいっても？」

      「か、かしこまりやした！」

      　トサが街の外へ向けて歩き出す。サクヤとコウリョウはその後を続き、居合わせた町民たちもついて行く。その奇妙な行列に出会した何も知らない者たちは、目を丸くして慌てて他の者へ知らせに走った。

      　街が徐々に目を覚ますなか、サクヤたちに向けられる視線も増えていく。

      「シラギリの米は緑珠院でもよく食べているわ。今が美味しい季節でしょう？」

      「へぇ。ありがてぇです。今年も出来がいいってんで、もう商人も方々から買い付けに来てんでさぁ」

      　物陰から覗く無数の視線を知りながら、サクヤはあえてトサに話しかける。言葉を交わすごとに彼の緊張も解れたのか、米の豊作を楽しげに語り出した。

      「うちの米は他よりずっと甘ぇんです。こいつと漬物が三切れもあれば、他には何もいらねぇくらいだ」

      「へぇ。それはすごいわね。お漬物はどんなものを？」

      「別に面白くもねぇですよ。胡瓜や大根、あとは梅干しとかですかね」

      　トサの口から語られるのは、庶民の慎ましやかな生活だ。この土地で採れるものを、この土地で食べる。その素朴で自然な暮らしである。

      　農作業は辛く、時に報われないこともある。天の機嫌次第で、その年のすべてが決まる。しかし、水路を拓き、畦あぜを整え、町の者全員で力を合わせて整えてきたのは無駄ではない。収量は年を追うごとに増えていき、暮らしぶりにも余裕が出てきた。

      　娘に着物を買ってやったのだ、と父親は口元を綻ばせる。

      「それもこれも、巫女さんのおかげでさぁ」

      「――私は、あなたたちと神の間に立っているだけよ」

      「それができるのは、巫女さんだけですから」

      　トサの言葉は純粋だった。嘘も偽りも、一点の曇りもない言葉だからこそ、サクヤの心に響く。

      　自分が狭い世界に閉じこもっている間にも、彼らは土を耕していた。水を引き、苗を植え、天の様子を窺っていた。自分は彼らの一助となれただろうか。改めて彼女は自問する。

      「見てくだせぇ！ 今年は本当に、豊作だ」

      　その答えは、そこにあった。

      　木組みの稲架がしなるほど重い稲穂がずらりと連なっている。早起きの農民たちが、その乾き具合を確かめている。

      　広大な乾田に、実りがあった。

      「とても美しいわね」

      　それはサクヤの心からあらわれた、純粋な言葉だった。

      　藁の落ちた田に残る稲穂の茎からは早くも青い孫生えも見え、銀の翅を震わせる秋虫たちが飛んでいる。早朝の静けさと少し肌寒い空気が、徐々にあらわれる太陽によって退けられる。

      「今日は稲揚げをするという話だったな。その様子を見ても？」

      　コウリョウの問いに、トサはブンブンと首を縦に振る。

      　十日ほど稲架にかけて天日に干した稲穂を、シラギリの蔵の前に運ぶのだ。米の一大産地として名高いこの土地では、それも大変な仕事である。

      「稲揚げが始まるまでまだ時間はあるでしょう。あのあたりの田の区割りについて知りたいんだけど、いいかしら？」

      「へぇ。あの辺は家の事情が複雑で、分ける時にも一悶着あったんですがね……」

      　サクヤが指差した先にあるのは、細切れのような田がいくつも混ざった場所だった。あれでは稲作をするにも効率が悪いだろうと、素人の巫女でもわかる。しかし、そう言ったところには地元の者にしかわからない家の事情が根づいているものだ。

      　トサはなるべく噛み砕いて説明しつつ、周辺の田畑の関係についても己の知る限りの説明をしていった。

      「もう少し太くてしっかりした道をここに通せれば、黒牛も通せるんですがね」

      「やっぱり式神も使うのね」

      「そりゃあもちろん。人や獣だけじゃあどうにもなりませんからね。黒牛は滅多なことではくたばらねぇし、普通の牛の何倍も米が積めます」

      　カミシロの生活に呪術は深く根差している。それはただ魔獣の類を狩るための術に留まらず、ただの農民たちも簡単な式神を使役し労役に投じていた。黒牛は駆け出しの呪術師でも簡単に扱えるような初歩的な式神ではあるが、人や家畜としての牛と比べればはるかに優秀だった。

      「そら、あそこで飛んでる赤鷹もあそこのタツが繰ってる式でさ」

      　明るくなってきた空に、赤い翼を広げた鷹が飛んでいる。悠々と旋回しながら下方を睨み、たまに勢いよく翼を畳んで降下し、稲架へ群がろうとする雀たちを追い払っている。

      　その式神を操っているのは、トサと同じ長屋に住む一介の農民だという。

      「赤鷹って狩り以外にも使うのね」

      「そりゃお貴族様の遊びでしょう。あっしらにとっては、害鳥を払うもんですな」

      　そう言って笑うトサに、サクヤは目から鱗が落ちる思いだった。彼らにとって、式神もまた、農業のために使うものなのだ。

      　このシラギリで作られ、カミシロの各地に届けられる米の量は、ここに住む農民たちの数を考えれば驚くほど多い。少数で大量の田を世話することができているのは、彼らが日々深く考えながら使えるものはなんでも使おうとしているからだった。

      「巫女さま！」

      「巫女さまー！」

      　不思議な温かい気持ちが湧き上がり感慨に耽るサクヤの背後から、無邪気な声が聞こえた。彼女が振り返ると、裸足のまま畦道を駆ける幼い少年少女たちが見えた。

      「巫女様、オレたちも仕事したんだぜ！」

      「俺は父ちゃんと一緒に牛を引っ張ったんだ！」

      「僕だって、稲刈り手伝ったんだよ」

      「わ、わたしも！ 苗も植えたんだよ！」

      　サクヤの下にやってきた子どもたちは、口々に己の成果を誇る。彼らの言葉を聞いたサクヤは、自然と笑みを浮かべていた。髪を撫で、褒め称えると、彼らは飛び跳ねて喜びをあらわす。

      　突然巫女を取り囲んだ子どもたちに慌てていた大人たちも、そんなサクヤの姿に肩の力を抜いていた。

      「トサ、私も稲揚げを手伝っていいかしら？」

      「えええっ!? そ、そんな、巫女様のお手を汚すような！」

      「いいの。実際にやってみないと、苦労も楽しみもわからないでしょう」

      　突飛な申し出に今度こそトサたちが飛び上がる。どうにかこうにか説得を試みるも、すでにサクヤの意志は固まっていた。

      　日が昇る中、襷たすき掛けで装いを整えたサクヤは、農民たちと共に稲穂を運ぶ。黒牛の式神が組み上げられ、その背やつないだ車に稲穂を移す。稲穂から籾もみが溢れぬよう注意を払い、童わらべたちの元気な歌を聴きながら、ゆっくりとした足並みで蔵へ運ぶ。

      「あらぁ、巫女様!?」

      「まあまあ、ありがとうございます」

      
        
      
      　蔵の前では女たちが待ち構える。土に汚れ藁屑を衣に付けたサクヤの姿に驚きながら、彼女たちは慣れた手つきで稲穂から籾と藁を選り分けていく。無数の針の間に穂を通し、散らばった籾を集めるのだ。

      「なかなか大変なのね」

      「みんなで喋りながらやれば、すぐですよ！」

      　額に汗を滲ませながら、少しずつ小さな束を梳いていくサクヤに、赤子を背負った女が朗らかに笑う。彼女の言葉通り、集まった女たちは雲雀ひばりのように楽しげに語らいながら、次々と稲穂を分けていた。

      　子供も大人も、男も女も、みんなで力を合わせて働いていた。糧かてを得るための大変な仕事であった。

      　サクヤの見る彼らの働きは、紙に記された収量くらいだ。しかし、それを緑珠院に届けるまでの間に、多くの者の働きがある。そんな当然のことに、彼女はいまさらながら驚いていた。

      　穂から外れた籾は、来年に向けて種籾が取り分けられる。すでに次の年の仕事の準備も始まっているのだ。

      「〝山より流れる空息吹、若干そくばくを分け、ここに巡れ〟」

      　籾に稲葉と藁の混ざった一山を渦を巻く旋風が絡め取る。それは器用に籾だけを寄り分け、他のすべてを外へ飛ばした。

      　術の助けも借りながら、農作業は次々と進んでいく。籾殻を外し、玄米となったものは俵に詰められ、蔵の中へ運び込まれていく。

      　仕事がひとつ落ち着いたころには、サクヤは疲労困憊ひろうこんぱいでぐったりとしていた。気がつけば太陽も空高く、腹も減ってくる。

      「巫女様、昼食を用意しました」

      「本当にこんなんでいいんですかい？」

      　昼になれば、人が集まり食事が始まる。サクヤもその輪に加わり、彼らと同じものを食べることを望んだ。刈ったばかりの新米を炊き上げた白飯だ。艶々と輝くそれを握り飯にして、少しの香物を添えている。

      　その塩気が、慣れない力仕事で疲弊ひへいしたサクヤの体に染み渡る。

      「美味しいわね、このお握り」

      「そりゃあよかった！ 中の梅干しは去年漬けたもんですよ」

      　ほろほろと口の中で解ける絶妙な握り加減だった。サクヤが一口食べて笑みを浮かべると、周囲の者たちも照れくさそうに破顔する。

      　サクヤは昨日の宴で供されたどんなご馳走も、この握り飯には敵わないと確信した。両手にひとつずつ持って、もぐもぐと頬を動かしながら、その至福に目を細める。ふとコウリョウの方を見れば、彼もまたいつもより食べる動きが早いように見えた。

      「んぐっ!?」

      「巫女様!? お、お茶をどうぞ！」

      　米で喉を詰まらせたサクヤに、次々と茶が差し出される。彼らの焦った顔に苦笑しながら、彼女は冷たい緑茶で喉を潤した。

      「みんな、突然だったのに引き受けてくれてありがとう。やっぱり、自分の眼で見ないと何もわからないわね」

      　腹も落ち着いたところで、サクヤは改めてカミシロの農民たちに感謝を伝える。コウリョウによって、今回の視察が土壇場で計画された。にもかかわらず、彼らはできる限りのことをしようと尽力してくれた。

      　おかげで、彼女は緑珠院で篭もっているだけではわからなかった、民たちの暮らしぶりを知ることができた。

      「今日の経験は、きっと役に立つわ。あなたたちの生活がもっとよくなるよう、私も頑張らないと」

      　サクヤは晴れやかな表情で意気込む。

      　彼女の一皮剥けたような姿に、コウリョウもいつもの無表情からいくぶん穏やかな顔付きになっていた。トサたちカミシロの民は巫女の言葉に感激し、目の端に涙を浮かべる者すらいるほどだ。

      「コウリョウ、午後からの予定は？」

      「酒蔵の方へ足を運ぶことになっています。杜氏とうじにも話は付けていますから」

      「そっちはコウリョウの趣味ね。お醤油や味噌の職人とも話はできるかしら？」

      「手配しておりますよ」

      　シラギリで作られるのは米だけではない。米を原料とする酒もまた有名だ。豆を使った食品もある。農民だけで町が成り立っているわけではない。まだまだ、見るべきものは多いのだ。

      「今日は忙しくなりそうね！」

      「お供いたします」

      　張り切って立ち上がるサクヤに、コウリョウと無貌の者が付き従う。

      　若き巫女の働きは、まだ始まったばかりである。

      
        第五章　森に住む人々

      

      　ワッパは甲冑猪アーマーボアの背に跨またがり、深い森の中をかき分けるように進んでいた。妖精族の行商人である彼の目指す先は、エルフの隠れ里である。

      「まったく、毎度毎度めんどうなこった」

      　聞く者がいないのをいいことに、ワッパは悪態を吐きつつ邪魔な緑をかき分ける。

      　人間族の腰下ほどの背丈しかない妖精族にとって、森の中はとかく歩き難い。飛ぶことさえできればどんな獣にも負けない自信があるが、大事な商品と甲冑猪を置いて行くわけにもいかない。

      　そのうえ、ここはただの森ではない。人の歩みを邪魔することにかけては一級品の腕を持つエルフたちが無数の妨害を仕掛けている魔の森なのだ。いかに彼らと同じ森の種族として知られる妖精族であっても、迷わずに進むことは難しい。実際、ワッパはすでに十回ほど同じ木の前を通り過ぎていた。

      「ええい、憎たらしい！」

      　わざわざエルフのためにやって来たと言うのに、歓迎するどころかこの仕打ちだ。ワッパも代々続く家業でなければ、このような面倒で苛立ちの募るような仕事はやっていない。

      　甲冑猪も複雑で濃い魔力の気配に気が立ち、疲労の色を滲ませている。このまま堂々巡りを続けていれば、また休憩を挟む必要があるだろう。

      　まったく、エルフという種族は偏屈で排他的で気難しくて敵わない。彼らときたら、数千年もの間、外界との関わりをほとんど絶っているのだ。

      　彼らつながりがあるのは、同じ森の種族であるワッパたち妖精族だけだ。それ以外の者が森の深淵にある隠れ里を探そうとしても、こうした惑わしの魔法によって方向感覚を失い延々と彷徨さまようことになる。森の外で目が覚めるならまだマシなほうで、歩き疲れ衰弱したところを魔獣に食われる者も多い。

      「おお、あったあった！」

      　濃緑をかき分けて進んでいた彼は、ついに太い木を見つけて声を上げる。一見すると何の変哲もないただの老木だが、その中ほどに小さなウロがある。あれこそ彼が探していたエルフの里へ続く門であった。

      「ちょっと待ってろよ。鍵を開けてくるからな」

      　樹皮を覆う苔を鼻先で削りはじめた甲冑猪の頭をポンポンと叩き、ワッパは宙へ飛び上がる。透き通った美しい翅はねを素早く動かし、魔力の波を作って飛翔する。身長こそ人間族の膝ほどの高さしかない小さな妖精族だが、その背に生える羽によって機敏に飛ぶことができる。

      　彼がウロの中に飛び込むと、そこにはエルフが仕掛けた複雑な魔法が残っていた。

      　ワッパは目を凝らし、魔法陣の上に手のひらを重ねる。妖精族であることが判別されれば、仕掛けが動き出す。ウロの外へ視線を向けると、行手ゆくてを阻むように乱立していた木々が、まるでひとりでに左右へ引いて行くような感覚を覚えた。実際には木々の配置は少しも変わっていないが、惑わしの術がワッパに効力を及ばさなくなったのだ。

      　術が解けてしまえば森の中は見違える。鬱蒼と繁った植物はそのままに、妖精族が歩くことができる細い道があらわれた。甲冑猪の元へ戻ったワッパは翅を震わせると、さっそくその道に沿って歩き出した。

      「かっー！ まったく。コレだからエルフは」

      　ようやく最初の難関を越えることができた達成感のまま、ワッパは歩き出す。荷車を牽く甲冑猪も力を振り絞り、あと少しの道程を進んでいく。

      　惑わしの魔法が消え去った森は、風の吹き抜ける爽やかな緑に恵まれていた。妖精たちも心地よく感じる、生命力に溢れた豊かな自然である。木々に案内されるように歩くほど、ワッパの荒んだ気持ちも穏やかに落ち着いていく。

      「前にこの里へ来たのは何年前だったかねぇ。父ちゃんに連れられてたのは覚えてるが……」

      　周囲にワッパに見覚えがある景色はない。唯一の手掛かりは、門となっているウロのある老樹だけだ。

      　数千年生きるエルフ族と比べると、妖精族は短命だ。一つの里を訪れる機会もそう何度とあるものではなく、ワッパのような行商人は父親や祖父といった先代に連れられて、他の里も回りながら仕事を覚える。彼はおぼろげに消えかかった記憶を掘り返し、この里に何があったのかを思い出す。

      「長老が優しかったような気がするな。うん、なんか甘いモンを食べさせてもらった」

      　エルフの寿命は長い。妖精や人間から見れば、不老不死と言っても過言ではないほどだ。きっと、これから向かう里に住むエルフたちも、ほとんどはワッパのことを覚えているだろう。彼が幼少期に訪れて見たあの時の姿のまま。

      「なんて食いもんだったかなぁ。また食べられるかな」

      　期待に胸を膨らませ、ワッパが足を踏み出す。その時、鋭い風切り音が鳴ったかと思うと、彼の爪先ギリギリの地面に長い木の矢が突き刺さった。

      「うおわああっ!?」

      　突然の襲撃にワッパは大声を上げて飛び上がる。咄嗟に相棒の甲冑猪に覆いかぶさり、ぎゅっと身を屈める。

      「何者だ！」

      　怯えて精霊に祈りを捧げるワッパの頭上に、厳めしい男の声が降り注ぐ。彼がおずおずと顔を上げると、濃い緑葉に紛れた人影があった。長い髪は緑色で鋭い瞳がこちらを捉えている。特徴的な笹型の耳はエルフ族特有のものだ。

      「商人のワッパだ！ オルレアの家のモンだ！」

      　ワッパは二の矢で胸を貫かれては敵わないと、慌てて素性を明かす。首元に下げた印は、ある家系の出自を証明するものだ。

      　彼の声はエルフの男の耳にも届き、ひとまず弓が下げられる。ワッパは大きくため息を吐いて胸を撫で下ろし、怯えている甲冑猪にしなだれかかった。

      「オルレア……。行商人か？」

      「そうだよ！ ったく、人がはるばるやって来たってのに！」

      　エルフが怪訝な顔をする。ワッパが拳を掲げて抗議すると、彼はひらりと枝から飛び降りた。

      「そうか、もうそんな年か」

      　彼は今思い出したかのように軽くつぶやく。そんな様子にワッパは腹の底が沸々と煮えるのを感じるが、ここで口論になっても仕方がない。いかに妖精族とはいえ、エルフに敵うはずがないのだ。

      「ワッパと言えば、前にはトトに連れられていた子だな？」

      「そうだよ。覚えてるか」

      「ああ。あんなに小さかったのに、もう独り立ちか」

      　久々に顔合わせた親戚のように、エルフは何度かうなずく。見た目こそ十代の青年のような若々しい生気漲みなぎる男だが、実際には少なくとも五十歳を超えていることが確定した。

      　すでに壮年の域に入って久しいワッパは、そんなエルフの子どもを扱うような言動にやりにくさを感じる。しかし、長命種というのはエルフに限らず大体がこの調子だ。わざわざ突っかかっていたらキリがない。

      「ともかく、売りもんを持って来たんだ。案内してくれないか？」

      「わかった。着いてこい」

      　人間族からは冷徹なイメージを持たれているエルフ族だが、同じ森の種族である妖精に対しては多少物腰が柔らかくなる。このエルフもワッパを先導し、自分たちの暮らす隠れ里への案内を引き受けてくれた。

      「オルレアの家はユグラの里にも行っていたな。ペリアルの調子はどうだ？」

      「あの老人か。それこそ、俺が父ちゃんと一緒に行った時からずっと寝込んだままだよ。二年前にも行ったけど、相変わらず寝たきりだ」

      「そうか。元気そうなら何よりだ」

      　森奥へと向かう道すがら、エルフと世間話をして気を紛らせる。とはいえ、エルフは外界のことにさほど興味を示さない。話題となるのはワッパが行商で訪れた他のエルフの里に関するものばかりだ。

      　どこそこの里では新しい子が数十年ぶりに産まれた、あそこは何やら人間に見つかって辟易しているらしい、などといった取り止めのない話が続く。数年から長いものでは十年以上も遅れた情報ではあるが、タイムスケールが長大なエルフにとっては些細なものだ。

      　ワッパはケイルソードと名乗るエルフから聞かれるまま、記憶を掘り返しながら答える。なんと言っても、彼らはワッパが物心ついていない時のこともまるでつい昨日食べた夕食でもたずねるように聞いてくるのだ。そんなもの覚えてない、と言えば「コレだから短命種は」とでも言いたげな目線を向けてくるのだから始末におえない。

      「さて、そろそろだな」

      　ケイルソードとの取り止めのない話に花を咲かせていると、いつの間にかワッパは大きな木の前に立っていた。いくつもの木々が絡まり合ってひとつとなっているもので、樹皮は厚い苔に覆われている。大柄なエルフも五人は横に並んで歩けるほどの立派なウロがあり、その奥は濃い闇に阻まれていた。

      　この大樹のウロこそが、エルフの里へ続く唯一の門だ。

      　今まで散々苦労した惑わしの魔法や鍵の掛かった木は、すべて露払いのための軽い牽制けんせいに過ぎない。この門だけは、どれほど魔法に卓越した者であろうと、エルフでなければ通ることのできない最後の壁である。

      「ついてこい」

      　ケイルソードの背中を追い、ワッパは甲冑猪と共にウロの闇へ飛び込む。内部は延々と続く隧ずい道どうのようになっており、壁面に淡い光を発するキノコが点々と傘を広げていた。

      　どこのエルフの里も、これと同じような門をくぐって中に入る。そのため、ワッパはこの光景を見るといよいよ商売が始まると覚悟を決めて、身を引き締めるのが癖になっていた。

      　長いトンネルの向こう、出口から注ぐ光が大きくなる。

      「やっと着いたか、リエーナ！」

      　燦然と輝く光の降り注ぐエルフたちの隠れ里、天をつくほど立派な守護樹リエーナの根本にて数千年もの間連綿と営みの続く、辺境においては最大級の大集落である。

      　樹上に住居を構える独特の様相を見て、ワッパはエルフの村へやってきたことを改めて実感する。戸数は五十程度、ここに百人弱のエルフが住んでいる。

      「本当に何も変わってないなぁ」

      「数十年前に来たばかりだからだろ」

      　幼少期の記憶と見比べて感慨に耽るワッパに、ケイルソードが長命種ジョークを飛ばしてくる。

      　彼らはウロから続く道を進み、村の中心に聳そびえ立つ大樹の下へと移動する。集落の要であり、エルフたちの拠り所でもある守護樹リエーナ。その周囲は広場のようになっており、エルフたちが穏やかな談笑に興じている。

      「ひとまず長老に会ってもらうからな」

      「わかってるよ」

      　行商人がエルフの隠れ里で商いをする際に必要な段取りは、他の里でもそう変わらない。まずは案内人のエルフに従い村の中に入ったら、次には守護樹の中に住む長老に挨拶をする必要があった。

      　守護樹の根元に掘られた穴から幹の内部に入り、螺旋の階段を登っていく。

      　ワッパが通された部屋には、すでに三人のエルフが揃っていた。

      「やあ、来たね」

      　両手を広げて歓迎したのは、女性のエルフである。若々しい見た目をしているが、魔力は老練な匂いのする濃いものだ。

      　彼女の左右には、神経質そうな男と、穏やかな微笑の男が控える。長老と言うからには三人とも千年は生きているはずだが、微笑の男は比較的若いのだろう。次点で顰めっ面の男、そしてかなり幅をあけて女。

      「妙な詮索はしなくていいよ、ワッパ君」

      「ひえっ。――こほんっ。失礼」

      　突然、女エルフが笑う。しかしその瞳に猛禽のような鋭さを感じて、ワッパは慌てて思考を中断した。

      「数十年ぶりね。覚えてるかな？ 私は三長老が第一席、コルミよ」

      　女性はまるで久しく会っていなかった旧友に接するかのように、ワッパを歓迎する。彼女の名前とその物腰の柔らかさは、彼のおぼろげな記憶にも残っていた。

      　まだ小さく、仕事を覚えるために父親に連れられてリエーナの里を訪れていた彼に、一番甲斐甲斐しく構ってくれたのが彼女だった。

      　エルフの時間感覚からすれば、つい数日前に出会ったばかりの少年が、いつのまにか独り立ちしていたような気持ちなのだろうか。相変わらず、時間感覚の違いにワッパは疲れを覚える。

      「エーイルドは前にも会ったよね。アーホルンは二十年前くらいに長老になったばかりだから、覚えてないかな？」

      「あー、えっと。そんな気がする……。しますね」

      　コルミの若々しい少女のような外見は、かつての記憶と何ら変わらない。彼女を呼び水にして、薄れかけていた記憶も少しずつ鮮明になっていく。アーホルンの不機嫌そうな顔は、たしかに見覚えがある。実際には表情に乏しいだけで、性格はむしろお人好しだったような気がする。

      　ワッパはアーホルンと呼ばれた若手の長老に目を向ける。たしかに、彼だけはあまり記憶に残っていない。おそらく、以前訪れた時はただの村人だったからだろう。

      「オルレアの行商、ワッパと申します。今日から数日、よろしくお願いします」

      　長老たちは集落の指導者だ。年齢だけでなく、権限や魔法の能力においても他の村民たちとは一線を画する。ワッパも礼儀をわきまえて、丁重に挨拶を差し上げる。

      「オルレアの一族か。あそこの蜜は美味しかったね」

      「今回もたくさん持ってきてます。ええと、そこの広場で広げてよかったですかね？」

      　ワッパの一族が作る蜂蜜はオルレアという花のものだ。すっきりとした甘さが人気で、人間の町にも多く卸している。アーホルンもそれを好んでいるらしく、理知的な表情を少し崩して期待をワッパに向けた。

      「売り場はどこでも自由に使ってくれて構わないわ。ま、他の行商もたいていは広場を使うけど」

      　排他的なエルフの里とはいえ、外界との接触が完全に断たれているわけではない。ワッパが訪れるのは数十年に一度だが、彼以外の行商人もやって来るため、里から見れば数年に一度は何かしらの行商がある。

      「家はケイルソードに案内して貰えばいいわね。というか、何かわからないことがあったら彼に聞きなさい」

      　コルミはそう言って、出入り口近くに立っていたケイルソードを指名した。ふだんから森番として活動している彼も客人の案内は慣れたものなのか、驚く様子もなくうなずく。

      　行商人はたいてい、一度の来訪で十日ほど里に滞在し、物の売り買いを行う。その際に寝泊まりする場所も、たいていのエルフの里には用意されていた。

      「本格的に店を開くのは明日からですか？」

      　それまで黙っていたエーイルドが口を開く。

      　ワッパはこの後の予定を軽く考え、うなずいた。

      「今日はとりあえず注文されてたモンを届けます。それ以外は、明日からですね」

      「わかりました」

      　エーイルドは簡潔な言葉で答える。素気ない印象だが、そういう性格なのだ。ワッパもだんだんそのことを思い出し、それではとコルミに向き直った。

      「歓迎感謝します。何か皆様の益となるようなものがあれば幸いです」

      「ええ。私もお店を覗かせてもらうわ」

      　そんな言葉を交わし、ワッパは三長老との面会を済ませる。案内役のケイルソードと共に守護樹を出て、外で待たせていた甲冑猪と共に集落の中を歩く。

      「ここだ。必要なものがあったら言ってくれ」

      「ありがとう。リエーナはさすが、立派な宿だな」

      　彼が数日過ごすことになる樹上の庵は、妖精族の体格に合わせて作られたものだった。一人で使うにはもったいないほど立派な建物で、少し気後れしてしまうほどだ。

      　ともあれ、まだ休む時間ではない。

      「ケイルソード、村の案内もしてくれるか？」

      「もちろん。どこに行きたいんだ」

      　初日にやりたいのは、以前の行商で受けた注文の品を発注者に届けることだ。彼は宿に自分の荷物を放り込むと、ケイルソードと共に村中を歩く。二人が向かったのは、村にいくつかある商店のうちのひとつ、魔法に関するさまざまな物品を扱う店だった。

      「ここの婆さん、名前はなんて言ったっけな」

      「ジローナだ。相変わらず元気にしているよ」

      　吹けば倒れてしまいそうなボロ屋に、見る者が見れば卒倒しそうなほど貴重な魔法素材が乱雑に積み上げられている。相変わらず頓着とんちゃくしない品揃えに呆れながら、ケイルソードが暗い店内に向かって声を放った。

      「ジローナ！ オルレアの商人が来たぞ」

      　店の奥でガタガタと音がして、暗がりから鷲鼻の老エルフがあらわれる。腰が海老のように曲がった彼女は、長老の役すらも引退したリエーナの最高齢者だ。その魔法の腕は三長老も敵わないほどで、今は村のエルフたちに魔法を教えながら暮らしている。そんな生活の一環として、この魔法屋も営んでいるのだ。

      「ふぇっふぇっ。オルレアの行商人か。待っておったよ」

      　店先に出てきたジローナはワッパを見て緩慢に笑う。挨拶もそこそこに、ワッパは荷車に載せていた荷物を彼女に渡した。

      「火と水の人造魔石。ユグラの職人が作ったもんだ。あとは、精霊花の種と、オーツ材のジョウロだな」

      「うむ。どれもしっかりしておるの」

      　ジローナの小さな目は鋭く輝き、ワッパが差し出した品々をすべてじっくりと検分する。これらはすべて、ジローナが他の村人たちから注文を受けて、ワッパの父親や祖父に頼んでいたものだ。

      　妖精族の行商人は、自身の代で手に入れることができなかった商品も跡継ぎに託し、何十年かけてでも依頼主に納品する。相手がエルフであれば、それほど時間をかけてもクレームも発生しないのだから。

      「確かに受け取った。――では、何か買うかい？」

      　注文品の受け渡しが終われば、立場が入れ替わる。今度はワッパがジローナの店を見て、外の世界で売れそうなものを見繕う番だ。

      　ジローナの店には貴重な虹色魔石や星の鉄、死の宝珠といった商品がいくつも並んでいる。もしそれらを手に入れることができれば、ワッパは巨万の富を得ることができる。とはいえ、そう言ったものは往々にして金にすること自体が難しく、また価格的にもワッパの手持ちではとうてい買えない。

      　彼は散らかった店内をじっくりと見てまわり、森トカゲの線液などを手に取った。これらは人間の町でも流通しているが、希少なものだ。しかし森に住むエルフからすればさほど珍しいものではないため、安く買える。行商人とはそこの差額で儲ける仕事だ。

      「この辺買ってもいいかい？」

      「はいよ。それじゃあ、計算するね」

      　ジローナが算出した金額を、ワッパは小さな短冊のような木製の硬貨で支払う。これはエルフや妖精たち森の種族の間で流通している通貨で、彼らと商売をする時はこれを使う必要があった。

      　当然、人間やドワーフたちが使う鉄の硬貨は使えない。そのため、人間と妖精双方にかかわりのある妖精族の中には、それら通貨の両替を生業とするものもいる。

      「しっかし、相変わらずゴミ山だか宝の山だかわからないな。せっかく時間はあるんだし、片付けたらどうなんだ？」

      　掘り出し物を探す楽しみはあるが、とにかく疲れるとワッパは悪態を吐く。ジローナの店はもはや商品棚や陳列といった概念すら崩壊しているような有様で、古龍の鱗に蜘蛛の巣が張られている惨状だ。

      「ふぇっふぇっ。これが一番整ってるのさ。私にはどこになにがあるのかわかるからね」

      「エルフって変わってるんだなぁ」

      「ジローナだけだ」

      　怪しげに笑う老婆を見て、一緒にするなとケイルソードが睨む。里の最年長者であるジローナは、身内からも変人と認められているようだった。

      「そうだ、オレアンの蜂蜜はあるかね？」

      「当然。明日から広場で売る予定だよ」

      　ワッパがうなずくと、ジローナはシワだらけの相好を崩す。

      「よかったら一瓶売ってくれんかね」

      「いいよ。一瓶でいいのかい？」

      　本格的に売り始めるのは明日からだが、別に今日売ってはいけないわけではない。むしろ貴重な商機を逃すほうが損失だろう。ワッパは快く応えると、荷車から蜂蜜の詰まった瓶を下ろした。

      　オレアンの蜂蜜はワッパの一族が作る特別な蜂蜜だ。彼の女家族もみんな蜂蜜作りの名人で、今年もよいものができたと確信している。エルフの里へは数十年に一度しか訪れないため、次の行商まで保つよう大量に積み込んできている。

      「なら三つほど貰おうかね」

      「あいよ、毎度あり」

      　ワッパが封蝋ふうろうされた大きな瓶を店の中に運び、木銭を受け取る。

      　エルフは植物由来のものしか口にできない生粋の菜食者だ。ふだんは果実や野菜を食べて暮らしているが、妖精の作る蜂蜜も人気が高い。ジローナも毎日ひと匙さじ食べるのが日課なのだと言って怪しげに笑った。

      「ペルタンシアの蜂蜜も美味いがね。あれは甘みが強いから生姜しょうがと一緒に飲むんだよ」

      「あそこのは数が取れないから高いだろ。ユーベリアなんかは味が近くて美味いと思うぞ」

      「いやいや、アレは生姜湯には合わんよ。もっと渋い茶に合わせるもんじゃ」

      　ジローナは長く生きているだけあって、さまざまな妖精の蜂蜜を知っていた。ワッパの少々マニアックな話にケイルソードは早々に諦めて外の景色を眺めていたが、ジローナは懐かしそうにうなずきながら聞いていた。

      「そういえば、モノクが最近新しい店を始めたんじゃ」

      「エルフが店を？ 珍しいな」

      　ジローナの言葉にワッパは目を丸くする。

      　基本的に一つの里の中で生活が完結しているエルフたちにとって、商いは道楽に近いものがある。リエーナもこの魔法屋以外にいくつか店はあるが、それらを合わせても片手でこと足りる程度だ。

      「料理が好きなエルフでね。蜂蜜を使ったパンケーキを売ってるのさ」

      「パンケーキ！ エルフがそんなもんを作るなんてね」

      「ふぇっふぇっ。一度食べてみたらいい。モノクも妖精の意見を聞きたがっとるじゃろうからな」

      　ジローナはオーリエという店名を教える。ワッパはそれをしっかりと記憶して、今回の行商中に一度は立ち寄ることを決めた。

      　多種族からほとんど木と変わらないと言われるほど変化に乏しいエルフ族は、たいていの場合食にもあまり頓着とんちゃくしない。あまりにも長すぎる人生のなかで、何度も頻繁に食べることを煩わしいと思っている節すらある。だからこそ、そんな食事を提供する店が新たにできたとなればかなりの大事件なのだ。

      「オーリエは俺もよく行ってる。妹が切り株パンケーキを気に入ってるんだ」

      「へぇ。じゃあまた案内してくれよ」

      　気難しそうなケイルソードもそう言ったことで、ワッパの期待はさらに高まる。彼の要望にエルフの青年はうなずき、日を改めて妹と共に行こうと提案した。

      「それじゃあ、今日はこのへんで。明日からの店も見てってくれよ」

      「気が向いたらね」

      　早々に終わらせておきたかった用事もこなし、ワッパはようやく一息つく。すると今までの疲労がどっと押し寄せ、彼の両肩にのしかかった。荷車を牽く甲冑猪も、さすがに疲れが溜まっているようだ。まだ夕方ではあるが、もう休んでもいいだろう。

      「それじゃあ、俺は休ませてもらうよ」

      「ああ。ゆっくりしてくれ」

      　ケイルソードとも別れ、ワッパは貸し与えられたゲストハウスへと戻る。

      「おや」

      　小屋が載せられた木の根元に、何やら荷物がある。それに気づいたワッパは、首を傾げながら近づき、その正体を見て思わず声を上げた。

      「こりゃあありがたい！」

      　蔓を編んだ籠の中に入っていたのは、いくつかの果物と野菜である。エルフ語で書かれたメッセージも添えられている。行商人の来訪を知った村人の誰かが、気を利かせて持ってきてくれたようだった。

      　エルフ族は排他的、冷徹、人嫌いと言われるが、それだけがすべてではない。自然を愛し、同じ森に住む同胞たちとの仲間意識はとても強い。数百、数千年と共に生きるのだ。その結束力は人間の想像を絶するものがあるだろう。

      　同時に、彼らは祖を同じくする妖精たちに対しても優しく接する。だからこそ、ワッパたちも世代を超えた行商を営んでいるのだ。

      「ほれ、これも食べな」

      　ワッパが大きな根菜を甲冑猪に投げると、彼も嬉しそうにそれを齧る。その様子を見ながら、ワッパは甘いリンゴを齧った。エルフの森で育つ果物は、どれも甘くて栄養もある。瑞々しい果肉がパリンと割れ、食べれば滋養が全身に漲みなぎっていく。

      　美味いものを食べてぐっすりと眠れば、旅の疲れも癒えるだろう。眠気を感じたワッパは大きなあくびを一つ漏らすと、梯子を登って小屋の中へ入っていった。

      　翌日。ワッパは朝からやる気に満ち溢れていた。

      　リエーナの村人たちから貰った野菜と果実は、ずっと携行食頼りの無味乾燥とした食事ばかりで萎しおれていた身体に活力を戻した。久しぶりに柔らかく温かい寝床でぐっすりと眠れたのも、疲労の回復に一役かっている。ワッパは小屋の下で眠っていた甲冑猪を起こすと、一緒に守護樹の根元にある広場へと向かう。

      　早朝の森の中は薄く霧が立ち込めていて、人の気配も薄い。それでも、早起きなエルフが何人か彼の前にあらわれ、にこやかに挨拶を交わした。

      「行商人さん、今日からお店開くの？」

      「ええ。オレアンの蜂蜜から他の里の品までいろいろ並べてるから、また見に来てくれよ」

      「ちょうど蜂蜜がなくなってたのよ。後でお邪魔するわね」

      　魔法を使って井戸から水を掬い上げていたエルフの婦人は、それを水瓶に移すと自宅へ持ち帰っていく。その背中を見送り、ワッパは広場に茣蓙を広げた。

      「よいしょっと。今日は初日だし、三十くらいは売れてほしいね」

      　琥珀色の蜂蜜がたっぷりと詰まったガラス瓶を、割らないように細心の注意を払いつつ茣蓙ござの上に並べる。陳列するのは客に見せる意味も兼ねて五つほどだが、荷車にはもっと大量の在庫が並んでいる。全部捌けてくれると帰りに商品を積み込む余裕が増えて嬉しいと、ワッパは期待に胸を膨らませる。

      　とはいえ、エルフは時間に頓着しない者ばかり。初日だからといってやって来る者はそういない。店が開いているうちならいつでもいいだろうと考えているうちに行商人が帰ってしまった、というのはよく聞く話だ。

      　ワッパは茣蓙の前に看板を立てる。オレアンの行商人であることを示すものと、この露店があと何日あるかを示すものだ。これを置いておけば、とりあえず文句を言われることはない。

      「あとは、何を並べるかねぇ」

      　茣蓙の上にはまだスペースが余っている。

      　ワッパは蜂蜜以外にも、さまざまな品を取り扱っていた。他のエルフの里で買い集めた人造魔石や特産の植物、妖精鍛治師の作った木剣や弓、毛皮の衣服などもある。珍しいのは、人間が作った魔導書などの書籍類だ。

      　エルフ族からすれば、人間族の扱う魔法はしごく原始的で単純なものばかり。しかし、あえて彼らの魔法の営みを見ることを趣味としている変わり者もいる。特にこのリエーナの里には人間族や外の世界に強い興味をもつエルフが入るということで、ワッパの先代たちも数冊の書籍を荷物に加えていた。

      「さあ、ワッパの商店の始まりだ！」

      　品出しを終え、見てくれを整え、釣り銭を用意した。すべての体裁が整ったころには日も昇り、エルフたちも起き出してきていた。

      　ワッパが大きな声で往来に呼びかけると、何人かのエルフが足を止めて視線を向けてくる。

      「オレアンの行商か。蜂蜜一瓶くれ」

      「ウチも。二瓶だ」

      「あいよっ」

      　やはり売れ筋なのはオレアンの蜂蜜である。エルフたちは次の妖精行商人が来るまでの間を凌ぐため、大瓶をいくつも買っていく。幸先のいい滑り出しにワッパも喜び、客寄せの声を大きくしていった。

      「あら、ガラス細工も売ってるのね」

      「置物から眼鏡まで、いろいろ揃ってますぜ」

      　エルフの女たちが次に興味を示したのは、精巧で美しいガラス製品だ。金属などは触れるだけで皮膚が爛ただれてしまうエルフだが、同じ土から出てきたものでもガラスは問題なく扱える。だからこそ、森の中にはない美しいものとしての人気は常にあった。

      「これは鹿かしら。綺麗ねぇ」

      　立派な枝角を伸ばした鹿の置物を眺めていたエルフに、ワッパは手応えを感じて攻勢をかける。

      「こりゃあヤルダの工房で作られた一点物でね。そのなかでも一等綺麗なやつを選りすぐったんだ。特別な細工がしてあるから、光の加減で色が変わるぜ」

      「あらぁ、いいわね！ じゃあ、頂けるかしら」

      「毎度あり！」

      　ガラス細工は輸送に気を使うが、よく売れる。ワッパが置物を紙に包んで渡すと、村人は大切に抱えて去っていった。

      　そんな彼女の存在を皮切りに、他からも次々と注文が飛んでくる。置物だけでなく髪飾りや首飾りといった装飾品も人気だった。種族は異なっても、女性の美にかける情熱は変わらない。行商をしていると、たびたびそのことを実感させられるのであった。

      「奥さん、この香水なんかもおすすめですよ。ルータの里で作られた精霊花だ」

      「あら、精霊花の香水があるの？」

      　金払いのよさそうな客を見つけたワッパは、荷車から秘蔵の品を取り出して見せる。精霊樹の根元で数百年かけて育つ精霊花は、エルフなら誰でも知っている有名な花だ。色鮮やかで美しい花を咲かせ、うっとりとする甘い芳香を放つ。その花弁を水に浸けて香りを移した香水は、エルフの女たちがこぞって取り合う。

      　今回、ワッパが見せたのはかなり希釈した香水で、香りもわずかに感じる程度といった代物だったが、それでも入手にはかなり苦労した。精霊花の産地であるルータの里はライバルの行商人たちが一つの季節を目指して詰め寄せるのだ。

      「あらぁ、いいわねぇ。これ、おいくら？」

      「ざっとこんなもんですかね」

      　ワッパが提示した金額に、エルフの婦人は悩ましげな顔になる。彼としては妥当な金額ではあるが、それでも大金には違いない。精霊花の香水はそのものが管理に気を使ううえ、美しいガラスの小瓶に詰められているためそちらにも注意を払う必要があるのだ。その苦労を鑑みれば、かなり値を抑えた方である。

      「よし、買っちゃう！ たまの贅沢だもの」

      「毎度ありっ！」

      　それに、行商という非日常的なイベントは、エルフの心も動かす。勢いのまま財布を開いた女性に、ワッパは内心で飛び跳ねて喜んだ。

      「私にも頂ける？」

      「わ、私も！」

      　一人が買えば、悩んでいた周りの客も踏ん切りがつく。

      　すぐにワッパが仕入れた数本の香水は売り切れ、出遅れた婦人たちが悔しいようなホッとしたような複雑な面持ちになっていた。

      「おっとそこの旦那！ いいもんに目ぇ付けましたね。そりゃあ、アルトレットで採れた貝殻だよ」

      　客を捌きながら、ワッパは売り場の端で難しい顔をしている男に目敏く声をかける。彼は誰かに送るためか、貝殻を連ねた首飾りを見ていた。

      「奥さんへの贈り物にももってこいですよ」

      「いや、娘に……。ああ、そうじゃなくてだな」

      「娘さん！ 色も綺麗で若い子にもピッタリの品だよ」

      「むぅ……」

      　エルフの里でよく売れるものとして、ガラス細工や香水の他に貝殻や珊瑚といった海のものも挙げられる。森に住む彼らにはどうやっても手に入らない代物であり、非金属であり、そして美しい自然の産物だからだ。

      　アルトレットはさまざまな貝殻が採れる港町で、それを使った螺鈿らでん細工なども盛んだ。花貝などは淡い桃色をしていて、エルフにも特に人気が高い。真珠のネックレスなどをジャラジャラと連ねるのはあまり好かれないようだが、小さな一粒で笹型の耳を飾るようなものはよく売れる。

      「娘はまだ八十歳なんだが、早すぎないか？」

      「いやいや。そんなことはありませんよ。女の子はいつでも綺麗なものが好きですからね」

      　八十歳なんて妖精基準だと老人もいいところだが、そんな思いはおくびにも出さない。エルフの価値観で言えば、まだまだ甘えたい盛りの幼児である。

      　愛娘に好かれたい父親は一念発起し、首飾りを購入する。あとで妻に叱られそうだと苦笑しながら、足取り軽く去っていった。

      「さてと、そろそろ腹も減ってきたな」

      　嬉しいことに開店からずっと客足の途切れることのなかったワッパの露店も、昼前になると少し落ち着いてくる。冷静になると腹の虫が鳴り始め、どうするかと考える。

      　昨日、ジローナから聞いたオーリエという店に行ってみようかという思いがワッパの脳裏に過ぎったが、彼はすぐさまそれを否定した。今日は忙しいのか、まだケイルソードが来ていない。彼と共に行くことを約束したのだから、昼は別で摂ることを決める。

      「おや、いい匂いがするな？」

      　昼飯を食べると決めた途端、ワッパは周囲に漂う料理の匂いを感じ取る。不思議に思って見渡すと、広場に面した建物の一つから、何やら香ばしい香りが広がっているようだった。

      　露店に休憩中の看板を立て、その店へと向かう。品物は無防備だが、百人に満たない里で盗みに走るような者もいない。

      「ここ、料理屋か」

      　彼が見つけたその店は、大衆的な料理を出すようだった。エルフの里にしては珍しく、樹上に建てられた小屋ではなく、地面にある。よくよく見てみれば建物を貫通するように屋根から木が飛び出ていて、その枝に抱かれるようにしてすでに小屋が建てられていた。おそらくはこの店の主が住む家なのだろう。

      　ワッパが様子を窺うと、昼時ということもあり何人かのエルフがテーブルを囲んで野菜と果物の料理を食べている。

      「あら、妖精じゃない。お昼食べにきたの？」

      　ワッパが戸口から覗いていると、エプロンを着けたエルフが声をかける。彼のことはすでに知っているようで、空いている席へ促した。

      「エルフ向けの料理しかないけど、いい？」

      「もちろん。あ、干し肉齧ってもいいかな？」

      「それはご自由に。メニューは壁にあるのを見てね」

      　店員に言われて目線を壁に向けると、さまざまな品目が並んでいる。煮込み料理、焼き料理、蒸し料理とバリエーションは豊富だが、どれも植物由来の食材だけを使用したエルフ料理だ。

      　人間と同じように肉も食べる妖精にとっては少し味気ない印象を受けるエルフ料理だが、慣れるとこれも美味しい。だてに数千年の歴史を持っていないのだ、とかつて別の里の料理人が誇らしげにしていたのをワッパはふと思い出す。

      「注文いいかい？ 山菜揚げの定食を一つ。少なめで頼むよ」

      「はぁーい。ちょっと待っててね」

      　ワッパはエルフ料理の中ではガッツリと重めの揚げ物を頼む。やがて運ばれてきたのは、ずいぶんと豪勢な一膳だった。

      「あの値段でいいのかい？」

      「妖精さんには世話になってるからって、ウチの人がね。勝手に作りすぎちゃっただけだから、残してもいいよ」

      「とんでもない！ ありがたく頂くよ」

      　気前のいいエルフ夫婦に礼を言い、ワッパは手早く精霊へ感謝を送る。

      　揚げたてで熱々の山菜揚げを前に悠長にしていることなどできなかった。彼はさっそくナイフとフォークを手に取り、衣もパリパリとした山菜揚げに伸ばす。

      「ほふっ。ほっ、うまい！」

      　軽やかな食感の衣に、熱々の山菜。口の中が火傷しそうになるのを堪えながら、ワッパが感激の声を上げる。

      「今朝採ってきたばかりの新鮮な山菜ばかりだからね」

      「いやぁ、これはなかなか……。他の里でも店が出せるよ」

      　ワッパの賞賛にエルフの女性は恥じらうが、実際に彼は少なからず確信を持って言っていた。エルフ料理を出す店のある里は他にもあるが、これほど美味しい料理はなかなかない。大きな集落であるリエーナゆえに、その腕が磨かれているのだろう。

      「あんた、ケイルソードと一緒だったでしょ。あの子が優秀でね。見つけるのが難しい菜葉なっぱなんかもいろいろ見つけてきてくれるんだ」

      「へぇ。――確かに目はよさそうだ」

      　ワッパは出会い頭に矢を射掛けられたことを思い出す。あの狩人は彼の爪先ギリギリをしっかりと狙っていたのだから、その視力も察せられる。

      「いろいろ珍しい物を持ってきてくれるんで、主人も気合い入っちゃってねぇ」

      「なるほど、そういうことか。だったら、料理本なんかに興味はないかい？」

      　商売の匂いを機敏に感じ取ったワッパが、不敵な笑みで囁く。

      「料理本？ そんなのを出してるエルフがいるのかい？」

      「いや、他の種族だよ。肉を使わない料理を集めた本なんてのもあるんだ」

      　エルフに他種族の話題を出すのはちょっとした賭けではあったが、ワッパの予想通り飯屋の女将は特に忌避する様子もなくそれに興味を示してきた。比較的若い世代だったり、何か店をやるほど好奇心が強かったりするエルフは、年配のエルフと比べて他種族への忌避感情も薄い傾向があるのだ。

      「今度、何冊か仕入れて持ってくるよ。二十年後か、三十年後くらいになるけど」

      「いいよいいよ。それくらいなら直ぐだ」

      　その頃にはワッパもかなり老いているだろうが、女将はにこやかに了承する。相変わらずの時間感覚であった。

      　ワッパは注文をしっかりと懐の手帳に書き記す。これは代々オルレアの家系に伝わるもので、エルフからの注文がすべて書き記されている。世代を超えて注文をこなすこともあるため、命よりも大切な商売道具だ。

      「フン。そんなしょーもない本に金を使うこたねぇ」

      　突然、横から不機嫌そうな声がする。ワッパが驚いて振り向くと、一人の老人が椅子に座っていた。

      「オルボンさん。エルフ以外の料理人が考案したレシピも面白いかもしれないわよ？ 肉臭いものは無理だけど、そうじゃない料理とか作り方もあるかもしれないし……」

      「エルフ料理はお前のとこの旦那が一人で極められるほど浅いもんじゃなかろう。他種族の要らん知識まで混ざっては、飯も不味くなるだけじゃ」

      「ちょいちょい！」

      　女将に冷たく返す老人に、ワッパは居ても立ってもいられず口を開く。エルフの老人は剣呑な目付きで彼を見下ろし、フンと鼻を鳴らす。

      「お前さんもな、エルフの里だけ回っておればいいものを。いまさら人間族やドワーフ族から何を学ぶことがある。百年もたてばなにも覚えていられないようなやつらに」

      　オルボンという名の老人は、ある意味ではエルフらしいエルフだった。短命の種族や金属を扱う種族を見下し、自然と共に悠久の時を生きるエルフこそが最上と考える。その根底には森を開き木々を燃やす彼らへの怒りと憎しみすらある。

      　長い時を生きたエルフは、その中で他種族との隔たりを実感する。時間感覚、文化、常識、そういったものが、長命種と短命種では残酷なほどに違いすぎるのだ。そのため、年老いたエルフほど里の中に引きこもり、他の種族との関係を避ける傾向にある。オルボンのような老人はそう珍しい存在でもない。

      「いやぁ、最近の人間族の発展は凄まじいもんがあるぜ。ヤルダにはエルフにすら匹敵すると言われてる大神官がいるようだし――」

      「人間ごときがエルフに魔法で敵うはずがない！」

      　顔を真っ赤にして声を荒げるオルボンに、ワッパはつい萎縮してしまう。体格も違いすぎる相手が怒りを露わにすると、反射的に身を縮めてしまうのだ。

      「オルボンさん！ お客さんですよ！」

      「なんじゃ、わしも客だぞ！」

      「ワッパさんは里のお客さんです。もう、料理も冷めちゃうし……」

      　女将がワッパを庇かばい、オルボンを窘たしなめる。若いエルフに真っ向から反抗された彼は、憮然とした顔のまま勢いよく料理をかきこみ、席を立つとそのまま店から出て行った。

      「あれ、お勘定……」

      「どうせツケだからいいのよ。あの人、お金持ってないし」

      「ええ……」

      　去ってしまったオルボンを見てワッパが固まる。彼が代金を支払わないのはいつものことのようで、女将は驚く様子もなかった。

      「昔は他の里にも知られるほど有名なエルフだったんだけどねぇ。今は娘さんと一緒に暮らしてて、彼女がまとめて払ってくれるのよ」

      「いいのかい、それで」

      　唖然とするワッパに女将は肩をすくめて苦笑する。

      　エルフのコミュニティは千年以上も同じ仲間と過ごすことになる。長老制が続いていることもあり、歳を重ねたエルフを敬うという文化的土壌もある。それらの理由から、若いエルフが年長者に強く言うことはなかなかできないのだった。

      「ごめんなさいね。あ、何か一品おまけしてあげるわ」

      「おおっ？ そりゃ嬉しいな」

      　騒動の詫びを含めて、女将が魔法で凍らせた甘い果実を持ってくる。ワッパは降って沸いた幸運に喜び、その冷たい甘さに目を細めた。

      「ワッパ、ここにいたか」

      「うおっと、ケイルソードか」

      　ワッパが昼飯を綺麗に完食した時、ちょうどそれを見計らったかのように店先から名前が呼ばれる。戸口に立っているのは、長髪のエルフの青年ケイルソードだ。靴に土を付けて弓と矢筒を背負っているところを見るに、どうやら彼は森へ出ていた様子だった。

      「店にいないから探したぞ」

      「すまんすまん。昼飯食べてたんだ」

      　ワッパがテーブルの上の空になった食器を見せると、ケイルソードは眉を上げた。

      「この後オーリエに行くつもりだったんだがな……」

      「そうだったのか!? てっきり、昼には来ないと思ったぞ」

      「昼に来ただろう、今」

      「もう昼過ぎもいいとこじゃないか……」

      　エルフの里に時計というものはないため日差しの加減で判断するしかないが、昼というには少し遅い時間であることには違いない。前もって示し合わせておけばよかったと、ワッパはいまさら後悔する。彼もエルフのルーズさを少し見誤っていた。

      「この店の料理が美味しくて食べすぎた。もう腹一杯だぞ」

      「そうか……」

      　妖精には少々多すぎる料理に、デザートまで付いてきたのだ。ワッパの胃袋にはもう隙間も別腹もない。ケイルソードはそれを知って少し考え込み、それならと顔をあげて口を開いた。

      「腹ごなしに少し付き合ってくれないか」

      「俺はいいけど、一緒に行く予定だった妹さんは？」

      「半日くらい予定がずれても大丈夫だ。オーリエは夜に行こう」

      「ああそう。すまんね」

      　半日程度のずれなら余裕で許容できるのがエルフという種族である。千年以上生きるエルフにとって、一日二日は誤差なのだ。

      　ワッパは女将に昼飯の代金を支払い、ケイルソードと店を出る。

      「どこに行くんだい？」

      「森の中だ。山菜とキノコを集めようと思ってな」

      「なるほど。それなら、こっちも仕入れを兼ねて付き合おう」

      　外からやってくる存在から里を守る森番という任に就いているケイルソードだが、それだけでは木貨を稼ぐことはできない。生活を支えるため、任のかたわら狩猟や採集も行っている。

      　エルフと同じく森に住む種族である妖精にとっても、山菜探しはお手のものだ。小回りが利き、視点がより地面に近いぶん、エルフよりも見つけるのは上手いとワッパも自負している。ケイルソードもそんな彼の能力を期待して連れてきたのだろう。

      　二人は里を取り囲む深い森の中に踏み入り、周囲に自生する植物を探す。

      「おっ、オイルハーブじゃないか」

      「そんなもの、いくらでも生えてるだろ」

      　ワッパが見つけてさっそく摘み取ったのは、良質な植物油を蓄える特殊なハーブだ。ケイルソードは取りきれないほど大量に生えている、雑草に分類されるようなものをありがたがっているワッパを不思議そうに見ていた。

      「何言ってんだ。人間の貴族様なんかに人気なんだぞ、コレ。料理に使うと太らないってな」

      「はぁ？」

      　ケイルソードは首を傾げるが、実際オイルハーブは人間の町では高値のつくものだった。獣脂のように臭いもなく、料理や美容に使う金持ちの女性が多いのだ。

      　しかし、オイルハーブは豊かな森のなかでしか育たない。守護樹により潤沢な魔力が供給される肥沃なエルフの森でこそ取りきれないほど繁茂はんもしているが、人間の立ち入るような森ではなかなかお目にかかれない貴重品なのだ。

      「なあ、こいつのオイルを瓶に詰めて売らないか？ それだけでけっこう稼げるぞ」

      「人間と取引することはない。お前がそれをどこに売るのかまでは関与しないがな」

      　エルフが里で搾油さくゆして瓶に詰めてくれると、ワッパとしては多少手間賃を払ってでも儲けの方が大きくなると頭の中で算盤そろばんを弾く。しかし、彼の儲け話をケイルソードは素気なく一蹴した。

      「エルフも人間と交流を持ってもいいと思うんだけどなぁ」

      　エルフと人間、両方の文化圏を知る妖精のワッパからすれば、両者は大きな損をしている。エルフの森で採れる植物はどれも人間にとっては貴重で価値の高いものだ。同様に、人間たちの技術の進歩は凄まじく、それを知ればエルフはどこか原始的な印象すら抱いてしまう。双方が交流すれば、共にさらに栄えることができるだろうと、ワッパはおぼろげながら考えていた。

      「駄目だ。木を切り倒し燃やすような、野蛮な輩をこの森に入れるわけにはいかない」

      　だが、エルフは断固として他者との関わりを拒絶する。それはもはや彼らの文化に深く根付いてすらいる考え方だ。それを変えることなど、たとえ精霊や女神であっても不可能だろう。

      　だからこそ、自分のような行商人がいるのだ。そう考えて、彼は肩をすくめる。双方が歩み寄らないのならば、その間に立って稼がせてもらうだけだ。

      「……しかし、エルフにも変わったやつはいるよ」

      　朽ちた倒木に生えるキノコをもぎ取りながら、ソールは独白するように言った。ワッパが興味を示したのを見ると、彼は続ける。

      「俺の幼馴染だ。お前が前に来た時は、たしか、人間族の魔法学院にいた」

      「魔法学院に？ エルフが？」

      　ワッパは目を丸くして耳を疑う。何よりも人間を嫌い彼らの魔法の拙さを嘲るエルフが、人間の作った魔法学院に通うなど前代未聞である。そんな話があれば、すぐさま重大事件として辺境中に知れ渡ることになるだろう。

      「もちろん、人間に扮装してたらしいがな」

      「そ、そうか。まあ、そりゃそうだよな」

      　ケイルソードの補足に、ワッパは胸を撫で下ろす。エルフは生まれながらにして人間をはるかに凌駕する魔法使いだ。彼らが幻惑の魔法などで姿を誤魔化せば、そうそう看破されることもないだろう。

      「そいつは昔から妙なところに興味を持つやつでな。妖精行商が来たら人間族やドワーフ族が書いた本なんかをわざわざ注文してるんだ」

      「あっ、そういうことだったのか」

      　ワッパは得心がいく。彼が先代から言われて荷物に加えていた書籍の類は、きっとその変わり者のエルフに売るための商品だったのだ。

      「俺も人間族の本を何冊か仕入れてるぜ」

      「そうか。なら後で教えておくよ」

      　ケイルソードはうなずき、籠の中に山菜を投げ入れる。エルフの中にはオルボンのように他種族の話題を出すだけで顔を顰める者も多いが、ケイルソードはその幼馴染が人間族に関心を示すことを否定しているわけではないようだ。

      「その幼馴染は、今どこに？」

      「さてね。ふらりと里を出たかと思うと、三十年後くらいに帰ってきてるようなやつだ」

      　そう言うケイルソードの口振りは棘のある様子ではない。そのエルフも変わり者ではあるが、憎めない性格なのだろう。

      「しばらくは里にいるんだろう？ 運がよければ直接会えるんじゃないか？」

      　エルフの青年はそう言うと、おもむろに弓を構える。矢をつがえ、弦を弾く。ビン、と乾いた響きが森の中に溶け、茂みの奥で獣の断末魔が上がる。ワッパが羽を広げて駆けつけると、そこには立派な雄鹿が首に矢を受けて倒れていた。

      
        

      

      　雄鹿を清流の中に沈め、ワッパとケイルソードはリエーナの里に戻る。大きな籠に森の恵みを山積して戻ってきた二人を出迎えたのは、ケイルソードと雰囲気の似たエルフの少女だった。

      「兄さん！ お帰りなさい！」

      「ティーナ。わざわざここまで来たのか」

      　二人の会話を聞いて、ワッパもその関係を察する。エルフにしては小柄で大きくくりくりとした焦茶の瞳が可愛らしいティーナという少女が、ケイルソードの妹なのだろう。

      「だって、お昼にオーリエに行くって言ってたのにいないんだもん。あ、この人がワッパさん？」

      「どうも。昼は俺が先に別の店で食べちゃってね。腹ごなしも兼ねて一緒に出かけてたんだ」

      　予定が変わって申し訳ない、とワッパが謝罪する。ティーナはブンブンと首を振り、兄と同じ濃緑の髪を揺らした。

      「こっちのバカ兄が連絡してこなかったのが悪いのよ。それよりも手伝わせちゃってごめんね」

      　ティーナはそう言って、ワッパの背負っていた籠を抱える。妖精族の体には少々大きすぎるそれも、エルフが持つと胸の中に収まるほどのサイズだ。

      　ティーナと合流を果たした三人は、一度ケイルソードたちの家に寄って収穫物を置く。そして、満を持してリエーナの里の憩いの場、カフェオーリエを訪れる。

      「ここだよ」

      「もう甘い匂いが漂ってるなぁ」

      　そのカフェは大樹の側に建てられていた。エルフ族と交流のある妖精職人レプラコーンたちが得意とする様式の建築で、半分大樹と溶け合ったような調和の取れたデザインだ。

      　その戸口に立った段階で、ワッパは鼻先に香る甘い匂いを感じ取っていた。妖精族には馴染み深い、蜂蜜のよい香りだ。

      「こんにちはー」

      　ティーナが先陣を切って店内に入る。

      「おお、いらっしゃい。ケイルソードに、妖精も来てくれたのか」

      　三人をにこやかに出迎えたのは、小太りのエルフだった。毛皮のベストを身につけて、どっしりとしている。笹型の耳が見えなければ、熊か何かと間違えそうな風貌だ。

      　エルフは基本的に細いものだと思っていたワッパは、内心驚きつつも店主のモノクと名乗ったその男に挨拶をする。

      「切り株パンケーキを紹介しようと思って来たの」

      「おお！ そりゃあ嬉しいな。じゃあ、腕によりをかけて作らせてもらおう」

      　モノクはニコニコと笑って、奥の厨房へと消える。

      　三人は空いているテーブルを探して腰を落ち着け、料理が出てくるのを待った。その中で自然と雑談が始まり、話題はケイルソード兄妹の幼馴染だという例のエルフのことになった。

      「ソール？ まあ、確かに変わってるけど、賢くて優しい人だよ」

      　幼い頃から一緒に育ったティーナは、少し頬を赤らめて言う。その言葉の裏に隠れているものを察して、ワッパは少し微笑ましい気持ちになった。彼も一通りの恋愛の果てに結ばれた妻がいる。仕事柄、たまにオレアンの里に帰った時でなければ会えないが、その存在は片時も忘れたことはない。

      「小さい頃からいろいろ好奇心が旺盛だったのよ。そうそう、アーホルン長老と仲がよくてね。よく守護樹を登って会いに行って、それで怒られてたわ」

      　その時のことを思い出しているのか、ティーナは懐かしそうにする。隣で聞いているケイルソードも、そんなことがあったと頭の痛そうな顔だった。

      　二人の口から語られるソールという名のエルフの青年は、やはり変わり者だった。エルフでありながら若くしてリエーナの里を飛び出し、人間の町を転々と回っていたらしい。その過程で魔法学院や大都市ヤルダ、さらにドワーフたちの町であるアルディバなどに立ち寄って、さまざまなことを学んでいた。

      「きっと、それが精霊様のお導きなのよ」

      　ワッパが「ソールのことは心配ではないのか」とたずねると、ティーナは薄く笑ってそう答えた。エルフたち、そして妖精たちも信仰する自然の主、それが精霊だ。ワッパもケイルソードもティーナも、精霊の加護を受けて生まれ、精霊の導きを頼りに生きる。そして精霊の祝福を受けて眠るのだ。

      　エルフは成人の歳になると、守護樹の中で精霊から直々に言葉を受ける。それは気軽に他者へ話すべきものではないとされているが、ティーナはソールの受けた言葉がどんなものなのかある程度察している様子だった。

      「精霊が？ ということは、精霊はエルフを外の世界に出したいのか？」

      「その意図まではわからないわ。私たちの考えが及ばないような、遠い未来のことまで見通していらっしゃるんだもの」

      　ティーナの言葉にワッパは思わず眉を上げる。数千年生きるエルフですら見通せない先の未来とは、いったいどれほどのものなのだろう。

      　ひとつ確かなのは、精霊がエルフや妖精の味方であり、導き手であるということだけだ。精霊に幾度となく助けられ、導かれてきたからこそ、森に生きる彼らは精霊への感謝と信頼を忘れない。

      「お待たせ！ 切り株パンケーキ三つね！」

      　話し込む三人の前に、突然大きなパンケーキがあらわれる。ふっくらと分厚いそれは名前の通り切り株のように大きく、そしてさまざまなトッピングで飾られていた。真っ白いクリームや色鮮やかなベリー、大きく切られたリンゴや熟したルビの実が皿からこぼれそうなほどに載せられ、その上から大量の蜂蜜がこれでもかとかけられている。

      「おおお……。これが切り株……」

      「すっごい美味しそうでしょ？」

      「俺にはちょっとデカすぎる気がするなぁ」

      「あっという間にペロリだから。ほら、食べてみて！」

      　そのあまりのサイズに圧倒されていたワッパは、ティーナからナイフとフォークを受け取って覚悟を決める。ワクワクドキドキと言わんばかりに見つめるモノクの視線を感じながら、木製フォークをそっと差し込んだ。

      「おおっ」

      　ふんわりと柔らかな感触。まるで抵抗がなく、溶けるように切れていく。中からほわりと湯気が立ち、甘い香りがさらに広がる。

      　一切れ口に運んでみれば、幸せの味が広がった。

      「ん〜〜！ 美味しい！」

      「モノク、ルビオ茶をくれ。濃いめで頼む」

      　パクパクと調子よく口を動かすティーナの隣で、ケイルソードは眉間に皺を寄せている。彼には少し甘すぎたようだ。

      「モノクのやつ、気合い入れすぎだな」

      「ふだんはこんなのじゃないのか？」

      「うーん、もうちょっとトッピングは控えめかも？」

      　どうやら、モノクがワッパのために好意でトッピング増量してくれたらしい。彼が妖精ということで、蜂蜜もいつもより多めにかかっているという。

      「どうだい？ ウチのパンケーキは」

      「美味いな。里に持って帰りたいくらいだよ」

      　掛け値なしの賞賛を送ると、モノクはきゅっと目を細めて喜ぶ。

      　実際、切り株パンケーキはエルフ料理とは思えないほど甘くリッチな美味しさだった。クリームも他の種族が使うような動物性のものではなく、何かしら植物由来のもので作っているようで、あっさりとしている。そのため、ワッパも見た目の迫力とは裏腹にサクサクと食べ進めることができていた。

      　じっくりと丁寧に焼かれたパンケーキも優しい甘さで主張は控えめだ。トッピングともよく合っていて、ついつい手が進む。

      　そしてこの甘さの塊によく合うのが濃いめに淹れられたルビオ茶だった。渋い茶が甘さを流し口の中をさっぱりとさせることで、またパクパクと食べられるのだ。

      「まさかエルフの里でこんな美味いものを食べられるとは思わなかったよ」

      　あっという間に皿を空にして、大きな満足感と共にワッパが零こぼす。彼のイメージするエルフ料理といえば、基本的に質素で味の薄いものばかりだ。それはそれで自然の滋味を感じることができて美味いのだが、そればかり食べていると人間の町で食べるような味の濃いものも心恋しくなってくる。そんな欲求を、まさかエルフの里で満たせるとは思ってもいなかった。

      「満足してくれたなら嬉しいよ。エルフだって木の実ばっかり食べてるわけじゃないんだよ」

      　ティーナは嬉しそうに笑っていう。木の実ばかり食べている、というのは人間族をはじめとするエルフと交流のない種族が持つイメージだ。きっと、彼女はソールからそういった話も聞いているのだろう。

      　エルフは長い時の中で不変の種族だと思っていたが、その認識は改める必要があるかもしれない。ワッパは苦しい腹を撫でつつ思う。彼らは変化しないのではない、その流れが妖精や人間と比べて雄大すぎるだけなのだ。

      　ならば、ソールという変わり者のエルフが精霊に導かれて里の外を旅しているのもまた、その大きな変化の予兆なのかもしれない。

      「ソールに会ってみたいな」

      　ワッパは食後の眠気を感じながら、そんなことを思った。

      
        

      

      　奇人のエルフ、ソールとワッパは、案外とあっさり邂逅かいこうを果たした。

      　それはワッパがリエーナの里を訪れて五日ほど経ち、露店の客足もほどよく落ち着いてきた頃のことだった。

      「やあ、調子はどうです？」

      「よかった。蜂蜜はまだあるわね」

      　露店の店先から二人のエルフの声がする。荷車に潜って荷物の整理をしていたワッパは、顔を出して客の姿を認めると慌てて飛び上がった。

      「アーホルンさんにコルミさん！ 来てくれたんですか」

      　興味深そうに商品を眺めていたのは、里の三長老の二人、最年少のアーホルンと最年長のコルミだった。コルミはニコニコと笑い「当然でしょう」とうなずく。

      「時間ができたら覗きに来るって言ったからね」

      「いやぁ、ありがたい。おかげでいい商売させてもらってますよ」

      　パタパタと小刻みに翅を震わせるワッパに、二人の長老も嬉しそうに微笑む。彼らとしても、閉鎖的な里に外からさまざまな商品を運び込んでくれる妖精行商人の存在は大きかった。基本的に里の中だけで自給自足の生活が送れるとはいえ、エルフたちも少しずつそれだけでは止まらないほどの生活を求め出している。

      「おや、この本は」

      　茣蓙の上に並べた商品を見ていたアーホルンが、人間族たちの共通語で書かれた書籍を見つける。ワッパはそれに気づき、連鎖的にソールの名前を思い出した。

      「この里に人間に興味を持ってる変わり者がいるって聞いてましてね。ソールって人であってますかい？」

      「ええ。ソールならこの本も気に入りそうだ」

      　ソールと親交のあるというアーホルンは、そう言って本を手に取る。彼もエルフ語ではない本の題字を読むことができるようで、満足そうに指でそれを撫でていた。

      「人間の本ってそんなに面白いのかしら？」

      「たいていのことはありきたりですが、たまに私たちでは思い付かないような発想もあって、新たな発見があるんですよ」

      　不思議そうに首を傾げるコルミに対してアーホルンは目を細めたまま言う。三長老のうち、気難しそうで典型的なエルフといったエーイルドはこういうものを毛嫌いしていそうだが、コルミは興味こそないものの拒否感も持っていない様子だった。

      　三長老のそれぞれのスタンスを何となく察したワッパは、やはりリエーナの里は先進的な気風が高まっているように感じた。たいていの場合、三長老は揃って人間嫌いなものなのだ。

      「これは私が買っても？ あとでソールに渡します」

      「いいですよ。別に予約を貰ったもんでもないですからね」

      　本を抱え、懐から木貨を取り出すアーホルンに、ワッパも快く応じる。注文を受けて仕入れた品ならともかく、これらの本は売れることだけを見込んで置いておいただけのものだ。ソールに届くと言うなら、ことさら断る理由もない。

      「やあ、いいもの売ってるね」

      　しかしそこへ、新たな人物が現れる。聞きなれない声にワッパが振り向くと、そこには見慣れないエルフの青年が立っていた。

      「ソール。帰っていたんですか？」

      　彼を認めて、アーホルンが少し驚いたように言う。

      　なるほどコイツがソールか、とワッパは青年の顔をまじまじと見つめる。一見するといかにもエルフといった美しい顔立ちの青年だ。笹型の耳も、薄く黄色がかった白い肌も、それらしい。しかし、そのエメラルド色の瞳は確かに好奇心の強い輝きを放っていた。

      「ついさっき帰ってきたばかりだよ。はい、これお土産」

      　旅人らしい外套を着込んだソールは、懐から何かを取り出してアーホルンに渡す。それはこのあたりでは見かけることもない珍しい果実だった。ご丁寧に高度な状態維持の魔法までかけられていて、まるでもぎたての新鮮さを保っている。

      「おお、ありがとう。これはどのようにして食べるものなんです？」

      「中に大きい種があるからそれを取って、皮を剥いて。なかなか濃厚で美味しいよ」

      　濃緑色の硬い外皮に覆われたそれを、アーホルンとコルミは興味深そうに見つめる。その隙に、ソールはアーホルンから本を受け取り、パラパラとページを捲って流し読む。

      「魔導書か。なかなかいいね。僕が生まれた頃に書かれたものか」

      「共通語もよく読めるんだな」

      「そりゃあ、もう何十年もこんな生活を続けているからね」

      　感心するワッパにソールは偉ぶることもなく答える。そんな所作の端々からも、他のエルフにはない人間味のようなものを滲ませていた。

      　ソールは魔導書の序文を軽く読み終えたあと、ようやくワッパの方へ顔を向ける。

      「そういえば、君は？」

      「オレアンのワッパだ。本はそっちの長老さんが買ったもんだから、後で代金渡しておいた方がいいぞ」

      「あはは。そりゃそうだね。僕のことを知ってるみたいだけど？」

      「ケイルソードから教えてもらったよ」

      　ワッパがすっかり親しくなった友人の名前を口にすると、ソールも事情を飲み込めたようだった。「そっちにも顔を出しておかないと」と少し億劫そうに言う。しかしその直後、ふと気づいたようにワッパへ向き直った。

      「君、オレアンって言った？」

      「うん？ おお、オレアンの一族だぞ」

      　怪訝な顔でうなずくワッパに、ソールはエメラルド色の瞳を光らせる。

      「てことはアルトレットも近いよね？ よく行く？」

      「お、おう。ほら、そこの首飾りなんかはアルトレットで仕入れたもんだよ」

      　ぐっと顔を近づけてくるソール。戸惑うワッパに構わず、彼はよしよしと何かを喜ぶ。

      「ちょうどいいや。ワッパ、ちょっとアルトレットを案内してくれないか？」

      「案内？ アルトレットを？ って、どういうことだよ？」

      　突拍子もない依頼にワッパの脳裏に混乱と疑問が次々と浮かぶ。アルトレットは確かにワッパの故郷にほど近い港町だが、リエーナの里からはかなりの距離がある。今から出発しても到着には時間がかかることだろう。そもそも、ワッパはまだしばらくこの里で商売を続ける予定だ。そう簡単に言われても困るというのが正直なところだった。

      　しかし、ソールは大丈夫だと軽い調子で言って、彼の腕を掴む。

      「アーホルン、コルミ。ちょっとこの人借りるよ」

      「あんまり失礼なことしちゃダメよ」

      「うおおおっ!?」

      　二人の長老に一声かけたかと思うと、ソールは何やら魔法を構築し始める。懐から取り出した小さな種を足元に落とすと、それが急激に成長して蔓を絡ませる。あっという間にソールとワッパはそれに包まれ、そして消えてしまった。

      「思い付いたら即実行とは。もう少し落ち着いてくれたらいいのですが」

      「生まれた時からあんな感じなんだから、いまさら仕方ないわよ」

      　取り残されたアーホルンとコルミの二人は、萎れて消えていく魔法の木を見届けて嘆息する。そうして、主人のいなくなった露店に休業中の看板を立て、戸惑う甲冑猪をそっと撫でた。

      
        

      

      「うおおおおわっ!?」

      　突然木の中に包み込まれたワッパが気がつくと、そこは見晴らしのいい丘の上だった。彼は戸惑いのなかで周囲を見渡し、目を疑う。遠方に広がるのは穏やかな青い海の水平線、その手前には白い灯台が見える。

      「ここは……」

      「アルトレットの近くだよ。ここが思い出の場所だったりする？」

      　背後から声をかけられ、ワッパは慌てて振り向く。そこには緑の外套を羽織ったソールが得意げな顔で立っていた。

      　彼の言う通り、ここはワッパにとって馴染み深い場所だ。ここからはアルトレットの美しい街並みも一望できる上、近くに故郷であるオレアンの里がある。里を旅立つ時はいつも、ここで妻と別れるのだ。

      「いやぁ、助かったよ。君のおかげで手間が省けた」

      　理解の追いつかないでいるワッパにソールはニコニコと笑いかける。説明を求めると、彼は噛み砕いて教えてくれた。

      「ちょっと事情があってアルトレットに行きたかったんだけど、けっこう遠いでしょう。歩くのは苦じゃないけど、ちょっと急いでてね。ワッパの記憶を頼ってここまで転移してきたってわけ」

      「はぁ……」

      　彼は何でもないようにさらりと言ってのけるが、転移魔法は時空間を歪める高位の魔法だ。その上、他者の記憶から座標を獲得するという精神感応系の魔法まで複合している。たとえ魔法の才に溢れるエルフであろうと、そうやすやすとできてよいものではない。

      　このソールというエルフは、ただ好奇心が旺盛なだけではないようだ。ワッパは目の前で見せつけられた実力から、そう判断した。

      「まあ、それはいい。ちゃんと里に戻してもらえるんだろうな？」

      「当然。ワッパに迷惑はかけないよ」

      　迷惑といえば現在進行形でかけられているはずだが、ワッパも深くは追求しない。大切な商売道具さえ無事ならば、あとは手間賃を請求するくらいで許してやる程度には優しいのだ。

      「それで、なんでまたアルトレットに？」

      「詳しいことは言えないんだけどね。ほら、街の様子がちょっと変わってたりしないかい？」

      　ソールに問い返され、ワッパは首を傾げる。アルトレットの街並みはまだ遠く、その雰囲気を掴めるほどではない。二人はとにかく町の中に入ろうと歩き出した。

      「……妙だな」

      　白い家々が鮮明に見えてきたころ、ワッパも違和感に気づく。

      「町が明るいというか、すっきりしてるか？ いや、あんまりはっきりしたことはわからねぇが……」

      「そんな感じがするね。ピリピリした魔力の乱れがなくなってる」

      　ワッパの抱いた実感に、ソールもうなずく。二人とも明確なことは言えないが、明らかに町の様子がすっきりとしていた。

      　さらなる情報を探るため、二人は町に入る。妖精族のワッパはともかく、エルフ族のソールが正体を露わにしては混乱は必至であったため、彼は軽い幻術の魔法で人間族に化ける。この程度の撹乱はエルフならお手のものだった。

      「ここ最近で変わったことはある？」

      「うん？ いやぁ、俺もしばらく帰ってきてないからなぁ」

      　活気に満ちた街中を歩きながら、ソールがワッパにたずねる。しかし行商人として各地のエルフの里を転々としているワッパも、町の世情には明るくない。何か変化はないかと周囲を見渡し、中心部にあるキア・クルミナ教の神殿が少し様子を変えていることに気がついた。

      「なんだろう……。おっと、神殿長が捕まったみたいだな」

      「あれ、本当だ」

      　神殿の前に立てられた掲示板には、アルトレットの神殿長が不祥事を起こして逮捕された旨が謝罪と共に記されている。

      「何かやらかしてたみたいだが、はっきりしたことは書いてないな」

      「でもヤルダの神殿が動いてるね。けっこうな大事があったみたいだ」

      　ソールは人間の間で広く信じられているキア・クルミナ教に関しても造詣ぞうけいが深いようだった。共通語で書かれた文面をスラスラと読み解き、教会の印も判別するエルフに、ワッパは瞠目どうもくしてしまう。

      「あんまり表沙汰にはされてないみたいだけど、何か大事件があったらしい」

      　ソールはそう言って不敵に笑う。まるでこの状況を楽しんでいるかのようで、ワッパは思わず片眉を上げた。

      「ワッパ、あの灯台は知ってる？」

      「蒼火の灯台か？ そりゃもちろん」

      　ソールが指差したのは、町外れの断崖に立つ古い灯台だ。他の灯台とは違い青い光を発するそれは、町の観光名所としても知られている。ワッパも妻と共に一度訪れたことがある。

      　案内してほしいというソールの頼みを引き受け、ワッパは灯台に続く坂道を登る。荷車も甲冑猪もいない身軽な状態なので、翅を広げて飛ぶだけなのは楽だった。ソールも軽やかな足取りで彼に続き、二人はさほど時間もかけずに海に面した崖の上にある灯台へとたどり着く。

      「ほら、着いたぞ」

      「中には入れるかな？」

      「灯台守が一人いるが……。今は寝てるんじゃないか？」

      　蒼火の灯台は若い少女の灯台守が一人で管理している。責任感もある優れた人物なのだが、生活習慣が昼夜逆転しているのが玉に瑕だ。観光目的の来客が事前にわかっていればそれに対応してくれるのだが、飛び入りでやってきた場合は無理だろう。

      　そんなことをワッパがソールに伝えると、彼は残念そうに肩を落とす。

      「何だってそんなに灯台が気になるんだ？」

      　ずいぶんと憔悴しょうすいするソールに疑問を覚えてワッパが首を傾げると、彼は言葉に迷いながら口を開く。

      「なんて言ったらいいかな。灯台の光が前に来た時と少し違ってるような気がしたんだよ」

      「はぁ？」

      　それを聞いてワッパは灯台の上部を見上げる。ガラス張りの灯室からは昼間でも青い光が漏れ出しているが、そこに違和感はない。いつもと同じ、少し変わった光だ。

      「あなたたち、何か用？」

      「おおっと」

      　二人で灯台を見上げていると、突然背後から声がかけられる。ワッパが驚いて振り返ると、そこには眠たげな目をした黒髪の少女が立っていた。彼女の顔に見覚えのあるワッパは、目を丸くして飛び上がる。

      「あ、あんた灯台守だよな？」

      「そうだけど」

      　声をかけてきたのは、この灯台を一人で管理する灯台守の少女ピピだった。てっきり寝ているものだと思っていたワッパだったが、ずいぶんと都合がいい。

      「コイツが突然ここの灯台を見たいって言い出してな。どうせ灯台守は寝てるだろうと思ったから、せめて外から見上げようとしてたんだ」

      　ワッパが簡単に事情を説明すると、ピピはなるほどとうなずく。

      「ちょうどよかったわね。バカ女……知り合いに叩き起こされて、こんな時間まで付き合わされてたのよ。軽い見学ならしてもいいわよ」

      「本当かい？ それはありがたい！」

      　感激してピピの両手を握るソール。突然男に手を握られたピピは、驚いて飛び退く。我に返ったソールが笑って謝り、さっそく灯台の中へと足を向けた。

      「ここが灯室で、これが光の源よ」

      　灯台内部の螺旋階段を登り、頂上へとやってきたワッパとソールはピピから説明を聞く。

      　蒼火の灯台で最大の特徴となっている青い光を放つ大きな台座が、そこにあった。太い鎖によって固定された巨大なランプのような風貌で、内部に青く燃え盛る炎が浮かんでいる。

      「これが蒼火の台座だね」

      「そうそう。よく知ってるわね」

      　名前を言い当てたソールに、ピピは少し嬉しそうに笑う。

      　一説には遺失古代技術ロストアーツのひとつともされる謎の装置で、その正体や内部構造はいまだに解明されていない。今ではただ強い光を放つもので、ピピの家が代々守り続けてきたものだ。

      「最近、この台座に何か変わったことはあったかな？」

      　窓の外に広がる見事な眺望を差し置いて、ソールはピピに問いを投げる。灯台守の少女は驚いた顔をして、ひとつ語り出した。

      「少し前に旅の女の子たちがやって来たわ。そのうちの一人がコレのことを何か知ってたみたいで、少し修理してくれたの」

      「修理？ 古代遺失技術を？」

      　ピピの言葉は少なからずソールに衝撃を与えたようだった。驚く青年に、ピピはうなずく。

      「彼女が言うには、これは古代遺失技術ではないらしいけど、似たようなものではあるって。よくわからないけど、私にとっては今まで通り光を発してくれるならそれでよかったから」

      　あまり詳しいことはわからない、とピピが謝る。

      「その女の子がどこに行ったのかはわかる？」

      「それならわかるわよ。あっちだから」

      　ピピはうなずき、窓の外を指差す。その先には泰然と広がる果てしない海があった。

      　真意を測りきれず首を傾げるソールに、ピピは言い直す。

      「この町から海に出てるのよ。カミシロっていう島に行ってるらしいわ」

      「カミシロ……」

      　少女の口から告げられた地名を、ソールは繰り返す。

      　カミシロは最近になって交流が始まった、未知の島国の名前だ。アルトレット以外の町にはまだその存在すら知られておらず、ソールもその情報はほとんど掴んでいない。

      「その子たちはいつ頃帰ってくるのかな？」

      「知らないわよ。まあ、近いうちだと思うけど」

      　ピピは肩をすくめる。彼女が今の時間まで連れ出されていたのも、カミシロに赴いた少女たちと少し関係がある様子だった。

      「たぶん帰ってくる時はカミシロの交易船に乗ってるから、すぐにわかると思うわよ」

      「そうか。……ありがとう、とても参考になったよ」

      「そう？」

      　いつもの観光客とは様子の異なるソールに首を傾げながらも、ピピは感謝を受け止める。案内料を支払いながら、ソールはふと思い出して顔を上げた。

      「大事なことを聞き忘れてた。その女の子たちのことは教えてもらっても？」

      「ええ。三人組の変わった旅人でね。武装神官の子と傭兵のお姉さんと――」

      　ピピはカミシロに旅立った三人の少女たちのことを詳しく話す。ソールはそれを聞き、しっかりと記憶する。

      　眼前に広がる穏やかな海を眺めて、その向こうにいるはずの少女に思いを馳せる。

      「ララ、ララか。――会うのが楽しみだな」

      　灯台から海を見晴らし、エルフの青年は不敵に笑う。未だ顔もわからない少女に会う時を予感して、期待に胸を膨らませる。

      
        

      

      　水平線の向こうからカミシロの交易船があらわれるのは、それから数日後のことだった。

      
        

      

      
        第六章　束の間の憩い

      

      　突き抜けるような空の下を、一隻の帆船が滑るように進んでいた。大きく広げた帆は全身に風を孕んで反り返り、屹立した船首から続く竜骨は濃紺の水面を割って白い波に裂いている。

      　甲板では黒く焼けた肌の水夫たちが忙しなく歩き回り、おのおのの受け持った仕事をこなしている。凪の海の中にゆったりと浮かぶ船の上でも、やるべき仕事が尽きることはない。水夫長の激しい叱咤を受けながら、休むことなく動き続けている。とはいえ、そんな男所帯の船の中に見目美しい乙女が三人もいるとなれば、水夫たちがチラチラと視線を動かし注意力が散漫になるのも仕方がないことだろう。モップで甲板を擦っていた水夫たちが、コソコソと小声で囁き合っている。

      「あの三人、またあそこで話してるよ」

      「ほんと、仲いいよなぁ」

      　彼らの視線の先で船縁に寄りかかって海を眺めているのは、異国の少女たちだ。まだ年若い三人だが、この船の船長も認める実力の持ち主だ。水夫たちは詳しいことを知らないが、風の噂ではカミシロの巫女とも親交を結んでいるらしい。

      　海図の隅にある小さな島、カミシロから出港して早数日、その間彼女たちは連日のように甲板の縁で会話に花を咲かせていた。

      「もうすぐアルトレットかしらね」

      　甲板の縁にもたれていた少女の一人が声を弾ませる。

      　彼女の名前はララ。三人の中で最も小柄で、丸みを帯びた童顔の愛らしい少女だ。

      　燦々さんさんと降り注ぐ陽光を浴びて白銀に輝く髪を肩口で揃え、猫のように好奇心旺盛な青い瞳を輝かせている。

      　彼女はひょんなことからこの剣と魔法の渦巻くファンタジーな世界に迷い込んだ、奇異な境遇の少女だ。元々の出身は超越した科学技術を有する星であり、そこで彼女は平凡な人生を謳歌おうかするただの一般人だった。そんな彼女がこの危険の多い世界でのんびりと生きていけるのは、ナノマシンという彼女の身体に宿った超科学の結晶によるものだ。

      『アルトレットと言いますと、大陸の端にある町ですね。ちょっとだけなら知ってますよ』

      　ララは胸の前に銀色の球状の金属を抱えており、それが唐突に声を発する。

      　このボールもまたララの故郷で発展した超科学の産物で、高度な人工知能を搭載していた。

      「白々しいわね。サクラの探査波のお陰で大変だったんだから」

      『ぐぅ、申し訳ありません……』

      　サクラと呼ばれた銀球は、ララの言葉にしゅんと項垂れる。

      　感情豊かなこのボールは彼女の相棒とも言える存在で、かつては宇宙船を制御するコアＡＩとしての役割を担っていた。その本体は今もカミシロの地中にあり、このボールは端末の一つに過ぎない。

      「まあ、そちらも解決したんですし、ララさんもあんまりいじめない方が」

      　まあまあと諫いさめるのは、ララの隣に立ったロミである。

      　キア・クルミナ教の武装神官である彼女は白いコートのような神官服を纏い、細い杖を大切そうに両手で握っている。緩くウェーブした長い金髪と、鳶色の瞳が特徴の優しげな雰囲気の少女だ。

      「む、ロミは優しいわね」

      　ララは唇を尖らせて、抱きかかえたサクラの天辺をコツコツと指の背で叩く。

      　サクラはボールの真ん中に付いたカメラアイをぐるぐると回して悲鳴を上げた。

      「ほら、そこのちびっ子。そろそろ港が見えるぞ」

      　少し離れたところから、長身の女がララたちへ声をかける。

      燃えるような長い赤髪が美しく、しなやかに引き締まった体つきをしている。身体の要所を金属の鎧で覆い、肉厚で幅広な大剣を佩いた歴戦の女傭兵である。

      　特徴的なのは、その右腕。肘から先は赤黒い細かな鱗に覆われた、禍々しい鬼のような腕になっている。

      「イールはなんでそんなに離れて立ってるの？」

      　ララは視線を向けて、首を傾げる。イールは琥珀色の目を細めて言った。

      「これくらい離れてないとうるさいからな」

      「むぅ、聞き捨てならないわね、それは！」

      　鼻を鳴らして言うイールに、ララは頬を膨らませる。イールはわざとらしく両手を耳に当ててそっぽを向いた。ララが彼女に近づいてぽかぽかと背中を叩くが、効いている様子はない。むしろもっと叩いてくれとマッサージを要求する始末である。

      「ララさんっ、サクラちゃん落としましたよ!?」

      『うえーん、ララ様ひどい！』

      　甲板に転がったサクラを拾い、ロミも二人のところへと駆け寄る。

      　ララ、ロミ、イールの三人は、共に旅をする仲間だった。

      「ほら、アルトレットの港だ」

      　ぽかぽかと腰を叩かれながら、イールが真っ直ぐ波の先を指さす。

      　波間に小さく黒い影が見え隠れした。

      「ほんとだ！ 懐かしいなぁ」

      「言ってもまだそんなにたってないだろ」

      「でも、なんだか安心しますよ」

      　彼女たちが話す間にも、船は順風満帆に進路を進む。

      　ぐんぐんと大きく鮮明になっていく港の影に、ララたちの興奮も高まっていく。

      「アルトレットに着いたら、塩の鱗亭に行かないとね」

      「シアさんとミルさんにも会いたいですもんね」

      「ミルはミオから料理教えて貰ってるんだったか。楽しみだな」

      　アルトレットで別れた友人たちに思いを馳せて、三人は心躍らせる。

      　期間を考えればイールの言ったとおりそれほど時間は開いていないのだが、それでも海という大きな壁を隔てていると何か気持ちも変わってくる。

      「三人とも、そろそろ港に着く。荷物の準備をしておいたほうがいいじゃろう」

      　そんな彼女たちのところへ、老人の声が降りかかる。

      ぱっと三人が振り向けば、白い顎髭を伸ばした着物姿の男が立っていた。

      　彼の名はガモン。この船の長を務め、カミシロとアルトレットの交易路をつなぐ商人だ。アルトレットで彼女たちと出会った彼は三人をカミシロまで案内した。今回、カミシロから帰る手筈を整えたのも彼だった。

      「そうね。それじゃあ客室に戻ろっか」

      　ララはガモンの言葉にうなずき、三人に促す。

      「ありがとう、船長。帰りも送ってくれて」

      「ふはは。行きを乗せたのなら帰りも乗せるのが道理というものじゃよ」

      　丁寧に頭を下げるララに、ガモンは快活に笑う。老齢を感じさせない、朗々とした声だ。

      「じゃから、そう気にする必要はない。そら、早う行け」

      「ええ、ありがとう。じゃ行ってくるわ」

      　ひらひらと手を振って、ガモンは彼女たちを行かせる。

      　パタパタと駆けて船室へと降りていくその背中を眺め、彼はうんうんとうなずいた。

      　女傭兵に、キア・クルミナ教の武装神官、そして謎めいた少女。一見するとちぐはぐな取り合わせの三人だが、見ているうちにそれらががっちりと噛み合った歯車のように互いを支え合っていることがわかる。

      「よい仲間じゃなぁ」

      　長い髭をさらりと撫でて呟いたガモンの言葉は、潮風に溶けて消えた。

      「海竜だ！ 海竜の魚影だ！」

      　その時、突如として見張り台から銅鑼のような声が響く。

      　のどかな空気が破られ、騒然とする。甲板を歩いていた男たちは表情を一変させ、手すりから身を乗り出して下を見る。波の揺れる海面に指を指し、あそこだどこだとおのおのが叫ぶ。

      「あそこだ！ 右舷後方！」

      「見つけた！ ありゃかなりでかいぞっ」

      　船のたてる波に隠れるようにして黒い影がしっかりと併走していた。

      　甲板は蜂の巣をつついたように騒乱の渦が入り乱れる。

      「なんでこんな浅瀬に海竜がいやがる!?」

      「うるせえ、今は武器を用意しろ！」

      　男たちは銛を集め、応戦準備を整える。だが、海面に映る影は船に匹敵するほどに巨大で、とうてい貧弱な銛程度では相手にできそうにない。どうにか振り払えないかと操舵輪を回すが、完璧に補足されているらしくぴったりと船の側面に位置を固定している。

      「ぬぅ、あともう少しで港だと言うのに」

      　ガモンは黒影を睨み、苛立たしげに言う。

      　港を眼前に捕らえ、あと数刻もしないうちに着岸できる海域。そもそも、このような浅瀬に海竜のように図体の大きな水棲魔獣があらわれることなど普通は考えられない。それだけに手練の水夫たちも油断しきっていた。

      「お困りかしら？」

      　そこへ、声が掛かる。

      「ララ殿!? イール殿に、ロミ殿も……。しかし、いくらお主らでもアレは……」

      　立っていたのは、三人の見目美しい少女たち。

      　彼女たちは準備も万端な様子で、口元に薄く笑みを浮かべている。

      　ロミは白杖を持ち、イールは肉厚な剣を佩いている。そしてララは短い銀の棒を腰のベルトから取り、青い瞳をキラキラと輝かせていた。

      「んー、まあちょっと大きいけど、行きと大体同じだろ」

      「やってやれないことはないと思いますよ」

      　ロミとイールが顔を見合わせて言う。

      　そこにいっさいの油断はなく、ただ淡々と己の技量を分析しての発言だった。

      「ま、船長は大船に乗った気持ちでいたらいいのよ」

      　そう言って、ララは軽やかに杖を振る。銀が煌きらめき、風を裂く。

      「『戦闘形態起動バトルアクション』」

      　彼女の声に呼応して、杖は青白く発光する。

      　硬質な金属の擦れる駆動音と共に形状を変化させる。

      　延伸し、展開し、固定する。

      「よし、ちょっと行ってくる」

      　たん、と彼女が石突きで甲板を突く。

      　彼女が手に持っていた杖は、背丈ほどもある巨大な白銀のハルバードに変わっていた。

      
        

      

      「錨を降ろせ！」

      「帆を畳めぃ！」

      　男たちの檄が飛び交う中、船はゆっくりと入港する。

      　カミシロと辺境の町アルトレットの間に航路が結ばれてまだ日が浅い。外海の荒波に耐える太い竜骨と立派な帆を備えたカミシロの交易船はもの珍しく、埠頭ふとうには漁師や商人が詰めかけていた。

      「んー、久しぶりねぇ」

      「明るい髪色の人たちを見るとちょっと懐かしいですね」

      　甲板の上から港を眺め、ララが言う。

      　カミシロでは落ち着いた色合いの髪が多かったため、金髪や赤髪は珍しかった。

      　ロミは毛先を指に絡ませて笑う。彼女の波うつ長い髪は艶やかな金に輝いている。

      「おーい、そこの二人。商談も纏まったぞ」

      　そこへ、げっそりとした様子のイールが紙束をひらひらと振りながらやって来る。彼女の背後には、妙につやつやとしたガモンがいる。二人の表情を見比べれば、どのような交渉が行われたのかは容易に察することができた。

      「あ、イール。おつかれさま」

      「ほんとだよまったく。なんであたしが……」

      　労うララを半目で見つつ、イールは彼女に紙を手渡す。

      　そこに書かれていたのは、箇条書きに並んだ品目と金額、そしてそれらすべての合計だった。

      「わ、またけっこう纏まったお金になりましたね」

      「ひとまずそれは最低金額だとよ。あとはギルドの魔獣鑑定士に査定して貰って、上乗せしてくれるらしい」

      　ララの肩口にのぞき込んだロミが驚きの声を上げる。

      　紙上に連なるのは、魔獣の部位だ。つい先ほどララがハルバードを眉間に叩き込んで討伐した巨大海竜である。

      「アレ、けっこういい値段するのね」

      　往路で釣り上げた蒼鱗鮫以上かしら？ と首を傾げてララは船尾の方を見やる。

      　太いロープが縁につながれ、それは真っ直ぐ海面へと続く。その先は生気を失い白濁した目をした海竜の首につながっている。今回の海竜は体格が大きすぎたため甲板に上げることができず、こうしてロープを渡して引いているのだ。

      「あの大きさはなかなか見ないからな。もうあんまり金には困ってないんだが……」

      「でもあるに越したことはないですよ」

      「換金するにしても、荷物が増えるのはあんまりいいことじゃないんだがなぁ」

      　海竜を討伐して得た金額は船の護衛料なども含まれて、最低確約済みのものでもそれなりだ。

      　銀行口座やクレジットカードのような便利なものも存在しないこの世界で金を持ち運ぶのは、思った以上に骨が折れる。証券といったものを使う取引も、まだ大衆の間で馴染んでいるとは言い難い。

      「最悪、素材で貰うっていうのは……」

      「そうか。それでなんか武器とか防具でも作って貰うのもいいかもしれないな」

      　金の扱いに困るという贅沢な悩みに苛まれる三人を乗せて、船はゆっくりと着岸する。

      　すぐさま錨が降ろされ、櫓やぐらがかけられる。

      　待ち構えていた水夫たちが台車を転がして船倉に積まれた交易品の数々を運び出し始めた。

      「三人とも、長旅ご苦労じゃったな」

      　三人の元へ、ガモンがやって来て労う。ララたちはとんでもないと両手を振って、彼に感謝の意を示した。

      「船長のお陰で無事にアルトレットまで帰って来れたのよ。感謝してるわ」

      「そうですねぇ。カミシロのお料理とか、いろいろやり残したことはありますけど」

      「ふはは。そうかそうか。無事に航海が終わったのはララ殿らの尽力もあるが、ひとまず感謝は受け取っておこう。また、カミシロにも来てくれ」

      「ええ、必ず」

      　ガモンが皺の刻まれた大きな手を差し出す。ララたちは完爾かんじとした笑みを浮かべ、順に手を交わした。

      「イール殿、商談の詳細はまた後日。鑑定士が来てからにしよう」

      「わかった。あたしたちはたぶん、塩の鱗亭に泊まってると思う」

      　最後にそんな約束を交わし、三人はガモンと別れる。甲板から見送る老爺を振り返りながら、彼女たちは櫓へと渡り、ついに大陸の大地を踏みしめた。

      「帰ってきたわね。懐かしい」

      「この地面がまだ揺れてるような感覚も……」

      　固い大地を踏みしめて、感慨深そうにララが呟く。その隣では青い顔をしたロミがうなずいていた。

      「それじゃあとりあえず、塩の鱗亭に行くか」

      　イールの声に二人も賛同し、彼女たちは港を出る。海沿いの道を進み、少しすれば、懐かしい小さな宿が見える。

      「変わってないわねぇ」

      「そりゃ、一月くらいしかたってないからな」

      　神妙な顔で言うララに、イールが苦笑しながら突っ込む。

      　いろいろありすぎて感覚が麻痺しているが、実際のところ彼女たちがカミシロで過ごした時間はそう長くない。

      　それでも懐かしさは拭えず、ララは扉の前で少し躊躇する。

      「よし、行くわよ」

      　ぎゅっと拳を作り、ララはうなずく。そうして、控えめに戸を叩き、ゆっくりと扉を開けた。

      「いらっしゃいませ！ ようこそ塩の鱗て、い……へ……!?」

      　店の奥から元気な声が響き、尻すぼみに途切れる。「うわ、え？ あわわ」と混乱するような小さな声がした後、猛烈な勢いで足音が奥へと消えていく。

      「えーっと……」

      「とりあえず、中に入ろう」

      　唖然として立ちすくむララの背中をイールがそっと押す。

      　三人が入った塩の鱗亭の一階は、彼女らの記憶とまるきり変わっていた。

      　蜜蝋の蝋燭から放たれる柔らかな光に照らされた広い部屋には、いくつかの大きな丸テーブルの椅子が置かれている。カウンターは半分に区切られ、奥には厨房も見える。

      彼女たちが以前訪れた時には、このような設備はなかったはずである。

      　三人が変わりきった内装に驚いていると、建物の奥から慌ただしい足音が近づいてきた。

      「ララちゃん、イールちゃん、ロミちゃん!? 久しぶりじゃない！」

      　店の奥から驚きの色を乗せて声が響く。

      　その少し大人びた声は、彼女たちもよく知っている。

      「シア、久しぶりね」

      　ララがふっと表情を崩す。声の主、シアもまた長い青髪を揺らして瞳を細めた。

      　彼女は宿の制服らしい、落ち着いた色合いの服を纏っていた。

      「宿もずいぶん変わってるみたいだな」

      「そうなのよ。なんだかんだでミオちゃんがこっちで本格的にお店を開いて、それを機にいろいろ改装したの」

      　部屋を見渡しながらイールが言うと、シアは自慢げにうなずいた。

      　ララたちが海へと飛び出してから、こちらでもいろいろと進展があったようだ。

      「ミルさんも、お久しぶりです」

      「お、お久しぶりですっ」

      　ロミが声を掛けると、シアの背中から覗いていた白い兎の耳がぴょこんと揺れる。恥ずかしそうにゆっくりと顔を出し、白いふんわりとした髪の少女はにへら、と破顔する。

      　シアと揃いの制服を纏ったこの彼女こそ、この宿の幼き店主であるミルだった。

      「さ、先ほどは変な声を出してしまって、ごめんなさいです」

      　ミルは恥ずかしそうにぴこぴこと長い耳を動かす。そのなんとも庇護欲を誘うその愛らしい姿に、ロミとララは思わず表情を緩めた。

      「それにしても、突然帰ってきたわねぇ」

      「まあ知らせる方法もなかったしね。案外早く用事も片付いちゃって。……あ」

      　シアと話しながら、ララは何かを思い出したように口を開く。周囲の人たちが不思議そうに首を傾げる中、ララは宿の扉へと駆け寄った。

      『ララ様～！ もしやもしや、私のこと忘れてませんでしたか!?』

      「そそそ、そんなわけないじゃない！ 見張りありがとうすごく助かったわ！」

      　扉を開けると、地面にはふて腐れたように転がるボールが一つ。じっと見つめるカメラアイに、ララは目を泳がせる。サクラはララの指示で海竜の周囲を見張っていた。それなのに気づけば主人たちはどこかに消え、慌ててララの痕跡を追って来たのだ。

      「あら可愛い。あの子もお友達？」

      「まあ、そうだな。ララの使い魔的な感じなのか？」

      「見たところそんな印象ですよね。わたしも詳しいことはあんまり知りませんが」

      　初めてサクラを目にするシアが声を上げる。丸い銀色のボディに、彼女は愛らしさを覚えたようだ。

      　浮気がばれた軟派男のような言い訳を展開しているララを見ながら、四人は再会の喜びを分かち合う。

      「それにしても、元気でやってるようで安心したよ」

      「こっちもね。いろいろあったみたいだけど、無事に帰ってきてくれてよかったわ」

      「ミルさんは料理も上手になりましたか？」

      「ちょ、ちょっとだけ……」

      「とりあえず、今日はここに泊まるの？」

      「そうだな。その予定だよ」

      「それじゃあ今夜はご馳走ね！ ミオは今買い出しに行ってるからいないけど、帰ってきたら伝えなきゃ」

      「とりあえず部屋に荷物を置いたら、風呂に入ろうか」

      「いいですね。旅の疲れを落としたいです」

      　彼女たちはカウンターへと場所を移動し、さらに会話を広げる。

      　イールが帳簿に名前を書き、ひとまず一泊分の料金を支払った。

      「これからまたちょっと用事があって、数日は泊まると思う」

      「是非是非。大歓迎よ。ちょっとはお客さんも増えたけど、ほとんどこの町の人だし」

      「そこの人たちもうちょっと私に関心を向けてくれないかな!?」

      　自分そっちのけで楽しそうに談笑する彼女たちに、感極まってララが叫ぶ。

      「しかしララ、サクラの相手はララにしかできないぞ」

      「人には適材適所というものがあってですね」

      『ララ様！ まだお話は終わってませんよ！』

      　しかしそれらは白々しく一蹴され、またサクラに詰め寄られる結果になる。

      「もう勘弁してよぉ！」

      　ララは迫り来るサクラを両手で押さえて天を仰いだ。

      「ふふっ。とりあえずお風呂でも入って体を休めてきたら？ 船旅だと潮風でベタついてるでしょ」

      　苦笑するシアに促され、ララは素早く走り出す。サクラが『まだ話は終わってませんよ！』と叫んでいるが、お構いなしだ。イールとロミの二人も、久しぶりの湯船を求めて風呂場へと向かった。

      「やっぱり船旅の後のお風呂は気持ちいいわね」

      　『塩の鱗亭』自慢の大きな湯船に浸かり、髪の水滴をタオルに吸わせながら、ララはしみじみと言う。

      　カミシロでも気持ちのいい風呂を楽しむことができたが、さすがに船上ではそうもいかない。水で濡らした布で軽く体を拭うか、ロミに浄化の魔法を使ってもらうくらいしか汚れを落とす手段がない。前者はさっぱりした気分になりきれず、後者は全身をくすぐられるような感触があるため、どちらもあまり気の進まないものだった。

      「しばらく入れませんでしたからね。久しぶりにおっきな湯船に浸かると心まで洗われますよ」

      　いつもの神官服を脱いで、湯上がりのラフな格好になったロミもうんうんとうなずく。浄化の魔法の欠点として、彼女の魔力を消費してしまうというものもある。休めば回復するものとはいえ、そう頻繁に使えるものではなかった。

      「こっちの宿は客足も伸びてるみたいだな。繁盛してるなら何よりだ」

      　体を洗っていたイールが桶の水で泡を流しながら言う。ララたちがカミシロへたった後、『塩の鱗亭』も一念発起しさまざまな改善策を講じたようだ。ミル一人では人手が足りないため、シアも本格的に従業員として手伝ったのだろう。ララは宿に入った時の見違えた姿を思い出し、思わず口元を緩める。

      以前の吹けば飛びそうなボロボロ具合はすっかり変わり、浴場も石鹸や木桶などが一新されている。そんな改善ができるほどの余裕が出てきたのが、一番の成果だろう。

      
        

      

      　風呂で旅の疲れを十分に癒やした三人はそのまま食堂へと向かう。廊下の先にある扉を開けて中に入ると、醤油と出汁のよい香りが鼻先をくすぐった。

      「この匂いも懐かしく感じるようになったな」

      　カミシロでは毎日のように感じていたそれらの香りに、イールが感慨深く言う。他の二人もすでにおなかを押さえ、きゅぅ、と腹の虫を鳴かせていた。疲れが抜け、気持ちが落ち着けば、空腹に気づく。三人は何か食べようと考えを一致させた。

      「ララさん、イールさん、ロミさん。お久しぶりです」

      　彼女たちが扉の前で立っていると、厨房の方からそんな声が聞こえる。三人が視線を向けると、そこには白い割烹着姿の儚はかなげな美女が微笑を浮かべて立っていた。その濡れたような黒髪は辺境のものではない。彼女はカミシロからはるばるやって来た異国の料理人だった。

      「ミオ！ 久しぶりね」

      「そういえば、もう完全にこっちに店を移したんだってな」

      「はい。ミルさんにお料理を教えている間に、だんだんと成り行きで」

      　そう言ってミオは以前と何ら変わらない優しい笑みを浮かべる。

      　以前の彼女はアルトレットの港近くにある路地裏で小さな店を開いていた。その後、紆余曲折あってこの宿の主であるミルに料理を教えることとなり、そのままこの宿へと店ごと移り住んだ。

      「路地裏のお店も気に入っていたんですが、こちらの方がお客さんは多くって。ふだんはアルトレットでもありふれた料理を作っているんですが、たまにカミシロ料理の注文も入るんですよ」

      「それじゃあ、カミシロ料理も少しずつこの町の人たちに認められてきたってことですよね」

      「そういうことだと、すごくうれしいですね」

      　感激して言うロミに、ミオは恥ずかしそうにうなずいた。

      「とりあえず、お好きな席に。今日は特別腕によりをかけてご馳走しますよ！」

      「やった！ 船旅は楽しいけど、やっぱり料理だけは陸地よりも質素になっちゃうものね」

      「そうでなくても、今は腹がへってしょうがない」

      「うふふ。それじゃ、しばらくお待ちください」

      　口々に空腹を訴える彼女たちに思わず口元を隠し、ミオは厨房へと引っ込む。入れ替わりにやって来たのは、制服を脱いでゆったりとしたいつもの服装に替わったシアである。

      「三人ともお風呂楽しんだみたいね」

      「ええ。やっぱりこの宿のお風呂はいいわね」

      「そう言ってくれると、毎日掃除してる甲斐があるってもんね」

      　宿の目玉でもある風呂の清掃はミルとシアが手分けして行っているらしく、シアは安心したように息をついた。

      「制服脱いじゃったみたいですけど、もう営業は終わりなんですか？」

      「今日は上手く他のお客さんもいないしね。せっかく三人が帰ってきたんだから、盛大にお祝いしなきゃ」

      　怪訝な顔でたずねるロミに、シアは茶目っ気の溢れる青い瞳でウインクして明るい笑みを浮かべた。

      「三人には成長したミルの料理も食べて貰わないといけないしね」

      「そうか。今日の夕飯はミルも作るんだな」

      「あれでも今まで猛特訓してたのよ。ミオが一から丁寧に教えてあげて、あの子もずいぶん成長したわ」

      「ほうほう。それは楽しみね！」

      　その間にはいろいろとあったようで、シアは遠い目をして言う。

      　ララが期待に胸を膨らませて厨房に視線を送っていると、ほどなくして扉が開く。

      　お盆を携えるのは割烹着姿のミオと、そして緊張気味のミルだ。

      「お、お待たせしました」

      　ミルはお盆をひっくり返さないように慎重に、緊張しながらゆっくりと歩く。その後ろからミオが親のように見守りながら付いてくる。まるで親子のようなその微笑ましい光景に、自然と三人の表情も緩む。

      「ウォーキングフィッシュのお煮付けです。お口に合うといいんですが……」

      　不安げな様子で、ミルが皿を並べていく。

      　メインディッシュはもはや懐かしい、ウォーキングフィッシュの煮付けだった。丁寧に味を付けられたそれは飴色で、深い醤油の香りがあった。皮目には十字の切れ込みが入り、そっと添えられた針生姜もよく香る。ものは辺境でよく食べられる魔獣のウォーキングフィッシュそのものだったが、調理法はカミシロの伝統的なものである。

      「これ、ミルが作ったの？」

      「はい。ミオさんにたくさん教えて貰いましたが……」

      「とっても美味しそうですよ！」

      「ああ。カミシロ料理っぽいが、あっちではこの魚はいないみたいだからな。どんな味か楽しみだ」

      　三人の期待に満ちた声に、ミルはウサギ耳をぴこぴこと耳を動かし、恥ずかしそうに唸った。

      　煮付けと共に並べられるのはつやつやに炊かれたご飯と、根菜の味噌汁、赤色の美しい漬物、胡麻和えの小鉢と、調和の取れた品々である。

      「それじゃ、実食といきましょうか」

      「うぅ、なんだかすごく緊張しますね……」

      　ぴこぴこと恥ずかしそうに耳を揺らすミルに見られながら、ララたちは食器を手に取る。

      　ララが箸でそっと薄く色付いた身を割ると、ほわりと白い湯気が立つ。鼻先をくすぐる豊かな香りに、彼女は思わず目を細めた。

      「ふわぁ……」

      　柔らかな身は簡単に解ほぐれ、綿のような白い内側をさらけ出す。ほわりとやさしい醤油の香りが立ち上がり、ララは思わず喉を鳴らす。箸を繰り、口に運べば、どこか懐かしさを憶える深い味わいに満たされる。

      「美味しい！」

      　自然、彼女たちの顔は蕩とろけるような笑みを浮かべていた。

      「あわ、ありがとうございます」

      　より一層ぴこぴこと耳を振り、顔を真っ赤にさせたミルが頭を下げる。

      　ミオの教え方がよいのか、彼女は以前が嘘のように料理の腕を上達させていた。

      「ウォーキングフィッシュと醤油って、こんなに相性がよかったのね」

      　食べ進めながら、ララが驚いたように言う。

      「そうですね。私もびっくりしました」

      　それにうなずくのは、カミシロ出身のミオである。

      彼女の故郷では獲れないウォーキングフィッシュと彼女の故郷の特産品である醤油は、驚くほどの親和性を見せた。

      「ミオも、よくレシピをミルに教えたよな」

      　一応料理人としては秘匿するべきなのでは、とイールがたずねる。しかしミオは眉尻を提げ、首を振る。

      「確かに無闇矢鱈と教えられるものではないです。けれど、私はカミシロの料理を大陸にも広めたいので」

      「そういえば、そんなことも言ってたか」

      　イールは以前彼女と会ったときのことを思い出してうなずく。

      「ええ。ですからこうやって、ミルちゃんがカミシロ料理の知識を得て、その技術を使ってくれるのはすごくうれしいんですよ。私みたいなカミシロ人には思いつかないような、斬新な発想もありましたし」

      　そう話すミオの表情は明るく、楽しげだ。イールはそれなら安心だと胸をなで下ろした。

      「でも、穴掘り魚の煮凝りでゼリーを作ろうとしたのは勘弁ね」

      　そこへ遠い目をしたシアが割り込む。

      　穴掘り魚というのはアルトレット近辺で豊富に採れる細長い魚である。切って煮込むととろりとした煮凝りが出て、冷やすとぷるんと固まる。数は多いが、泥臭くてあまり人気はない。

      「わわ、あれはもう忘れてください！ ちょっとした気の迷いというか……」

      「真剣にジャムとか蜂蜜とか果物とか選んでたじゃないの」

      「あぅぅぅ……」

      　羞恥に顔を真っ赤にして反論するミルだったが、シアに一蹴されてあえなく撃沈してしまう。シアの英才教育があってなお、彼女の独特なセンスは健在らしかった。

      「それで、しばらくはここにいるの？ それともすぐに出発する？」

      　話題を変えて、シアがたずねる。

      「とりあえず、一つ用事が残ってるな」

      「道中に釣り上げた魔獣を鑑定士の人に査定して貰うの。それで代金受け取らないとね」

      　海竜の代金を受け取った際には、持ち運びが容易になるように換金しなければならない。ふだんなら宝石類などに変えてしまうところだが、金額が金額である。

      「武器か防具を一新してもいいなって話も出てるのよ」

      「武器と防具ね……。アルトレットじゃあんまり有名な鍛冶屋もないんじゃない？」

      「行くならやっぱりハギルなんでしょうか」

      　ハギル山脈の麓に広がる鍛冶師の町アルディバは、ドワーフを初めとした名高い鍛冶師たちがいくつも工房を構えている。よい武器や防具を揃えたいならば、まず真っ先に思いつく場所である。

      「それなんだが、今回は魔獣の素材の方が多いからな。妖精鍛冶師に任せたいと思ってるんだ」

      「妖精鍛冶師？」

      　しかし、イールの口から飛び出したのはララの知らない名前だった。ミルとミオも知らないらしく、きょとんとして首を傾げる。ロミとシアは知っているのか、その手があったかとうなずいていた。

      「ま、名前の通り妖精の鍛冶師さ」

      「妖精っていうと、ミルトみたいな？」

      　ララが出したのは、アルトレットで蜂蜜専門店を開いている妖精の少女である。

      　アルトレットの近郊には妖精の集落があり、そこから彼女たちは出稼ぎにやって来ている。そのため、この町ではそれほど珍しい存在ではなかった。しかし、そんな彼女にイールは首を横に振って答える。

      「妖精と言えばまああっちなんだが、鍛冶師となったらまた違うんだ。種族の名前はレプラコーンって言って、魔獣素材の扱いに精通した生粋の職人さ」

      「でも、レプラコーンはあんまり他種族と関わりを持たないわよね」

      「エルフほど隔絶しているわけではないですが、それでも基本的には森の奥の隠れ里で一生を過ごす排他的な種族として有名ですね」

      　知っている二人が、イールの説明に補足する。

      　詰まるところ、レプラコーンとは人嫌いで職人肌な種族なのである。

      「そんな一見さんお断りっぽい人たちに、どうやって会うの？」

      　当然の疑問を口にして、ララが首を傾げる。イールは任せろとばかりに胸を叩き、得意げに口角を上げた。

      「傭兵は情報が命だからな。妖精鍛冶師と会えそうな話を掴んでる」

      　イールいわく、妖精鍛治師の一団が遍歴職人として各地を回ることがあるようだった。彼女はそれを傭兵ギルドで耳にした。なんとも幸運なことに、とある妖精鍛治師が近くアルトレットの側までやって来るという。

      「その話、信用できるの？」

      　眉唾な顔をするララ。たとえその職人団にコンタクトが取れたとしても、取引ができるとは限らない。そう彼女が主張するも、イールは食い下がる。

      「別に用事があるわけでもない。とりあえず信じて動いてみてもいいじゃないか」

      「まあ、それはそうだけどさぁ」

      　イールもララも自由な旅の身分である。時間だけはいくらでもあると言われてしまえばうなずくほかない。それに、ララもまたまだ見ぬ不思議な種族に興味を引かれていた。

      「あ、そうだ。ロッドは元気か？」

      　さらに話題を変えて、イールは愛馬の名前を出した。ララたちが海に出ている間、船に乗せられないイールの愛馬はここの厩舎で面倒を見てもらっていた。

      「はい。大人しくてとってもいい子ですよ。私の言うことも素直に聞いてくれて。元気もいっぱいです」

      「そうか。ありがとう。世話を押し付けちまって」

      「いいんですよ。ロッドちゃんのお世話は楽しかったですし」

      　安心したように肩の力を抜き、イールが礼を言う。

      「あの子もいい子よね。大人しいし、賢いし」

      「ああ、いい馬だよ。あたしもあいつがいないと旅ができない」

      「いっぱい荷物持ってくれて、頼れる子よね」

      　なんだかんだでロッドはララやロミを抑えて最もイールと付き合いが長い。いつも彼女の荷物を背負って運び、たとえ魔獣が襲ってきても冷静で取り乱さない。その存在は、彼女たちの旅の中でも決して小さくはない。ロッドも大切な旅の相棒である。

      「落ち着いたら果物でも買っていってやろうか」

      「いいわね。私も一緒に行くわ」

      「それならわたしも」

      　時間的にもう眠っている頃だろうと判断して、イールたちは明日にでも会いに行こうと話を付けた。

      「というか、もうこんな時間か」

      　窓の外に広がる海を見てイールが言う。

      　すでに太陽は沈み、黒々としたインクのような海原が月明かりに照らされている。

      　ずいぶんと長い間、話し込んでいたようだった。

      「それじゃ、私たちは部屋に戻りましょうか」

      「そうだな。あ、でもララは今日の鍛錬がまだだったな」

      「うえええ……!?」

      　イールに視線を向けられて、ララが情けない声を上げる。イールはテーブルに立てかけていた大剣を掴んで立ち上がる。そうして、逃走を図るララの襟首を掴むと、そのまま外に向かう。

      「新しいタオルも用意しとかないとですね」

      「お風呂もあるから。しっかり汗流してきなさい」

      　ロミとシアに外堀を埋められ、逃げ道はもはやなかった。にっこりと今日一番のよい笑顔を浮かべるイールに、ララは観念した。

      「よろしくお願いします」

      「ああ。船の上じゃああんまりできなかったからな。勘を取り戻していかないと」

      　夜も更けているというのに、イールの鬼教官っぷりは衰える様子も見せない。これは今日は失神コースかな、とララは虚ろな瞳で考えた。ナノマシンのおかげでかなり武芸も上達した彼女だが、そのせいで最近はナノマシンによるアシストが禁止されてしまった。そうなれば、残るのは非力な少女だけである。それでも教官は容赦なく剣を叩き込んでくるのだから恐ろしい。

      「……そういえば」

      　現実から逃れるように、ぽつりとララが呟く。

      「どうした？」

      　イールが振り返り、首を傾げる。

      「ロッドって、雌だったのね」

      「……今頃か」

      
        

      

      　翌朝、朝の修練を終えたララとイールは寝ぼけ眼のロミを連れて、宿の食堂で朝食を取っていた。

      　アルトレットの海産物をふんだんに使って、シアが手ずから用意した朝食だ。そのあまりのおいしさにララが三杯目のご飯をお代わりしようと椅子から腰を上げたとき、宿の扉がノックされた。

      　全員の視線が集まる中、扉がゆっくりと開き、よく見知った老人があらわれる。

      「ガモン船長！ おはよー」

      「うむ。おはよう」

      　驚いたようにララが声を上げると、ガモンもうなずいて答える。

      　彼は渋い深緑の着物に墨色の袴という装いで、いつものように豊かな白い髭を撫でていた。

      「まさか船長が来るなんて。びっくりしたわ」

      　厨房の側に置かれたお櫃ひつからご飯を装よそいながらララが言う。

      「海竜の査定の件でな。ギルドで鑑定士を手配できたから、早めにやってしまおうと思ったのじゃ」

      「ああ。生ものは早くしないと劣化するからなぁ」

      　ガモンの説明に、イールは納得してうなずく。

      　生物全般、特に海洋に住む海竜は腐敗が進むのも早い。当然、腐敗してしまえば査定額は目減りする。腐っても竜種であるため腐敗には強い方ではあるが、早くできるならしない手はないだろう。

      「そういうわけじゃ。まあ、ゆっくり食べてからでよいぞ」

      　ガモンは山盛りにご飯を装ったララの茶碗を見て苦笑しながら言った。

      「そういえば、船長はミオがこっちに移ったことは知ってるのか？」

      　ララが朝食を摂っている間、イールがガモンに話を振る。ガモンはうなずき、厨房の方へと視線をやった。

      「昨日、アルトレットの友人から聞いた。あの店がなくなるのはちと寂しいが、ここで元気にやっておるならそれでいい。またたまに一杯引っかけに来るつもりじゃよ」

      　奥の厨房で忙しくしているミオは、彼が来ていることにも気が付かないだろう。

      　しかし、ガモンにとっても、異国の地で故郷の味を出している料理人の存在はありがたいはずだった。

      「はい。ごちそうさま！」

      　そうこうしているうちに、ララがぱちんと手を合わせて食事を終える。

      　結局、山盛りのご飯を茶碗に四杯とお味噌汁、漬物を平らげた。

      　相変わらずの健啖振りは見ていて気持ちのよいものがある。

      「それじゃああたしたちは荷物を準備してくるよ」

      「うむ。それほど急がずともよいからの」

      　穏やかな顔で気遣う老紳士にうなずいて、イールたちは一度部屋に戻る。三人が手早く荷物を持って食堂に戻ると、ガモンはシアに出されたお茶を飲んでいた。

      「お待たせ！ 準備できたわ」

      「……はっ！ ちょっと目が覚めてきました」

      　ぱちぱちと瞬きするロミには声をかけず、ガモンがうなずく。

      「では、港へ行こうかの」

      　海竜の査定は港で行われる。ギルドの鑑定人がその場で値段を付け、ララたちがガモンに売却する。その後すぐにガモンは港の市場に売りに出し、競りが始まる算段になっているのだという。

      「あれ？ ガモン船長がなぜこちらに？」

      「この寝ぼすけ、やっと目が覚めたわね」

      　きょとんとして首を傾げるロミに、ララが目を三角にして言う。昨日討伐した海竜の素材を競売にかけるのだと説明すれば、彼女も得心がいったらしい。しかし、彼女はすぐさま申し訳なさそうに眉を下げる。

      「ごめんなさい。わたし、今日は神殿に行かないと……」

      「そういえばロミって神官だったわね」

      　ララの言葉に、ロミはむぅ、と頬を膨らませる。

      「いつも神官服着てるじゃないですかぁ。――カミシロには神殿がなかったから、出番もありませんでしたけど」

      　苦言を呈するロミに、ララは少し笑いながら謝罪する。

      「じゃあ、私とイールで立ち会いましょうか」

      「そうだな。仕方ないか」

      　イールも納得し、方針が定まる。

      　武装神官という立場上、ロミはできるだけ早く神殿に立ち寄らなければならないのだ。

      「それじゃ、行ってくるわ」

      「ええ。気をつけてね」

      「行ってらっしゃいです！」

      　シアとロミに見送られ、二人はガモンの後を付いて宿を出る。

      　今日も青空の澄み渡るよい晴天である。

      「さてさて、あの海竜はどれくらいの値段になるかしら」

      　道すがら、ララは期待に胸を膨らませる。

      「竜種はどれもよい魔法素材になるからな。あれだけでも一財産築けそうだ」

      「でも、竜は竜でもリザード種の方が近そうよ？」

      　一口に竜といっても、その内訳はさまざまだ。過去に分岐した近縁種である蜥蜴とかげに似たリザード種なども、場合によっては竜と一括りにされることもある。本物の〝龍〟という意味では、そう簡単にお目にかかれるような存在ではない。そこまで行くと、もはや伝説上で語られるのみである。

      「あの海竜の革でバッグとか作れるのかしら？」

      「いったいいくらするんだよ、その超高級バッグは」

      　ガモンの背中を追いながら、ララたちはとりとめもない会話に花を咲かせる。

      　アルトレットの町は朝が早く、この時間でもそれなりに多く人とすれ違う。彼らの多くは珍しい身なりをしたガモンに驚き、続いてララとイールに気づいて首を傾げる。片腕に大きな籠手を着けた女傭兵と子供のような少女の組み合わせも人目を引くものだ。

      「漁師っぽい人も多いけど、一番多いのは商人かしら」

      「やっぱり競りが目当てかね」

      　通行人の中で目立つのは、期待に目を光らせながら何かの目録を見ている商人風の出で立ちの人々である。彼らもララたちと同じ方向へ向かっており、恐らくは競りに参加するのだろう。

      「リザード種というかマリンリザードなら駆除依頼もあるからいっぱい流通してるんでしょうけど。やっぱりあれだけ大きいと需要も大きそうね」

      「他にも、カミシロからの交易品を狙ってるやつらも多そうだな」

      　カミシロから運ばれてくる品は、米や醤油、味噌の他、珍しい織物や陶器、銀などである。食料類はその大半がアルトレットで消費されるが、織物などのカミシロの特産品は交易船から行商人へと渡り、辺境の大都市へと運ばれる。今はまだ知名度が低く流通量も少ないが、その鮮やかな風合いの独特な模様をした品々は、確かに上流階級を中心に人気を集めているらしい。

      　昨日、堂々とカミシロの交易船が港に入ってきたということもあり、注目度は高い。

      「あ、そうだ。船長、ちょっと頼みがあるんだが」

      　イールが少し先を歩くガモンに声をかける。ガモンが立ち止まり、振り返る。

      「今回の海竜、素材を少し分けてくれないか？ それを使って、武器か防具を作りたいんだ」

      「ふむ。別にいいぞ。というより、今の所有権は主らにあるからの。どこでも好きなだけ持って行って、残りを査定にかけるとよいじゃろう」

      「ありがとう。そうさせて貰う」

      　快く了承してくれたガモンに礼を言い、イールは胸をなで下ろす。

      　ひとまずこれで、新たな装備を作る目処めどは立った。

      「イールの剣はまだまだ使えそうだけど、何を作るつもりなの？」

      「うん？ そうだな、軽い鎧と使いやすいナイフが作りたいんだ」

      　イールの持つ大剣は、彼女が全財産を投じて作り上げた堅牢性に重きを置いたものだ。

      　彼女の右腕、〝邪鬼の醜腕〟の怪力に耐えられるように作られたそれは、彼女が振るうことで常人を凌駕りょうがするほどの膂力りょりょくを発揮する。イールとしても手に馴染んだその大剣を手放すつもりはなく、今回の海竜から採れる物では防具や道具を作る方向で考えているようだった。

      「ほら、着いたぞ」

      　ガモンが彼女らに呼びかける。

      　会話に夢中でいつの間にか港へとたどり着いていたようだった。

      　波止場の周囲にはすでに多くの人と、漁から帰ってきた船で溢れている。耳が麻痺しそうなほどの賑わいで、朝からまるで祭りか宴かといった様相である。

      　彼女たちはそこからさらにガモンに連れられて、交易船の側までやって来る。

      「おお、改めてみるとけっこう大きいわね！」

      　ララは交易船の側に浮かんでいる海竜の死体を見て声を上げる。太い綱で係留柱とつながれたカミシロの交易船のすぐ隣に、それは力なく浮かんでいた。船と比べても劣らないその巨体は瑠璃色に光る鱗に覆われ、死してなおその輝きを失っていない。ララが釣り上げたそれは蜥蜴ではない、まさに竜と断じてよいほど立派なものだった。

      「ガモン様ですね？」

      　ララたちが水面に浮かぶ竜を眺めていると、聞き覚えのある声がガモンの名を呼んだ。

      「うむ。確かに儂がガモンじゃ」

      「ギルドの魔獣鑑定士、ピアです。本日はよろしくお願いいたします」

      「ピア!?」

      　その名前に、ララたちが驚く。

      　ガモンの前に立っているのは、長身痩躯の麗人、ギルドの専属鑑定人でもあるピアだった。

      　ギルドの黒い制服に身を包み、眼鏡の奥の瞳をキラリと光らせている。

      「そういえば、水棲魔獣の専門家だったな」

      　ぽんと手を打ってイールが言う。

      　ピアは水棲魔獣を専門とする鑑定人で、以前彼女たちもマリンリザードの鑑定をしてもらったことがある。これほど大きな水棲魔獣ともなれば、専門家である彼女がやって来るのもうなずけた。

      「そういうことです。釣り上げたのは、ララさんたちだったんですね」

      　どこか安堵したような声でピアがうなずく。彼女は水面に浮かんだ海竜を見て、その大きさにずいぶん驚いたらしかった。

      「カミシロから帰る途中に追いかけてきて、しつこかったから、ついね」

      「つい、で釣り上げられるようなものでもないんですが……。まあ、ララさんたちなら別にいいでしょう」

      　さらりと妙なことを言って、ピアは一人で納得する。

      「それでは、さっそく鑑定を始めましょうか」

      　敏腕の鑑定士は白い手袋を嵌め、眼鏡を指で押し上げる。久々の大物に、彼女の気も高まっていた。

      「それでは、失礼して」

      　ピアは靴を柔らかい革のものに履き替えるとそっと海竜の上に乗る。その巨体は十分な浮力と安定性を兼ね備え、彼女一人くらいならびくともしない。

      「乗り込んで鑑定するって、なかなかすごいわね」

      「わたしもここまで大きな魔獣の鑑定を見たことないですよ」

      「水棲魔獣の鑑定士じゃないと、こういうことはなかなかしないだろうな。陸棲だとここまで大きくなるのは希だから」

      　鱗を傷つけないようにそっと歩くピアを見ながら、ララたちは感心して口を開く。

      　ピアは慣れた様子で、ルーペを片手に黙々と鑑定を進めていた。時折小さな手帳に数字を書きつつ、慎重に各部の状態を精査する。

      「ありがとうございます。すごく状態がいいですね」

      　じっくりと時間をかけた鑑定作業がひと段落ついた。ピアが桟橋に飛び移り、ララたちの立つ埠頭へと戻ってくる。一仕事終えた晴れやかな顔に、彼女の満足具合が見てとれる。

      「特に外傷らしい外傷がないのが素晴らしい。以前のマリンリザードの鑑定の時にも驚かされましたが、素晴らしい技術をお持ちですね」

      「まあ、ビリッとさせれば大体の生物はイケるからねぇ。一番楽だし」

      　大仰にうなずきながら絶賛するピアに、ララは微妙な顔で目をそらす。彼女としては、ただ単純に照準を定める必要もなく、出力を上げて雷撃を放つだけというのが楽だっただけである。

      「鑑定の結果ですが、おおよそこれくらいが適正価格かと」

      　そう言ってピアは査定の結果を記した紙を差し出す。それを見たララたちは思わず声を上げた。

      　まだ確定していない概算の金額とはいえ、カミシロへの往路で釣り上げた蒼鱗鮫の数倍の値段である。

      「船長はこれでいいか？」

      　あまりの金額にイールは戦々恐々としてガモンの顔を窺う。ララたちは高い分には困らないが、支払うのはこれを買い取る船長の方である。しかし、百戦錬磨の交易商人はなんら動じることなく鷹揚おうようにうなずいて見せる。

      「うむ。ギルドのお墨付きとなれば、文句もあるまいて。それに儂らはこれをさらに解体して売ることになるからの。損はせんよ」

      　むしろ困るのはこれらを虎視眈々と狙っている商人たちの方じゃ、とガモンは遠巻きに自分たちの様子を伺っていた商人たちを流し見た。竜の体は鱗や骨、肉、内蔵に至るまで捨てるところがない。それらをすべて売り切れば、経費を差し引いてもピアの査定額をはるかに上回る算段がすでについていた。

      「なんだかんだ言って、船長もなかなかやり手よね」

      「まあ、カミシロ代表の交易船の一番偉い人だからな」

      　含み笑いの止まらないガモンに、ララが半目で言う。

      「そうだピア。この海竜の素材で軽鎧とナイフを作りたいんだが、素材を見繕ってくれないか？」

      　今か今かと待ち構えていたイールがピアへ話しかける。ピアは一度ガモンへ目配せし、彼の了解の下であることを確認すると、イールに向かってうなずいた。

      「承りましょう。海竜の素材を使うと言うことは、魔導具を考えていらっしゃいますよね」

      「ああ。鎧とナイフを作りたい。今の鎧もモノはいいんだが、いかんせんただの鉄製だからな」

      　そう言ってイールは自分の胸を守る鉄板を撫でる。細かな傷が付きながらも毎日丁寧に手入れを加えられた軽鎧は、彼女と共に過ごした歴史を感じさせる。とはいえ過酷に使い倒してきたこともあり、いろいろと限界も見えている。

      「そういうことでしたら、竜玉は是非使いたいですね」

      「竜玉っていうのは？」

      　ララが首を傾げると、ピアは銀縁を押し上げて答える。

      「竜種の体内にある魔力精製器官です。これがあることによって、竜種は莫大な魔力を得られるのですよ」

      「へぇ。それが竜の強さの秘訣ってことね」

      「そういうことです」

      　竜種の力の根源たる竜玉を用いれば、魔力を纏った武具――いわゆる魔導具を簡単に作成できる。それらは強力な力を内包し、魔剣や聖剣と呼ばれるようなものすら存在する。さすがにそれほどの業物わざものとなるのはごく一握りとはいえ、この海竜のサイズならばかなりのものを期待できるだろうとピアは保証する。

      「竜玉を取るとして、あとは鱗と骨、皮あたりでしょうか。使い勝手のよいものを見繕いましょう」

      「ありがとう。恩に着るよ」

      　任せてくださいと胸を張るピアに、イールが頬を緩める。

      「それじゃあ、竜の解体にはうちの男衆を使ってやってくれ」

      「では、遠慮なく」

      　ガモンの指示が出され、周囲で待機していた屈強なカミシロの水夫たちがやってくる。

      「鑑定士殿の指示に従って竜を解体しろ。鮮度が命、張り切ってかかれぃ！」

      「応ッ！」

      　ガモンの声に、男たちが銅鑼のような声で空気を震わせる。彼らはすぐさま持ち場について道具を手に取る。

      「滑車を上げろ！ 鱗に傷を付けるなよ！ 売値を下げるんじゃねぇぞ！」

      　海竜は滑車で埠頭へと揚げられ、すぐさま解体のために巨大な刃が差し込まれる。血の一滴も無駄にすまいと、カミシロの水夫たちが手早く取り分けて並べる。

      「わ、早いわね」

      「さすがの手際だな」

      　流れるような手さばきに、ララは思わず驚きの声を上げる。側で見ることしかできないララとイールは、瞬く間に海竜だったものが肉と骨と鱗と血に分けられる様子に目を見開く。海に生きる男たちにとって、この程度の解体はお手の物だった。

      　積み上げられた骨の山から、ピアが眼鏡に適うものをいくつか選ぶ。

      「これと……これですね。皮はこちらのものを剥ぎ取ってください。ああ、血も一瓶お願いします」

      　彼女の指示で、男たちが素材を切り出す。それはすぐに梱包材の藁が詰められた木箱に収められ、イールの手に渡される。

      「それと、こちらが海竜の竜玉ですね」

      　そう言って、ピアが両手でそっと掬うように一つの丸い宝石を取り上げた。

      「わわ、綺麗！」

      　碧瑠璃色の透き通った、つるりとした宝玉だ。それは太陽の光を浴びて、キラキラと眩い光を放っている。

      「これが竜玉か。ずいぶんでかいな」

      「そうですね。私もこの大きさを見ることはなかなかありません」

      　驚いたようにイールが言う。

      　竜玉は竜の生きた年月に比例して少しずつ大きくなっていくため、これほどの大きさに育つには何十年という時が必要となる。この海竜はかなりの老齢だったらしい。これ一つだけでも、かなりの金額が付くはずだった。

      「いいの？ これ武具に使っちゃって」

      「いいんだよ。金は残りの残骸でも稼げる」

      「言い方……」

      　丁重な手つきで竜玉をしまい、ほくほくとした顔でイールが言う。

      「それでは、私はこのあたりで」

      「ああ、ありがとうな」

      「ありがとね、ピア」

      　ピアは役目は終わったと道具を片付け、ララたちに綺麗な一礼を見せる。そうして彼女は軽やかに歩いて瞬く間に人混みに紛れてしまった。

      「行っちゃったわね」

      「競りも見ていかないんだな」

      　そんな彼女の背中を見送り、ララたちはしばし茫然とする。

      「それじゃあ、残りの素材は競りにかけるがよいか？」

      「ああ。よろしく頼む」

      　ガモンの言葉に、イールがうなずく。

      　竜玉やいくつかの素材を抜いてもいまだその巨体は健在で、すべてを売り切ることができればかなりの財を成せるだろう。ここからはガモンの出番であった。

      「昼過ぎにはすべて終わるじゃろう。それまでのんびり待っておれ」

      「ええ。よろしくね」

      「よろしくお願いします」

      　どれほどの値が付けられるのか、今からうずうずとしている船長である。

      　後のことはすべて彼に一任することにして、ララたちは港を後にした。海から離れ、賑やかな露店の立ち並ぶ大通りを当てもなく歩く。時間的にまだ昼食には早く、何をしようかと迷うところだ。

      「どうせなら競りを見ていってもよかったかもね」

      「そうだなぁ。まあでも、今から行くのはなかなか骨が折れるぞ」

      　悔やむララに、イールは背後を指さしながら言う。そちらの方へと振り向けば、港へと向かう大きな人の流れができていた。

      「わ、なんだろアレ」

      「十中八九あたしたちの海竜とカミシロからの交易品だろ。あれだけ見栄えするものはなかなかないからな」

      　驚くララに、イールが予想する。ララが思っている以上に、あの海竜へ注がれる注目は大きいのだ。

      「そうだ。ちょっと果物を買っていってもいいか？」

      　突然イールが露店の前で立ち止まる。

      「え？ ああ、ロッドのお土産ね」

      「そういうことだ」

      　蔓を編んだ大きな籠には、色とりどりの瑞々しい果実が積まれて並んでいた。

      「いらっしゃい！ どれも今朝もぎたての新鮮なヤツだよ」

      　露店の番をしていた若い青年が自慢げに一つ掲げて言う。イールは品揃えを軽く見渡すと、手早く選んで財布を取り出した。

      「これをくれ」

      「あいよっ」

      　硬貨と果実を交換し、イールは無事に果実を手に入れる。そしてそのうちの一つをララに差し出した。

      「ほらよ」

      「わぁい！ ありがと！」

      　ララは喜んでそれを受け取り、服の裾で擦こすってかじりつく。

      　ぱりんっと弾ける気持ちのよい歯ごたえで、じゅんわりと甘い果汁が溢れ出す。

      「おいしい！ これ、なんて言うの？」

      「ポリムだな。ヤルダだとあまり見ないが、この辺じゃあよく作られてるんだ」

      　自分も果実に歯を立てつつ、イールが解説する。

      「温かい風が必要なのと、割と塩に強いから、こういう沿岸部で育てられるんだよ。逆にヤルダみたいな内陸だと、ポリムよりもコリンとかの方が育てやすいし大きいし旨いからな」

      　なんだかんだと言ってララたち三人の中で最も年齢が高く旅の経験も深い彼女は、三人の中で最も博識でもあった。

      「ポリムにコリン……。なんだかみんな食感で名前付けてる感じがするわね」

      「さあな。その辺はよくわからん。なにせずっと昔からある木の実だからなぁ」

      　サクサクとかシットリとかもあるのかな？ とララが首を傾げる。そんな様子にイールは苦笑した。

      「じゃあロッドへの土産も買えたし、一度宿に戻るか」

      　ポリムの欠片を放り込み、イールが歩き出す。ララも急いで果実を口に押し込むと、その隣を歩く。

      　二人が『塩の鱗亭』にたどり着き、ララがドアを開けると、奥から何かが猛烈な勢いで飛んでくる。

      『ララ様ぁぁぁぁああああああっ!!』

      「ごふっ!?」

      　それはララが回避する間もなく下腹部に激突し、彼女は思わず珍妙な声を上げる。

      　プルプルと震えながら、よく見れてみれば銀の弾丸の正体はサクラだった。

      「ちょ、どうしたのよ突然！」

      『突然なのはどっちですか！ 起きたら皆さんいなくなってるなんて心臓に悪いですよ！』

      「何回も言ったのに起きなかったのそっちじゃないの……」

      　単眼をぐるぐると回して不満を訴えるサクラに、ララはげんなりと肩を落として言った。「そもそもアンタ心臓なんてないじゃない」というツッコミは当然のごとく無視される。

      　朝、ララたちが宿を出発しようと部屋で荷物を準備しているときも、サクラはララのベッドの上に転がっていた。

      　ララは一応呼びかけたりこんこんと叩いたり、しまいには両手でホールドしてブンブンとシェイクしたりもしたのだが、一向に反応がなかったのだ。結局、カメラアイが時々わずかに動いていたのと、『うーんむにゃむにゃ、あと六十フレーム』などと言う間抜けた寝言らしき台詞を吐き出したので心配は無用と判断し、ベッドの上に放ってきた。

      「ロボットの癖に寝惚けてるんじゃないわよ」

      『ロボットにだって休息は必要だと思いますー。こっちはとっくの昔に減価償却終わってるんですよ。収集したデータを整理してキャッシュを消去しないと、パフォーマンスが落ちるんです！』

      　唇を尖らせ半目で言うララに、サクラはいじけた子供のように反論する。

      「あ、じゃあララ。あたしはロッドのところ行ってくるから」

      「ああっ！ イール今、面倒臭いって思ってるでしょ!? わかるけど！」

      　ララの後ろに立っていたイールはいそいそとその場から離れ、宿の裏手の厩舎に向かっていった。

      　取り残されたララはサクラをじとっと睨む。

      「まったく。機械の癖になんでこんなに人間臭くなったのやら……」

      『私、高性能人工知能ですので』

      「胸張って答えるとこじゃないよ」

      　呆れてため息をついて、ララはひとまず宿の中に入る。いつまでも宿の玄関口でやっていいことでもないだろう。

      『それで、ララ様はどこに行ってたんですか？』

      「ＧＰＳとかないからわかんないのか……。港の方に行って、昨日釣った海竜の鑑定に立ち会ってたのよ」

      『ふむふむ。あのでっかいトカゲですね』

      「どっちかと言うとワニっぽかったけどねぇ」

      　海竜については、サクラもよく知っている。うんうんとうなずくようにカメラアイを動かした。

      「こんにちは、ララちゃん。何してるの？」

      「シア。特に何ってわけじゃないけど、世間話ね」

      　ララたちが宿の入口の前で話していると奥からシアがあらわれる。彼女はララの胸元にあるサクラを見て不思議そうに首を傾げた。

      「昨日もちょっと思ったけど、この子はいったいなんなのかしら」

      「んー、まあ、古い友達？」

      　説明が難しく、ララはたどたどしく答える。宇宙船を統括管理するために作られた高性能人工知能コアである、と言ってしまえば簡単だが、十中八九理解は得られないだろう。

      「あ、お茶持ってくるわね。サクラちゃんは何か食べる？」

      「わあ、ありがとう！」

      『お気遣いありがとうございます。しかし、私は内蔵された簡易式ブルーブラストエンジン炉によって半永久的な活動が可能となっておりますので問題ありません』

      「そう？ よくわからないけどわかったわ」

      　そう言うと、シアはぱたぱたと小走りで厨房へと消え、すぐにお茶と菓子を盆に載せて帰ってきた。

      「ロミはもう神殿よね。……そういえばミルとミオはどこへ？」

      「二人は買い物よ。市場に行ってるわ。ララちゃんこそ、イールちゃんは？」

      「イールはロッドにお土産渡してるわ」

      　温かいお茶を受け取りながら、ララが答える。

      　アルトレットでよく飲まれるルビオ茶は、すっきりとした渋みのあるお茶だ。茶菓子には、固いスティック状の焼き菓子が出た。

      二人と一機が人気のない店内の片隅のテーブルでそれらを囲んで雑談に花を咲かせていると、ロッドにお土産を渡し終えたイールが帰ってきた。

      「お、二人していいもの食べてるな」

      　彼女は宿のテーブルを囲んでお茶会に興じている二人を見て、さっそくその席に加わる。

      「ロッドの様子はどうだった？」

      「ちゃんとあたしのことは覚えてくれてたよ。ポリムも旨そうに食べてた」

      「ロッドちゃん、三人がカミシロに行ってる間も大人しくしててくれたからすごく楽だったわ」

      　イールは少し安心したようで、表情を崩して言った。

      　彼女たちがカミシロに言っている間、ロッドを預かっていたシアは焼き菓子を食べながら微笑む。

      「ふむ。この焼き菓子おいしいな」

      「でしょ？ ミルが毎朝焼いてるのよ」

      　イールがテーブルの上の焼き菓子に手を伸ばしてその味に舌鼓を打つ。続くシアの言葉に二人はさらに驚いた。

      「上達するもんだなぁ」

      「やっぱり、基礎を丁寧に教えて貰わないとダメね。あの子もやればできるのよ」

      　ミオはずいぶんと苦労しながらも粘り強く丁寧に料理を教えていたらしい。その甲斐あって、ミルもこれほどまでに上達したのだ。

      「ほう、これそんなにうまいのか」

      　その時、突然そんな声がララの背後からした。ぬっと白い手が伸び、焼き菓子を一つつまむ。

      「うわっ!?」

      　まったく気配を感じず、三人は驚いて顔を上げる。

      　そこに立っていたのは、長い赤髪の鮮やかな女性が二人。一人は白衣を纏い、もう一人は神官服を着て焼き菓子をつまんでいる。

      「よう、久しぶりだな。ララ」

      「ちょ、え。レイラ!?」

      　素の性格である荒い言葉遣いで、レイラはララに笑いかける。

      「お久しぶりです。イールお姉さま！」

      　その隣に立っていたイールの妹、テトルは勢いよくあねの胸に飛び込んだ。

      「お前、どうやって……」

      　イールもさすがにこれには驚いた様子で、キラキラと目を輝かせて詰め寄る妹にたじろぐ。

      「すみません。レイラ様とお話していたら突然『私も行きたい』と仰いまして」

      「でもヤルダからここまでどうやって」

      「それはその……」

      　ララの疑問に、テトルは言い淀む。代わりに応えたのは、にっと白い歯を見せて笑うレイラである。

      「もちろん、〝女神の翼〟だ」

      「しょ、職権乱用過ぎる！」

      　軽々しく放たれたその名前は各地の神殿に隠された転移装置のもの。キア・クルミナ教が密かに保有する古代遺失技術の一つである。当然、いくら神殿長といえどそう気軽に使ってよいものではないはずだ。

      「大丈夫。ちゃんとこっちには新任神殿長の視察っていう理由があるからな」

      「……本音は？」

      「久しぶりに会いたくなっちゃって♪」

      「自由すぎる！」

      　今頃ヤルダの神殿は上から下への大騒ぎになっているんだろうな、とララは遠い目をする。レイラは辺境の中心的な存在であるヤルダの大神殿を取り仕切る神殿長だ。そんな要職に就いているわりに、フットワークが軽すぎる。

      「はぁ。レイラはともかくとして、テトルはなんで来たんだ？」

      「イールお姉さまと久しぶりに会いたかった、というのもありますが、ララお姉さまが面白いものをたくさん作られていると聞いて！」

      「花園の方はどうしてるんだ？」

      「とりあえず、パロルドを代理に立てていますわ」

      　レイラとも関わりの深い秘密組織〈壁の中の花園〉の若き代表は、花のような笑顔であっけらかんと言い放つ。あの気のよい青年が今頃胃を痛めているのかと思うと、イールは彼が不憫でならなかった。

      「とりあえず腹が空いたな。何か喰いたい」

      　レイラは聖職者らしからぬ口調で傍若無人に言い放つ。

      「そうですわね。何か美味しい物を」

      　レイラの隣のテトルも赤髪を弄り、レイラに同調する。

      「じ、自由すぎる……」

      　きょろきょろと珍しそうに塩の鱗亭を見渡す二人に、ララは呆れて呆然と立ち尽くす。久しぶりの再会だと言うのに、雰囲気もなにもあったものではなかった。

      「えっと、二人のお知り合い？」

      　取り残されていたシアが、困惑した様子で尋ねる。

      「あー、うー。そうね。テトルとレイラよ」

      　どう説明したか悩んだ後、ララは当たり障りのないよう名前だけ紹介する。さすがに神殿長と秘密組織のリーダーです、と馬鹿正直に答えても、信じてもらえる気がしない。とはいえ、レイラは神官服を着ているため、その道の人間であることはシアも察したようだった。

      「あうー、お二人とも置いてかないでくださーい」

      　そこへ、息を切らして肩を上下させたロミが飛び込んでくる。どうやら、神殿に赴いた彼女が塩の鱗亭へと二人を案内したようだった。それなのに勢い付いた二人がロミを置いて駆け出し、彼女は今になってようやく追いついてきたらしい。

      「そういえば、赤髪同盟が揃ったのって結成して以来初めてじゃない？」

      　テーブルを囲む六人と一機。

      　追加された焼き菓子の山とルビオ茶を側に、彼女たちは卓を囲む。取り止めもない雑談をする中で、ふとララが思い出したように言った。

      「それもあって、会いに来たんだ」

      　ポリポリと囓りながらレイラがもっともらしくうなずく。そんな彼女の隣では、ロミが疑わしいと半目で見ていた。

      「お姉さまたちが旅をして、ロミさんがその先々の出来事をレイラさんに報告するだけでも、同盟としての機能はちゃんと動いているんですけどね。そこから得た情報を元にレイラさんはいろいろと活動なさっているようですし」

      　テトルがカップで唇を濡らしつつ言う。

      　実際、彼女たちの旅の軌跡はレイラたちにとっても有用な情報源になっていた。それはアルトレットの新たな神殿長を選ぶ際などに使われているのだとレイラが言った。

      「そういえば、テトルの魔導自動車はどうなったんだ？」

      「ヤルダとハギルの往復便のお陰でノウハウはかなり蓄積できましたわ。整備の経験値もたくさん積めましたし、車両自体もかなり改良できています。やはり目指すべき目標があると捗はかどりますわね」

      　テトル率いる〈壁の中の花園シークレットガーデン〉は、ララが科学技術を駆使して作った魔導人形を元にして、魔導自動車を開発していた。それは今ヤルダとハギルの間をテスト運行していて、その中で絶え間なく改良も施されている。

      　テトルはその成果も着実に実を結んでいると感じており、自慢げに白衣の下の胸を張っていた。

      「それで、ししょ、レイラ様とテトル様はこの後どうされるんですか？」

      「そうだなぁ。とりあえず新しい神殿長と面会は済ませないと。やることやらないと怒られるし」

      　ロミの質問に、レイラは唇に手を当てて答える。子供じみたその理由に、ロミは渋い表情である。

      「私はひとまずララお姉さまにいろいろと見て頂きたいものがありますの。魔導自律人形から着想を得て自動車以外にもいろいろ試作していまして」

      「ほうほう。それはちょっと楽しみね」

      　言われてみれば、テトルは足下に大きめのトランクを置いている。おそらくはそこに技術の粋を集めた試作品の数々が収められているのだろう。

      「今日は日帰り？ それともちょっとは泊まっていくの？」

      「数日滞在する予定ですわ。パロルドにはしっかり頼んできましたし、久々の休暇もかねてゆっくりしようかと」

      　ララの問いに、テトルは眩い笑みで応える。

      「それじゃ、ここに泊まる？ 料理も美味しいし、お風呂も入り放題よ」

      　シアが商機を見つけ、ここぞとばかりに二人に詰め寄る。レイラたちは顔を見合わせ、うなずく。

      「ええ。よろしくお願いします」

      「うふふ。たっぷりおもてなしさせて頂くわ」

      　新たに顧客を捕まえて、シアは満足顔である。

      「それじゃあ私はお部屋を整えてくるわね」

      　そう言って彼女は席を立つと、さっそく二階へと消えていった。

      「さて、それではララお姉様。私たちの作った試作品を見て頂けますか？」

      　タイミングを見計らっていたテトルはそう言うと、足下のトランクを持ち上げて言う。

      「ええ。楽しみだわ」

      　期待に胸が高鳴るのを感じながら、ララはうなずく。

      「それでは……」

      　トランクに施された厳重な施錠が、テトルの手の中で開いていく。

      　蝶番ちょうつがいの軋む音と共に、ゆっくりと開く。その中には、さまざまな形をした道具がところ狭しと収められていた。

      　隣で見ていたイールたちはそれらがどういった代物なのかもさっぱりといった様子で首を傾げている。

      「これ、『指先の眼』とよく似てるわね。広範囲カメラかしら」

      「そうです。自律人形の目を参考にして作りましたわ」

      　ララが手に取ったのは、青い水晶を丸く削ったものだ。

      　透き通る水晶の中心に回路のような線が金で刻まれた濃い紫の魔石が収められている。ほぼ全方位を捉えられる広範囲カメラである。

      「魔導回路には、浮遊と記録と送信を設定しています。秘密符号を持っている人物が投影魔法を使うことで、その視覚情報を受信できますの」

      「ふむふむ。さすがの技術力ね」

      　テトルの説明を聞いて、ララは感心してうなずく。彼女も重用している『指先の眼』とほぼ同じようなものが、すでにこの世界の技術力で作られているのだ。

      「ただ、全面を氷結水晶にしているので、耐久性に問題があるのですわ。それに操作がかなり難しくて、現状では一人一つ。しかも操作中は無防備になってしまうという……」

      「それでも十分過ぎるほど便利だと思うけどな。偵察なんかはこれで済むんだろう？」

      「まあ、そうですわね。……一つでかなりいいお値段しますので、あまり壊したくないですが」

      　テトルは浮かない表情で指を何本か上げる。

      　これ一つで、一般的な家庭の年収に相当するほどの値段が付くようだった。

      「氷結水晶にこの大きさの魔石か。それに金で刻む緻密な回路……。そりゃいい値段もするな」

      　小さな球体を構成する希少な素材と高度な技術に、イールも思わず苦笑いだ。

      「耐久度は目の方を強化するか、もしくは強化外殻で包むとかかしらね。この子は特殊金属で全身を覆った上で、内部カメラは透視機能を持ってるわよ」

      『ふぁああ!? び、びっくりしました。突然なんですか!?』

      　ララはテトルに助言を施すため、サクラを持ち上げる。突然持ち上げられたサクラは目を覚まし、カメラアイをパチパチと動かして悲鳴を上げる。

      「こ、このボールも動くんですの!? というよりお話できますのね!?」

      　突然動いて喋った銀球に、テトルは目を丸くする。

      　どうやらずっと置物か何かだと思っていたらしい。

      　隣のレイラも面白いものを見つけて楽しそうな顔をしている。

      「この子はこう見えていろいろ詰め込んでるわよ。さっきも言った偵察用の『指先の眼』の機能もちゃんとあるわ」

      「さ、触らせて貰っても……？」

      「ええ。どうぞ」

      『うわあ!? あ、あの本人に許可取ってほしかったのですが！』

      　わなわなと手を震わせるテトルに、ララがぽいっと手渡す。突然動かされてサクラは驚いたようだが、それに構わずテトルはそのすべすべとした冷たい感触を手に覚えさせる。

      「こ、これが完成形……。さすがですわ。継ぎ目もいっさい見つけられない……。ああ……解体バラしたい……」

      『ちょちょちょ、ララ様!? この子なんだか怖いですよ!?』

      「たぶん本気じゃないから大丈夫よ」

      「あの、ララお姉さま……。もう一台ありませんか？」

      『割と本気っぽいです！ 本気っぽいですよ！』

      　サクラは機械らしくない表現豊かな表情で悲痛な叫びを上げる。テトルは「冗談ですわ」と薄く微笑みながらもしっかりと抱え込んで離さない。その怪しい瞳の輝きに、サクラはブルブルとバイブレーションしていた。

      「サクラとテトルは仲よくなれそうねぇ」

      『それ本気で言ってますか!?』

      　のほほんと笑みを浮かべてララが言う。今日一番の驚愕の声をサクラが上げた。

      「まぁまぁ。テトル、他のも見ていい？」

      「どうぞどうぞ。というより、是非ご覧くださいな」

      　好奇心のままトランクへ手を伸ばすララ。テトルはサクラの表面を撫でながらうなずく。

      「これまたたくさん作ったわね」

      「えへへ。ありがとうございます。少しでもララお姉さまの技術に追いつきたくて」

      　トランクの中には、今までの間に彼女が作り上げたたくさんの魔導具がぎっしりと収まっている。

      　ララはその中から一番上にあった白い杖を手に取った。ララのハルバードをモデルに作ったというそれは、まだ複雑な変形こそできないものの、魔力を流すと何倍にも延伸する機構を備えていた。

      　テトルは一見すると可愛らしい小さな少女だが、その中身は驚くほどの努力家であり天才だ。ララの持つ技術も、決して彼女一人で作り上げたものではないというのに、テトルはそれに単身で追いつこうとしている。

      「こういう魔導具って売ったりしないのか？」

      　話を聞いていたイールがふと首を傾げて尋ねた。

      「評議会の承認があれば、公表して世間に広めることもできますわ。まあ、基本的に承認は下りないのですが……」

      　テトルとしてはそれは不服らしく、ぷくっと頬を膨らませて答える。

      　恐らくは彼女の開発する魔導具がことごとく強力すぎて、秘匿せざるを得ないのだろう。

      「評議会は〈錆びた歯車ラスティ・ギア〉の残党に警戒していますの。だから開発資金は潤沢に支給されますし、どんなものを開発しようと怒られないのは、ありがたいといえばありがたいのですが……」

      　複雑な表情でヤルダの裏側を語り、彼女はルビオ茶で唇を湿らせた。

      「まだあいつらっているのか……」

      「みたいですわね。新首領イライザはなかなか強情でしたが、レイラさんがちょっとお話したらいろいろ有益な情報が得られましたの」

      「れ、レイラって……」

      　イライザは、ララがこの世界で初めて戦った人間だ。〈錆びた歯車〉という遺失古代技術を狙う組織の前首領を暗殺し、その頂点に躍り出た女傑だったが、彼女との戦いで敗れ今はどこかの牢獄に囚われている。

      　なかなかプライドも実力も高く、情報を引き出すのも大変だろうに、レイラはどのような手法を使ったのか。ララはそれを考えるのは得策ではないと本能的に察知した。世の中には知らない方がよいこともたくさんあるのだ。

      「別にそんな難しいことはしてないぞ？」

      　ポリポリとクッキーを囓りながらレイラが言う。だからこそ恐ろしいのだ、と周囲の思考が一致する。

      『あの、らすてーなんとかってなんですか？』

      　テトルに拘束されていたサクラが口を挟む。そういえば、この人工知能は〈錆びた歯車〉についての情報を何も知らない。それに気付いたララは少し考えて要約して話す。

      「簡単に言えば、あんたみたいな技術の塊を盗んで解体バラして悪用しようっていう団体よ」

      『はわわっ!? そ、それはつまりテトル様のことでげふっ!?』

      「失礼ですわね！ 私、そんなことはしませんわ！」

      　驚いてテトルに視線を向けるサクラ。テトルは赤髪を揺らしてその銀球をブンブンと振る。

      『わ、わぶっ。スタビライザーが壊れてしまいますぅ！』

      　機械とは思えない情けない声を発するサクラである。

      「やっぱりあの二人仲いいわよね」

      「まあ、端から見れば楽しそうだな」

      　ルビオ茶を飲みながら、ララとイールはしばし二人の様子を眺めていた。

      「ふぅふぅ……」

      『うぅ、精密機械に何という暴挙を……』

      　テトルの体力切れでやりとりは終わり、サクラはげっそりとした声で呟く。

      「お疲れ様。それはともかく、〈錆びた歯車〉の残党がまだいるっていうのは面倒ね」

      「はぁはぁ。そうですわね。フゥリンの件もあって、神殿や〈壁の中の花園〉、〈青き薔薇〉の構成員の素性調査も進めていますわ」

      　しごく面倒臭そうにテトルは言う。

      しかし辺境の中でも辺境の地とはいえ、町を支配する神殿の長に敵性勢力の構成員が居座っていたとなると警戒せざるを得ない。現在、テトルたちは総力を挙げて味方組織すべての構成員の素性を洗い直していた。

      「ものがものだけに秘密裏に進めなければならず、担当班も数人ですの。なかなか時間がかかりそうですわ」

      「〈錆びた歯車〉もなかなか面倒な置き土産くれたわね。【赤髪同盟】としては、私たちも手伝わないといけないんじゃない？」

      「あたしらにできることなら、何だってするけどな」

      　ね？ とララがイールに視線を向ける。イールもそれは考えていたようで、すんなりとうなずいた。

      「実は今回こうしてやってきたのは、その件にも関係してるんだ」

      　三人の顔を眺め、レイラは言う。

      「教会も〈壁の中の花園シークレットガーデン〉も身内の調査で忙しい。そっちに人員と資源を割いてるから、やりたいことがなかなかできてないんだ。そこで、三人に頼みたいことがある」

      　そうして彼女は目を細め、懐から一通の白い封筒を取りだした。

      「これって……」

      　それを見たロミがはっとする。彼女は見覚えのあるもののようだったが、ララとイールは揃って首を傾げている。

      「武装神官への命令書だ。この辺でウォーキングフィッシュの動乱があっただろ？ アルトレットの神殿長の一件も終わったし、もう一度生態調査をしておきたいと思ってな」

      　ロミが封筒を受け取って内容を確認する。それ自体は簡単なもので、町に近い草原へ赴き、そこに生息する魔獣の種類や数を記録するだけでいい。ただし、何頭かサンプルのため狩る必要もある、と付されていた。

      「そういえば、ロミも最初は魔獣の生態調査やってたんだっけ」

      　彼女と出会った時のことを思い出し、ララが言う。あの時はロミが魔獣に追われていたところをララとイールが助けたのだ。ロミも恥ずかしそうにうなずき、レイラが呆れた顔でそれを見る。

      「ま、こういうのなら喜んで引き受けるよ。傭兵稼業でも似たようなことはするしな」

      「そう言ってくれるとありがたい」

      　イールも依頼を受け、レイラはほっとした顔で笑う。

      　ひとまずこれで三人の予定が決まった。ミルとミオの二人が塩の鱗亭へ帰ってきたのは、それから少ししてからのこと、ララたちが食べていた焼き菓子も残り少なくなった頃のことだった。

      「みなさんお揃いですね。っと、お客様ですか！ いらっしゃいませ！」

      「あわわ、いらっしゃいませ！」

      　ミオはテーブルを囲む見知らぬ二人に驚いた様子で慌てて装いを正す。ミルは彼女の背中に隠れつつ、恐る恐る顔だけを覗かせていた。

      「おかえり、ミル、ミオ」

      「お二人共おかえりなさい。こちらはレイラ様とテトルさんと言って、わたしたちの――えっと、知り合いです」

      　ロミの当たり障りのない紹介に合わせて、二人が笑みを浮かべて会釈する。

      「塩の鱗亭へようこそです。わたしはここの女将のミルって言います。是非、ゆっくりしていってくださいね」

      　ミルは若干挙動不審になりながらも、宿の主として丁寧な対応を見せる。その直後、逃げるようにして厨房へと駆け込んでいってしまったが。

      「あのちっちゃい女の子がここの女将さんか。少し驚いた」

      「まあ、最初は驚くわよね」

      　面白そうに口元を緩めるレイラにララは頷く。

      　宿を訪れた人も、幼いミルを見てこの宿の女将だとはまず思わない。

      「それじゃあ、二人の部屋も準備するわね」

      　シアが立ち上がり、客室の方へと消えていく。

      「あのー。ご飯の準備はもう少しかかるので、よければお風呂を先に楽しんでください」

      　厨房の方からミルがぴょこんと耳を出してララたちに言った。

      「ありがとう。そうさせて貰うよ」

      　レイラはうなずき、立ち上がる。それに釣られるようにして他の四人も席を立つ。

      「サクラは行かない？」

      『機械ですから、防水機能があるとは言え水はあまり……。ここでスリープモードになっています』

      「そ。わかったわ」

      　テトルに抱かれたまま、うつらうつらと船を漕いでいたサクラはそんなことを言う。ララはサクラの身体をぽんと叩くと、着替えなどを取りに部屋へと向かった。

      「あの銀色のボールはララのものなのか？ 普通の機械とはちょっと違うよな」

      「まあ、そんなところね。カミシロから連れて帰ってきたの」

      　浴場に続く更衣室に入り、レイラとララが話す。

      「カミシロか。一度行ってみたいな」

      「ロミから話は聞いてるの？」

      「ざっくりとは。詳しいことは今夜にでも聞くさ。サクヤだっけ？ カミシロの巫女さん。その人にも一度会いたいし、できればキア・クルミナ教の布教もしたい」

      「けっこう文化に根付いてるわよ、あそこの宗教」

      「だよな。……うーん、下手に手を出すと血を見そうだ」

      　それはさすがに回避したいのか、レイラは渋い顔になる。

      　キア・クルミナ教は大陸に広く信仰される一大宗教だが、その影響はカミシロにまで及んでいるわけではない。あの土地ではサクラを主神とする独特の宗教が生活の中にも深く根づいていて、それを引き剥がすのは難しい。

      　以前ロミが、キア・クルミナ教は多くの土着信仰や少数派の宗教を飲み込み、時には寛大に認めながらその版図を広げていったと言っていた。しかし、地続きの大陸と孤立した小島ではまた勝手も違う。派遣される宣教師たちも苦労を強いられることとなるだろう。

      「教会上層部も連日楽しく会議を開いてるよ」

      　今から物憂げな表情を浮かべ、レイラが言った。

      「まあ、頑張って頂戴」

      「人ごとだと思って……」

      　実際人ごとなので、ララの反応は軽いものである。

      　レイラは恨めしそうにララを見ながら、さっさと衣を脱ぎ捨てて浴場へ向かう。

      「レイラも大変そうだな」

      　荷物の中から服を引っ張り出しながらイールが言う。

      「レイラ様は教会の中でも大変な位置にいらっしゃいますからね」

      　神官服の留め具を外しつつ、ロミが応える。

      　上層部にそれなりに近く、また多くの部下や秘密を抱える彼女は、末端であるロミとは比べものにならないほどの激務に忙殺されている。彼女の弟子として、そのことはよく知っているらしかった。

      「ですが、冷静に考えるとテトルさんもかなりすごいですよね。あの年で組織を纏めてらっしゃいますし……」

      「そういえばそうね。……私と同じくらい？」

      「大体そんなもんだな。まあ、よくやってると思うよ」

      　姉であるイールは少し気恥ずかしいのか、そっぽを向きながらうなずいた。

      「うえへへ。お姉様から褒めていただけると嬉しいですわね」

      「ええい、くねくねするな。抱きつくな！」

      　にへらと相好を崩したテトルが生まれたままの姿で姉に腕を絡める。イールが煩わしそうな顔で投げ飛ばすも、諦める様子はない。相変わらずの姉妹に、ララたちも半笑いである。

      「しかし、〈錆びた歯車〉でしたか。あの組織も思ってた以上に、辺境にも深く根を張ってるみたいですね」

      　仲睦まじく組み合っている二人を放って、ロミが言う。アルトレットの神殿を訪れたことで、前神殿長のことを思い出したらしい。

      「そうだなぁ。ずいぶんと昔からこっちに来てたみたいだしな」

      　弟子の零した言葉にレイラが反応する。〈錆びた歯車〉の件は彼女たちも当事者である。遺失古代技術が一つでも彼らの手に渡ると、どのような未来が待っているかを考えれば、辺境全体が当事者とも言える。

      「教会も頑張ってるみたいだし、私たちも頼まれたことはやらないとね」

      「よろしく頼むよ。本当に」

      　レイラは張り切るララに向かって言うと、タオル一枚を携えて風呂に向かった。

      
        

      

      　翌朝、ララとイールが鍛錬を終えて食堂に入ると、すでにレイラとテトルは目を覚ましており、テーブルを囲んでシア特製の朝食を楽しんでいた。

      「おはよう、二人とも。早いな」

      　柔らかい白パンを口に運びながら、レイラが感心して言う。

      「毎日続けないと、なかなか上手くならないからね」

      　ララは少し自慢げに胸を張って答えた。

      「テトルたちも早いな。ちゃんと休めたのか？」

      「ええ。久しぶりにたっぷり睡眠を取ることができて、心身共に最高の状態ですわ」

      　テトルはイールの問いにうなずいて、唇を弧にして言った。

      ふだんは次々にあらわれる仕事に忙殺されて、しっかり休む暇もなかったのだろう。すっかり疲れの取れた若々しいエネルギーに満ちる表情に、イールも内心でほっとする。

      「それはよかったわ。さ、どんどん食べていってね。パンとスープはお代わりし放題よ」

      　そこへ、お盆を持ったシアがやって来る。彼女はララたちのために水の入ったグラスを運んできていた。

      「そういえば、ロミちゃんは？」

      「まだ寝てるわよ」

      　不思議そうに首を傾げるシアに、ララがさも当然という風に答える。レイラは頭が痛そうに額を押さえ、小さくため息をついた。

      「あいつはいつまでたっても、そこだけは治らないな」

      「あ、あはは……」

      　どうやら彼女の元で修行をしていた時も、ロミの眠りっぷりは変わっていないらしい。

      「ま、別に今日はこれといって急ぐ用もないし、いいだろ」

      　イールが椅子に座り、シアから焼きたてのパンを受け取りながら言う。

      　今日の予定と言えば、次の旅に向けて休養を取ることぐらいだ。これまでの船旅の疲れをすべて取り去り、これから待ち構える長い旅路に向けて体調を整えるのも旅人として大切な素養である。そういった意味では、ロミは旅人としての才能に溢れているとも言える。

      「妖精鍛冶師のところに行くんだっけ？ 場所は知ってるのか？」

      　ロミからあらかた聞いているのか、レイラがイールに旅の行き先をたずねる。

      「ああ。ちょうどよくアンタの依頼で立ち寄れそうな場所だ」

      「俺の依頼って、アルトレットの近郊だろう？」

      「そのあたりに遍歴の職人団が通るらしいんだ」

      「妖精鍛冶師とは、また珍しいですわね」

      　食後のお茶を飲みながら、テトルが話の輪に加わる。

      「鉄と魔力を自在に操り、炎と水の精霊を手懐けて、ドワーフの名匠よりも鋭く強靱な刃さえ打ち、アラクネーよりも滑らかな絹を編む。と言ったふうな触れ込みでしたっけ」

      「秘境にある隠れ里にひっそりと住まい、エルフと並ぶほど隔絶した社会をつくって生きてる種族……。俺もまだ一回も会ったことはない」

      　妖精鍛冶師を名乗るのは、レプラコーンという種族だ。かの種族はかなり排他的で厭世的な思想を持っているらしく、一生その存在を知らないままに生きる人も少なくない。

      「一度気に入られて手製の武具を作って貰えれば、一騎当千の名将にもなり得ると言いますわね」

      「ああ。だから少し、興味があるんだ」

      　イールは今から胸を躍らせて、ララは彼女のそわそわとした落ち着きのない姿に新鮮味を覚えた。

      「ふわぁ……。おはようございましゅ……」

      　そこへ瞼を擦りながらロミがやって来る。寝ぼけながら着替えたのか、神官服のボタンが掛け違いになっている。

      「ロミ！ もうちょっとしゃっきりしな」

      「ふええ!? あ、レイラ様！ ご、ごめんなさーい！」

      　レイラがいることがすっぽり頭から抜け落ちていたのか、起き抜けに叱咤を受けたロミは一気に目が覚めた様子だった。残像を残して奥へと引っ込み、しっかりと服装を整えておずおずと戻ってきた。

      「お、おはようございます……」

      「おはよ。今日もよく眠れた？」

      「はい。おかげさまで……」

      　しゅんと萎縮いしゅくした様子で、ロミはちらちらとレイラを見やる。

      　赤髪の神殿長はまったく、と呆れた様子だ。

      「とりあえず、三人揃ったし私たちも朝ごはんにしましょうか」

      「そうだな。久しぶりに大陸の料理が食べたくなったなぁ」

      　当然と言えば当然なのだが、カミシロでは大陸の料理は出ない。

      　パンもスープもなく、肉もあまり食べられないようだ。

      「はいはーい。それじゃ、メニューから選んでね」

      　注文を取りに来たシアに、三人は思い思いに朝食をオーダーする。

      　ララとイールは朝からがっつりと、ロミは寝起きのため軽めに、というのがいつもの風景である。

      「各地の名物料理を求めて旅をするのも、いいかもしれませんわね」

      「お、テトルも旅に興味が湧いてきたのか？」

      　三人のテーブルをぼんやりと見ながらテトルが言った。

      　イールが少し嬉しそうに聞くと、彼女は恥ずかしそうにはにかんだ。

      「少し、ですけどね。それに、今はそんなことができるような立場にはいませんし」

      「責任ある立場っていうのも大変ね。いっそのこと魔導自動車に通信設備積んで旅したらいいんじゃない？」

      「面白い案ですわね。……けれど、やはり実際に立ち会わなければならないことも多いので」

      　ララとさほど年も変わらないテトルだが、彼女には大きな責任が課せられている。こうしてレイラと共に『女神の翼』を使ってやって来ているのも、実のところずいぶんと無理をしているのだろう。

      「まあ、あんまり根を詰めすぎないようにしろよ」

      「ええ。もちろんですわ。倒れてしまったら元も子もありませんので」

      　家族を心配する姉の言葉に、テトルは素直にうなずいた。

      「はーいお待たせ！ ミートパイセットが二つと、ポタージュよ」

      　そこへお盆を抱えてシアがあらわれる。

      　テーブルに並べられるのは熱々焼きたての大きなミートパイが二つと、とろりとしたコーンポタージュである。

      「やっぱり美味しそうね。頂きます！」

      　プスプスと音を立てるパイ生地に感動を覚えながら、ララがナイフを差し込む。

      　ザクッと小気味のよい爽快な音と共に、ハーブと脂の香りが解き放たれる。

      「ん～～！ 美味しい！」

      　切り分けた大きな一口を運び、ララはきゅっと目を閉じて言った。

      「ララお姉さまは本当に美味しそうに召し上がりますわね」

      「だって、本当に美味しいんだもの」

      　微笑ましそうに見るテトルに、ララは当然のごとく答える。

      　未開拓惑星探査の際に主食となる味気ないレーションとはまさしく天と地ほどの差があるが、それを差し引いてもミルとシアの作る料理は絶品に違いなかった。

      「そういえば、保存食の在庫はあるんだっけ？」

      「ああ。カミシロで買ったのがまだ残ってるな。とはいえ多少減ったし、食べ終わったら補充するか」

      　瞬く間に消えつつあるミートパイを間に挟んで、ララとイールは今日の予定を立てる。

      　明日の早朝には町を発つ手筈になっているため、今日のうちになくなった消耗品も補充しなければならない。

      「明日にはもうお別れですか。名残惜しいですわね」

      「ああ……。また仕事がいっぱい溜まってるんだろうなぁ」

      　二人の会話で、また日常に戻らなければならないことを悟った二人は、死んだ魚のような目でうっすらと笑う。

      　ヤルダでは今、二人の不在を優秀な部下達が必死にカバーしているところだろう。これは帰ったらまた、当分は睡眠時間を削らねばならないだろうと思うと、変な笑いもこみ上げるというものである。

      「レイラ様もテトルさんも、大変ですねぇ」

      「他人事だと思って……。次の神殿長はロミにしてやろうか」

      「うええ!? だ、ダメですよぉ。わたしはしがない武装神官の小娘なんですから！」

      「ちっ。こういうときだけなよなよしくなるんだからな」

      　少し地の口調を見え隠れさせながら、レイラがロミをむっすりと睨む。ロミはふっと視線を逸らし、ポタージュに匙さじを沈めた。

      
        

      

      　ララとイールは朝食を終えた後、さっそく旅の道具を補充するため町へと繰り出していた。

      　朝と言うには遅いが昼というには早い時間帯、アルトレットの大通りは、相も変わらぬ賑わいである。混雑具合を比べればカミシロのアマノハラといい勝負だが、人々の服装や人種的な髪や瞳の色の違いによってその雰囲気はずいぶんと異なる。

      「大陸はやっぱり、赤とか青とか多いわよね」

      「そうだな。大陸っていうより、辺境の人種の特徴らしいがな」

      　イールが長い自分の赤髪をいじりながらうなずく。

      　辺境では彼女のような赤髪も珍しくはなく割合よく見かける。どちらかと言えばロミの金髪や、ララの銀髪の方が珍しいほどだ。

      「まあ、最近は染料で染められるしな。貴族の婦人が何色も使ってマーブルにしてたりするんだ」

      「へぇ。髪染めもあるんだ」

      　何気なく飛び出た言葉に、ララはイールの予想以上に食いついた。

      「なんだ。ララも髪の毛染めたいのか？」

      　言外にもったいないと言うイールに、ララは首を横に振る。

      「ううん。単純に存在を知らなかったから驚いてるだけ。どうやって染めるの？」

      「そういうことか。どうやってって言っても、単純に色水を用意して、髪に馴染ませるだけらしいが」

      「色水とな？」

      「精製水に染料を溶かした水さ。不純物のない綺麗な水だから、よく染まるらしい」

      「へぇ。そういうのもあるのねぇ」

      　イールもあまり詳しくはないようで、それ以上の話は聞けなかった。しかしそれだけでもララは満足したらしく、ふんふんとうなずく。

      　自分の銀髪を染める気はさらさらないが、一度くらい染めているところを見学したいものである。

      「しかしあれね。髪色とか瞳の色とかって差別とか迫害の対象になると思うんだけど、ここではあんまりそういうのはないのね。カミシロでも特にそういうのはなかったし」

      「迫害か……。人間同士だとあんまり聞かないな」

      「そっか。人間以外にも種族があるんだもんね」

      　不思議に思って首を傾げるララに、イールが答える。ララは目の鱗が落ちたようにはっとした。

      「他に別の種族がいたら、人間は人間同士で結束しないと太刀打ちできないからな。基本的に、人間は弱いから」

      「鬼人みたいに力に優れてるわけでも、人魚みたいに海で自由に泳げるわけでもないものね」

      「そういうことだな。魔法だってエルフや妖精には敵わんし、身体能力は獣人の方が上だ」

      「そう考えると、人間の強みって謎よね」

      「謎って言うか、単純に数だろ。繁殖力は魔獣並みだぞ」

      　あっけらかんと言い放つイール。逆にララの方が恥ずかしくなって頬を赤くした。

      「もうちょっとデリカシー持ってくれませんかね!?」

      「でり、なんだって？」

      　横文字の通じないもどかしさにララが吠える。

      　スプーンやフォーク、パンなどは通じる癖に、こういった単語だけは通じない。ララの母語とこの世界の共通語の翻訳もそれなりに進んでいるが、時折こういうこともある。

      「一応イールも年頃の女なんだからさぁ」

      「年頃ねぇ。もうずいぶん嫁ぎ遅れてる気はするがな」

      　ぼやくララに、イールは自嘲気味に言う。彼女の視線の先には、分厚い鱗で覆われた赤黒い右腕があった。

      「……やっぱりその腕のせいで破談になったりしたの？」

      「うん？ ああ、いや、特にそういうことはないぞ」

      「じゃあなんで見てたのよ」

      「単純に、あたしには結婚して家庭を作るような生活よりも、こいつと一緒に旅してる方が気楽でいいなって思っただけさ」

      「そっか……。結婚生活ならぬ血痕生活ね」

      「なんかいったか？」

      「なんでもないわ」

      　しばし無言で二人は通りを歩く。こういう時だけ翻訳機能が仕事をするのだ。

      「あ、ここだ。ちょっと寄ってくぞ」

      「りょーかい」

      　イールが立ち止まったのは、保存食を棚一杯に並べて売っている小さな店だった。

      　老婆の営むその店で、イールは携行食の定番である肉ブロックとドライフルーツ、干し肉を購入する。

      「いやぁ、懐を気にしなくていいのは楽でよいな」

      　ほくほくと荷物を背中のリュックにしまい、イールが言う。

      　カミシロへの往路と復路で得た蒼鱗鮫と海竜のお陰でずいぶんと資金には余裕がある。多少は妖精鍛冶師への依頼料として残さねばならないが、それでも値段を気にせず買い物ができる程度には心強い財布である。

      「ちょっと話戻すけどさ。イールのその腕って生まれつきだっけ？」

      　また通りに戻り、人混みの中を歩きながらララが口を開く。

      「いいや、小さい頃は普通の腕だった。十歳くらいの頃にポツポツと小さい鱗が浮かんできたんだ」

      　最初は肌荒れか何かかと思い、特に気にしてはいなかったのだと言う。しかし日を追うごとに鱗は大きくなり数も増やし始め、硬貨ほどの大きさになった頃に、さすがにこれはただごとではないと気が付いたらしい。

      「両親も大慌てだったよ。色んな医者や薬屋をたらい回しにされたし、たまに祈祷師なんてヤツも来た。結局それでも治らなくて、それどころか鱗以外にも異常が出始めたんだ」

      「それって、怪力のこと？」

      　ララの予想に、イールは頷く。

      「朝起きたら魔力がほとんど枯渇こかつしててな。ふらふらになりながら自分の部屋を出ようとドアノブを持ったら、もげた」

      「もげた……」

      　その時は体調も相まって、力の制御などできるはずもなかった。ドアを破壊し床を這うようにしてリビングまで進み、両親に発見されたのだという。

      「まあ大変だったなぁ。悪魔憑きを疑われて、すぐに神殿に運ばれたよ。悪魔祓いにずらっと取り囲まれて、子どもながらあれは怖かった」

      　イールは曖昧な顔で言う。

      　幼い少女に、険しい表情の大人たちに取り囲まれるという状況はなかなかに厳しいだろう。

      「聖水ぶっかけられたけど特に痛くもかゆくもなかった。聖印見せられても困るだけだし、聖光当てられても眩しいだけだった。そうこうしてるうちにどうやら悪魔憑きではないらしいってわかったみたいだったな」

      　右腕は確かに人外のものだった。

      　魔力を奪い、怪力を宿す。鱗は堅く、刃も魔法も通さない。歴戦の悪魔祓いたちも、これには困惑したのだろう。

      「学院に送られて、詳細に身体中も調べられたよ。腕以外特に変わったとこはなかったけどな」

      「なんだか、思った以上にいろいろやってるのね」

      「まあ、それなりに両親に余裕があったからな」

      　これが平民の家であれば見つかったその日に捨てられているだろうと彼女は笑って言った。ララとしては反応に困る話である。

      「まあそういうわけで、特に呪いや悪魔憑きなんていう悪いものではなさそうだって結論が付いた。そんで、〝邪鬼の醜腕〟って名前が付けられた」

      「醜い腕って、冷静に考えるとけっこう失礼よね」

      「まあでも見たまんまそうだしなぁ」

      　ララが唇を尖らせると、イールは腕を持ち上げて首を傾げる。

      　確かに見た目は禍々まがまがしいが、何も醜腕と名付けなくてもよいのにと、ララは不満げである。

      「とにかく、今はこいつのお陰で傭兵生活も安定してできてるんだ。感謝こそすれ、治そうなんて気は毛頭ないな」

      「それが原因でいじめられたりとかはしなかったの？」

      「ま、多少はな。でも年齢が上がるにつれてみんなリザードマンとか他の種族がいることも知り始めたし、自然に消えていったよ」

      「よくそこまで耐えられたわね」

      「いや、耐えてないぞ？ からかってきたヤツはぶっ飛ばした」

      　イールは誇らしげに醜腕の鋭い爪の伸びる手を握りしめて言う。いじめがなくなったのはそのせいなのでは？ と思わないでもなかったが、それを言う勇気をララは持ち合わせていなかった。

      「そ、そっか……」

      　ララは苦し紛れにそれだけ言って、乾いた笑みを浮かべた。

      「あ、次あそこの店に行こうか」

      　そんな彼女に気を留める様子もなく、イールはさっそく次の店を指さしていた。

      
        

      

      　一方その頃。ララたちが買い出しに出かけた後の『塩の鱗亭』では突発的なカードゲーム大会が開催されていた。

      「はい。俺の勝ちな」

      「うわあああん！」

      　レイラが気取った顔で一揃いのカードをテーブルに置く。涙目になったロミが、自分の手札をぶちまけた。

      「うわぁ……えげつないですわね……。ロミはロミで悲しいほどついてないですし……」

      　二人の様子を見ていたテトルが率直な感想を漏らす。

      　エレメントサークルという名前のそのカードゲームは、主に上流階級の人々の間で古くから嗜たしなまれている定番だった。四つの身分とこの世界にある基礎四大元素、派生四大元素、四大根源素を合わせた十二つの属性を組み合わせた四十八枚のカードを使い、さまざまなルールの元で遊ぶ玩具だ。

      　今回二人がやっていたのは、マジカルロッドと言って、要は特定のカードの組み合わせを作り、強かった方の勝ちという単純明快なルールである。

      「うぅ、いっつもこれだけは下手なんです。奴隷の無水氷しか揃わないなんて……」

      「ほんとに、これだけはこっちがかわいそうになるくらいの悪運だよな」

      　ぐすぐすと鼻を鳴らすロミに、さすがのレイラも素直には喜べないようだった。

      　ロミが彼女に師事し、魔法の修行に打ち込んでいた時代にも二人はこれでよく遊び、そしてロミが無残にも完敗していたものだった。

      「しかしまあ、貴族の八大元素揃えるなんてねぇ。さすがお師匠様、容赦ないわね」

      「人聞き悪いこと言うな。こればっかりは運なんだよ」

      　茶化すテトルにレイラは口を尖らせる。

      　とはいえ彼女自身も、最大八枚引けるルールで八枚一揃いの組み合わせを一発で引き当てるとは思わなかった。きちんとシャッフルしたのは確認したが、不思議なこともあるものである。

      「ぐすん。ミラーアイなら負けないのに……」

      「あれは記憶力だもんな」

      　いそいそとカードを片付けながらロミが訴える。

      　ミラーアイとは並べたカードをひっくり返して一揃い作っていくゲームだが、ロミはそれがめっぽう強かった。

      「動く種類のカードでもわたし得意なんですよ」

      「それもう記憶力関係ないですわよね」

      「妙なところで運を発揮するんだよ」

      　とんとんと纏めたカードを揃え、ロミはまたシャッフルする。どうやら彼女はそのまま続けるようだった。

      「それじゃあ次はテトル、やる？」

      「ええ。せっかくですから」

      　レイラが席を立ち、代わりにテトルが座る。

      「お手柔らかに」

      「こちらこそ、よろしくお願い致しますわ」

      　山札が二人の中央に置かれる。両者はおもむろに手を伸ばし、互いに握手する。

      「マジカルロッド」

      　二人の声が揃う。

      　それに反応して山札を構成する四十八のカードが淡く光った。

      「どちらから？」

      「テトルさんが先でいいですよ」

      「では、お言葉に甘えて。……貴族かしら」

      　手を解き、テトルは逡巡の後、一番上のカードを指先で叩きながら宣言する。

      　カードがそれに応えるように、一枚だけぽっと光を放った。

      「当たりですわね」

      「なんで当たるんですかぁ……」

      　うきうきと笑みを浮かべるテトルとは対照的に、がっくりと肩を落とすロミ。

      　マジカルロッドはまず山札の一番上にあるカードの身分を言い当てなければ引くことができない。もし間違えてしまった場合はシャッフルされ相手にターンが回ってしまう。先ほど最大数の八枚を引けたレイラは、八回連続でカードの身分を言い当てたということだ。

      「ほら、次はロミの番ですわ」

      「うぅ……。神官です！」

      　高らかなロミによる宣言。カードは沈黙を保ち、彼女は儚く崩れ落ちた。

      
        

      

      「ただいまー。って、みんな揃って何してるの？」

      　夕方。ララとイールが買い出しから戻って来ると、塩の鱗亭の食堂ではテーブルを囲んで盛り上がっている人々がいた。シアとレイラが対面し、カードを広げて遊んでいる。ロミやミルたちがそれを後ろから眺めているような状況だった。

      「おかえりなさい。今シアさんとレイラ様が勝負してるところです」

      　帰ってきた二人に気が付いたロミが振り向いて説明する。

      「勝負？ わ、カードゲームじゃない」

      「マジカルロッドっていうゲームです。レイラ様が持ってきてくださってて」

      「懐かしいな。そういえば昔はよくテトルとこれで遊んでた」

      　戦いは白熱しているようで、レイラは四枚、シアは六枚のカードを持っている。

      　イールはこのゲームを知っていたらしく、懐かしそうに言った。

      「テトルが自信満々に挑んでくる割に弱くてなぁ」

      「お姉様!? は、恥ずかしいのであまり……」

      「テトルはあたしが勝つと泣き出すから、上手く負けてやるのが大変だったよ」

      「ああああっ！」

      　気持ちのよい笑みを浮かべて暴露するイールに、慌ててテトルが詰め寄る。

      　なんだかんだと言って、仲睦まじい姉妹である。

      「ミルはこういうの得意なの？」

      　シアの肩越しにカードを見ていたミルに、ララが声を掛ける。

      「いえ。私もさっき教えてもらいました。お貴族様が嗜む遊びらしいんですが、なんでシアは知ってるんでしょう？」

      「そうだったの。シアは、なんか知っててもあんまり違和感ないわね」

      　不可解な物を見るような顔でミルはシアの横顔を見る。組の強さについて二人とも知識を持ち合わせていないが、シアはずいぶんと余裕綽々といった表情である。

      「カミシロにもこういうゲームはあるの？」

      「えっと、まあカードを使ったゲームということなら。ルールや枚数なんかは全然違いますが」

      　ミオの言葉にララはほうほうとうなずく。カミシロにいる間に知っておけば、買い集めるのもよかったかもしれない。

      「なんか、すっごい複雑そうなルールね」

      　テーブルの上で繰り広げられる戦いを見ながら、ララが率直な感想を漏らす。

      　現在は両者とも八回のドローをこなし、レイラが五枚、シアが変わらず六枚の手札である。

      　そこから今度はカード交換のフェーズに突入するようだった。いらないカードを選択し、また山札の一番上のカードの身分を言い当てる。成功すれば二つを入れ替えることができる。

      「ルールもだが、運もかなり必要なゲームだからなぁ」

      「うーん、それはちょっと厳しそうね……」

      　ことあるごとに運が求められるゲームは、ララは少し苦手だった。

      「希望への道ロードオブホープだ！」

      　手札が決まったらしく、レイラが威勢よく宣言しながらカードをテーブルに並べる。

      　平民の基礎四大元素一揃いと光の五枚揃いである。

      　かなり強い組み合わせだったらしく、ルールを知るテトルたちは思わず驚きの声を漏らす。しかし、対するシアは涼しい顔だ。

      「なんか余裕そうだな？」

      　思わずレイラが訝しむ。

      「うふふ。私、やっぱりこれ得意ね。貴族の矜持ノブレスオブリージュ」

      「なっ!?」

      　貴族の四大根源素一揃いと、平民の火と水がテーブルに並ぶ。

      「まさか……」

      「生きてる間にアレを目にするなんて……」

      「信じられないですわ」

      　ルールを知っている人たちがざわめく。

      「そん……な……」

      　失意の中で、レイラが膝から崩れ落ちた。

      「うん。ルールがわからないと楽しくない！」

      　そんな中で、一人だけルールがいっさい把握できていないララが、そう言い捨てた。

      
        

      

      　翌朝の早朝。涼しい海風の吹き付ける塩の鱗亭では、いつもより早く人々の気配があった。

      「何も出発の日も早起きしてまで鍛錬しなくても……」

      「出発の日だろうが到着の日だろうが、できるならしないといけないんだ」

      　すでに修練を終え汗だくになったララとイールが、着替えを持って風呂に向かう。

      「あれ？ 誰か入ってるわね」

      「誰かって、この宿だとそう選択肢もないだろ」

      　脱衣所の棚に綺麗に畳んで置かれている二揃いの服を発見したララが言う。

      　見覚えのある大きめの神官服と白衣は、十中八九あの二人だ。

      「あの二人もなんだかんだ仲いいわよねぇ」

      「年齢もけっこう離れてるみたいだが、いい友達同士なんだろ」

      　手早く服を脱ぎながらとりとめのない会話を交わす。修練の際には動きやすさを重視してそれほど多くは着込まないので、すぐに二人は生まれたままの姿になって、脱衣所の奥のドアを開けた。

      「おお、おはよう。武器の練習終わりか？」

      「おはよ。今日も扱き倒されたわ」

      　広い湯船の真ん中を占領するようにして陣取っていたレイラが二人に気が付く。彼女は頭に折りたたんだタオルを乗せて、気持ちよさそうに湯船に背を預けている。その隣では、同じくタオルを乗せたテトルもいた。

      「おはようございます。お疲れ様と言った方がよろしいでしょうか」

      「おはよう。テトルたちが朝風呂っていうのは珍しいな」

      「私たちも今日が最後なので、目いっぱい楽しんでおこうかと思いまして」

      　乳白色のお湯を掬い、指の隙間から落としながら、テトルが微笑む。

      　ふだんは幼い印象のある彼女も濡れた赤髪に上気した頬が映えて、なんとも色艶のある雰囲気を醸している。

      「そうか。二人ももう帰るんだな」

      　温かい湯に少しずつ身体を慣れさせながらイールが納得したように言った。

      「さすがにそろそろ帰らないと、仕事が溜まってそうだ……」

      「パロルドには少し休暇を与えた方がいいかもしれませんわね」

      　湯船に浸かっている二人は揃って遠い目になると、うっすらとした生気のない笑みを浮かべた。

      「ふぅ、さっぱり！ 地位やら責任やらある人たちは大変ね」

      　ララは備え付けの桶で掛け湯をして、プルプルと顔を振る。彼女の続けた言葉に、二人は諦観の滲む笑みでうなずく。

      「でも、ララお姉様たちも今日出発ですわよね？」

      「そうね。だからこの後ロミを起こさないと」

      　ゆっくりとつま先から湯船に入りつつララがうなずく。毎日の修練も大変だが、毎朝あの寝起きがすこぶる悪い少女を叩き起こすのも相当骨が折れる。

      「あ、ロミならこっちにいるぞ」

      「え？」

      　気の重い様子のララに、レイラが声をかける。ララがレイラの指さす方向へ視線を向けると、何やら風呂の水面が泡立っていた。

      「ぶくぶくぶく……」

      「うわっ!? お、起きてる……!?」

      　そこには顔まで湯船に沈めた金髪少女がいた。今にも溶けそうな表情で、辛うじて意識だけは保っているようだ。

      「なんで……、というか脱衣所に服なかったよね？」

      「ああ。あんまり起きないから布団と一緒に引っぺがして来た」

      「お、鬼がいる……」

      　さらりと飛び出した言葉の内容に、思わずララは絶句する。

      　聖職者に慈悲などなかった。

      「ちょっとロミと話したいことがあって、無理矢理連れてきたんだ。話し終わった途端こんな様子だけど」

      「さすがはレイラさんの弟子というか。筋金入りですわよね」

      　情けない、と眉をハの字にするレイラ。テトルはその隣で苦笑して言った。

      「ロミとどんな話してたんだ？」

      　湯船に浸かり、イールがたずねる。

      「まあ、ちょっとしたことをな。守秘義務もあるから、二人には話せないが」

      「教会ってそういうところあるよね」

      「これも決まりなんだよ」

      　レイラ自身も厳格な情報統制を煩わしく思っているのか、面倒臭そうな顔をする。とはいえ、それによってさまざまな危険も排除できているのだから、止めるわけにはいかない。

      「じゃ、そろそろ私たちは上がりましょうか」

      　ざばんと波を立たせながら立ち上がり、テトルが言う。

      　もうずいぶんと風呂を楽しんでいたのか、膨らみのある身体がほんのり赤く火照っている。

      「それもそうか。それじゃ、お先に。ロミは置いていく」

      　それに応じてレイラも立ち上がる。

      　二人が出た後、ララとイールはしばらく広い風呂を堪能する。とはいえ、彼女たちも鍛錬の汗を流すためにやってきただけだ。出発の時間も迫っているので、湯船で暖まったらすぐに出る。

      「あ、そういえばロミ」

      「あっ」

      　その時になってようやく、ロミがまだ残っていることに気が付く二人。

      「ぶくぶくぶく……」

      　沈みかけている彼女を引き上げ、ぷにぷにと頬を捻る。

      「うにぃぃぃ……」

      「ほら、起きろ寝ぼすけ。逆上せちまうぞ」

      「あと、あと五時間……」

      「お湯も冷め切っちゃうわよ！ ほらほら！」

      　二人の懸命な説得によりロミもうっすらと意識を取り戻す。たどたどしい足取りの彼女を両脇から支え、ララたちも風呂を出る。

      「ふわぁぁぁ……。あれ？ なんでわたしお風呂に？」

      　更衣室の冷気に当たり、ようやくロミは意識をはっきりとさせる。今の状況が掴めていないのか周囲を見渡して不思議そうにしていた。

      「どこから意識飛んでたんだ……」

      「これ、レイラの話覚えてるの？」

      　がっくりと肩を落とし、二人はため息をつく。

      「あ、だんだん思い出して来ましたよ。なんだか無理矢理お布団引っぺがされて……、あ、服着てない!? お風呂……？ ふ、服がない!?」

      　がばりと立ち上がり、棚を探し回るロミ。しかしどれほど探そうとも、目当てのものが見つからない。

      「どうしたんだ？」

      　肌着を着ながらイールが尋ねる。

      「ふ、服が、着替えがないんです……」

      「ええ……」

      　呆れたようにララが声を漏らす。

      　どうやらレイラたちは、服を剥いで連行はしたものの、着替えを用意し忘れていたようだ。

      「ふぇえええ、どうしたらいいんですか!?」

      「ロミ……」

      　涙目になるロミの肩に、ぽんとイールが手を置く。

      　縋るような目で彼女がイールを見る。

      「大丈夫。今、この宿には同性しかいない」

      「さあ、走りましょう」

      「ふぇえええええん!!」

      　ぐっと親指を上げるイールとララ。ロミの悲しい絶叫が響き渡った。

      
        

      

      「は、恥ずかしすぎて死ぬかと思いました……」

      　羞恥に顔を赤く染めたロミが、弱々しい声で言う。

      　着替えもなく身ぐるみ剥がされて風呂へと連行された彼女は、結局備え付けのタオルを使って身体を隠し、決死の覚悟で廊下を走り抜けた。彼女たちの他に宿泊客がいなかったのが不幸中の幸いである。

      「いやぁ、ロミがあんなに早く走れるとはなぁ」

      「笑いごとじゃないですよ！ うぅ、まだ恥ずかしい……」

      　脳天気な台詞を投げるイールに、ロミはぷっくりと頬を膨らませる。今はもう白い神官服を身に纏っているが、それでも羞恥心は消えないようだ。

      「うぅ、絶対レイラ様楽しんでました……」

      　ロミは隣の部屋にいるはずの上司を壁越しに睨み付けて言う。

      「そういえば、お風呂場でレイラから聞いた話は覚えてるの？」

      「ふぇ？ ああ、大丈夫ですよ。わたし、記憶力はいいので」

      　どうやら寝ぼけていても仕事の話はきちんと覚えていたようだ。

      「教会関係のことなのでお二人にもあまり話せないんですけどね。レイラ様もテトルさんも、なかなか大変みたいですよ」

      「他人事ねぇ」

      　軽い調子で言い放つロミにララは眉尻を下げる。

      「ともあれ、私らもレイラから仕事を受けてるんだ。そろそろ出発しないとな」

      「もう出発か。早いわねぇ」

      　イールが窓の外の太陽を見上げて言った。昼の明るいうちに距離を稼ぐのが旅の基本である以上、出発は早朝が望ましい。彼女の一声で、ララたちは荷物を纏めた。

      「忘れ物はない？ なら行きましょっか」

      　最後にざっと確認して、部屋を出る。

      　立つ鳥跡を濁さずがモットーである。

      　廊下に出ると、荷物を纏めて鞄を携えたレイラとテトルが廊下を歩いていた。

      「あ、ララたちももう出るのか」

      「ええ。二人も？」

      　二人がうなずき、ララたちと合流する。

      　レイラはむっすりと頬を膨らませてこちらを見る弟子に、思わず笑みを浮かべた。

      「そんなに怒らなくても……。どうせ今宿には女の子しかいないんでしょ？」

      「そういう問題じゃないです！ これは、人としての尊厳がですね！」

      　ロミは憤懣ふんまんやる方ないといった様子でいきりたつ。レイラもさすがに可哀想なことをしたと思い直したのか、わりあい素直に頭を下げて謝罪した。

      「あら、勢揃いね。もう出るの？」

      　一行が食堂に入ると、すでにシアがテーブルの準備をしていた。

      「ああ。今まで世話になった」

      「うふふ。そんなに改まらなくてもいいのに」

      　シアはテーブルを拭く手を止めて、五人を見る。

      「ずいぶんとたくさんね。一気にいなくなっちゃうと、寂しくなるわ」

      「この宿ならすぐに人気が出るよ」

      「それとこれとはまた別なのよねぇ……」

      　慰めるつもりで放ったイールの言葉に、シアは困ったような笑みで応えた。

      「そういえば、朝ごはんは食べないの？」

      「途中で露店で買おうかと考えてるけど」

      「ちゃんとしたもの食べないと元気出ないわよ。ミルに頼んで何か作って貰おっか」

      「心配には及びません！ すでに作ってあります！」

      　シアが厨房へ向かおうと後ろを振り向くと、そこにはどや顔で立つミルとミオがいた。

      「簡単にお弁当作っておきました。これならすぐに食べられるかと思いまして」

      　そう言いながら、ミルがいくつかの紙袋をララたちに渡す。

      「ミオさんと一緒に作ったんですよ！」

      「アイディア出しはミルちゃんですよ」

      「要は二人の合作ってことね。ありがとう」

      　しっかりと袋を抱え、ララが二人に言う。

      「そんな、感謝したいのは私たちの方ですよ。ララさんたちのお陰で、この宿も私も、すごく成長できたんです」

      「ええ、ほんとに。私もここで包丁を持つことができて嬉しいんです」

      　ミルとミオはそう言ってはにかむ。ミルの白い耳がぴこぴこと揺れる。

      「それじゃ、ありがたく頂くわ。三人も元気でね」

      　最後に三人を見渡し、ララが言う。

      　口々に惜別せきべつの言葉を交わし合い、彼女たちは分かれる。

      　残る者と、去る者。必ず訪れるこの瞬間だけは、どうしてもしんみりとしてしまう。

      「少し羨ましいですね」

      　塩の鱗亭を背にして歩きながら小さくテトルが呟いた。不思議そうにするララたちを見て、彼女は言葉を重ねる。

      「私は旅をしたことがありませんから。今ではしようと思ってもできないのですけれど」

      「そうだな。あんなふうに別れを惜しんでくれる人と出会えるのは、よいことだ」

      　テトルの声に、レイラが重ねる。

      彼女たちはある意味で、ララたちと対極に位置する存在だ。

      「たぶん、旅とか関係ないわよ。私だって、レイラやテトルがいなくなったら嫌だもの」

      「そうですねぇ。わたしもレイラ様と離ればなれになるのは少し悲しいですから。一緒にいると、もう少し抑えてほしいとは思いますが」

      「人間、そういうもんだろ。旅人とか神官とか、秘密結社の天辺とか、そういうのはたぶん関係ない」

      　ララたちの言葉に、テトルははっとする。

      「そういうもん、ですか。私も皆さんと別れるのは寂しいですものね」

      「いくら遠話の首飾りがあるとはいえ、こうして目を合わせて話すのとはまた別よね」

      「――これからまた寂しくなるな」

      　イールが微笑んで、そっと手をテトルの頭に乗せた。彼女は少し驚いた様子だったが、すぐに気持ちよさそうに目を細める。

      「また、少し離れるな」

      「神殿のある町なら、俺たちも行ける。何かあったら、すぐに言ってくれ」

      　神殿長特権だ、とレイラが猫のように笑う。

      「ああ、その時は頼らせて貰うよ」

      「せっかくの【赤髪同盟】だもんねー」

      　ララの言葉に、イールがうなずく。

      「――仲間だからな」

    
  
    
      
        あとがき

      

      　剣と魔法とナノマシン第五巻をご購入いただき、ありがとうございます。著者のベニサンゴです。四巻で当初構想していた物語がひとまずひと段落し、web掲載版では第一部完結ということで落ち着いておりました。しかし、彼女たちの旅物語はまだ終わらない！ というわけで、続く第二部第六巻に向けた箸休め、もしくは種蒔き回としてこうして第五巻を執筆させて頂けることとなりました。

      　第五巻は編集部のご厚意もあり、このような次巻を見据える思い切った構成となりました。ネット小説出身の私としては、ほぼ全編にわたって完全書き下ろしという執筆は初めての体験で、また勝手も分からないところが多々あって、かなり苦労してしまいました。ネット掲載であれば一話が大体三千字、それが三十話とちょっと続いて一章というのが大体の私個人の感覚です。しかし今回の第五巻では六篇の短編を詰め込むような形となり、一編は大体二万字から、という形になりました。この分量で一つのストーリーを語り始め語り終わる、という感覚がなかなか掴めず、難しさを感じていました。既刊の書籍特典短編も書いていたはずなのに……。

      　しかし、このような形での執筆だからこその発見もあり、先輩作家様方の筆力の高さを改めて実感することができました。私もまだまだ成長したい！ と日々藻搔いております。

      　そういえば、執筆環境も以前から大きく変わりました。著者紹介の欄でもポメラニアンと書いていましたが、四巻まではポメラという執筆専用ガジェットを使っていました。今回からはポメラから完全にタブレット一本に移行して、いくつかのアプリを併用しながら執筆しています。ネットに繋がってしまうのでツイッターなどの誘惑に駆られることもありますが、やはり自由度はこちらの方が高くて快適ですね。元々は一巻執筆時にパソコンが水没してしまい、急遽代役として用意したタブレットで書き始めたのですが、アクセサリもアプリも充実していて慣れるとかなり快適ですね。おすすめは辞書アプリです。これを入れているおかげで、普段ネットの海を漂っている時も、分からない単語があるとすぐ調べる癖が付きました。それが語彙力の向上に寄与しているかどうかは不明ではありますが。

      　ちなみにポメラ脱却して一ヶ月かそこらで新型ポメラが発表されました。タイミング……。

      　私はいろんな作家さんの作業環境を見るのも好きです。動画サイトでも作業部屋紹介なんかをよく見ています。そういうものを見ていると、やっぱりお洒落で統一感があって品のいいお部屋なんかが出てきて羨ましいなぁなんて思ったりもするのですが、私は基本的にどこでも作業できる環境というのを第一に考えています。タブレット一本に絞ったのも鞄の軽量化が目的だったりします。喫茶店やら図書館やらファミレスやら自宅やら、色々な場所でペタペタ書いているので、極力荷物を軽くしています。ミニマリストとかノマドワーカーとかそういうつもりではないですが、単純に隙間時間にもちょいちょい書けるのはいいですからね。

      　それでも資料的に使っている書籍等は電子書籍になっていないものも多くて、自宅の本棚が圧迫されています。そのうち本棚に押し潰されそうだと割と真面目に危機感を抱いております。紙書籍と電子書籍、どちらが良いかという議論もよく話題として挙がりますが、個人的にはどちらも良いというか、双方の利点を鑑みつつその場その場で臨機応変に選ぶのが常となっています。電子書籍は何十冊と持ち運べたり検索できたりという点が長所に挙げられますが、紙書籍も読んでいる時のページの厚みや装丁のこだわりなどは捨てがたいものがあります。剣と魔法とナノマシンに関しては読者の皆様のお好みで、となります。

      　ここからは謝辞を。

      　イラストレーターの夘田恭さん、今回もとても素晴らしいイラストを描いていただきました。表紙のアリア、とても素敵で感激してしまいました。挿絵ももちろん、表紙と遜色ない程の大作揃いで本当に感謝してもしきれないくらいです。

      　今回の変則的な構成を提案してくださった担当さん、いつもいつもお待たせしてしまい本当に申し訳ありません。おかげさまでとても良い作品となったと自負しております。校正や装丁など、今回も沢山の方々のご尽力の上で、こうして本として完成させることができました。本当にありがとうございます。

      　読者の皆様にも厚くお礼を申し上げます。皆様の力強い応援のおかげで、第一部が完結したララ達の旅を再び始めることができました。三人の旅路がどこへ向かうのか、ぜひ今しばらくお付き合いいただけると幸いです。

      二〇二二年一一月　ベニサンゴ

    
  
    
      著者紹介

      ベニサンゴ

      関西在住。ファンタジー小説を読み漁っているうちに、自分でも書くように。誤字は友達。犬じゃない方のポメラニアン。久しぶりにランニングをして、1日遅れで筋肉痛が来て愕然としています。サイボーグ人間になりたいです。

      イラストレーター紹介

      夘田 恭（うだ きょう）

      イラストレーター。ソーシャルゲームのイラストやカードイラスト等。Twitter: @kyo_niku

      
        

      

      ◎本書スタッフ

      アートディレクター/装丁：はこしろ

      編集協力：深川 岳志

      ディレクター：栗原 翔

    
    
      ●著者、イラストレーターへのメッセージについて

      ベニサンゴ先生、夘田恭先生への応援メッセージは、「いずみノベルズ」Webサイトの各作品ページよりお送りください。URLは https://izuminovels.jp/ です。

      
        
      
      ●底本について

      本書籍は、『小説家になろう』に掲載したものを底本とし、加筆修正等を行ったものです。『小説家になろう』は、株式会社ヒナプロジェクトの登録商標です。

      ●お断り

      掲載したURLは2022年11月1日現在のものです。サイトの都合で変更されることがあります。また、電子版ではURLにハイパーリンクを設定していますが、端末やビューアー、リンク先のファイルタイプによっては表示されないことがあります。あらかじめご了承ください。

      ●本書の内容についてのお問い合わせ先

      株式会社インプレスR&D　メール窓口

      
        np-info@impress.co.jp
      

      件名に「『本書名』問い合わせ係」と明記してお送りください。

      電話やFAX、郵便でのご質問にはお答えできません。返信までには、しばらくお時間をいただく場合があります。

      なお、本書の範囲を超えるご質問にはお答えしかねますので、あらかじめご了承ください。

      また、本書の内容についてはNextPublishingオフィシャルWebサイトにて情報を公開しております。

      
        https://nextpublishing.jp/
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